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独立行政法人国立病院機構 平成２０年度事業報告書

１．国民の皆様へ

独立行政法人国立病院機構は、全国１４５の病院を一つの法人として運営しており、

がん、循環器病、結核、重症心身障害児（者）、筋ジストロフィー児（者）に対する医

療、心神喪失者等医療観察法に基づく医療を含む精神科医療、災害医療など、国の医療

政策として担うべき医療について全国的なネットワークを形成して取り組むとともに、

地域のニーズにあった医療を提供しています。さらに、安定的な経営基盤の構築に向け

て事業の徹底的な効率化を図り、平成１６年度から平成２０年度までの通期ベースで収

支相償を達成しました。

（注）南横浜病院については、結核・一般入院患者の大幅な減、収支改善の見通しが

立たない状況を踏まえて、神奈川県内の結核医療を神奈川病院に効率的に集約す

ることとして、平成２０年１２月１日に廃止しました。これに伴い機構の病院数

は１４６から１４５になりました。

２．基本情報

(1) 法人の概要

① 法人の目的

独立行政法人国立病院機構（以下「機構」という。）は、医療の提供、医療に関す

る調査及び研究並びに技術者の研修等の業務を行うことにより、国民の健康に重大な

影響のある疾病に関する医療その他の医療であって、国の医療政策として機構が担う

べきものの向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的として

おります。（独立行政法人国立病院機構法第３条）

② 業務内容

当法人は、国立病院機構法第３条の目的を達成するため、以下の業務を行います。

Ⅰ 医療を提供すること。

Ⅱ 医療に関する調査及び研究を行うこと。

Ⅲ 医療に関する技術者の研修を行うこと。

Ⅳ ⅠからⅢに掲げる業務に附帯する業務を行うこと。

③ 沿革

平成１６年４月 特定独立行政法人として設立

④ 設立根拠法

独立行政法人国立病院機構法（平成１４年法律第１９１号）

⑤ 主務大臣（主務省所管課等）

厚生労働大臣（厚生労働省医政局政策医療課）
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⑥　組織図　（平成21年4月1日現在）
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(2) 本部、ブロック事務所、病院の住所（平成２１年４月１日現在）

［本部］

本部 ：東京都目黒区東が丘2-5-21
［ブロック事務所］

本部北海道東北ブロック事務所 ：宮城県仙台市宮城野区宮城野2-8-8
本部関東信越ブロック事務所 ：東京都目黒区東が丘2-5-21
本部東海北陸ブロック事務所 ：愛知県名古屋市中区三の丸4-1-1
本部近畿ブロック事務所 ：大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14
本部中国四国ブロック事務所 ：広島県東広島市西条町寺家513
本部九州ブロック事務所 ：福岡県福岡市中央区地行浜1-8-1

［病院］

北海道がんセンター ：北海道札幌市白石区菊水四条2-3-54
札幌南病院 ：北海道札幌市南区白川1814
西札幌病院 ：北海道札幌市西区山の手5条7-1-1
函館病院 ：北海道函館市川原町18-16
道北病院 ：北海道旭川市花咲町7-4048
帯広病院 ：北海道帯広市西18条北2-16
八雲病院 ：北海道二海郡八雲町宮園町128
弘前病院 ：青森県弘前市大字富野町1
八戸病院 ：青森県八戸市吹上3-13-1
青森病院 ：青森県青森市浪岡大字女鹿沢字平野155
盛岡病院 ：岩手県盛岡市青山1-25-1
花巻病院 ：岩手県花巻市諏訪500
岩手病院 ：岩手県一関市山目字泥田山下48
釜石病院 ：岩手県釜石市定内町4-7-1
仙台医療センター ：宮城県仙台市宮城野区宮城野2-8-8
西多賀病院 ：宮城県仙台市太白区鈎取本町2-11-11
宮城病院 ：宮城県亘理郡山元町高瀬字合戦原100
あきた病院 ：秋田県由利本荘市岩城内道川字井戸ノ沢84-40

山形病院 ：山形県山形市行才126-2
米沢病院 ：山形県米沢市大字三沢26100-1
福島病院 ：福島県須賀川市芦田塚13
いわき病院 ：福島県いわき市平豊間字兎渡路291
水戸医療センター ：茨城県東茨城郡茨城町桜の郷280
霞ヶ浦医療センター ：茨城県土浦市下高津2-7-14
茨城東病院 ：茨城県那珂郡東海村照沼825
栃木病院 ：栃木県宇都宮市中戸祭1-10-37
宇都宮病院 ：栃木県宇都宮市下岡本町2160
高崎病院 ：群馬県高崎市高松町36
沼田病院 ：群馬県沼田市上原町1551-4
西群馬病院 ：群馬県渋川市金井2854
西埼玉中央病院 ：埼玉県所沢市若狭2-1671
埼玉病院 ：埼玉県和光市諏訪2-1
東埼玉病院 ：埼玉県蓮田市黒浜4147
千葉医療センター ：千葉県千葉市中央区椿森4-1-2
千葉東病院 ：千葉県千葉市中央区仁戸名町673
下総精神医療センター ：千葉県千葉市緑区辺田町578
下志津病院 ：千葉県四街道市鹿渡934-5
東京医療センター ：東京都目黒区東が丘2-5-1
災害医療センター ：東京都立川市緑町3256
東京病院 ：東京都清瀬市竹丘3-1-1
村山医療センター ：東京都武蔵村山市学園2-37-1
横浜医療センター ：神奈川県横浜市戸塚区原宿3-60-2
久里浜アルコール症センター ：神奈川県横須賀市野比5-3-1
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箱根病院 ：神奈川県小田原市風祭412
相模原病院 ：神奈川県相模原市桜台18-1
神奈川病院 ：神奈川県秦野市落合666-1
西新潟中央病院 ：新潟県新潟市西区真砂1-14-1
新潟病院 ：新潟県柏崎市赤坂町3-52
さいがた病院 ：新潟県上越市大潟区犀潟468-1
甲府病院 ：山梨県甲府市天神町11-35
東長野病院 ：長野県長野市上野2-477
まつもと医療センター(松本病院) ：長野県松本市芳川村井町1209
まつもと医療センター(中信松本病院) ：長野県松本市大字寿豊丘811
長野病院 ：長野県上田市緑が丘1-27-21
小諸高原病院 ：長野県小諸市甲4598
富山病院 ：富山県富山市婦中町新町3145
北陸病院 ：富山県南砺市信末5963
金沢医療センター ：石川県金沢市下石引町1-1
医王病院 ：石川県金沢市岩出町ニ73-1
七尾病院 ：石川県七尾市松百町八部3-1
石川病院 ：石川県加賀市手塚町サ150
長良医療センター ：岐阜県岐阜市長良1300-7
静岡てんかん･神経医療センター ：静岡県静岡市葵区漆山886
静岡富士病院 ：静岡県富士宮市上井出814
天竜病院 ：静岡県浜松市浜北区於呂4201-2
静岡医療センター ：静岡県駿東郡清水町長沢762-1
名古屋医療センター ：愛知県名古屋市中区三の丸4-1-1
東名古屋病院 ：愛知県名古屋市名東区梅森坂5-101
東尾張病院 ：愛知県名古屋市守山区大森北2-1301
豊橋医療センター ：愛知県豊橋市飯村町字浜道上50
三重病院 ：三重県津市大里窪田町357
鈴鹿病院 ：三重県鈴鹿市加佐登3-2-1
三重中央医療センター ：三重県津市久居明神町2158-5
榊原病院 ：三重県津市榊原町777
福井病院 ：福井県敦賀市桜ヶ丘町33-1
あわら病院 ：福井県あわら市北潟238-1
滋賀病院 ：滋賀県東近江市五智町255
紫香楽病院 ：滋賀県甲賀市信楽町牧997
京都医療センター ：京都府京都市伏見区深草向畑町1-1
宇多野病院 ：京都府京都市右京区鳴滝音戸山町8
舞鶴医療センター ：京都府舞鶴市字行永2410
南京都病院 ：京都府城陽市中芦原11
大阪医療センター ：大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14
近畿中央胸部疾患センター ：大阪府堺市北区長曽根町1180
刀根山病院 ：大阪府豊中市刀根山5-1-1
大阪南医療センター ：大阪府河内長野市木戸東町2-1
神戸医療センター ：兵庫県神戸市須磨区西落合3-1-1
姫路医療センター ：兵庫県姫路市本町68
兵庫青野原病院 ：兵庫県小野市南青野
兵庫中央病院 ：兵庫県三田市大原1314
奈良医療センター ：奈良県奈良市七条2-789
松籟荘病院 ：奈良県大和郡山市小泉町2815
南和歌山医療センター ：和歌山県田辺市たきない町27-1
和歌山病院 ：和歌山県日高郡美浜町大字和田1138
鳥取医療センター ：鳥取県鳥取市三津876
米子医療センター ：鳥取県米子市車尾4-17-1
松江医療センター ：島根県松江市上乃木5-8-31
浜田医療センター ：島根県浜田市黒川町3748
岡山医療センター ：岡山県岡山市北区田益1711-1
南岡山医療センター ：岡山県都窪郡早島町早島4066
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呉医療センター ：広島県呉市青山町3-1
福山医療センター ：広島県福山市沖野上町4-14-17
広島西医療センター ：広島県大竹市玖波4-1-1
東広島医療センター ：広島県東広島市西条町寺家513
賀茂精神医療センター ：広島県東広島市黒瀬町南方92
関門医療センター ：山口県下関市長府外浦町1-1
山口宇部医療センター ：山口県宇部市東岐波685
岩国医療センター ：山口県岩国市黒磯町2-5-1
柳井病院 ：山口県柳井市伊保庄95
東徳島病院 ：徳島県板野郡板野町大寺字大向北1-1
徳島病院 ：徳島県吉野川市鴨島町敷地1354
高松医療センター ：香川県高松市新田町乙8
善通寺病院 ：香川県善通寺市仙遊町2-1-1
香川小児病院 ：香川県善通寺市善通寺町2603
四国がんセンター ：愛媛県松山市南梅本町甲160
愛媛病院 ：愛媛県東温市横河原366
高知病院 ：高知県高知市朝倉西町1-2-25
小倉医療センター ：福岡県北九州市小倉南区春ヶ丘10-1
九州がんセンター ：福岡県福岡市南区野多目3-1-1
九州医療センター ：福岡県福岡市中央区地行浜1-8-1
福岡病院 ：福岡県福岡市南区屋形原4-39-1
大牟田病院 ：福岡県大牟田市大字橘1044-1
福岡東医療センター ：福岡県古賀市千鳥1-1-1
佐賀病院 ：佐賀県佐賀市日の出1-20-1
肥前精神医療センター ：佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津160
東佐賀病院 ：佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀7324
嬉野医療センター ：佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿丙2436
長崎病院 ：長崎県長崎市桜木町6-41
長崎医療センター ：長崎県大村市久原2-1001-1
長崎川棚医療センター ：長崎県東彼杵郡川棚町下組郷2005-1
熊本医療センター ：熊本県熊本市二の丸1-5
熊本南病院 ：熊本県宇城市松橋町豊福2338
菊池病院 ：熊本県合志市福原208
熊本再春荘病院 ：熊本県合志市須屋2659
大分医療センター ：大分県大分市横田2-11-45
別府医療センター ：大分県別府市大字内竃1473
西別府病院 ：大分県別府市大字鶴見4548
宮崎東病院 ：宮崎県宮崎市大字田吉4374-1
都城病院 ：宮崎県都城市祝吉町5033-1
宮崎病院 ：宮崎県児湯郡川南町大字川南19403-4
鹿児島医療センター ：鹿児島県鹿児島市城山町8-1
指宿病院 ：鹿児島県指宿市十二町4145
南九州病院 ：鹿児島県姶良郡加治木町木田1882
沖縄病院 ：沖縄県宜野湾市我如古3-20-14
琉球病院 ：沖縄県国頭郡金武町字金武7958-1

（注）各名称には、「独立行政法人国立病院機構」が付されている。
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(3) 純資産の状況

（単位：百万円）

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

政府出資金 143,758 0 0 143,758

資本剰余金 118,289 8,941 △ 1,295 128,525

利益剰余金 31,633 29,996 7,741 53,888

純資産合計 293,680 38,937 6,446 326,171

(4) 役員の状況

（平成21年4月1日現在）

職 名 氏 名 任 期 担 当 経 歴

平成12年4月
理 事 長 矢 崎 義 雄 自 平成20年 4月 1日 国立国際医療センター総長

至 平成24年 3月31日 平成16年4月
（現職）

平成14年8月
副理事長 河 村 博 江 自 平成20年 4月 1日 厚生労働省社会・援護局長

至 平成24年 3月31日 平成16年4月
（現職）

平成18年9月
理 事 中 澤 一 隆 自 平成20年 7月11日 管理担当 厚生労働省医薬食品局総務課長

至 平成22年 3月31日 平成20年7月
（現職）

平成14年12月
理 事 白 石 博 之 自 平成20年 4月 1日 理財担当 会計検査院事務総局次長

至 平成22年 3月31日 平成16年4月
（現職）

平成17年4月
理 事 鈴 木 英 明 自 平成20年 4月 1日 医務担当 厚生労働省近畿厚生局長

至 平成22年 3月31日 平成18年9月
（現職）

平成18年9月
厚生労働省大臣官房参事官

理 事 小 林 桂 雄 自 平成20年 4月 1日 労務担当 （医療経営担当）
至 平成22年 3月31日 平成19年9月

（社)日本病院会事務局長
平成20年4月
（現職）

平成7年1月
厚生省健康政策局長

平成10年8月
理 事 谷 修 一 自 平成20年 4月 1日 (社)全国社会保険協会連合会副理事長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成13年10月

国際医療福祉大学学長
平成16年4月
（現職）

平成2年6月
ＮＨＫ解説委員

理 事 村 田 幸 子 自 平成20年 4月 1日 平成16年4月
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 福祉ジャーナリスト

平成18年8月
（現職）

平成19年4月
理 事 菊 地 秀 自 平成20年 4月 1日 仙台医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成19年4月

（現職）
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職 名 氏 名 任 期 担 当 経 歴

平成17年4月
理 事 松 本 純 夫 自 平成20年 4月 1日 東京医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成20年4月

（現職）
平成19年4月

理 事 堀 田 知 光 自 平成20年 4月 1日 名古屋医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成19年4月

（現職）
平成19年4月

理 事 楠 岡 英 雄 自 平成20年 4月 1日 大阪医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成19年4月

（現職）
平成21年4月

理 事 上 池 渉 自 平成21年 4月 1日 呉医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成21年4月

（現職）
平成16年4月

理 事 米 倉 正 大 自 平成20年 4月 1日 長崎医療センター院長
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 平成20年4月

（現職）
平成13年4月
国立国際医療センター看護部長

理 事 山 西 文 子 自 平成20年 4月 1日 平成18年4月
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 東京医療センター副院長

平成18年4月
（現職）

平成16年10月
みずほ情報総研(株)常勤監査役

監 事 山 口 正 隆 自 平成20年 4月 1日 平成17年6月
至 平成22年 3月31日 みずほ情報総研(株)

上席執行役員 業務監査部長
平成20年4月
（現職）

平成15年6月
東海旅客鉄道(株)執行役員
事業推進本部副本部長

平成16年6月
監 事 小 野 高 史 自 平成20年 4月 1日 東海旅客鉄道(株)執行役員
(非常勤) 至 平成22年 3月31日 監査兼経済調査担当

平成18年6月
東海旅客鉄道(株)執行役員
経済調査・医療担当

平成16年4月
（現職）

(5) 常勤職員の状況

常勤職員は平成２１年１月１日において５０，０４３人（前年比５７０人増加、

1.2％増）となっています。
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３．簡潔に要約された財務諸表

(1) 貸借対照表 (http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円)

資 産 の 部 金 額 負 債 の 部 金 額

流動資産 231,451 流動負債 173,920
現金及び預金 100,078 一年以内償還国立病院機構債券 3,000
有価証券 2,007 一年以内返済長期借入金 47,242
医業未収金 121,484 買掛金 27,780
棚卸資産 5,854 未払金 58,302
その他 2,028 一年以内支払リース債務 6,868

固定資産 923,062 引当金 22,343
有形固定資産 903,931 その他 8,385
無形固定資産 9,822 固定負債 654,422
投資その他資産 9,309 国立病院機構債券 4,999

長期借入金 541,903
引当金 92,932
リース債務 9,349
その他 5,238

負 債 合 計 828,341
純 資 産 の 部 金 額

資本金 143,758
資本剰余金 128,525
利益剰余金 53,888

純 資 産 合 計 326,171
資 産 合 計 1,154,513 負債純資産合計 1,154,513

(2) 損益計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
経常収益(A) 807,804

診 療 業 務 収 益 752,620
教育研修業務収益 4,206
臨床研究業務収益 10,799
そ の 他 経 常 収 益 40,180

経常費用(B) 768,566
診 療 業 務 費 697,909
教育研修業務費 6,527
臨床研究業務費 10,727
一 般 管 理 費 35,774
その他経常費用 17,628

臨時損益(C) △9,242
当期純利益(A-B+C) 29,996
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(3) キャッシュ・フロー計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー(A) 92,558

診療業務活動によるキャッシュ・フロー 115,597
教育研修業務活動によるキャッシュ・フロー △2,136
臨床研究業務活動によるキャッシュ・フロー 860
その他の業務活動によるキャッシュ・フロー △7,143
利息の受払額 △14,621

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー(B) △26,868
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー(C) △61,941
Ⅳ 資金増加額（又は減少額）(D=A+B+C) 3,749
Ⅴ 資金期首残高(E) 44,329
Ⅵ 資金期末残高(F=D+E) 48,078

(4) 行政サービス実施コスト計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
Ⅰ 業務費用 20,113

損益計算書上の費用 778,022
（控除）自己収入等 △757,909

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅱ 損益外減価償却相当額 963
Ⅲ 損益外減損損失相当額 476
Ⅳ 機会費用 3,683
Ⅴ 行政サービス実施コスト 25,235

（参考）財務諸表の科目の説明（主なもの）
(1) 貸借対照表

流動資産
現金及び預金 ：現金、預金
有価証券 ：譲渡性預金、１年以内に満期が到来する満期保

有目的債券
医業未収金 ：医業収益に対する未収金
棚卸資産 ：医薬品、診療材料、給食用材料など

固定資産
有形固定資産 ：土地、建物、医療用器械など
無形固定資産 ：ソフトウェア、電話加入権など
投資その他資産 ：長期定期預金、満期保有目的債券など

流動負債
一年以内償還国立病院機構債券 ：一年以内に償還期限の到来する債券
一年以内返済長期借入金 ：一年以内に返済期限が到来する長期借入金
買掛金 ：医薬品、診療材料、給食材料にかかる未払債務
未払金 ：上記（医薬品、診療材料、給食材料）以外にか

かる未払債務
一年以内支払リース債務 ：リース取引にかかる債務のうち一年以内に支払

期限が到来する債務
引当金

（賞与引当金） ：支給対象期間に基づき定期に支給する役員業績
年俸及び職員賞与に対する引当金

（損害補償損失引当金） ：医療賠償等による損害賠償の支払に備えて設定
される引当金
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固定負債
国立病院機構債券 ：債券による資金調達を行ったもの
長期借入金 ：財政融資資金
引当金

（退職給付引当金） ：将来支払われる退職給付に備えて設定される引
当金

リース債務 ：リース取引にかかる債務
純資産

資本金 ：政府による出資金
資本剰余金 ：国から交付された施設費・補助金等を財源とし

て取得した償却資産の損益外減価償却相当額の
累計額又は損益外減損損失相当額の累計額

利益剰余金 ：業務に関連して発生した剰余金の累計額

(2) 損益計算書
診療業務収益

医業（入院診療、外来診療等）にかかる収益、診療業務にかかる運営費交付金・
施設費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

教育研修業務収益
看護師養成所等にかかる収益、研修受入にかかる収益、教育研修業務にかかる運
営費交付金・施設費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

臨床研究業務収益
委託を受けて行う研究にかかる収益、臨床研究業務にかかる運営費交付金・施設
費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

診療業務費
医業（入院診療、外来診療等）に要する給与費、材料費、委託費、設備関係費（減
価償却費を含む）など

教育研修業務費
看護師養成所等にかかる給与費、経費（減価償却費を含む）、研修受入にかかる
経費など

臨床研究業務費
研究に要する給与費、材料費、経費（減価償却費を含む）など

一般管理費
本部組織にかかる給与費、経費（減価償却費を含む）、全役職員にかかる退職給
付費用など

その他経常費用
長期借入金にかかる支払利息、振込手数料など

臨時損益
臨時利益：固定資産の売却益など
臨時損失：固定資産の除却損、医療賠償など

(3) キャッシュ・フロー計算書
業務活動によるキャッシュ・フロー

通常の業務の実施に係る資金の状態を表す
診療業務活動によるキャッシュ・フロー

医業にかかる収入、医業を行うための人件費、医薬品等の材料費購入による支
出など

教育研修業務活動によるキャッシュ・フロー
看護師養成所等にかかる授業料等の収入、看護師養成所等にかかる人件費の支
出など

臨床研究業務活動によるキャッシュ・フロー
研究にかかる収入、研究を行うための人件費、材料費、経費の支出など

その他の業務活動によるキャッシュフロー
その他の業務活動による収入、人件費支出など

投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の売却による収入及び取得による支出、定期預金の戻入による収入及び
預入による支出、固定資産の取得による支出など

財務活動によるキャッシュ・フロー
長期借入金の借入による収入及び返済による支出、債券の発行による収入、リー
ス債務償還による支出など
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(4) 行政サービス実施コスト計算書
業務費用

損益計算書に計上される費用から国の財源によらない自己収入を控除したもの
損益外減価償却相当額、損益外減損損失相当額

その減価に対応すべき収益の獲得が予定されないものとして特定された資産の減
価償却相当額または減損損失相当額

機会費用
国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料により賃借した場合に通
常負担すべき額として試算した金額

４．財務情報

(1) 財務諸表の概況

① 経常収益、経常費用、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの主要

な財務データの経年比較・分析

（経常収益）

平成２０年度の経常収益は807,804百万円と、前年度と比較して8,876百万円増

（1.1％増）となっています。これは、前年度と比較して医業収益が9,709百万円

増（1.3％増）となったことが主な要因です。

（経常費用）

平成２０年度の経常費用は768,566百万円と、前年度と比較して1,439百万円減

（0.2％減）となっています。これは、前年度と比較して診療業務費が6,214百万

円増（0.9％増）、一般管理費が5,355百万円減(14.1％減)、その他経常費用が

2,044百万円減(11.8％減)となったことが主な要因です。

（当期総損益）

経常損益39,238百万円に臨時損益として△9,242百万円を計上した結果、平成

２０年度の当期総損益は29,996百万円と、前年度と比較して6,104百万円増

（25.5％増）となっています。

（資産）

平成２０年度末現在の資産合計は1,154,513百万円と、前年度末と比較して

5,617百万円減（0.5％減）となっています。

（負債）

平成２０年度末現在の負債合計は828,341百万円と、前年度末と比較して

38,108百万円減（4.4％減）となっています。これは、前年末と比較して長期借

入金及び独立行政法人国立病院機構債券が52,967百万円減（8.1％減）となった

ことが主な要因です。
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（業務活動によるキャッシュ・フロー）

平成２０年度の業務活動によるキャッシュ・フローは92,558百万円の収入とな

り、前年度と比較して5,377百万円の収入増（6.2％増）となっています。これは、

前年度と比較して診療業務活動によるキャッシュ・フローが2,806百万円増（2.5

％増）となったことが主な要因です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

平成２０年度の投資活動によるキャッシュ・フローは26,868百万円の支出とな

り、前年度と比較して35,860百万円の支出減（57.2％減）となっています。これ

は、前年度と比較して定期預金の預入による支出が21,000百万円増（36.8％増）、

有価証券の売却による収入が51,387百万円減（10.4％減）、有価証券の取得によ

る支出が129,220百万円減（25.0％減）、固定資産の取得による支出が23,199百万

円増（67.2％増）となったことが主な要因です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

平成２０年度の財務活動によるキャッシュ・フローは61,941百万円の支出とな

り、前年度と比較して10,331百万円の支出増（20.0％増）となっています。これ

は、新たな借入を行わなかったため、前年度と比較して長期借入れによる収入が

10,000百万円減（100.0％減）となったことが主な要因です。

主要な財務データの経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

経 常 収 益 746,059 766,475 767,666 798,928 807,804

経 常 費 用 745,863 762,912 755,259 770,005 768,566

当期総利益 〔 又 は (△ )損 失 〕 △1,561 327 8,975 23,892 29,996

資 産 1,150,570 1,149,017 1,151,869 1,160,129 1,154,513

負 債 912,548 897,372 887,230 866,449 828,341

利益剰余金〔又は(△)繰越欠損金〕 △1,561 △1,234 7,741 31,633 53,888

業務活動によるキャッシュ・フロー 66,443 79,565 78,177 87,181 92,588

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,830 △39,965 △74,554 △62,729 △26,868

財務活動によるキャッシュ・フロー 60,145 △24,913 △38,581 △51,610 △61,941

資 金 期 末 残 高 91,758 106,445 71,486 44,329 48,078

（注）当機構は平成１６年４月１日に発足しました。
平成１６年度の財務活動によるキャッシュ・フローには、国からの承継

資産にかかる収入96,333百万円及び同支出△45,756百万円が含まれていま
す。
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② セグメント事業損益の経年比較・分析

事業損益の経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

診 療 事 業 7,899 9,869 17,726 33,452 39,415

教 育 研 修 事 業 △3,494 △3,354 △3,203 △3,312 △2,321

臨 床 研 究 事 業 △1,336 △1,026 △718 △14 72

法 人 共 通 △2,874 △1,926 △1,397 △1,203 2,072

合 計 196 3,564 12,407 28,923 39,238

（注）１．セグメントの区分については、独立行政法人国立病院機構法に定めら

れている業務内容に基づき、「診療事業」、「教育研修事業」及び「臨床

研究事業」に区分しております。

２．事業の内容

「診療事業」

：安心で安全な質の高い医療や政策医療を提供するための事業

「教育研修事業」

：質の高い医療従事者（医師、看護師等）を養成・育成するための

事業

「臨床研究事業」

：医療の質の向上に貢献するための研究、治験等の事業

③ 行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析

平成２０年度の行政サービス実施コストは25,235百万円と、前年度と比較して

8,141百万円減（24.4％減）となっています。これは、業務費用から控除する自己

収入等が前年度と比較して9,927百万円増（1.3％増）となったことが主な要因で

す。

行政サービス実施コストの経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

業 務 費 用 54,237 53,155 44,738 27,420 20,113

うち損益計算書上の費用 770,897 766,803 759,481 775,402 778,022

うち自己収入 △716,661 △713,648 △714,743 △747,981 △757,909

損益外減価償却相当額 2,646 2,464 2,233 2,406 963

損益外減損損失相当額 － － 39 130 476

機 会 費 用 3,467 4,675 4,339 3,420 3,683

行政サービス実施コスト 60,350 60,293 51,349 33,376 25,235
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(2) 施設等投資の状況（重要なもの）

① 当事業年度中に建替整備が完了した主要施設等

関門医療センター 一般（400床） 6,937百万円

福岡東医療センター 一般（421床） 2,403百万円

兵庫中央病院 一般（300床） 結核（50床） 筋ジストロフィー（100床）

重症心身障害（50床） 2,724百万円

② 当事業年度において建替整備中の主要施設等

病棟建替整備 佐賀病院 他１８施設

全面建替整備 高崎病院 他７施設

③ 当事業年度中に処分した主要施設等

な し
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(3) 予算・決算の概況

（単位:百万円）

区 分 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度
予 算 決 算 予 算 決 算 予 算 決 算

収 入
運営費交付金 52,075 52,075 51,353 51,353 50,609 50,609
施設整備費補助金 9,029 2,320 11,861 3,331 17,646 14,883
施設整備資金貸付金償還時補助金 313 313 13,001 13,001 － －
長期借入金等 44,100 36,800 32,989 28,391 25,300 14,300
その他補助金 0 908 － － － －
寄附金収入 0 45 0 263 － －
業務収入 599,450 592,911 713,538 709,212 719,152 713,836
その他収入 119,693 120,193 5,354 3,966 9,300 7,280

計 824,659 805,564 828,096 809,517 822,006 800,907
支 出

業務経費 619,728 580,637 672,010 662,652 687,279 667,564
診療業務経費 553,808 531,455 600,841 594,695 600,713 603,699
教育研修業務経費 7,216 5,995 7,063 6,762 7,351 6,929
臨床研究業務経費 6,691 5,369 9,400 7,682 10,335 8,088
その他の経費 52,012 37,817 54,706 53,513 68,880 48,848
施設整備費 74,021 37,916 52,581 45,116 65,410 33,981
借入金償還 44,523 44,307 59,006 59,006 47,133 47,133
支払利息 22,672 22,033 21,043 20,499 17,537 18,987
その他支出 6,111 28,914 7,491 7,557 8,536 68,200

計 767,055 713,807 812,131 794,830 825,894 835,866

（単位:百万円）

区 分 平成１９年度 平成２０年度
予 算 決 算 予 算 決 算

収 入
運営費交付金 49,848 49,848 47,854 47,854
施設整備費補助金 9,581 6,204 6,491 3,600
施設整備資金貸付金償還時補助金 － － － －
長期借入金等 42,991 14,985 59,486 0
その他補助金 － － － －
寄附金収入 － － － －
業務収入 729,602 744,138 746,364 757,814
その他収入 5,518 4,442 3,310 57,539

計 837,540 819,618 863,506 866,807
支 出

業務経費 685,091 688,940 689,020 697,413
診療業務経費 618,493 622,236 628,837 634,923
教育研修業務経費 7,630 7,038 6,787 6,380
臨床研究業務経費 10,590 8,782 9,229 9,856
その他の経費 48,378 50,885 44,167 46,253
施設整備費 57,045 34,511 76,456 57,710
借入金償還 48,750 57,403 49,338 49,967
支払利息 18,080 17,440 15,584 15,430
その他支出 10,112 48,482 13,931 42,538

計 819,078 846,775 844,329 863,058
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(4) 経費削減及び効率化目標との関係

当機構においては、当中期目標期間終了年度における一般管理費（退職給付費用

を除く）を、平成１５年度に比べて、１５％以上削減することを目標としました。

このため、効率的な管理組織体制、消耗品等の費用節減を行い、目標を大幅に上回

る成果を達成しました。

(単位：百万円)

平成15年度 当 中 期 目 標 期 間

区 分 金額 比率
平成16年度 平成17年度

金 額 比 率 金 額 比 率
一般管理費 5,470 100％ 3,678 67.2％ 3,622 66.2％

うち給与費 3,351 100％ 2,775 82.8％ 2,760 82.4％

うち経費 2,108 100％ 629 29.8％ 582 27.6％

うち減価償却費 12 100％ 275 2,291.7％ 280 2,333.3％

当 中 期 目 標 期 間

区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度

金 額 比 率 金 額 比 率 金 額 比 率

一般管理費 3,339 61.0％ 3,372 61.6％ 3,410 62.3％

うち給与費 2,684 80.1％ 2,697 80.5％ 2,663 79.5％

うち経費 576 27.3％ 602 28.6％ 735 34.9％

うち減価償却費 80 666.7％ 73 608.3％ 12 100.0％

５．事業の説明

収益構造

当機構の経常収益は807,804百万円で、その内訳は、運営費交付金収益48,554百万円

（収益の6.0％）、補助金等収益1,432百万円（収益の0.2％）、診療報酬等の自己収入

757,818百万円（収益の93.8％）となります。

以 上
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８
４

７
（
１
０
６

病
院

）
→

平
成

２
０
年

度
４
．
１
１

５
（
１

３
９

病
院
）

※
括

弧
書
き

は
、

平
成

１
６
年
度

の
平

均
ポ
イ

ン
ト

を
上

回
る
病

院
数
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
患

者
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
各

病
院

の
取

組

(
1
)
分
か

り
や

す
い
説

明
に
係

る
取

組
例

①
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
を
積

極
的

に
活

用
し
治

療
方

針
、
治

療
経

過
等
に
つ

い
て

分
か

り
や
す

い
説

明
に
努

め
て
い

る
と

と
も
に

、
既

に
用

い
て
い

る
パ

ス
が

患
者
に
と

っ
て

よ
り

分
か
り

や
す

い
様
式

と
な

る
よ
う
に

見
直

し
を

行
っ
て

い
る

。
ま
た

、
カ

ン
フ

ァ
レ
ン
ス

や
看

護
計

画
の
策

定
に

患
者
・

家
族

が
参
加
出

来
る

よ
う

に
し
、

治
療

方
針
の

策
定
の

経
緯

を
明
ら

か
に

す
る

こ
と
に

よ
り

高
い

理
解
が
得

ら
れ

る
取

組
を
行

っ
て

い
る
ほ

か
、

・
治

療
方

針
等

の
説
明
は

、
医

学
用

語
等
専

門
的

な
言
葉

の
使

用
は
で
き

る
だ

け
避

け
、
必

要
に

応
じ
て

模
型
、

各
疾

患
毎
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
、

ビ
デ

オ
等
を
活

用
し

て
患

者
の
理

解
度

に
合
わ

せ
平

易
で
丁
寧

な
説

明
に

心
が
け

る
・
説

明
等

に
看

護
師
長
が

同
席

し
、

分
か
り

に
く

い
部
分

を
簡

単
な
言
葉

を
用

い
て

看
護
師

長
が

表
現
す

る
・
患

者
・

家
族

を
対
象
と

し
た

疾
患

毎
の
勉

強
会

を
開
催

し
て

い
る

な
ど
に

よ
り

、
患

者
に
と
っ

て
分

か
り

や
す
い

説
明

に
努
め

て
い

る
。

【
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス

の
実

施
件
数

】
※

ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ

ス
に
つ

い
て

は
２

８
頁
に
記

載
平

成
１
９

年
度

２
２
６
，
８
４

５
件

→
平
成
２

０
年
度

２
４
３
，
７
２

９
件

（
平
成

１
５
年

度
９

７
，
３

８
９

件
）

②
患
者

に
退

院
後

の
食
事
療

養
を

理
解

し
て
も

ら
う

た
め
、

患
者

及
び
そ
の

家
族

を
対

象
と
し

て
、

様
々
な

健
康
状

態
に

対
し
て

の
集

団
栄

養
食
事

指
導

（
集

団
勉
強
会

）
を

開
催

し
、
正

し
い

食
生
活

の
改

善
方
法
の

指
導

及
び

悩
み
や

不
安

の
解
消

に
努
め

て
い

る
。
ま

た
、

専
門

病
院
で

は
患

者
の

要
望
に
よ

り
、

病
院

独
自
の

内
容

で
相
談

会
を

実
施
し
て

い
る

。

平
成
１

９
年

度
平

成
２
０

年
度

・
糖
尿

病
教
室

７
７
病

院
実

施
→

９
４
病
院

実
施

・
高
血

圧
教
室

２
３
病

院
実

施
→

２
９
病
院

実
施

・
母
親

教
室

３
５
病

院
実

施
→

３
５
病
院

実
施

・
心
臓

病
教
室

１
９
病

院
実

施
→

２
０
病
院

実
施

・
腎
臓

病
教
室

７
病

院
実

施
→

８
病
院

実
施

・
離
乳

食
・
調

乳
教

室
１
０
病

院
実

施
→

１
３
病
院

実
施

・
肥
満

教
室

８
病

院
実

施
→

１
０
病
院

実
施

（
特
徴

の
あ
る

病
院

で
の

独
自
集

団
勉
強

会
）

・
京

都
医
療

セ
ン

タ
ー

「
メ
タ

ボ
リ
ッ

ク
シ

ン
ド
ロ

ー
ム

会
」

・
静

岡
て
ん

か
ん

医
療

セ
ン
タ

ー
「
て

ん
か

ん
教
室

」

③
患

者
が

医
療

知
識

を
入

手
し

や
す

い
よ

う
に

、
医

学
資

料
を

閲
覧

で
き

る
図

書
コ

ー
ナ

ー
や

情
報

室
（

が
ん

専
門

の
場

合
は

、
『

が
ん

相
談

支
援

室
』
）

を
設

置
し

て
お

り
、

図
書

コ
ー

ナ
ー

に
お

い
て

は
、

患
者

が
理

解
し

や
す

い
書

籍
を

中
心

に
蔵

書
数

を
増

や
し

、
利

用
向

上
に
努
め

て
い

る
。

【
患

者
閲

覧
用

蔵
書
数

】
平
成

１
９

年
度

２
５
，

６
９

６
冊

→
平
成
２

０
年

度
２
８

，
８

６
７

冊
（
平

成
１

７
年
度

９
，

２
５

５
冊
）

(
2
)
相
談

し
や

す
い
環

境
作
り

に
係

る
取
組

例
全
て
の

病
院

に
お

い
て
医
療

相
談

窓
口
を

設
置

し
、
患
者
が

相
談

し
や
す
い

環
境

を
整

備
し
て

お
り

、
プ

ラ
イ

バ
シ
ー
の

保
護

に
も

考
慮
し

、
窓

口
の
個

室
化

を
推

進
す
る
こ

と
に

よ
り
１

２
６

病
院

が
個
室

化
し

て
い
る
。

※
残
り

１
９

病
院

に
つ
い
て

も
、

第
三

者
に
会

話
が

聞
こ
え

な
い

よ
う
に
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

の
仕
切

等
を
設

け
て

い
る
。

ま
た
、
診
察

中
の

心
理
的

、
経

済
的
諸

問
題

な
ど
に

つ
い

て
、
相
談
に

応
じ

解
決
へ

の
支

援
を
行

う
医

療
ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
（

Ｍ
Ｓ
Ｗ

）
を

配
置
し

て
お

り
、

平
成
２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
を

３
７

名
増
員
す

る
こ

と
に

よ
り
、

患
者

の
立
場

に
立
っ

た
よ

り
き
め

細
や

か
な

対
応
を
行

え
る

相
談

体
制
の
更

な
る

充
実
を

図
っ

た
。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

配
置

状
況
】

平
成
１

９
年

度
１
０

９
病

院
１

９
２
名

→
平
成

２
０

年
度

１
１
３

病
院

２
２
９

名
（

平
成
１

６
年
度

５
５
病
院

７
１

名
）

ま
た
、

全
病

院
が

投
書
箱
を

設
置

し
て

お
り
苦

情
等

に
対
す

る
改

善
事
項
を

掲
示

板
に

貼
り
出

す
な

ど
患
者

へ
の
周

知
を

行
っ
て

い
る

と
と

も
に
、
・
外
来

ホ
ー

ル
の

総
合
案

内
へ

看
護
師

長
等
担

当
者

の
配
置

・
・

・
１
０

０
病

院
実

施
・
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
医
療

相
談

窓
口
の

案
内
の

紹
介

欄
、
問

い
合

わ
せ
欄

の
設

置
・

・
・
１
２

２
病

院
実
施

・
医
療

相
談

窓
口

で
随
時

薬
剤

師
が
薬

剤
の
質

問
や

相
談
に

対
応

で
き
る

よ
う

体
制

を
整
備
し

て
い

る
・
・

・
１

１
６

病
院

等
の
取
組

を
行

う
こ

と
に
よ

り
、

患
者
が

相
談

し
や
す

い
環
境

作
り

に
努
め

て
い

る
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
②

セ
カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
実

施
②

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
②

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

制
度
の
実
施

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

、
患

者
が

の
実

施
主

治
医

以
外

の
専

門
医

の
ア

ド
バ

イ
ス

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
１

．
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
実

施
状

況
を

求
め

た
場

合
に

適
切

に
対

応
で

き
る

の
充

実
に

向
け

、
引

き
続

き
相

患
者
の

目
線

に
立
っ

た
医
療

を
推

進
す
る

た
め

セ
カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン
の
環

境
整

備
に
努

め
て

お
り

、
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
希

望
者

を
受
け

よ
う

な
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

を
談

し
や

す
い

環
境

（
専

門
医

の
入

れ
る
た

め
の

セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
窓
口

の
設

置
や
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ
オ

ン
を

求
め
て

来
院

す
る

患
者
へ

の
情

報
提
供

及
び
自

院
以

外
で
セ

導
入

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

全
情

報
提

供
等

）
を

整
備

し
て

い
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
を

希
望

す
る

患
者

が
他

院
を

受
診

す
る

た
め

の
情

報
提

供
書

の
作

成
を

行
う

な
ど

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

推
進

を
行

っ
国

で
受

け
入

れ
、

対
応

で
き

る
体

制
を

く
。

た
。

整
備

す
る

。
ま

た
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
窓

口
の

設
置

病
院

を
全

都
道

(
1
)
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
窓

口
設

置
病
院

数
府

県
に

増
や

し
、

質
・

量
と

も
平

成
１

９
年
度

１
２
３

病
院

→
平

成
２
０

年
度

１
２

９
病
院

（
平
成
１

５
年

度
７

病
院
）

に
向

上
を
図

る
。

(
2
)
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
提

供
者

平
成
１

９
年
度

２
，
５

４
６

名
→

平
成
２
０

年
度

２
，

９
２
８
名

（
平
成
１

７
年

度
２

，
７
３

１
名

）

(
3
)
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
の

た
め

の
情
報

提
供

書
作
成

数
平

成
１

９
年
度

１
，
０

７
１

件
→

平
成
２
０

年
度

１
，

０
６
４
件

③
患

者
の

価
値

観
の

尊
重

③
患

者
の
価

値
観
の

尊
重

③
患
者
の
価
値
観
の
尊
重

患
者

満
足

度
調

査
を

毎
年

実
施

し
、

平
成

１
９

年
度

ま
で

に
実

施
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

患
者

の
利

便
性

し
た

患
者

満
足

度
調

査
の

分
析

１
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
へ

の
取

組
に

考
慮

し
た

多
様

な
診

療
時

間
の

設
定

結
果

を
参

考
に

、
引

き
続

き
必

○
「
イ

ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト
の

更
な

る
向
上

の
た

め
に

」
の
策
定

や
待

ち
時

間
対

策
な

ど
サ

ー
ビ

ス
の

改
要

な
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

を
進

め
イ
ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン
セ

ン
ト

に
つ
い

て
は

、
ほ

と
ん
ど

の
病

院
に
お
い

て
既

に
検

討
し
実

施
し

て
い
る

実
情
に

あ
る

が
、
平

成
１

９
年

善
を

図
る

。
特

に
、

患
者

満
足

度
調

査
る

。
治

療
の

選
択

に
患

者
の

価
度

か
ら
開

催
し

て
い

る
「
中
央

医
療

安
全
管

理
委

員
会

」
に
お

い
て

、
患
者
に

対
し

適
切

な
説
明

を
行

い
、
理

解
を
得

る
こ

と
が
望

ま
し

い
と

の
結

果
、

調
査

項
目

全
体

の
評

価
結

果
値

観
が

反
映

さ
れ

る
よ

う
患

者
考

え
ら
れ

る
内

容
に

つ
い
て
の

議
論

を
重
ね

て
き

た
。

に
つ

い
て

平
均

値
以

下
の

評
価

の
病

院
に

身
体

や
疾

病
に

関
す

る
情

報
こ
の
よ

う
な

中
、

イ
ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

を
行
う

に
あ

た
っ
て
の

基
本

的
な

考
え
方

や
留

意
す
べ

き
点
な

ど
必

要
最
低

限
の

事
項

に
つ

い
て

は
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

を
具

体
を

提
供

で
き

る
環

境
を

整
備

す
を

整
理
し

、
イ

ン
フ

ォ
ー
ム
ド

・
コ

ン
セ
ン

ト
の

更
な

る
向
上

の
た

め
に
各
病

院
に

発
信

す
べ
き

と
の

考
え
の

も
と

、
平
成

２
１

年
３

月
に
「
イ

的
に

見
直

し
、

平
均

値
以

上
の

評
価

を
る

た
め

に
、

図
書

コ
ー

ナ
ー

等
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ
ン
ト

の
更

な
る
向

上
の

た
め

に
」
を

策
定

し
た
も
の

で
あ

る
。

こ
れ
に

よ
り

、
各
病

院
は
必

要
な

事
項
を

取
り

入
れ

受
け
ら

れ
る

よ
う

改
善

を
図

る
。

の
整

備
、

患
者

・
家

族
を

対
象

る
な
ど
自

院
の

実
施

状
況
を
見

直
す

こ
と
に

よ
っ

て
体

制
強
化

を
図

る
こ
と
に

繋
が

る
。

と
し

た
院

内
研

修
会

な
ど

を
引

平
成
２

１
年

度
よ

り
運
用
を

開
始

し
、
国

立
病

院
機

構
に
お

け
る

イ
ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン
セ

ン
ト

の
実
施

体
制
を

な
お

一
層
推

進
し

て
い

き
続

き
行
う

。
く

こ
と
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

各
病

院
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
改

善
を

経
年

的
に

と
ら

【
具
体

的
内

容
】

え
る

た
め

、
平

成
２

０
年

度
に

①
意
義

、
②

一
般

的
対
象
事

項
、

③
説
明

範
囲

、
④

危
険
性

の
説

明
、
⑤
頻

度
、

⑥
説

明
者
、

⑦
説

明
の
対

象
者
、

⑧
家

族
等
へ

の
説

明
、

お
い

て
も

患
者

満
足

度
調

査
を

⑨
説
明

時
間

及
び

場
所
、
⑩
説

明
の
進

め
方

、
⑪
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ
オ

ン
の

説
明
、
⑫
診

療
録
へ

の
記

録
、
⑬
同

意
能
力

な
き

者
へ

の
説
明

、
実
施

す
る
。

⑭
説
明

の
省

略

２
．
「

個
別

の
診

療
報

酬
の

算
定

項
目

の
分

か
る

明
細

書
」

の
発

行

(
1
)
全
病

院
で

希
望
者

へ
の
発

行
平
成
１

８
年

度
の

診
療
報
酬

改
定

に
伴

い
、
明

細
書

の
発
行

に
つ

い
て
は
国

立
病

院
機

構
全
病

院
で

、
求
め

が
あ
っ

た
場

合
に
は

明
細

書
を

発
行
す
る

こ
と

が
で

き
る
体
制

と
な

っ
て
い

る
。

ま
た
、

明
細

書
交

付
の
普
及

に
貢

献
し

て
い
く

観
点

か
ら
、

発
行

手
数
料
に

つ
い

て
は

無
料
と

し
、

受
付
窓

口
な
ど

患
者

の
目
に

つ
き

や
す

い
と
こ
ろ

に
「

患
者

の
希
望
に

応
じ

て
明
細

書
の

発
行

が
可
能

で
あ

る
」
旨
の

表
示

を
行

っ
て
い

る
。

【
明
細
書

の
発

行
状

況
】

平
成
１

９
年
度

平
成
２
０
年

度
入
院

：
５

９
病

院
発
行

枚
数

：
５

．
６
枚

／
病

院
→

７
０
病
院

発
行

枚
数

：
１
０

．
１

枚
／
病

院
外
来

：
５

２
病

院
発
行

枚
数

：
８

．
８
枚

／
病

院
→

６
６
病
院

発
行

枚
数

：
１
８

．
３

枚
／
病

院

(
2
)
全
患

者
へ

の
発
行

医
療

側
と

患
者

側
と

が
お

互
い

に
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

は
非

常
に

重
要

で
あ

る
と

考
え

、
国

立
病

院
機

構
全

病
院

に
お

い
て

全
患

者
に

対
し
て
発

行
す

る
方

針
と
し

た
。

全
患

者
に

対
し
て

発
行
す

る
に

当
た
り

、
ス

ム
ー
ズ

に
展

開
で

き
る
よ
う

課
題

を
把
握

す
る

た
め

、
試
行

的
に

２
病
院

に
お
い

て
実

施
し
、

「
発

行
手

順
」
、
「

患
者

へ
の

対
応

」
な

ど
を

整
理

し
、

発
行

準
備

の
整

っ
た

病
院

か
ら

発
行

す
る

こ
と

と
し
て

い
る

。

【
全

患
者

発
行
に

係
る
試

行
実

施
の
概

要
】

①
試

行
病
院

：
西
多

賀
病

院
、
九

州
が

ん
セ
ン

タ
ー

②
試

行
期
間

：
平
成

２
０

年
９
月

１
９

日
か
ら

２
ヶ

月
間

③
課

題
整
理

：
領
収

書
と

明
細
書

の
同

時
発
行

に
か

か
る

状
況
や
待

ち
時

間
の
状

況
他

※
上

記
試
行

２
病
院

に
お

い
て
は

、
引

き
続
き

全
患

者
へ

の
発
行
を

実
施

し
て
い

る
。

【
全

患
者

に
対
し

発
行
を

行
っ

て
い
る

病
院

数
】

平
成

１
９
年

度
１

病
院

→
平
成

２
０
年

度
８
病

院
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
全

病
院

で
の

医
療

相
談

窓
口

の
設

置
(再

掲
)

患
者
の

価
値

観
や
診

療
へ
の

要
望

等
を
き

め
細

か
く
聴

取
し

病
院

運
営
に
反

映
し

て
い
く

こ
と

が
で

き
る
よ

う
、

平
成
２

０
年
度

ま
で

に
全
て

の
病
院
に

お
い

て
医
療

相
談
窓

口
を

設
置
し

た
。

特
に
、

患
者

や
家

族
の
抱
え

る
心

理
的
・

社
会

的
な

問
題
の

解
決

・
調
整

を
援
助

す
る

た
め
の

体
制
を
強

化
す

る
た
め

、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

大
幅
な

増
員

(
１
９

２
名
→

２
２

９
名
)
を

行
っ

た
。

ま
た
、

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の
保

護
に

も
考
慮

し
、

１
２
６

病
院

が
相

談
窓
口
を

個
室

化
し
て

い
る

。

４
．

院
内

助
産

所
・

助
産

師
外

来
の

開
設

家
族
の

ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ
た

満
足

度
の
高

い
、

安
心
な

お
産

及
び

育
児
支
援

が
出

来
る
体

制
を

よ
り

一
層
充

実
さ

せ
て
い

く
た
め

、
各

病
院
が

自
院
の
状

況
に

応
じ
て

院
内
助

産
所

や
助
産

師
外

来
の
開

設
を

推
進

し
て
い
る

。

【
院
内
助

産
所

・
助

産
師
外
来

の
開

設
病
院

数
(
分

娩
実

績
を
有

す
る

４
９
病

院
中

)
】

平
成
１

９
年
度

平
成
２

０
年
度

院
内
助

産
所

２
病

院
→

院
内
助

産
所

４
病
院

（
１
病

院
）

助
産
師

外
来

１
９
病

院
→

助
産
師

外
来

１
９

病
院

（
１
０
病

院
）

[
括

弧
書

は
設
置

に
向

け
て

準
備
・
検

討
中

の
病
院

]
※

平
成

１
５
年

度
：
院

内
助

産
所

０
病

院
、
助

産
師

外
来

２
病
院

ま
た

、
平

成
２

１
年

度
に

お
い

て
も

、
よ

り
多

く
の

病
院

が
開

設
に

向
け

た
具

体
的

な
検

討
を

行
え

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
院

内
助

産
所

等
を

既
に

設
置

し
て

い
る

病
院

の
緊

急
時

に
お

け
る

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

や
開

設
後

の
状

況
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

開
催

し
、

開
設

を
予

定
し

て
い

る
病

院
へ
の

情
報
提

供
を

行
う

予
定
で

あ
る

。

５
．

平
成

２
０

年
度

患
者

満
足

度
調

査
の

概
要

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

重
要

事
項

で
あ

る
「

多
様

な
診

療
時

間
の

設
定

」
「

待
ち

時
間

対
策

」
に

関
し

て
は

、
平

成
１

６
年

度
平

均
値

を
上
回
る

満
足

度
が
得

ら
れ
た

病
院

数
が
増

加
し

た
。

【
調
査
結

果
概

要
】

平
均
ポ
イ

ン
ト

平
均
ポ

イ
ン

ト
・
多
様

な
診

療
時

間
の
設
定

平
成
１

６
年
度

３
．
８
８

５
（

８
２
病

院
）

→
平
成

２
０

年
度

３
．
９

８
８

（
１
０

７
病

院
）

・
待
ち

時
間

対
策

平
成
１

６
年
度

３
．
２
６

４
（

１
１
６
病

院
）

→
平
成

２
０

年
度

３
．
４

６
２

（
１
３

１
病

院
）

※
括
弧

書
き
は

、
平

成
１

６
年
度
の

平
均

ポ
イ
ン

ト
を

上
回

る
病
院

数

○
患
者
満

足
度

を
向
上

さ
せ
る

た
め

の
各
病

院
の

取
組

（
1
）

多
様
な

診
療
時

間
の
設

定
に

関
す
る

具
体

的
取
組

例
各

病
院

で
は

、
患

者
の

利
便

性
を

考
慮

し
た

多
様

な
診

察
時

間
を

設
定

す
る

な
ど

し
、

受
診

し
や

す
い

体
制

と
な

る
よ

う
地

域
の

医
療

ニ
ー
ズ

や
自

院
の

診
療
機

能
や

診
療
体

制
等

を
踏
ま

え
て
下

記
の

様
な
様

々
な

取
組
を

行
っ

て
い
る

。
○

予
約

制
や
専

門
外
来

（
ス

ポ
ー
ツ

整
形

や
小
児

外
来

）
の

場
合
、
午

後
も

診
療
を

実
施

し
て

い
る
。

○
地
域

医
療
連

携
の
一

環
と

し
て
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査

を
１

９
時

ま
で
の
予

約
枠

を
設
定

し
検

査
を

受
け
入

れ
て

い
る
。

○
社
会

人
や
就

学
児
童

の
受

診
に
配

慮
し

夕
方
に

診
察

時
間

を
設
定
し

て
い

る
。

ま
た
、

大
型
連

休
期
間

中
に

お
い
て

も
、

よ
り
利

便
性

の
高

い
患
者
サ

ー
ビ

ス
を
提

供
し

て
い

く
観
点

か
ら

、
平
成

２
０
年

度
に

お
い
て

１
０
病

院
が

平
日

並
み
の
診

療
を

１
日

以
上
行

っ
た

。
そ
の

ほ
か

、
救
急
患

者
の

積
極

的
受
入

れ
や

、
平
常

時
に
準

じ
た

手
術
の

実
施

体
制

を
整
え

る
な

ど
必

要
な
医
療

サ
ー

ビ
ス

を
提
供

で
き

る
よ
う

に
し

た
。

【
土
日

外
来
の

実
施
】

平
成
１
９

年
度

３
０

病
院

→
平
成
２

０
年

度
３
５
病
院

（
平
成
１

６
年

度
１
０
病

院
）

(
2
)
待
ち

時
間

対
策
に

関
す
る

具
体

的
取
組

例
診
療
科

の
特

徴
に

よ
り
外
来

患
者

数
が

少
な
く

待
ち

時
間
が

短
い

病
院
を
除

く
全

て
の

病
院
で

、
外

来
診
療

の
予
約

制
を

導
入
し

て
い

る
。

ま
た
、

予
約

の
変

更
に
つ
い

て
も

、
電

話
で
受

け
付

け
る
体

制
に

加
え
、
１

６
病

院
に

お
い
て

は
、

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
で

予
約
の

変
更

が
で

き
る
よ
う

利
便

性
を

考
慮
し
て

い
る

ほ
か
、

時
間

当
り

の
予
約

人
数

の
調
整
を

行
う

な
ど

、
予
約

患
者

を
待
た

せ
な
い

よ
う

に
す
る

た
め

の
工

夫
を
行
っ

て
い

る
。

更
に
、

待
ち

時
間

が
発
生
し

て
し

ま
う

場
合
で

も
、

で
き
る

だ
け

長
く
感
じ

さ
せ

な
い

よ
う
に

す
る

た
め
に

下
記
の

よ
う

な
取
組

を
行

っ
て

い
る
。 ○

看
護

師
等
に

よ
る
積

極
的

な
患
者

へ
の

声
か
け

や
状

況
説

明
○

テ
レ

ビ
、
雑

誌
な
ど

の
閲

覧
コ
ー

ナ
ー

の
設
置

○
待
ち

時
間
の

目
安
と

な
る

よ
う
診

察
中

の
患
者

の
受

付
番

号
の
掲
示

○
ポ
ケ

ベ
ル
や

Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
貸

出
に
よ

り
待

ち
時
間

中
の

行
動

範
囲
の
制

限
を

緩
和

環
境

面
に

お
い
て

も
、
ア

メ
ニ

テ
ィ
ー

空
間

と
し
て

、
以

下
の

環
境
を
設

け
て

い
る
。

○
病
院

内
又
は

敷
地
内

に
コ

ー
ヒ
ー

シ
ョ

ッ
プ
・

・
・

・
・

・
・
・
２

７
病

院
○

外
来

待
合
室

付
近
に

飲
食

で
き
る

コ
ー

ナ
ー
・

・
・

・
・

・
・
・
８

５
病

院
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
（
２
）
患
者

が
安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

（
２

）
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

（
２

）
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
の

（
２

）
患
者
が
安
心
で
き
る
医

療
の
提
供

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

る
こ

提
供

と
が

で
き

る
よ

う
、

国
立

病
院

機
構

に

お
け

る
医

療
倫

理
の

確
立

を
図

る
と

と
①

医
療
倫

理
の

確
立

①
医

療
倫
理

の
確
立

①
医
療
倫
理
の
確
立

も
に

、
医

療
安

全
対

策
の

充
実

に
努

め
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
を

提
供

す
各

病
院

は
、

患
者

の
プ

ラ
イ

る
こ
と
。

る
た

め
、

各
病

院
は

カ
ル

テ
の

開
示

を
バ

シ
ー

保
護

の
観

点
か

ら
個

人
１

．
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
に

関
す

る
各

病
院

の
取

組
ま

た
、

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
た

め
行

う
な

ど
情

報
公

開
に

積
極

的
に

取
り

情
報

保
護

の
徹

底
に

努
め

る
と

各
病
院

で
個

人
情
報

保
護
法

に
関

す
る
研

修
や

外
部
講

師
を

招
い

た
講
習
会

の
実

施
、
個

人
情

報
の

利
用
目

的
等

に
つ
い

て
の
院

内
掲

示
、
個

に
、

救
急

医
療

・
小

児
救

急
等

に
積

極
組

む
と

と
も

に
、

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

と
も

に
、

情
報

公
開

に
つ

い
て

人
情
報
保

護
に

係
る
各

種
規
定

の
作

成
等
に

よ
り

院
内
に

お
け

る
個

人
情
報
保

護
の

た
め
の

体
制

を
整

備
し
て

い
る

。
的

に
取

り
組

み
、

平
成

１
５

年
度

に
比

ー
の

保
護

に
努

め
る

こ
と

が
、

患
者

と
も

、
カ

ル
テ

の
開

示
を

行
う

な
ま
た
、

引
き

続
き
、

患
者
の

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
へ

配
慮
す

る
た

め
患

者
か
ら
の

相
談

窓
口
の

個
室

化
を

進
め
て

い
る

ほ
か
、

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

救
急

患
の

信
頼

関
係

の
醸

成
に

お
い

て
重

要
で

ど
積

極
的
に

取
り
組

む
。

○
外
来

採
血
室

に
衝
立

を
設

置
し
、

採
血

の
様
子

を
他

の
患

者
に
見
ら

れ
な

い
よ
う

に
す

る
者

及
び

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

あ
る

。
ま

た
、

臨
床

研
究

を
実

施
す

る
ま

た
、

患
者

と
の

よ
り

良
質

○
カ
ル

テ
の
持

ち
出
し

の
際

、
患
者

氏
名

が
見
え

な
い

カ
バ

ー
に
入
れ

る
い
て
１
０

％
の

増
加

を
図

る
こ

と
。

す
べ

て
の

病
院

に
倫

理
委

員
会

を
、

治
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

信
○

点
滴

ボ
ト
ル

等
に
記

載
し

て
い
る

氏
名

を
シ
ー

ル
形

式
と

し
、
他
の

患
者

等
の
目

に
ふ

れ
る

こ
と
に

な
る

使
用
す

る
段
階

で
そ

れ
を
剥

験
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

病
院

に
治

験
頼

関
係

の
確

立
を

目
指

し
た

取
が

す
こ

と
に
よ

り
点
滴

ボ
ト

ル
か
ら

患
者

の
氏
名

が
わ

か
ら

な
い
よ
う

に
す

る
審

査
委

員
会

を
設

置
し

、
す

べ
て

の
臨

組
を

よ
り

積
極

的
に

進
め

て
い

○
病
室

入
口
名

札
の
表

示
に

は
患
者

の
意

向
を
反

映
さ

せ
る

床
研

究
、

治
験

に
つ

い
て

厚
生

労
働

省
く

た
め

に
、

国
立

病
院

機
構

内
な

ど
の
取

組
を

行
っ
た

結
果
、

平
成

２
０
年

度
の

「
プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の
配
慮

」
に

係
る
入

院
患

者
の

患
者
満

足
度

調
査
の

結
果
は

平
成

１
９
年

が
定

め
る

倫
理

指
針

（
平

成
１

５
年

厚
で

統
一

的
な

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
度

を
上
回

る
満

足
度
を

得
て
い

る
。

生
労

働
省

告
示

第
２

５
５

号
）

を
遵

守
・

コ
ン

セ
ン

ト
の

た
め

の
指

針
し

て
実

施
す

る
。

な
お

、
小

規
模

病
院

を
策

定
し

、
そ

の
運

用
を

開
始

【
相
談

窓
口

の
個
室

化
】

に
つ

い
て

は
、

そ
の

負
担

の
軽

減
の

た
す

る
と

と
も

に
、

各
施

設
に

設
平

成
１

９
年
度

１
２

７
病

院
→

平
成
２
０

年
度

１
２
６
病
院

（
平
成
１

６
年

度
１
０
５

病
院

）
め

、
合

同
開

催
等

に
よ

り
倫

理
委

員
会

置
し

た
倫

理
審

査
委

員
会

に
お

△
１
病
院
：

廃
止

し
た
南

横
浜

病
院

を
行
う

こ
と

と
す

る
。

け
る

活
動

及
び

適
切

性
を

高
め

【
患
者

満
足

度
調
査

結
果
】

平
均
ポ
イ
ン

ト
平
均

ポ
イ

ン
ト

各
病

院
の

倫
理

委
員

会
の

組
織

・
運

る
た

め
の

指
導

及
び

支
援

を
行

・
プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の
配

慮
《

入
院
》

平
成
１
９

年
度

４
．
５
８
１

→
平
成

２
０

年
度

４
．

６
０

９
営

状
況

を
把

握
し

、
そ

の
改

善
に

努
め

う
。

（
平
成

１
６

年
度

４
．

５
１

８
）

る
と

と
も

に
、

倫
理

委
員

会
の

指
摘

事
・

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の
配

慮
《

外
来
》

平
成
１
９

年
度

４
．
１
１
９

→
平
成

２
０

年
度

４
．

１
５

５
項

を
そ

の
医

療
に

適
切

に
反

映
さ

せ
る

（
平
成

１
６

年
度

４
．

０
３

３
）

こ
と
に

努
め

る
。

２
．

医
療

事
故

発
生

時
の

公
表
等

病
院
運

営
の

透
明
性

を
高
め

、
社

会
的
信

頼
を

よ
り
一

層
獲

得
し

て
い
く
と

と
も

に
、
我

が
国

全
体

の
医
療

安
全

対
策
に

も
貢
献

し
て

い
く
観

点
か
ら
、

明
ら

か
な
過

誤
に
よ

り
患

者
が
死

亡
し

た
場
合

や
、

重
大

な
永
続
的

障
害

が
発
生

し
た

場
合

は
各
病

院
に

よ
る
個

別
の
公

表
を

行
い
、

そ
れ
以
外

の
ケ

ー
ス
は

、
国
立

病
院

機
構
全

体
の

包
括
的

な
事

故
の

公
表
を
行

う
こ

と
を
内

容
と

す
る

医
療
事

故
公

表
基
準

を
平
成

１
８

年
度
に

策
定
し
平

成
１

９
年
度

か
ら
運

用
し

て
い
る

。
平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
島

根
県
の

医
療

機
関
で

発
生

し
た

「
微
量
の

血
液

を
採
取

す
る

た
め

の
器
具

の
う

ち
複
数

人
に
使

用
し

て
は
な

ら
な
い
タ

イ
プ

の
器
具

を
複
数

の
患

者
に
使

用
し

た
例
」

に
つ

い
て

、
全
国
に

先
駆

け
国
立

病
院

機
構

内
で
の

実
態

調
査
を

実
施
し

、
厚

生
労
働

省
の
公
表

と
は

別
に
国

立
病
院

機
構

の
調
査

結
果

を
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に
公
表

し
、

広
く
国

民
に

対
し

周
知
す

る
と

と
も
に

患
者
の

不
安

の
解
消

を
図
っ
た

。
ま

た
、
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン
製
剤

納
入

機
関
の

う
ち

厚
生

労
働
省

の
文

書
調
査
に

対
し

て
診

療
録
等

の
記

録
が
保

管
さ
れ

て
い

な
い
と

回
答

し
た

４
６
病
院

に
つ

い
て
、
平
成
２

０
年

１
０
月

か
ら

１
２
月

に
お

い
て

厚
生
労
働

省
が

記
録
の

保
管

等
に

つ
い
て

訪
問

調
査
を

実
施
し

た
。
そ
の
際

、
２

病
院
で

３
名

の
患
者

に
つ
い

て
フ

ィ
ブ
リ

ノ
ゲ

ン
製
剤

投
与

の
事

実
が
判
明

し
、

２
名
の

患
者

に
つ

い
て
は

投
与

の
事
実

を
お
知

ら
せ

し
、
１

名
の
患
者

に
つ

い
て
は

居
所
が

判
明

し
て
い

な
い

。

【
公
表

内
容

】
「
微

量
採

血
の

た
め
の
穿

刺
器

具
（

針
の
周

辺
部

分
が
デ

ィ
ス

ポ
ー
ザ
ブ

ル
タ

イ
プ

（
使
い

捨
て

タ
イ
プ

）
で
な

い
も

の
）
の

取
扱

い
に

つ
い
て

」
平

成
２

０
年
８
月

８
日

・
実

態
調

査
の

結
果
、
６

６
病

院
に

お
い
て

使
用

し
て
い

た
。

・
し

か
し

な
が

ら
、
針
は

１
回

毎
に

交
換
し

キ
ャ

ッ
プ
部

分
を

消
毒
し
て

お
り

、
同

一
の
針

を
複

数
の
患

者
に
使

用
し

て
は
い

な
い

。
・
当

該
器

具
を

使
用
し
た

こ
と

の
あ

る
も
し

く
は

使
用
し

た
と

思
わ
れ
る

患
者

で
心

配
な
患

者
に

つ
い
て

は
、
感

染
に

関
す
る

検
査

を
無

料
で
実

施
す

る
。

３
．

適
切

な
カ

ル
テ

開
示

各
病

院
は

、
厚

生
労

働
省

医
政

局
長

通
知

「
診

療
情

報
の

提
供

等
に

関
す

る
指

針
の

策
定

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
、

カ
ル

テ
の

開
示

請
求

が
あ

っ
た
場

合
に

は
適
切

に
開
示

を
行

っ
て
い

る
。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て
は

、
８

９
７
件

の
開

示
請

求
に
対

し
て

、
開
示

す
る
こ

と
が

治
療
の

妨
げ
に
な

る
と

医
師
が

判
断
し

た
ケ

ー
ス
を

除
き

、
１
０

０
％

の
開

示
を
行
っ

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
臨

床
研

究
、

治
験

に
か

か
る

倫
理

の
遵

守
(
1
)
臨
床

研
究

「
臨

床
研

究
に
関

す
る
倫

理
指

針
」
、
「

疫
学

研
究
に

関
す

る
倫

理
指
針

」
、
「
厚

生
労
働

省
の

所
管

す
る
実

施
機

関
に
お

け
る
動

物
実

験
等
の

実
施
に
関

す
る

基
本

指
針
」
等

の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

を
遵

守
し
、

臨
床

研
究
等
の

推
進

を
図

っ
て
い

る
。

①
倫

理
審

査
委
員

会
等

倫
理

的
配

慮
の

趣
旨
に
沿

っ
て

臨
床
研

究
等

の
推

進
が
果

た
せ

る
よ
う
、

倫
理

審
査

委
員
会

が
未

設
置
で

あ
る
病

院
に

対
し
て

は
、

臨
床

研
究
倫

理
規

程
等

を
作
成
の

上
、

倫
理
審

査
委

員
会

を
整
備

で
き

る
よ
う
支

援
を

行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
平

成
１
９

年
度

ま
で
に

１
４

６
す

べ
て
の

病
院

に
倫

理
審
査
委

員
会

を
設
置

し
た

。
ま
た

、
平

成
１

９
年
度
に

引
続

き
、
国

立
病

院
機

構
に
お

い
て

行
っ
た
倫

理
審

査
委

員
会
の

審
議

内
容
等

に
つ
い

て
は

、
厚
生

労
働

省
の

定
め
る

疫
学

研
究

に
関
す
る

倫
理

指
針
等

に
準

じ
て

、
病
院

の
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
上

で
掲

示
す
る

な
ど

外
部
に

公
開
を

し
た

。

ア
各

病
院
に

お
け
る

倫
理

審
査
委

員
会

の
設
置

平
成
１

９
年
度

１
４
６
病

院
→

平
成
２

０
年

度
１
４

６
病

院
（
全

病
院

）
（
平

成
１
５

年
度

７
２

病
院

）
イ

倫
理
委
員

会
開
催

平
成
１

９
年
度

５
８
２
回

→
平
成

２
０

年
度

６
２
８

回
（

平
成
１

５
年

度
２
２
０

回
）

ウ
倫

理
審
査

件
数

平
成
１

９
年
度

２
，
４
３

３
件

→
平
成

２
０

年
度

２
，
３

６
４
件

（
平

成
１

５
年
度

８
５
４
件

）
エ

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

の
審

議
内
容

公
開

病
院

平
成
１

９
年
度

３
３
病
院

→
平
成

２
０

年
度

３
３
病

院

②
中

央
倫

理
審
査

委
員
会

（
第

１
の
２

の
（

２
）
の

１
参
照

）
平
成

１
９

年
度

に
引
き
続

き
、

本
部

が
主
導

し
て

行
う
臨

床
研

究
等
の
研

究
課

題
を

中
心
に

中
央

倫
理
審

査
委
員

会
に

お
い
て

審
議

を
行

い
、
「

国
立

病
院

機
構

職
員

の
麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
水

痘
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

測
定

と
抗

体
価

の
低

い
職

員
に

対
す

る
ワ

ク
チ

ン
接
種

の
有

効
性

の
検
討
研

究
」

等
の

国
立
病

院
機

構
共
同

研
究

指
定
研
究

、
ま

た
平

成
２
０

年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進
の

た
め

の
大
規

模
臨

床
試

験
研
究

、
新

規
２

課
題
を
含

む
６

１
件

の
一
括

審
査

を
行
っ

た
。

③
動

物
実

験
委
員

会
動

物
愛

護
の
観

点
に
配

慮
し

つ
つ
、

科
学

的
観
点

に
基

づ
く

適
正
な
動

物
実

験
等
が

実
施

さ
れ

る
よ
う

、
動

物
実
験

を
実
施

す
る

病
院
に

お
い
て

は
平

成
２

０
年
度
ま

で
に

１
９

病
院
に

動
物

実
験
委

員
会

を
設
置
し

た
。

(
2
)
治
験

①
治

験
審

査
委
員

会
中

期
計

画
に
掲

げ
た
と

お
り

、
質
の

高
い

治
験
を

推
進

す
る

た
め
、
平

成
１

９
年
度

ま
で

に
１

４
６
す

べ
て

の
病
院

に
お
い

て
、

審
査
委

員
会
を

設
置

し
た

。
ア

各
病
院
に

お
け
る

治
験

審
査
委

員
会

の
設
置

病
院

数
平
成
１

９
年
度

１
４
６
病

院
→

平
成
２

０
年

度
１
４

６
病

院
（
全

病
院

）
（
平

成
１
６

年
度

１
２

９
病

院
）

イ
治

験
審
査

委
員
会

開
催

平
成
１

９
年
度

１
，
１
０

４
回

→
平
成

２
０

年
度

１
，
１

２
８
回

（
平
成

１
７

年
度

７
５

０
回
）

ウ
治

験
等
審

査
件
数

平
成
１

９
年
度

１
２
，
４

９
４

件
→

平
成
２

０
年
度

１
４

，
０
１

９
件

（
平

成
１
７

年
度

７
５

０
回
）

②
中

央
治

験
審
査

委
員
会

国
立
病

院
機
構

傘
下
の

医
療

機
関
に

お
け

る
治
験

の
一

括
審

査
が
可
能

と
な

っ
た
こ

と
か

ら
、

治
験
審

査
の

効
率
化

、
迅
速

化
を

図
る
中

央
治
験

審
査

委
員

会
を
本
部

に
設

置
し
、

平
成

２
０

年
１
１

月
よ

り
毎
月
１

回
定

期
的

に
開
催

し
、

新
規
１

０
課
題

及
び

継
続
審

議
を

実
施

し
た
。

５
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
へ

の
取

組
（

再
掲

）
イ
ン
フ

ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ

ン
ト

に
つ
い

て
は

、
ほ
と

ん
ど

の
病

院
に
お
い

て
既

に
検
討

し
実

施
し

て
い
る

実
情

に
あ
る

が
、
平

成
１

９
年
度

か
ら
開
催

し
て

い
る
「

中
央
医

療
安

全
管
理

委
員

会
」
に

お
い

て
、

患
者
に
対

し
適

切
な
説

明
を

行
い

、
理
解

を
得

る
こ
と

が
望
ま

し
い

と
考
え

ら
れ
る
内

容
に

つ
い
て

の
議
論

を
重

ね
て
き

た
。

こ
の
よ

う
な

中
、
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト
を

行
う

に
あ

た
っ
て
の

基
本

的
な
考

え
方

や
留

意
す
べ

き
点

な
ど
必

要
最
低

限
の

事
項
を

整
理
し
、

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン

セ
ン
ト

の
更

な
る
向

上
の

た
め

に
各
病
院

に
発

信
す
べ

き
と

の
考

え
の
も

と
、

平
成
２

１
年
３

月
に

「
イ
ン

フ
ォ
ー
ム

ド
・

コ
ン
セ

ン
ト
の

更
な

る
向
上

の
た

め
に
」

を
策

定
し

た
も
の
で

あ
る

。
こ
れ

に
よ

り
、

各
病
院

は
必

要
な
事

項
を
取

り
入

れ
る
な

ど
自
院
の

実
施

状
況
を

見
直
す

こ
と

に
よ
っ

て
体

制
強
化

を
図

る
こ

と
に
繋
が

る
。

平
成
２

１
年

度
よ
り

運
用
を

開
始

し
、
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る

イ
ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
実
施

体
制

を
な
お

一
層
推

進
し

て
い
く

こ
と
と
し

て
い

る
。

【
具
体
的

内
容

】
①

意
義
、

②
一

般
的

対
象
事
項

、
③

説
明
範

囲
、

④
危

険
性
の

説
明

、
⑤
頻
度

、
⑥

説
明

者
、
⑦

説
明

の
対
象

者
、
⑧

家
族

等
へ
の

説
明

、
⑨

説
明
時
間

及
び

場
所

、
⑩
説
明

の
進

め
方
、

⑪
セ

カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
の
説
明

、
⑫

診
療

録
へ
の

記
録

、
⑬
同

意
能
力

な
き

患
者
へ

の
説

明
、

⑭
説
明
の

省
略
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
②

医
療
安

全
対

策
の

充
実

②
医

療
安

全
対

策
の
充

実
②

医
療
安
全
対
策
の
充
実

医
療

安
全

対
策

を
重

視
し

、
リ

ス
ク

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
マ

ネ
ジ

ャ
ー

を
中

心
に

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

充
実

に
貢

献
す

る
観

点
か

ら
、

１
．

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

開
催

ト
事

例
の

適
正

な
分

析
等

の
リ

ス
ク

管
す

べ
て

の
病

院
が

、
医

療
事

故
平

成
１

９
年

度
に

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

に
つ

い
て
の
基

本
的

方
向
性

等
に

つ
い

て
審
議

す
る

常
設
委

員
会
と

し
て

「
中
央

理
を
推

進
す

る
。

情
報

収
集

等
事

業
及

び
医

薬
品

医
療

安
全

管
理

委
員

会
」

を
設

置
し

た
。

院
内

感
染

対
策

の
た

め
、

院
内

サ
ー

等
安

全
情

報
制

度
に

よ
り

積
極

国
立

病
院

機
構

内
に

お
け

る
医

療
事

故
の

報
告

状
況

を
踏

ま
え

、
最
も
報
告

件
数

の
多
い

転
倒

・
転

落
事
故

に
つ

い
て
、

平
成
２

０
年

度
よ
り

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

充
実

等
に

積
極

的
に

取
的

に
協

力
す

る
。

ま
た

、
病

院
２

年
間

で
半

減
を

目
指

す
た

め
、

事
故

防
止

の
た

め
の

業
務

標
準

化
等
を
内
容

と
す

る
「
転

倒
・

転
落

事
故
防

止
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

の
運

用
を
開

り
組
む
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
医

始
し

た
。

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
充

実
に

療
事

故
の

原
因

・
防

止
対

策
の

ま
た

、
長

期
療

養
者

の
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
使

用
時

の
留

意
点

等
を

整
理

し
、
「

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
い

手
貢

献
す

る
観

点
か

ら
、

新
た

な
医

療
事

情
報

の
共

有
化

に
よ

り
、

各
病

順
書

」
を

平
成

２
１

年
３

月
に

策
定

し
た

。
故

報
告

制
度

の
実

施
に

協
力

す
る

と
と

院
の

医
療

安
全

対
策

の
充

実
を

さ
ら

に
、
「

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
」

に
お

い
て

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
基

本
的

な
考

え
方

や
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

の
も

に
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

、
医

図
る

と
と

も
に

、
当

該
情

報
を

留
意

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
検

討
を

重
ね

「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ
ン
ト

の
更

な
る
向

上
の

た
め

に
」
を

策
定

し
、
平

成
２
１

年
度

よ
り
運

薬
品

等
安

全
性

情
報

の
報

告
を

徹
底

す
外
部

に
も
発
信

し
て

い
く
。

用
を
開
始

す
る

こ
と
で

、
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ
ン

セ
ン

ト
を
一

層
推

進
し

て
い
く

こ
と

と
し
て

い
る
。

る
。

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

に
つ

い
て

は
、

平
２

．
医

療
事

故
報

告
制

度
へ

の
一

層
の

協
力

成
１

９
年

度
に

医
療

安
全

対
策

国
立

病
院

機
構

と
し

て
、

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

（
評

価
機

構
）
が
行
う

医
療

事
故
情

報
収

集
等

事
業
へ

よ
り

一
層
協

力
し
て

い
く

観
点
か

の
観

点
か

ら
絞

込
を

行
な

っ
た

ら
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
に

つ
い

て
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

、
そ

れ
ま

で
異

な
っ

て
い

た
評

価
機

機
種

へ
の
集
約

を
進

め
る
。

構
へ
の
報

告
範

囲
と
機

構
本
部

へ
の

報
告
範

囲
を

統
一
す

る
と

と
も

に
、
報
告

を
行

う
に
当

た
っ

て
の

事
務
的

負
担

を
軽
減

す
る
観

点
か

ら
、
報

事
故

発
生

件
数

が
多

い
転

倒
告

様
式

に
つ

い
て

も
評

価
機

構
へ

の
報

告
様

式
と

で
き

る
だ

け
共

通
し

た
様

式
と

す
る

な
ど

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
平

成
・

転
落

事
故

に
つ

い
て

は
、

標
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
評

価
機

構
へ

の
報

告
件

数
が

大
幅

に
増

加
し
、
評
価

機
構

に
お
け

る
報

告
義

務
対
象

医
療

機
関
か

ら
の
報

告
の

う
ち
半

準
的

な
防

止
対

策
を

策
定

し
、

数
近

く
を

国
立

病
院

機
構

が
占

め
る

ま
で

に
な

っ
た

。
減

少
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
て
い

く
。

【
日
本

医
療

機
能
評

価
機
構

へ
の

報
告
件

数
】

平
成
１

９
年
１

月
～
１

２
月

５
９

２
件

→
平
成

２
０

年
１
月
～

１
２

月
７

２
８

件
（

平
成

１
６

年
１
０
月

～
平

成
１
７

年
３

月
１
２
２

件
）

３
．

医
療

安
全

対
策

に
お

け
る

情
報

発
信

(
1
)
「
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
医

療
安
全

対
策

へ
の
取

組
（

平
成

１
９
年
度

版
）
」
（
医
療

安
全

白
書

）
の
公

表
平
成

１
９

年
度
中

に
国
立

病
院

機
構
本

部
に

報
告
の

あ
っ

た
医

療
事
故
報

告
に

つ
い
て

、
①

事
故

内
容
別

、
病
院

機
能

別
、
患

者
年

齢
別
、

事
故

発
生

時
間
別
に

整
理

す
る
と

と
も

に
、

②
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
後

の
、
「

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

な
ど

機
構
内

に
け
る

医
療
安

全
対

策
上
の

課
題

へ
の
取

組
に

つ
い

て
紹
介
、

③
医
療

事
故
報

告
の
中

か
ら

、
再
発

防
止

対
策
上

ケ
ー

ス
ス

タ
デ
ィ
と

し
て

有
効
で

あ
る

と
考

え
ら
れ

る
事

例
に
つ

い
て
、

事
故

概
要
、

事
故

の
背
景

、
講
じ

た
再

発
防
止

策
の

紹
介
、

等
を
内
容

と
す

る
「

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る

医
療
安

全
対
策

へ
の

取
組
み

に
つ

い
て
（
平
成

１
９

年
度
版

）
」（

医
療
安

全
白

書
）
を

作
成
し

、
平

成
２
０

年
１

０
月

に
国
立
病

院
機

構
の

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に
公

表
し

た
。

(
2
)
医
療

事
故

報
告
に

係
る
「

警
鐘

的
事
例

」
の

作
成
と

国
立

病
院

機
構
内
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

で
の

共
有

国
立
病

院
機

構
本

部
へ
報
告

さ
れ

た
事
故

事
例

等
を

素
材
と

し
て

、
機
構
本

部
に

お
い

て
「
警

鐘
的

事
例
」

を
作
成

し
国

立
病
院

機
構

内
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
内

の
掲

示
板
に
掲

示
す

る
こ
と

で
、

各
病

院
に
お

け
る

医
療
安
全

対
策

の
推

進
に
資

す
る

た
め
の

取
組
を

、
平

成
２
０

年
度

に
お

い
て
も
引

き
続

き
実

施
し
た
。

具
体
的

に
は

、
医

療
安
全
対

策
上

特
に

留
意
す

る
べ

き
テ
ー

マ
を

決
定
し
た

上
で

、
テ

ー
マ
に

関
連

す
る
個

別
事
故

事
例

の
紹
介

と
そ

れ
ら

に
共
有
す

る
発

生
原

因
や
再
発

防
止

策
等
に

つ
い

て
分

析
・
整

理
を

行
っ
た
も

の
で

あ
り

、
各
病

院
の

医
療
安

全
管
理

者
等

が
ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の
た
め

の
テ

キ
ス

ト
と
し
て

も
活

用
で
き

る
よ

う
作

成
し
た

も
の

で
あ
る

。
平
成

２
０

年
度
の

月
ご

と
の
テ

ー
マ

は
、
次

の
と

お
り

で
あ
る

。

【
医
療

事
故

報
告
書

の
概
要

の
警

鐘
的
事

例
】

○
平
成

２
０
年

４
月

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
に

お
け
る

危
険

性
に

つ
い
て

○
平
成

２
０
年

５
月

嚥
下
に
お

け
る

危
険
性

に
つ

い
て

○
平
成

２
０
年

６
月

輸
血
検
査

に
お

け
る
危

険
性

に
つ

い
て

○
平
成

２
０
年

７
月

原
因
不
明

の
骨

折
に
つ

い
て

○
平
成

２
０
年

８
月

輸
液
に
よ

る
血

液
外
漏

出
皮

膚
障

害
に
つ
い

て
○

平
成

２
０
年

１
０
月

胃
ろ
う
チ

ュ
ー

ブ
誤
挿

入
に

よ
る

死
亡
事
例

等
に

つ
い
て

○
平
成

２
０
年

１
２
月

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

中
の

事
故

（
転
倒
）

に
つ

い
て
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る
医

療
事

故
報
告

の
約

３
０
％

を
占

め
る

転
倒
・
転

落
事

故
の
２

年
間

で
半

減
（
△

５
０

％
）
を

目
標
に

掲
げ

、
転
倒

・
転
落
事

故
防

止
対
策

を
強
力

に
推

進
し
て

い
く

た
め
、

転
倒

・
転

落
事
故
防

止
の

た
め
の

業
務

標
準

化
の
検

討
を

行
い
、

①
各
病

院
共

通
の
転

倒
・
転

落
ア

セ
ス
メ

ン
ト

シ
ー
ト

②
ア
セ

ス
メ

ン
ト
シ

ー
ト
に

基
づ

く
転
倒

・
転

落
事
故

防
止

計
画

表
③
患
者

・
家

族
へ
の

標
準
的

な
説

明
内
容

④
リ
ス

ク
の

高
い
薬

剤
リ
ス

ト
⑤
転
倒

・
転

落
事
例

集
等

か
ら
構

成
さ

れ
る
「

転
倒
・

転
落

事
故
防

止
マ

ニ
ュ
ア

ル
」

を
平

成
２
０
年

３
月

に
作
成

し
、

本
マ

ニ
ュ
ア

ル
に

よ
り
、

平
成
２

０
年

度
か
ら

「
転
倒
・

転
落

事
故
防

止
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」

を
強

力
に
推

進
し

て
い

る
と
こ
ろ

で
あ

る
。

半
減
を

目
標

に
掲
げ

て
い
る

一
方

で
、
国

立
病

院
機
構

本
部

へ
の

転
倒
・
転

落
を

原
因
と

す
る

事
故

報
告
件

数
が

平
成
１

９
年
度

に
比

べ
倍
増

と
な
っ
て

い
る

状
況
で

あ
る
。

こ
れ
に

つ
い

て
は
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
立

ち
上

げ
た
こ

と
に

よ
り

報
告
精
度

が
よ

り
明
確

に
な

り
報

告
件
数

が
増

加
し
た

こ
と
、

各
病

院
の
報

告
に
対
す

る
認

識
が
高

ま
っ
た

こ
と

に
よ
る

も
の

と
考
え

て
お

り
、

今
後
は
、

各
病

床
種
別

毎
に

集
計

を
行
い

、
転

倒
・
転

落
事
故

に
関

す
る
高

リ
ス
ク
要

因
（

項
目
）

の
特
定

を
行

う
こ
と

な
ど

に
よ
り

、
効

果
的

な
改
善
を

図
っ

て
い
く

こ
と

と
し

て
い
る

。
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
状

況
と
し

て
は

、
初
年

度
に

お
け
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト
実
施

率
は

当
初
目

的
を

達
成

し
た
。

【
ア

セ
ス

メ
ン
ト

実
施
率

】
入
院
時

の
ア

セ
ス
メ

ン
ト

実
施

患
者
数
／

新
入

院
患
者

数
（

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
・

Ｇ
Ｃ

Ｕ
除
く

）
平
成

２
０
年

度
目

標
：

９
５
％

→
全
病

院
の

実
施

率
９
７

．
７

％

５
．

そ
の

他
の

医
療

安
全

に
関

す
る

取
組

・
全

国
の

機
構

病
院

の
臨

床
検

査
部

門
で

把
握

し
て

い
る

流
行

性
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

関
係

の
情

報
に

つ
い

て
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
全

国
感

染
動
向
」

と
し

て
本

部
の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
に

掲
載
し
、

広
く

一
般

も
参
照

で
き

る
よ
う

準
備
を

進
め

た
（
平

成
２

１
年

４
月
掲
載

）
。

・
近
年
問

題
と

な
っ
て

い
る
ノ

ロ
ウ

イ
ル
ス

感
染

流
行
を

受
け

て
、

平
成
２
１

年
２

月
に
全

国
の

機
構

病
院
の

臨
床

検
査
部

門
を
通

じ
て

「
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス

検
査

体
制

に
関
す
る

実
態

調
査

」
を
実

施
し

、
関
係

部
署

へ
情
報
提

供
を

行
っ

た
。

・
医
療
放

射
線

関
連
機

器
の
不

具
合

・
改
修

等
の

情
報
に

つ
い

て
、

平
成
２
０

年
度

か
ら
、

メ
ー

カ
ー

よ
り
本

部
で

一
元
的

に
情
報

収
集

し
、
全

病
院
へ
周

知
す

る
よ

う
改
め
、

医
療

事
故

防
止
に

役
立

て
た
。

６
．

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
に

つ
い

て

(
1
)
人
工

呼
吸

器
の
機

種
の
標

準
化

に
つ
い

て
平
成
１

８
年

度
に

取
り
ま
と

め
ら

れ
た
報

告
書

「
長

期
療
養

患
者

が
使
用
す

る
人

工
呼

吸
器
の

標
準

化
に
つ

い
て
」

を
踏

ま
え
、

平
成

１
９

年
４
月
に

、
今

後
、

長
期
療
養

患
者

が
使
用

す
る

人
工

呼
吸
器

の
更

新
等
整
備

を
行

う
際

に
は
、

原
則

と
し
て

標
準
６

機
種

の
中
か

ら
整

備
を

行
う
こ
と

と
す

る
旨

の
医
療
部

長
通

知
を
発

出
し

た
。

ま
た
、

平
成

２
１

年
３
月
に

標
準

化
の

進
捗
状

況
に

つ
い
て

の
調

査
を
行
っ

た
と

こ
ろ

、
医
療

部
長

通
知
発

出
前
の

平
成

１
９
年

２
月

の
調

査
時
点
と

比
較

し
て

、
長
期
療

養
患

者
が
使

用
す

る
人

工
呼
吸

器
で

標
準
６
機

種
の

占
め

る
割
合

が
上

昇
し
て

お
り
、

標
準

化
に
向

け
た

各
病

院
の
積
極

的
な

取
組

が
見
ら
れ

た
。

【
人

工
呼

吸
器
６

機
種

の
使

用
状
況

】
平

成
１

９
年
１

２
月

４
６

．
０

％
→

平
成

２
１

年
３
月

５
４
．
２

％
（
当
初

：
平
成

１
９

年
２
月

３
５
．
４

％
）

(
2
)
長
期

療
養

患
者
が

使
用
す

る
人

工
呼
吸

器
の

取
扱
い

手
順

書
に

つ
い
て

進
行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ
ー

児
（

者
）
・

重
症
心

身
障

害
児
（

者
）
・
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者

等
の

長
期
療

養
患

者
に
と

っ
て
人

工
呼

吸
器
は

生
命

維
持

装
置
で
あ

り
、

そ
の

装
着
に
当

た
っ

て
は
患

者
に

分
か

り
や
す

い
説

明
を
行
う

と
と

も
に

、
細
心

の
注

意
を
も

っ
て
取

り
扱

う
こ
と

が
必

要
で

あ
る
こ
と

か
ら

、
人

工
呼
吸
器

の
目

的
や
基

本
構

造
、

操
作
時

の
安

全
管
理
、

使
用

時
の

看
護
の

留
意

点
、
装

着
に
係

る
説

明
書
等

を
内

容
と

す
る
「
長

期
療

養
患

者
が
使
用

す
る

人
工
呼

吸
器

の
取

扱
い
手

順
書

」
を
平
成

２
１

年
３

月
に
作

成
し

運
用
を

開
始
し

た
。

【
手

順
書

内
容
】

Ⅰ
長
期

療
養
患

者
に

対
す

る
人
工

呼
吸
器

の
目

的
、
使

用
時

の
留
意

点
等

１
．
目

的
２

．
分

類
３
．
基

本
構
造

４
．
操
作

５
．
安
全

管
理

６
．

使
用
時

の
看

護
の
留

意
点

７
．

停
電

時
の

対
応

８
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意
書

Ⅱ
非
侵

襲
的
陽

圧
換

気
療

法
（
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

）
１

．
適

応
基
準

２
．
長

所
・
短

所
３

．
代

表
的
な

換
気

様
式

４
．

安
全
管

理
５

．
使

用
時
の

看
護

の
留
意

点
６
．

移
行

７
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意
書
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
７

．
人

工
呼

吸
器

不
具

合
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
の

運
用

国
立
病

院
機

構
内
病

院
で
稼

働
し

て
い
る

人
工

呼
吸
器

の
不

具
合

情
報
を
迅

速
に

共
有
す

る
こ

と
で

、
患
者

の
人

工
呼
吸

器
管
理

に
係

る
リ
ス

ク
を

軽
減

さ
せ

、
患

者
の

療
養

上
の

安
全

を
よ

り
一

層
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

人
工

呼
吸

器
不

具
合

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

を
平

成
２
１
年

３
月

か
ら
開

始
し
た

。
ま
た
、

不
具

合
が
生

じ
た
場

合
に

は
、
患

者
へ

の
影
響

を
考

慮
し

必
要
に
応

じ
て

製
造
業

者
に

対
し

情
報
提

供
を

行
い
、

不
具
合

原
因

の
究
明

や
、
改
善

を
求

め
る
こ

と
と
し

て
い

る
。

【
シ

ス
テ

ム
概
要

】
①

報
告

内
容

：
人
工
呼

吸
器

の
機

械
的
な

不
具

合
の
情

報
を

報
告
内
容

②
報
告

事
項

：
メ
ー
カ

ー
名

、
機

種
名
、

購
入

年
月
日

、
不

具
合
の
内

容
、

不
具

合
が
発

生
し

た
場
合

の
使
用

状
況

③
情
報

共
有

：
各
病
院

よ
り

報
告

後
、
速

や
か

に
国
立

病
院

機
構
内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内
の

掲
示

版
に
掲

示

８
．

国
立

病
院

機
構

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
平
成
１

８
年

度
よ
り

医
療
安

全
、

医
薬
品

管
理

の
効
率

化
に

資
す

る
た
め
、

本
部

に
標
準

的
医

薬
品

検
討
委

員
会

を
設
置

し
使
用

医
薬

品
の
標

準
化
の
取

組
を

進
め
て

い
る
。

平
成

１
９
年

度
は

前
回
同

様
の

検
討

手
順
に
よ

り
平

成
１
８

年
度

の
医

薬
品
購

入
実

績
情
報

を
ベ
ー

ス
に

検
討
を

行
い
、
標

準
使

用
医
薬

品
と
し

て
６

，
３
５

８
品

目
を
整

理
し

、
標

準
的
使
用

医
薬

品
一
覧

を
各

病
院

へ
周
知

し
た

と
こ
ろ

で
あ
り

、
本

一
覧
は

平
成
２
０

年
度

の
医
薬

品
の
共

同
入

札
実
施

の
際

に
活
用

さ
れ

た
。

ま
た

、
各

病
院

に
お

け
る

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

、
平

成
１

７
年

度
に

作
成

し
た

標
準

的
使

用
医

薬
品

一
覧

と
平

成
１

９
年
度

の
医

薬
品
購

入
実
績

、
平

成
１
９

年
度

に
作
成

し
た

標
準

的
使
用
医

薬
品

一
覧
と

平
成

２
０

年
度
（

４
月

～
１
２

月
）
の

医
薬

品
購
入

実
績
を
比

較
し

た
と
こ

ろ
、
標

準
的

使
用
医

薬
品

一
覧
の

掲
載

品
目

の
み
を
採

用
し

て
い
る

病
院

は
平

成
１
９

年
度

は
２
２

病
院
で

あ
っ

た
が
、

平
成
２
０

年
度

は
６
４

病
院
に

増
加

し
た
。

９
．

拡
大

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

設
置

平
成

１
９

年
３

月
に

は
、
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
を

行
い

、
発

生
し

た
医

療
事

故
の
過

失
の

有
無
、

原
因
等

に
つ

い
て
十

分
な

結
論
付

け
が

で
き

な
い
場
合

に
は

、
第
三

者
的

立
場

か
ら
過

失
の

有
無
等

に
に
つ

い
て

厳
正
に

審
議
を
行

う
た

め
、
国

立
病
院

機
構

内
に
お

け
る

自
院
以

外
の

病
院

の
専
門
医

、
看

護
師
等

を
加

え
た

「
拡
大

医
療

安
全
管

理
委
員

会
」

を
開
催

で
き
る
体

制
を

全
６
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
に
事

務
局

と
し
て

整
備

し
、

必
要
に
応

じ
開

催
す
る

こ
と

と
し

て
い
る

。
平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
１

３
件
の

重
要

案
件
に

つ
い

て
開

催
し
、
適

切
な

医
療
事

故
対

応
を

行
っ
て

い
る

。

【
拡
大

医
療

安
全

管
理
委
員

会
開

催
件

数
】

平
成
１

９
年

度
１
２

件
（

１
ブ

ロ
ッ
ク

）
→

平
成
２

０
年
度

１
３

件
（

３
ブ
ロ

ッ
ク

）

1
0
．

院
内

感
染

防
止

体
制

の
強

化
院
内
感

染
対

策
と
し

て
、
す

べ
て

の
病
院

に
お

い
て
院

内
感

染
防

止
対
策
委

員
会

等
を
開

催
し

、
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ

、
ノ

ロ
ウ
ィ

ル
ス
、

緑
膿

菌
等
の

院
内
サ
ー

ベ
イ

ラ
ン
ス

を
実
施

す
る

と
と
も

に
、

医
師
・

看
護

師
・

薬
剤
師
・

事
務

職
等
で

構
成

さ
れ

る
院
内

感
染

対
策
チ

ー
ム
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を

１
３

７
病

院
に

設
置

し
て

い
る

。
（

院
内

感
染

対
策

チ
ー

ム
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

を
設

置
し

て
い

な
い

残
り

の
８

病
院

に
つ

い
て

は
、

院
内

感
染

防
止

対
策

委
員
会

を
設

置
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
能

の
役
割

を
果

た
し
て

い
る

。
）

ま
た
、

７
１

病
院
で

は
感
染

管
理

を
専
門

分
野

と
す
る

認
定

看
護

師
を
８
７

名
配

置
す
る

な
ど

院
内

感
染
防

止
体

制
の
強

化
を
図

る
と

と
も
に

院
内
感
染

対
策

に
係
る

基
本
的

知
識

を
習
得

す
る

こ
と
を

目
的

に
院

内
に
お
け

る
研

修
を
全

病
院

で
実

施
し
た

。
さ
ら
に

、
院

内
感
染

発
生
時

の
対

応
な
ど

よ
り

実
践
的

な
知

識
、

技
能
を
習

得
す

る
と
と

も
に

、
医

師
、
看

護
師

、
薬
剤

師
等
の

多
職

種
と
の

連
携
の
重

要
性

を
認
識

す
る
こ

と
を

目
的
に

、
全

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お
い
て

、
院

内
感
染

対
策

に
係

る
研
修

を
実

施
し
た

。

【
感
染

管
理

認
定
看

護
師
配

置
状

況
】

平
成
１

９
年
度

８
４

名
→

平
成
２

０
年
度

８
７
名

（
平
成

１
５

年
度

２
０

名
）

※
全
国

登
録
者

：
７

６
９

名
（
国
立

病
院

機
構
職

員
の

占
め

る
割
合

１
１
．
３

％
）

1
1
．

共
同

臨
床

指
定

研
究

の
活

用
麻
疹
の

流
行

な
ど
が

み
ら
れ

る
社

会
状
況

に
対

応
し
、

流
行

性
ウ

イ
ル
ス
性

疾
患

に
対
応

す
る

た
め

に
、
平

成
２

０
年
度

の
指
定

研
究

と
し
て

「
国
立
病

院
機

構
職
員

の
麻
疹

、
風

疹
、
流

行
性

耳
下
腺

炎
、

水
痘

ウ
イ
ル
ス

抗
体

価
測
定

と
抗

体
価

の
低
い

職
員

に
対
す

る
ワ
ク

チ
ン

接
種
の

有
効

性
の

検
討

（
Ｍ

Ｍ
Ｒ

Ｖ
研

究
）
」

を
実

施
し

、
７

６
病

院
、

１
８

，
９

１
０

名
の

職
員

を
対

象
と

し
て

麻
疹

、
風

疹
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
、

水
痘
ウ
イ

ル
ス

の
抗
体

価
を
測

定
し

た
。
そ

の
結

果
、
職

員
の

麻
疹

１
２
．
９

％
、

風
疹
１

１
．

１
％

、
流
行

性
耳

下
腺
炎

１
８
．

３
％

、
水
痘

１
．
８
％

が
十

分
な
抗

体
が
な

い
こ

と
が
判

明
し

、
延
べ

５
，

０
０

０
名
の
職

員
が

ワ
ク
チ

ン
を

接
種

し
た
。

そ
の

結
果
、

抗
体
の

不
十

分
な
成

人
に
ワ
ク

チ
ン

を
接
種

し
た
場

合
の

有
効
率

は
、

麻
疹
７

８
．

５
％

、
風
疹
９

５
．

３
％
、

流
行

性
耳

下
腺
炎

８
８

．
１
％

、
水
痘

９
０

．
１
％

で
あ
る
こ

と
が

判
明
し

た
。
ワ

ク
チ

ン
接
種

に
よ

り
職
員

が
無

用
な

感
染
被
曝

を
受

け
る
こ

と
を

防
止

す
る
だ

け
で

な
く
、

職
員
か

ら
患

者
へ
の

感
染
を
防

止
す

る
こ
と

が
期
待

さ
れ

る
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
1
2
．

医
療

安
全

対
策

に
係

る
研

修
体

制
等

の
充

実

(
1
)
新
人

看
護

師
を
対

象
と
し

た
全

病
院
統

一
の

研
修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の
運
用

開
始

新
人
看

護
師

（
採

用
か
ら
概

ね
５

年
目

ま
で
）

を
対

象
と
し

た
全

病
院
統
一

の
研

修
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
活
用

を
平
成

１
８

年
度
か

ら
開

始
し

た
。
本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で
は
、

病
院

に
お
け

る
医

療
安

全
管
理

体
制

に
つ
い
て

の
基

本
的

理
解
や

医
療

現
場
に

お
け
る

倫
理

の
重
要

性
、

院
内

感
染
防
止

や
Ｍ

Ｅ
機

器
の
取
扱

い
な

ど
医
療

安
全

に
関

わ
る
知

識
・

技
術
に
つ

い
て

経
験

年
数
毎

の
達

成
目
標

と
の
比

較
を

行
い
な

が
ら

修
得

で
き
る
よ

う
示

し
て

い
る
。
本

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に

基
づ

く
各
病

院
の

研
修
を
通

じ
て

、
就

職
後
早

い
段

階
で
の

医
療
安

全
に

係
る
研

修
体

制
の

充
実
を
図

る
こ

と
と

し
て
い
る

。

【
研

修
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
運

用
後

の
受
講

者
数

】
平
成

１
８
年

度
３

，
４

２
８
名

平
成

１
９
年

度
３

，
８

０
５
名

平
成

２
０
年

度
３

，
９

２
６
名

延
受
講
者

数
１
１

，
１
５
９

名

(
2
)
各
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
で
の

研
修

の
実
施

及
び

そ
の
効

果
全
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
に
お

い
て

、
具
体

的
な

事
例
分

析
等

の
演

習
を
通
し

て
、

実
践
的

な
知

識
、

技
術
を

習
得

し
適
正

な
医
療

事
故

対
策
能

力
を

養
成

す
る

と
と

も
に

、
医

師
・

看
護

師
・

事
務

職
等

職
種

毎
の

職
責

と
連

携
の

重
要

性
を

認
識

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

医
療

安
全

管
理
対
策
に

係
る

研
修

を
実
施

し
た

。
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

主
催
研

修
の

受
講
者

は
、

研
修
の

成
果

を
自

院
で
活
用

し
医

療
事
故

防
止

に
繋

げ
て
い

く
た

め
、
研

修
内
容

を
踏

ま
え
、

例
え

ば
「

リ
ス

ク
感

性
と

思
考

力
を

磨
く

た
め

の
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

Ｋ
Ｙ

Ｔ
）
」

や
「

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
原

因
の

根
本

分
析

方
法

」
の
た
め
の

院
内

研
修

の
実
施

、
医

療
安

全
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル
の

見
直

し
等
を

行
い

医
療
事

故
防

止
策
の

充
実
を

図
っ

た
。

【
医

療
安

全
対
策

研
修
会

の
開

催
件
数

】
平
成

１
９
年

度
１

７
開

催
→

平
成
２
０

年
度

２
２
開
催

③
救

急
医

療
・

小
児

救
急

等
の

充
実

③
救

急
医

療
・

小
児

救
急

等
の

③
救
急
医
療
・
小
児
救
急

等
の
充
実

地
域

住
民

と
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

充
実

た
め

に
、

救
急

医
療

・
小

児
救

急
等

に
新

た
な

都
道

府
県

医
療

計
画

１
．

救
急

・
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
、

平
成

で
位

置
付

け
ら

れ
る

４
疾

病
５

平
成
２

０
年

度
の
救

急
患
者

の
受

入
数
に

つ
い

て
は
、

５
６

４
，

８
３
１
件

（
う

ち
小
児

救
急

患
者

数
は
１

３
９

，
７
６

６
件
）

で
あ

り
、
対

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

の
期

間
事

業
の

う
ち

の
救

急
医

療
に

連
１

９
年

度
で

６
２

，
８

３
７

件
の

減
（

う
ち

小
児

救
急

患
者

数
は

２
０

，
５

５
８

件
の

減
）
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
．

９
％

増
と

な
っ

て
中

に
、

救
急

患
者

及
び

小
児

救
急

患
者

携
し

、
地

域
住

民
と

地
域

医
療

い
る
。

の
受
入

数
に

つ
い

て
１

０
％

以
上
（

※
）

に
貢

献
す

る
た

め
に

、
救

急
医

救
急
患

者
の

受
入
数

は
平
成

１
９

年
度
よ

り
減

少
傾
向

に
あ

る
が

、
そ
の
理

由
と

し
て
は

、
の

増
加

を
目

指
す

。
療

・
小

児
救

急
等

に
積

極
的

に
①
救
急

車
に

よ
る
搬

送
患
者

数
の

全
国
的

な
伸

び
の
鈍

化
取

り
組

む
と

と
も

に
、

引
き

続
②
こ
れ

ま
で

二
次
救

急
医
療

機
関

で
受
け

入
れ

て
い
た

比
較

的
軽

症
の
患
者

を
本

来
の
受

入
先

で
あ

る
一
次

救
急

医
療
機

関
で
受

け
入

れ
る
な

※
平

成
１

５
年

度
実
績

き
救

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

ど
、

地
域

の
救
急

医
療
体

制
が

整
備
さ

れ
て

き
た
こ

と
年

間
延

べ
救

急
患

者
数

者
の

受
入
数

増
を
目

指
す

。
な

ど
の
要

因
が

複
合
的

に
影
響

し
て

い
る
こ

と
が

挙
げ
ら

れ
る

。
５

５
４

，
５

０
４

件
し
か
し

な
が

ら
、
こ

の
よ
う

な
中

で
も
救

急
患

者
数
に

占
め

る
入

院
患
者
数

の
割

合
は
上

昇
し

て
い

る
な
ど

、
よ

り
重
篤

な
患
者

の
受

け
入
れ

う
ち
年

間
延

べ
小

児
救

急
患

者
数

に
シ
フ
ト

し
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
り

、
国
立

病
院

機
構
に

期
待

さ
れ

て
い
る
役

割
を

着
実
に

果
た

し
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
る

。
引
き

続
き

、
自
治

１
６

３
，

３
５

５
件

体
や
一
次

救
急

医
療
機

関
と
の

緊
密

な
連
携

の
も

と
、
地

域
の

救
急

医
療
体
制

の
中

で
の
国

立
病

院
機

構
と
し

て
の

役
割
を

適
切
に

果
た

し
て
い

く
こ
と
と

し
て

い
る
。

平
成
１

９
年
度

６
２

７
，

６
６
８

件
（

う
ち
小

児
救

急
患

者
数
１
６

０
，

３
２
４

件
）

→
平

成
２

０
年
度

５
６

４
，

８
３
１

件
（

う
ち
小

児
救

急
患

者
数
１
３

９
，

７
６
６

件
）

（
平

成
１

５
年
度

５
５

４
，

５
０
４

件
（

う
ち
小

児
救

急
患

者
数
１
６

３
，

３
５
５

件
）

（
参

考
）

〔
救
急

患
者
数

に
占
め

る
入

院
患
者

の
割

合
〕

・
全

救
急
患

者
数
に

占
め

る
割
合

平
成

１
９

年
度

２
４
．

１
％

→
平
成
２

０
年

度
２

６
．

３
％
（

＋
２
．

２
％

）
・
救

急
車
搬

送
患
者

数
に

占
め
る

割
合

平
成

１
９

年
度

５
３
．

７
％

→
平
成
２

０
年

度
５

６
．

４
％
（

＋
２
．

７
％

）

〔
う
ち

救
急
患

者
が
５

０
０

名
以
上

減
少

し
た
病

院
に

お
け

る
救
急
患

者
数

に
占
め

る
入

院
患

者
の
割

合
〕

・
全

救
急
患

者
数
に

占
め

る
割
合

平
成

１
９

年
度

２
１
．

５
％

→
平
成
２

０
年

度
２

４
．

８
％
（

＋
３
．

３
％

）
・
救

急
車
搬

送
患
者

数
に

占
め
る

割
合

平
成

１
９

年
度

５
２
．

２
％

→
平
成
２

０
年

度
５

７
．

１
％
（

＋
４
．

９
％

）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
救

急
医

療
体

制
の

強
化

(
1
)
地
域

医
療

体
制
の

強
化

地
域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま
え
て

、
三

次
救

急
へ
の

取
組

も
充
実

さ
せ

て
お
り
、

平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き
１

７
病
院

に
お

い
て
救

命
救

急
セ

ン
タ
ー
を

設
置

す
る

と
と
も
に

、
こ

れ
ま
で

二
次

救
急

医
療
機

関
で

受
け
入
れ

て
い

た
救

急
患
者

を
一

次
救
急

医
療
機

関
で

受
け
入

れ
る

な
ど

地
域
の
救

急
医

療
体

制
が
整
備

さ
れ

る
な
か

、
よ

り
重

篤
な
患

者
の

受
け
入
れ

を
積

極
的

に
行
う

な
ど

、
地
域

の
救
急

医
療

体
制
強

化
に

大
き

な
貢
献
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

２
４

時
間

の
小

児
救

急
医

療
体

制
を

敷
い

て
い

る
病

院
は

１
７

病
院

（
平

成
２

０
年

度
は

１
病

院
増

）
、

地
域

の
小

児
救

急
輪

番
に

参
加
し
て

い
る

病
院

は
３
８
病

院
と

な
っ
て

お
り

、
引

き
続
き

体
制

強
化
を
行

っ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

２
４
時

間
小
児

救
急
医

療
体

制
平

成
１

９
年
度

１
６

病
院

→
平

成
２

０
年
度

１
７

病
院

（
平

成
１

５
年
度

６
病

院
）

小
児
救

急
輪
番

平
成
１

９
年
度

３
８

病
院

→
平

成
２

０
年
度

３
８

病
院

（
平

成
１

５
年
度

１
９
病

院
）

(
2
)
地
域

の
救

急
医
療

体
制
へ

の
協

力
自
治
体

等
が

主
導

し
て
地
域

全
体

で
救

急
医
療

・
小

児
救
急

医
療

体
制
を
構

築
し

て
い

る
地
域

に
お

い
て
、

国
立
病

院
機

構
の
病

院
か

ら
、

市
町
村
や

地
域

医
師

会
が
運
営

す
る

休
日
・

夜
間

の
小

児
急
患

セ
ン

タ
ー
に
対

し
て

医
師

を
派
遣

す
る

な
ど
、

地
域
の

医
療

ニ
ー
ズ

に
応

え
た

重
要
な
役

割
を

果
た

し
て
い
る

。

(
3
)
ド
ク

タ
ー

ヘ
リ
、

防
災
ヘ

リ
に

よ
る
診

療
状

況
長
崎
医

療
セ

ン
タ

ー
で
は
、

従
来

よ
り

自
治
体

の
防

災
ヘ
リ

に
よ

る
患
者
搬

送
の

受
入

れ
を
行

っ
て

き
た
が

、
平
成

１
８

年
度
か

ら
は

病
院

に
駐
在
す

る
県

の
ド

ク
タ
ー
ヘ

リ
に

よ
る
医

療
を

行
い

、
離
島

や
救

急
車
に
よ

る
搬

送
が

困
難
な

地
域

へ
の
医

療
提
供

を
担

っ
て
い

る
。

○
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
に
よ
る

診
療

活
動

・
稼

働
回
数

平
成

１
９

年
度
：

３
９

４
回

→
平
成

２
０
年
度

：
４

６
２
回

・
病

院
側
の

診
療
体

制
：

医
師

４
名

、
看
護

師
８

名
の

フ
ラ
イ
ト

チ
ー

ム
を
組

み
診

療
を

実
施
し

て
い

る
。

※
こ
れ
以

外
に
も

海
上

自
衛
隊

の
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー

に
よ

る
診
療
活

動
１

３
０
回

ま
た
、

水
戸

医
療

セ
ン
タ
ー

、
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

、
南
和

歌
山

医
療
セ
ン

タ
ー

、
関

門
医
療

セ
ン

タ
ー
、

九
州
医

療
セ

ン
タ
ー

、
熊

本
医

療
セ
ン
タ

ー
、

別
府

医
療
セ
ン

タ
ー

及
び
嬉

野
医

療
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て
も
自

治
体

の
所

有
す
る

防
災

ヘ
リ
等

の
ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
に

よ
る

患
者

搬
送
時
の

医
師

等
の

同
乗
や
搬

送
さ

れ
た
患

者
の

受
入

れ
を
行

っ
て

い
る
。

(
4
)
熊
本

医
療

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る

取
組

近
年

、
救

急
患

者
の

受
け

入
れ

拒
否

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
が

、
熊

本
医

療
セ

ン
タ

ー
の

運
営

方
針

は
、
「

何
時

で
も

、
何

で
も

断
ら

な
い

救
急
医
療

、
全

診
療

科
受
け
入

れ
」

で
あ

り
、
２

４
時

間
・
３

６
５

日
体
制
で

、
全

職
員

で
全
身

全
霊

の
努
力

を
も
っ

て
日

夜
救
急

患
者

の
受

け
入
れ
を

行
っ

て
い

る
。

救
命
救

急
セ

ン
タ

ー
の
公
的

救
急

車
の

受
入
台

数
は

年
々
増

加
し

て
お
り
、

熊
本

県
に

お
け
る

救
急

医
療
の

最
後
の

砦
と

な
っ
て

い
る

。
そ

の
結
果
、

熊
本

県
に

お
い
て
は

、
病

院
か
ら

受
け

入
れ

を
断
ら

れ
続

け
搬
送
中

に
患

者
が

死
亡
し

た
と

い
う
事

例
は
防

が
れ

て
い
る

。
ま
た
、

所
有

し
て

い
る
「
普

通
救

急
車

」
と
心

臓
疾

患
に
対

応
で

き
る
「
特

殊
大

型
救

急
車
」

に
よ

り
、
他

の
医
療

機
関

の
要
請

に
応

じ
、

い
つ
で
も

・
ど

こ
に

で
も
出
動

し
救

急
患
者

の
受

け
入

れ
を
行

っ
て

い
る
。

こ
う
し

た
取

組
に

よ
り
、
国

民
の

医
療

確
保
に

大
き

く
貢
献

し
、

国
民
に
大

き
な

安
心

感
を
与

え
た

こ
と
な

ど
が
評

価
さ

れ
、
熊

本
医

療
セ

ン
タ
ー
が

平
成

２
０

年
１
２
月

に
人

事
院
総

裁
賞

を
受

賞
し
た

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
（
３
）
質
の

高
い
医

療
の

提
供

（
３

）
質

の
高

い
医

療
の

提
供

（
３

）
質

の
高
い

医
療
の

提
供

（
３

）
質
の
高
い
医
療
の
提
供

国
立

病
院

機
構

の
医

療
の

標
準

化
を

図
る

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
①

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

①
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
の

活
用

①
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
活
用

用
や

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
医

療
（

E
v
i

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

、
患

者
に

分
か

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
普

及
d
e
n
c
e

B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i
n
e
）

に
関

す
る

り
や

す
い

医
療

の
提

供
や

医
療

の
標

準
推

進
の

た
め

、
研

究
会

・
研

修
１

．
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

推
進

情
報

の
共

有
化

を
図

る
こ

と
。

化
の

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
会

を
開

催
し

、
引

き
続

き
ク

リ
短
期
間

で
よ

り
効
果

的
な
医

療
、
チ
ー
ム

医
療

の
実
践

を
行

う
た

め
、
各
病

院
で

は
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
委

員
会

に
お
い

て
妥
当

性
を

検
討
し

、
こ

れ
ま

で
担

っ
て

き
た

重
症

心
身

障
用

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
、

平
成

１
５

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
総

作
成

数
の

ク
リ
テ
ィ

カ
ル

パ
ス
の

作
成
を

行
い

、
こ
れ

を
用

い
た
医

療
の

実
践

を
行
っ
て

い
る

。
ま
た

各
地

で
ク

リ
テ
ィ

カ
ル

パ
ス
研

究
会
を

開
催

し
て
、

害
児

（
者

）
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

年
度

に
比

し
、
中

期
目

標
の

期
間

中
に
、

増
を

図
る

と
と

も
に

、
平

成
１

普
及
・
改

善
に

取
り
組

ん
で
い

る
。

ー
児

（
者

）
等

の
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
に

つ
い

５
年

度
に

比
し

て
、

ク
リ

テ
ィ

Ｌ
（

生
活

の
質

）
の

向
上

を
図

り
、

併
て

５
０

％
以

上
の

増
加

（
※

）
を

目
指

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

の
５

０
％

(
1
)
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
総
作

成
数

せ
て

、
在

宅
支

援
を

行
う

こ
と

。
す

。
以
上

増
の
確

保
を
目

指
す

。
平

成
１

９
年
度

７
，
５

３
０

種
類

→
平
成
２

０
年

度
１

１
，
５
６

５
種

類
（

平
成

１
５
年

度
３

，
９
３

５
種
類

）
国

立
病

院
機

構
が

有
す

る
人

的
・

物
ま

た
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

的
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
地

域
医

療
※

平
成

１
５

年
度

実
績

カ
ル

パ
ス

の
作

成
及

び
活

用
を

(
2
)
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
実
施

件
数

に
貢

献
す

る
た

め
、

病
診

・
病

病
連

携
延

べ
実

施
件

数
更

に
進

め
、

病
院

か
ら

地
域

ま
平

成
１

９
年
度

２
２
６

，
８

４
５
件

→
平
成

２
０

年
度

２
４
３
，

７
２

９
件

（
平

成
１

５
年
度

９
７

，
３
８

９
件
）

を
推

進
す

る
こ

と
。

こ
れ

ら
の

医
療

の
９

７
，

３
８
９

件
で

一
貫

し
た

医
療

の
提

供
を

目
質

の
向

上
を

基
盤

に
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

指
す

。
２

．
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
（

地
域

連
携

パ
ス

）
へ

の
取

組
ワ

ー
ク

を
活

用
し

政
策

医
療

を
適

切
に

病
院
か

ら
在

宅
医
療

ま
で
一

貫
し

た
地
域

連
携

に
よ
る

医
療

を
実

践
す
る
た

め
に

、
地
域

の
医

療
機

関
と
一

体
と

な
り
地

域
連
携

ク
リ

テ
ィ
カ

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
際

、
政

策
ル

パ
ス
実

施
の

た
め
の

取
組
を

行
っ

た
。

医
療

の
評

価
を

行
う

た
め

の
指

標
を

開
地
域
連

携
パ

ス
に
よ

る
医
療

を
実

践
し
て

い
る

病
院
は

５
３

病
院

あ
り
、
大

腿
骨

頸
部
骨

折
、

脳
血

管
障
害

等
を

対
象
と

し
た
パ

ス
を

実
践
し

発
す

る
こ

と
。

た
。

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
平

成
１
９

年
度
３

８
病

院
→

平
成

２
０
年
度

５
３
病

院
（
平
成

１
７

年
度
１

２
病

院
）

パ
ス

の
実

施
件

数
に

つ
い

て
は

５
０

％
、

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

に
つ

い
３

．
医

療
の

標
準

化
に

向
け

た
取

組
て
は

４
０

％
の

増
加

を
図

る
こ

と
。

平
成
１

９
年

度
指
定

研
究
課

題
「

医
療
者

用
／

患
者
用

ク
リ

テ
ィ

カ
ル
・
パ

ス
の

内
容
の

ば
ら

つ
き

と
、
バ

リ
ア

ン
ス
発

生
頻
度

及
び

在
院
日

数
と
の
関

連
に

関
す
る

調
査
研

究
」

に
お
い

て
、

国
立
病

院
機

構
内

で
運
用
さ

れ
て

い
る
代

表
的

疾
患

に
関
す

る
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
・

パ
ス

を
横
断

的
に
収
集

し
、

パ
ス
自

体
に
組

み
込

ま
れ
て

い
る

医
療
プ

ロ
セ

ス
の

ば
ら
つ
き

（
パ

ス
工
程

の
ば

ら
つ

き
）
と

入
院

日
数
な

ど
の
患

者
ア

ウ
ト
カ

ム
と
の
関

連
に

つ
い
て

分
析
・

検
討

を
行
っ

た
（

平
成
２

０
年

５
月

と
り
ま
と

め
）
。

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
対

象
疾
患

を
４

疾
患
か

ら
８

疾
患

に
拡
大
す

る
と

と
も
に

、
よ

り
詳

細
な
分

析
、

す
な
わ

ち
、
①

パ
ス

工
程
の

ば
ら
つ
き

と
病

院
特
性

と
の
関

連
、

②
パ
ス

工
程

の
ば
ら

つ
き

と
診

療
エ
ビ
デ

ン
ス

と
の
関

連
、

及
び

③
パ
ス

行
程

の
ば
ら

つ
き
と

在
院

日
数
な

ど
実
際
の

患
者

ア
ウ
ト

カ
ム
と

の
関

連
、
な

ど
の

点
を
明

ら
か

に
す

る
た
め
の

調
査

・
分
析

を
行

っ
た

。
こ
れ

ら
の

結
果
を

踏
ま
え

、
今

後
医
療

の
標
準
化

に
向

け
た
具

体
的
な

方
策

や
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
・

パ
ス

自
体

の
標
準
化

に
向

け
た
取

組
を

進
め

て
い
く

こ
と

と
し
て

い
る
。

平
成
１

９
年

度
対
象

疾
患
：

胃
切

除
術
、

逆
行

性
前
立

腺
切

除
術

、
股
関
節

手
術

、
糖
尿

病
教

育
入

院
平

成
２

０
年

度
対

象
疾

患
：

扁
桃

摘
出

術
、

大
腸

ポ
リ

ベ
ク

ト
ミ

ー
、

子
宮

筋
腫

手
術

、
肺

が
ん

肺
葉

切
除

、
白

内
障

（
片

眼
）
、

ラ
ク

ナ
脳

梗
塞

、
心
臓

カ
テ

ー
テ
ル

（
予

定
検

査
入
院

）
、
小

児
市
中

肺
炎

②
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
推
進

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

平
成

１
９

年
度

か
ら

運
用

を
十

分
に

活
用

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

開
始

し
た

臨
床

評
価

指
標

を
す

１
．

臨
床

評
価

指
標

の
開

発
及

び
公

表
く

医
療
（
Ev
id
en
ce

Ba
s
ed

Me
di
ci
ne
。

べ
て

の
施

設
を

対
象

に
測

定
す

１
４

６
病

院
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

を
活

用
し

て
病

院
の

提
供

す
る
医
療
の

質
を

計
り
改

善
す

る
た

め
の
臨

床
評

価
指
標

を
開
発

す
べ

く
、
平

以
下
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
」

と
い

う
。
）

を
実

践
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

機
構

成
１

６
年

度
よ

り
各

病
院

で
臨

床
評

価
指

標
に

つ
い

て
測

定
を

行
っ

て
き
た
。

平
成

１
８
年

度
に

こ
れ

ま
で
の

結
果

を
踏
ま

え
、
内

容
の

妥
当
性

る
た

め
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

臨
で

の
指

標
値

を
公

表
し

、
そ

の
や

改
善

可
能

性
に

つ
い

て
の

検
討

会
を

設
置

し
、

指
標

の
検

討
や

研
究
班
に
よ

る
新

指
標
の

実
施

可
能

性
の
調

査
を

行
っ
た

。
床

評
価

指
標

の
開

発
や

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

関
す

結
果

を
基

に
医

療
の

質
の

改
善

平
成

１
９

年
度

か
ら

は
、

①
現

行
の

政
策

医
療

分
野

に
お

い
て

普
遍
的
に
見

ら
れ

る
疾
患

に
つ

い
て

、
②
入

院
患

者
を
対

象
と
し

、
計

測
可
能

る
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

を
目

指
に

努
め

る
。

性
、
改
善

可
能

性
を
重

視
し
た

項
目

を
、
新

た
な

臨
床
評

価
指

標
と

し
て
２
６

項
目

設
定
し

た
。

す
。

ま
た

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
平

成
１
９

年
度

に
引
き

続
き

、
新

た
な
指
標

に
よ

り
平
成

１
９

年
度

実
績
を

計
測

し
、
そ

の
結
果

を
平

成
２
１

開
始

し
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

年
３

月
に

公
表

し
た

。
の

大
規

模
臨

床
研

究
に

よ
り

得
複

数
の

病
院

に
お

い
て

、
医

療
プ

ロ
セ

ス
を

含
め

た
臨

床
評

価
指

標
を
計
測

し
、

公
表
す

る
試

み
は

日
本
で

は
あ

ま
り
例

が
無
く

、
こ

の
取
組

ら
れ

た
結

果
を

、
各

施
設

に
情

に
よ

り
病

院
に

お
け

る
一

般
的

な
医

療
の

質
向

上
へ

繋
が

る
一

方
法

を
提
示
す

る
こ

と
が
で

き
る

と
考

え
て
い

る
。

報
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
及

び
成

果
の

公
表

を
行

い
、

医
療

の
質

２
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
の

向
上

に
資
す

る
。

エ
ビ
デ

ン
ス

に
基
づ

い
た
医

療
を

提
供
す

る
た

め
、
各

政
策

医
療

分
野
や
治

験
・

臨
床
研

究
推

進
の

た
め
の

研
修

会
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
実

践
法

に
関
す

さ
ら

に
、

医
療

の
質

の
向

上
る

研
修
会

を
行

っ
た
。

平
成
１

７
年

度
か
ら

平
成

２
０
年

度
ま

で
で

延
べ
９
，

９
８

１
名
が

参
加

し
、

Ｅ
Ｂ
Ｍ

の
更

な
る
普

及
に
尽

力
し

た
。

の
た

め
の

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

進
め
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

め
の

大
規

模
臨

床
研

究
事

業
一
般
医

療
を

多
く
担

っ
て
い

る
日

本
最
大

の
グ

ル
ー
プ

で
あ

る
国

立
病
院
機

構
に

お
い
て

、
豊

富
な

症
例
と

一
定

の
質
を

確
保
す

る
こ

と
が
可

能
と
い
う

特
徴

を
活
か

し
て
、

質
の

高
い
標

準
的

な
医
療

を
広

く
提

供
す
る
た

め
の

医
学
的

根
拠

を
確

立
す
る

た
め

、
平
成

１
６
年

度
か

ら
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進
の

た
め

の
大
規

模
臨
床

研
究

を
開
始

し
た

。
平
成

１
６

年
度

に
採
択
し

た
５

課
題
の

研
究

に
つ

い
て
は

、
平

成
１
９

年
度
に

お
い

て
患
者

登
録
が
終

了
し

、
平
成

１
９
年

度
、

平
成
２

０
年

度
に
一

部
課

題
に

つ
い
て
学

会
等

で
成
果

の
発

表
を

行
っ
た

。
今

後
は
研

究
の
終

了
し

た
も
の

か
ら
随
時

論
文

発
表
等

に
よ
り

情
報

の
発
信

を
進

め
て
い

く
こ

と
と

し
て
い
る

。
平
成
１

７
年

度
に
は

、
４
課

題
の

研
究
を

開
始

し
て
、

平
成

１
９

年
度
に
症

例
の

登
録
を

完
了

し
、

一
部
課

題
に

つ
い
て

は
学
会

等
で

成
果
の

発
表
を
行

っ
た

。
平
成
１

８
年

度
か
ら

は
本
部

に
お

い
て
研

究
計

画
書
の

作
成

に
積

極
的
に
関

わ
る

こ
と
に

よ
り

、
厳

選
さ
れ

た
質

の
高
い

６
課
題

を
採

択
し
、

平
成
２
０

年
度

に
一
部

課
題
に

お
い

て
症
例

の
登

録
を
完

了
し

た
。

平
成
１

９
年

度
も
平

成
１
８

年
度

と
同
様

に
本

部
に
お

い
て

研
究

計
画
書
の

作
成

に
積
極

的
に

か
か

わ
る
こ

と
に

よ
り
質

の
高
い

３
課

題
を
採

択
し
、
順

調
に

症
例
の

登
録
を

行
っ

て
い
る

。
平
成
２

０
年

度
に
は

、
２
課

題
の

臨
床
研

究
課

題
（
高

度
医

療
適

用
の
試
験

、
が

ん
第
Ⅲ

相
比

較
試

験
）
を

採
択

し
、
症

例
登
録

の
準

備
を
進

め
て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

る
。
こ

れ
ら

の
情
報

を
分

担
研
究

施
設

に
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

す
る
こ

と
に

よ
り

、
診
療

の
質

の
標
準

化
を
図

っ
て

い
る
。

※
詳
細
に

つ
い

て
は
、

３
５
、

３
６

頁
に
記

載
平
成
２

０
年

度
に
採

択
し
た

課
題

○
糖

尿
病

腎
症
進

展
阻
止

の
た

め
の
抗

血
小

板
薬
の

効
果

の
検

討
○
既

治
療

進
行
非

小
細
胞

肺
癌

に
対
す

る
エ

ル
ロ
チ

ニ
ブ

と
ド

セ
タ
キ
セ

ル
の

無
作
為

比
較

第
Ⅲ

相
試
験

４
．

そ
の

他
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
取

組

(
1
)
臨
床

検
査

デ
ー
タ

の
精
度

保
証

日
本
医

師
会

が
主

催
す
る
「

臨
床

検
査

精
度
管

理
調

査
」
に

機
構

の
全
病
院

が
参

加
し

、
各
病

院
に

お
け
る

臨
床
検

査
の

精
度
の

維
持

向
上

に
取
り
組

ん
だ

。
そ

の
結
果
、

臨
床

検
査
精

度
の

評
価

に
つ
い

て
、

全
国
３
，

１
６

１
病

院
に
お

け
る

平
均
点

は
９
６

．
２

点
で
あ

っ
た

の
に

対
し
、
機

構
病

院
の

平
均
点
は

を
９

８
．
３

点
で

あ
り

、
１
０

０
点

満
点
の
病

院
も

１
０

病
院
存

在
す

る
な
ど

高
水
準

で
あ

っ
た
。

(
2
)
Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ
く

臨
床
検

査
デ

ー
タ
標

準
化

へ
向
け

た
取

組
臨
床
検

査
デ

ー
タ

の
更
な
る

標
準

化
を

目
指
し

、
臨

床
検
査

技
師

協
議
会
と

連
携

し
つ

つ
、
平

成
２

０
年
度

よ
り
全

国
の

機
構
病

院
で

使
用

さ
れ
て
い

る
検

査
試

薬
の
性
能

評
価

検
討
作

業
を

開
始

し
た
。

５
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

最
新
の

医
学

知
見
を

も
と
に

、
根

拠
に
基

づ
い

た
医
療

サ
ー

ビ
ス

を
患
者
に

提
供

す
る
こ

と
を

目
的

と
し
て

、
平

成
１
８

年
７
月

か
ら

１
４
６

す
べ
て
の

病
院

で
国
立

病
院
機

構
職

員
が
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
経

由
で

配
信
さ
れ

る
医

学
文
献

を
閲

覧
、

全
文
ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

す
る
こ

と
が

で
き
る

よ
う
、
機

構
本

部
に
お

い
て
電

子
ジ

ャ
ー
ナ

ル
配

信
サ
ー

ビ
ス

の
一

括
契
約
を

行
っ

た
。
平

成
１

８
年

度
に
お

い
て

は
、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
端
末

で
の

み
の

利
用

に
閲

覧
が

限
ら

れ
て

い
た

が
、

平
成

１
９

年
６

月
よ

り
「

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
）
」

で
整

備
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

バ
ー

を
経

由
し

て
、

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
外

か
ら

の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

１
５
，
６

６
２

文
献
の

ダ
ウ
ン

ロ
ー

ド
が
あ

っ
た

。

【
月
間

ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
数
（

平
均

）
】

平
成
１

９
年
度

１
，

１
２

４
文
献

→
平
成

２
０

年
度

１
，
３

０
５

文
献

（
対

前
年

度
比

＋
１

１
６
．

１
％
）

③
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
等

③
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

③
長
期
療
養
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
等

長
期

療
養

者
に

関
し

て
は

、
そ

の
Ｑ

上
等

Ｏ
Ｌ
（

生
活

の
質
）
の

向
上

を
目

指
し
、

各
病

院
は

、
引

き
続

き
長

期
１

．
面

談
室

の
設

置
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

れ
状

況
す

べ
て

の
病

院
に

お
い

て
面

談
室

を
設

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

に
つ

置
す

る
と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
い

て
自

院
の

サ
ー

ビ
ス

を
点

検
(
1
)
面
談

室
の

設
置

積
極

的
な

受
入

や
協

働
等

に
努

め
る

。
し
、

必
要
な

見
直
し

を
行

う
。

全
１

４
５

病
院
に

お
い
て

面
談

室
が
設

置
済

と
な
っ

て
お

り
、

中
期
計
画

の
目

標
値
を

達
成

し
て

い
る
。

ま
た

、
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
、

進
ま

た
、

障
害

者
自

立
支

援
法

平
成
１

９
年
度

１
４

６
病

院
→

平
成
２
０

年
度

１
４
５
病
院

（
平
成
１

５
年

度
１
２
３

病
院

）
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

の
趣

旨
に

沿
っ

て
、

療
養

介
助

（
注

）
南
横

浜
病
院

廃
止

に
伴
う

減
（

△
１
）

受
け

入
れ

て
い

る
８

１
病

院
に

つ
い

て
職

の
配

置
を

推
進

し
、

よ
り

よ
は

、
患

者
家

族
の

宿
泊

室
を

設
置

し
て

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

(
2
)
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

積
極
的

な
受

入
れ

い
る

病
院

数
を

、
地

方
公

共
団

体
、

関
に

よ
り

、
患

者
の

処
遇

充
実

を
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け
入
れ

て
い

る
病
院

は
１

３
６

病
院
（

平
成

２
０
年
度

は
３

病
院

増
）
に

上
り

、
重
症

心
身
障

害
児

（
者
）

患
者

等
の

係
団

体
等

の
協

力
も

得
て

、
平

成
１

５
図

る
。

日
常

生
活

援
助

、
遊

び
相

手
、

お
む

つ
た

た
み

や
行

事
の

支
援

等
を

行
っ

て
い

た
だ

い
て

お
り

、
長

期
療

養
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
の

一
助

を
年

度
に
比

し
、
中

期
目

標
の

期
間

中
に
、

担
っ
て
い

た
だ

い
て

い
る
。

１
０

％
以

上
の

増
加
（

※
）
を

目
指

す
。

平
成
１

９
年
度

１
３

３
病

院
→

平
成
２
０

年
度

１
３
６
病
院

（
平
成
１

５
年

度
１
２
３

病
院

）
併

せ
て

、
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）

等
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
、

通
２

．
患

者
家

族
の

宿
泊

施
設

の
設

置
園

事
業

等
の

推
進

や
在

宅
支

援
ネ

ッ
ト

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

受
け

入
れ

て
い

る
８

１
病

院
の

う
ち

、
患

者
家

族
の

宿
泊

室
を

設
置

し
ワ

ー
ク
へ

の
協

力
を

行
う

。
て

い
る
病

院
は

６
８
病

院
と
な

っ
て

お
り
、

平
成

１
５
年

度
に

比
し

て
２
６
％

増
と

大
幅
に

増
加

し
て

い
る
。

平
成
１

９
年
度

６
７

病
院

→
平
成

２
０
年

度
６
８

病
院

（
平
成

１
５
年

度
５
４

病
院
）

※
平
成

１
５

年
度

実
績

５
４

病
院

に
設

置
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
の

在
宅

療
養

支
援

(
1
)
通
園

事
業

の
推
進

重
症
心

身
障

害
児
（
者

）
等
の

在
宅
療

養
を

支
援
す

る
た

め
、
通
園
事

業
等

を
推
進

し
て

お
り
、
Ｂ

型
通
園

事
業

に
つ
い

て
は

２
５

病
院
（
平

成
２
０
年

度
は

１
病

院
増
）
で

実
施

し
て
い

る
ほ

か
、

Ａ
型
通

園
事

業
に
つ
い

て
も

３
病

院
で
実

施
し

て
い
る

。
Ａ

型
平
成
１

９
年
度

３
病
院

→
平
成

２
０

年
度

３
病

院
（
平
成

１
５

年
度

０
病
院

）
Ｂ

型
平
成
１

９
年
度

２
４
病
院

→
平
成

２
０

年
度

２
５
病

院
（
平
成

１
５

年
度

１
９

病
院

）

(
2
)
在
宅

支
援

の
取
組

重
症
難

病
患

者
が

適
時
に
入

院
で

き
る

体
制
及

び
在

宅
療
養

提
供

体
制
を
整

備
す

る
た

め
に
都

道
府

県
が
実

施
し
て

い
る

重
症
難

病
患

者
入

院
施
設
確

保
事

業
に

つ
い
て
、

２
４

病
院
が

拠
点

病
院

、
５
０

病
院

（
平
成
２

０
年

度
は

４
病
院

増
）

が
協
力

病
院
の

役
割

を
担
う

な
ど

、
地

域
の
在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

へ
の

協
力
を

行
っ

て
い

る
。

拠
点
病

院
平

成
１
９

年
度

２
４

病
院

→
平
成

２
０

年
度

２
４
病

院
（

平
成

１
６

年
度

１
７

病
院
）

協
力
病

院
平

成
１
９

年
度

４
６

病
院

→
平
成

２
０

年
度

５
０
病

院
（

平
成

１
６

年
度

３
９

病
院
）

４
．

障
害

者
自

立
支

援
法

施
行

に
伴

う
療

養
介

助
員

の
増

員
に

よ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
強

化
平
成
１

８
年

１
０
月

の
自
立

支
援

法
施
行

に
よ

り
、
２

７
病

院
が

療
養
介
護

事
業

者
と
な

っ
て

お
り

、
対
象

病
棟

の
対
象

患
者
に

対
す

る
個
別

の
療
養
介

護
計

画
書
を

作
成
し

た
り

、
療
養

介
助

員
を
増

員
す

る
な

ど
し
て
、

サ
ー

ビ
ス
を

充
実

さ
せ

て
い
る

。
ま
た
、

患
者

の
多
様

な
要
望

に
応

じ
て
ケ

ア
の

充
実
を

図
る

た
め

、
看
護
師

の
指

示
の
下

、
入

浴
、

食
事
、

排
泄

等
の
ボ

デ
ィ
ー

タ
ッ

チ
を
主

と
し
た
療

養
介

助
員
を

重
症
心

身
障

害
・
進

行
性

筋
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
病
棟
の

み
な

ら
ず
、

神
経

難
病

病
棟
を

含
め

５
６
３

名
増
員

し
、

長
期
療

養
患
者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
基

本
で
あ

る
日

常
生
活

の
ケ

ア
に
関

す
る

介
助

サ
ー
ビ
ス

の
提

供
体
制

を
強

化
し

た
。

【
療
養

介
助

員
配
置

数
】

平
成
１

９
年
度

４
３

病
院

４
０

９
名

→
平
成
２

０
年

度
４
９

病
院

５
６

３
名

（
平

成
１
８

年
度

３
９

病
院

３
１

４
名
）

５
．

長
期

療
養

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
の

具
体

的
取

組

(
1
)
各
病

院
の

具
体
的

な
取
組

長
期
療

養
患

者
に

対
し
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た
め

、
生

活
に
変

化
を

も
た
ら
し

た
り

、
地

域
と
ふ

れ
あ

い
を
も

て
る
機

会
を

設
け
て

い
る

。
ま

た
、
単
調

に
な

り
が

ち
な
長
期

療
養

生
活
の

良
い

ア
ク

セ
ン
ト

と
な

る
よ
う
、

各
病

院
に

お
い
て

、
七

夕
祭
り

、
ク
リ

ス
マ

ス
会
な

ど
の

季
節

的
行
事
の

開
催

に
取

り
組
ん
で

い
る

。

(
2
)
医
療

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ
Ｗ

）
の

配
置
（

再
掲

）
長
期
療

養
に

伴
い

患
者
・
家

族
に

生
じ

る
心
理

的
、

経
済
的

、
社

会
的
問
題

等
の

解
決

に
早
期

に
対

応
し
安

心
し
て

医
療

が
受
け

ら
れ

る
よ

う
に
す
る

と
と

も
に

、
退
院
後

の
在

宅
ケ
ア

、
社

会
復

帰
が
円

滑
に

行
え
る
よ

う
関

係
機

関
と
連

携
し

必
要
な

援
助
を

行
っ

て
い
く

た
め

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配
置

を
進

め
た

。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

配
置

】
・
国

立
病

院
機

構
１
４

５
病

院
中

平
成

１
９

年
度

１
０

９
病

院
１
９

２
名

→
平
成

２
０
年

度
１
１

３
病
院

２
２

９
名

（
平
成

１
６
年

度
５

５
病
院

７
１
名
）

・
重

症
心

身
障

害
・
進

行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ
フ

ィ
ー

病
床
を

有
し

て
い
る

８
１

病
院

中
平
成

１
９

年
度

５
２
病

院
８
９
名

→
平
成

２
０

年
度

５
６

病
院

１
０
６
名

（
平
成

１
６

年
度

２
６

病
院

３
４
名

）

(
3
)
食
事

提
供

に
か
か

る
サ
ー

ビ
ス

向
上
へ

の
取

組
入

院
生

活
に

お
け

る
「

食
事

」
は

、
治

療
の

一
環

で
あ

る
と

と
も

に
、

患
者

に
と

っ
て

の
楽

し
み

の
一

つ
で

も
あ

る
。

最
近

は
、

選
択

メ
ニ

ュ
ー
な

ど
に

よ
り

、
可
能
な

限
り

患
者
の

意
向

を
重

視
し
た

形
を

取
り
入
れ

て
い

る
病

院
が
多

い
が

、
長
期

療
養
患

者
に

つ
い
て

は
、

食
事

の
介
助
が

大
変

な
こ

と
か
ら
ベ

ッ
ド

サ
イ
ド

又
は

食
堂

に
お
い

て
配

膳
ト
レ
ー

で
の

食
事

を
提
供

し
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
る

。
こ
う

し
た

中
、

年
に

数
回

、
定

期
的

に
「

食
事

バ
イ

キ
ン

グ
」

や
「

ワ
ゴ

ン
サ

ー
ビ

ス
」

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
満

足
し

て
も

ら
う

よ
う

、
病

院
が

一
体

と
な

っ
て
取

り
組

ん
で

い
る
。

【
食
事

バ
イ

キ
ン

グ
を
企

画
実

施
し
て

い
る
病

院
】

重
症
心

身
障

害
病
床

を
有

し
て
い

る
７

２
病

院
中

平
成
１

９
年
度

１
４

病
院

→
平
成

２
０
年
度

１
７
病
院

【
ワ

ゴ
ン

サ
ー
ビ

ス
を

企
画

実
施
し

て
い
る

病
院

】
重
症

心
身
障

害
・

進
行

性
筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
病
床

を
有

し
て
い

る
８
１
病

院
中

２
６

病
院
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
６

．
長

期
療

養
患

者
の

Q
O

L
を

維
持

・
向

上
さ

せ
る

た
め

の
人

工
呼

吸
器

の
標

準
化

（
再

掲
）

(
1
)
人
工

呼
吸

器
の
機

種
の
標

準
化

に
つ
い

て
平
成
１

８
年

度
に

取
り
ま
と

め
ら

れ
た

報
告
書

「
長

期
療
養

患
者

が
使
用
す

る
人

工
呼

吸
器
の

標
準

化
に
つ

い
て
」

を
踏

ま
え
、

平
成

１
９

年
４
月
に

、
今

後
、

長
期
療
養

患
者

が
使
用

す
る

人
工

呼
吸
器

の
更

新
等
整
備

を
行

う
際

に
は
、

原
則

と
し
て

標
準
６

機
種

の
中
か

ら
整

備
を

行
う
こ
と

と
す

る
旨

の
医
療
部

長
通

知
を
発

出
し

た
。

ま
た
、

平
成

２
１

年
３
月
に

標
準

化
の

進
捗
状

況
に

つ
い
て

の
調

査
を
行
っ

た
と

こ
ろ

、
医
療

部
長

通
知
発

出
前
の

平
成

１
９
年

２
月

の
調

査
時
点
と

比
較

し
て

、
長
期
療

養
患

者
が
使

用
す

る
人

工
呼
吸

器
で

標
準
６
機

種
の

占
め

る
割
合

が
上

昇
し
て

お
り
、

標
準

化
に
向

け
た

各
病

院
の
積
極

的
な

取
組

が
見
ら
れ

た
。

【
人

工
呼

吸
器
６

機
種

の
使

用
状
況

】
平

成
１

９
年
１

２
月

４
６

．
０

％
→

平
成

２
１

年
３
月

５
４
．
２

％
（
当
初

：
平

成
１
９

年
２

月
３

５
．

４
％

）

(
2
)
長
期

療
養

患
者
が

使
用
す

る
人

工
呼
吸

器
の

取
扱
い

手
順

書
に

つ
い
て

進
行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ
ー

児
（

者
）
・

重
症
心

身
障

害
児
（

者
）
・
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者

等
の

長
期
療

養
患

者
に
と

っ
て
人

工
呼

吸
器
は

生
命

維
持

装
置
で
あ

り
、

そ
の

装
着
に
当

た
っ

て
は
患

者
に

分
か

り
や
す

い
説

明
を
行
う

と
と

も
に

、
細
心

の
注

意
を
も

っ
て
取

り
扱

う
こ
と

が
必

要
で

あ
る
こ
と

か
ら

、
人

工
呼
吸
器

の
目

的
や
基

本
構

造
、

操
作
時

の
安

全
管
理
、

使
用

時
の

看
護
の

留
意

点
、
装

着
に
係

る
説

明
書
等

を
内

容
と

す
る
「
長

期
療

養
患

者
が
使
用

す
る

人
工
呼

吸
器

の
取

扱
い
手

順
書

」
を
平
成

２
１

年
３

月
に
作

成
し

運
用
を

開
始
し

た
。

【
手

順
書

内
容
】

Ⅰ
長
期

療
養
患

者
に

対
す

る
人
工

呼
吸
器

の
目

的
、
使

用
時

の
留
意

点
等

１
．
目

的
２

．
分

類
３
．
基

本
構
造

４
．
操
作

５
．
安
全

管
理

６
．

使
用
時

の
看

護
の
留

意
点

７
．

停
電

時
の

対
応

８
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意
書

Ⅱ
非
侵

襲
的
陽

圧
換

気
療

法
（
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

）
１

．
適

応
基
準

２
．
長

所
・
短

所
３

．
代

表
的
な

換
気

様
式

４
．

安
全
管

理
５

．
使

用
時
の

看
護

の
留
意

点
６
．

移
行

７
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意
書

④
病

診
連

携
等

の
推
進

④
病

診
連
携

等
の
推

進
④

病
診
連
携
等
の
推
進

地
域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
地

域
に

お
い

て
的

確
な

役
割

を
担

う
た

を
図

り
、

地
域

に
お

け
る

的
確

１
．

地
域

医
療

連
携

室
の

取
組

め
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

地
域

医
な

役
割

を
担

う
た

め
、

引
き

続
地
域
医

療
連

携
室
に

つ
い
て

は
、

す
べ
て

の
病

院
に
お

い
て

設
置

さ
れ
て
お

り
、

そ
の
う

ち
１

１
７

病
院
で

専
任

の
職
員

（
３
０

３
名

）
を
配

療
連

携
室

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

平
き

各
病

院
の

地
域

医
療

連
携

室
置

し
て
い

る
。

具
体
的

な
取
組

と
し

て
、
広

報
誌

の
発
行

、
紹

介
患

者
の
受
付

、
公

開
講
座

の
実

施
、

連
携
病

院
へ

の
訪
問

、
近
隣

医
療

機
関
の

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
が

中
心

と
な

っ
て

、
紹

介
率

と
リ

ー
フ
レ

ッ
ト

作
成
、

地
域
医

療
カ

ン
フ
ァ

レ
ン

ス
の
実

施
、

地
域

連
携
パ
ス

作
り

へ
の
参

画
、

高
額

医
療
機

器
の

検
査
予

約
受
付

な
ど

を
行
う

間
中

に
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高

額
医

療
機

器
逆

紹
介

率
の

引
き

上
げ

や
高

額
こ

と
に
よ

っ
て

、
病
診

連
携
等

を
推

進
し
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

（
※

１
）

の
共

同
利

用
数

に
つ

い
て

４
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
の

増
ま
た
、

地
域

の
医
療

機
関
と

の
連

携
を
強

化
し

、
紹
介

率
の

向
上

を
図
る
こ

と
に

よ
り
、

平
均

在
院

日
数
の

短
縮

化
に
も

貢
献
し

て
い

る
。

０
％
以

上
の

増
加
（

※
２
）
を

目
指

す
。

を
図

る
。

ま
た

、
同

様
に

、
紹

介
率

と
逆

紹
介

２
．

紹
介

率
と

逆
紹

介
率

の
上

昇
率

に
つ

い
て

各
々

５
％

以
上

引
き

上
げ

各
病
院

平
均

の
紹
介

率
は
５

３
．

９
％
、

平
成

１
５
年

度
に

比
し

て
１
７
．

１
ポ

イ
ン
ト

増
と

な
っ

て
い
る

。
ま

た
、
各

病
院
平

均
の

逆
紹
介

る
（
※

３
）

こ
と

に
努

め
る

。
率

は
４
２

．
７

％
、
平

成
１
５

年
度

に
比
し

て
１

８
．
３

ポ
イ

ン
ト

増
と
な
っ

て
お

り
、
そ

れ
ぞ

れ
中

期
計
画

の
数

値
目
標

を
達
成

し
て

い
る
。

※
１

Ｃ
Ｔ

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
断

層
撮

紹
介

率
逆
紹

介
率

影
装

置
）
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ

（
磁

気
共

鳴
診

平
成

１
５
年

度
３

６
．

８
％

２
４

．
４
％

断
装

置
）
、

シ
ン

チ
グ

ラ
フ

ィ
ー

、
平
成

１
６
年

度
４

０
．

５
％

２
８

．
７
％

Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

Ｔ
（

シ
ン

グ
ル

フ
ォ

ト
平
成

１
７
年

度
４

２
．

７
％

３
３

．
２
％

ン
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
Ｃ

Ｔ
装

置
）

平
成

１
８
年

度
４

７
．

４
％

３
２

．
２
％

※
２

平
成

１
５

年
度

実
績

平
成

１
９
年

度
５

１
．

１
％

３
６

．
９
％

総
件

数
２

８
，
２

８
２

件
平
成

２
０
年

度
５

３
．

９
％

４
２

．
７
％

※
３

平
成

１
５

年
度

紹
介

率
３

６
．

８
％

３
．

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
状

況
（

第
２

２
(3

)①
「

医
療

機
器

の
効

率
的

な
利

用
の

推
進

」
参

照
）

逆
紹

介
率

２
４
．

４
％

高
額

医
療

機
器

（
Ｍ

Ｒ
Ｉ

、
Ｃ

Ｔ
、

Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

Ｔ
、

シ
ン

チ
グ

ラ
フ

ィ
ー

）
の

稼
働

状
況

及
び

共
同

利
用

数
は

５
９

，
０

０
４

件
で

、
平

成
１

５
年

度
に
比

し
て
約

１
０

８
．

６
％
増

と
大

幅
に
増

加
し
て

お
り

、
中
期

計
画

の
数
値

目
標

を
大
幅

に
上
回

っ
た

。

４
．

地
域

医
療

へ
の

取
組

平
成
１

８
年

の
医
療

法
改
正

に
よ

り
、
都

道
府

県
が
作

成
す

る
新

医
療
計
画

に
お

い
て
４

疾
病

５
事

業
等
が

位
置

付
け
ら

れ
る
こ

と
と

な
っ
た

と
こ
ろ
で

あ
る

が
、
国

立
病
院

機
構

関
係
者

が
都

道
府
県

の
医

療
協

議
会
等
へ

参
加

し
、
医

療
計

画
の

策
定
に

貢
献

す
る
こ

と
な
ど

に
よ

り
、
地

域
医
療
へ

の
取

組
を
推

進
し
て

い
る

。

○
各
都

道
府

県
に
お

け
る
医

療
連

携
体
制

に
つ

い
て
検

討
・

討
議

す
る
た
め

に
設

置
さ
れ

る
委

員
会

等
へ
の

参
加

状
況

平
成

２
０

年
４
月

平
成
２

１
年
４

月
・
都

道
府

県
医
療

対
策

協
議

会
等

２
５
病

院
→

３
０

病
院

・
地

域
別

・
疾
患

別
の

委
員

会
等

４
２
病

院
（
延

数
）

→
４
５

病
院
（

実
数
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
５

．
助

産
所

の
嘱

託
医

療
機

関
と

し
て

の
協

力
平
成
１

８
年

の
医
療

法
改
正

に
よ

り
、
分

娩
を

取
り
扱

う
助

産
所

の
開
設
者

は
分

娩
時
等

の
異

常
に

対
応
す

る
た

め
、
嘱

託
医
師

に
つ

い
て
は

産
科
又
は

産
婦

人
科
を

担
当
す

る
医

師
を
嘱

託
医

と
す
る

こ
と

、
及

び
嘱
託
医

師
に

よ
る
対

応
が

困
難

な
場
合

の
た

め
、
診

療
科
名

の
中

に
産
科

又
は
産
婦

人
科

及
び
小

児
科
を

有
し

、
か
つ

、
新

生
児
へ

の
診

療
を

行
う
こ
と

が
で

き
る
病

院
又

は
診

療
所
を

確
保

す
る
こ

と
と
さ

れ
た

。
平
成
２

１
年

４
月
１

日
現
在

、
嘱

託
医
療

機
関

（
嘱
託

医
師

を
含

む
）
と
し

て
１

１
病
院

が
協

力
し

て
い
る

。

６
．

地
域

医
療

支
援

病
院

の
増

加
平
成
２

０
年

度
中
に

、
新
た

に
１

０
病
院

（
霞

ヶ
浦
医

療
セ

ン
タ

ー
、
千
葉

医
療

セ
ン
タ

ー
、

災
害

医
療
セ

ン
タ

ー
、
金

沢
医
療

セ
ン

タ
ー
、

京
都
医
療

セ
ン

タ
ー
、

舞
鶴
医

療
セ

ン
タ
ー

、
大

阪
医
療

セ
ン

タ
ー

、
大
阪
南

医
療

セ
ン
タ

ー
、

岩
国

医
療
セ

ン
タ

ー
、
小

倉
医
療

セ
ン

タ
ー
）

が
地
域
医

療
支

援
病
院

の
指
定

を
受

け
、
合

計
３

３
病
院

が
地

域
医

療
支
援
病

院
と

し
て
の

役
割

を
担

う
な
ど

、
地

域
医
療

へ
の
取

組
を

一
層
強

化
し
て
い

る
。

平
成

１
９

年
度

２
３
病

院
→

平
成
２

０
年
度

３
３
病

院
（
平

成
１

５
年
度

４
病
院

）

７
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

平
成
１

８
年

に
成
立

し
た
「

が
ん

対
策
基

本
法

」
及
び

同
年

に
出

さ
れ
た
「

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
の
整

備
に

関
す
る

指
針
」

等
に

よ
る
国

の
が
ん
医

療
の

均
て
ん

化
推
進

方
策

に
協
力

す
る

た
め
、

が
ん

医
療

を
担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報

提
供
体

制
等
を

整
備

し
た
結

果
、
平
成

２
０

年
度
は

２
病
院

が
都

道
府
県

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
と
し

て
指

定
さ
れ

て
お
り
、

地
域

に
お
け

る
質
の

高
い

が
ん
医

療
の

拠
点
整

備
に

貢
献

し
た
。

都
道

府
県

が
ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

平
成
１
９

年
度

２
病
院

→
平

成
２
０

年
度

２
病
院

（
平

成
１
５

年
度

０
病

院
）

地
域

が
ん

診
療
連

携
拠
点

病
院

平
成
１
９

年
度

３
１

病
院

→
平

成
２
０

年
度

３
１

病
院

（
平

成
１
５

年
度

７
病

院
）

※
平

成
２
１

年
４
月

１
日

に
北
海

道
が

ん
セ
ン

タ
ー

が
都

道
府
県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

に
、
神

戸
医

療
セ
ン

タ
ー
が

地
域

が
ん
診

療
連

携
拠
点

病
院
に

指
定

８
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

病
院
か

ら
在

宅
医
療

ま
で
一

貫
し

た
地
域

連
携

に
よ
る

医
療

を
実

践
す
る
た

め
、

ま
た
病

診
連

携
等

を
推
進

す
る

た
め
に

地
域
の

医
療

機
関
と

共
同
し
て

地
域

連
携
ク

リ
テ
ィ

カ
ル

パ
ス
を

作
成

し
、
そ

の
パ

ス
に

基
づ
い
た

連
携

医
療
の

実
践

を
進

め
た
。

地
域
連

携
パ

ス
に
よ

る
医
療

を
実

践
し
た

病
院

は
５
３

病
院

あ
り

、
大
腿
骨

頚
部

骨
折
、

脳
血

管
障

害
等
を

対
象

と
し
た

パ
ス
を

実
践

し
た
。

⑤
政

策
医

療
の

適
切
な

実
施

⑤
政

策
医
療

の
適
切

な
実

施
⑤

政
策
医
療
の
適
切
な
実

施
こ

れ
ま

で
担

っ
て

き
た

結
核

や
エ

イ
新

た
な

都
道

府
県

医
療

計
画

ズ
を

は
じ

め
と

す
る

感
染

症
、

進
行

性
で

位
置

付
け

ら
れ

る
４

疾
病

５
１

．
質

の
高

い
結

核
医

療
の

実
施

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

や
重

症
心

身
障

害
事

業
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

担
等

の
政

策
医

療
に

つ
い

て
、

政
策

医
療

っ
て

き
た

政
策

医
療

を
、

引
き

(
1
)
我
が

国
の

結
核
医

療
に
お

け
る

国
立
病

院
機

構
の
役

割
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

適
切

に
実

続
き

各
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

結
核
医

療
は

、
国

立
病
院
機

構
で

担
う
政

策
医

療
の

重
要
な

一
分

野
で
あ
り

、
結

核
病

床
を
有

す
る

５
４
病

院
３
，

７
１

７
床
に

お
い

て
全

施
す
る
。

ク
及

び
臨

床
評

価
指

標
等

を
活

国
の
結
核

入
院

患
者

の
約
４
５

％
以

上
を
受

け
入

れ
治

療
を
提

供
し

た
。

ま
た

、
今

後
開

発
す

る
臨

床
評

価
指

用
し

て
、

そ
の

質
の

向
上

を
図

標
を

活
用

し
て

そ
の

実
施

状
況

を
把

握
る
。

(
2
)
結
核

病
床

し
、

評
価

を
行

い
、

個
々

の
病

院
が

取
ま

た
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、
結

核
の

入
院

患
者
数

及
び

病
床
利

用
率

は
低
下
傾

向
に

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病
棟

運
営

の
た
め

、
複

数
の

り
組
む

政
策

医
療

の
質

の
向

上
を

図
る
。

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
医

療
機

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る
病

院
に

お
い
て

は
、
病
棟

の
休
棟
ま

た
は

廃
止

、
ま
た

、
単
一

の
結
核

病
棟

を
保

有
し
て

い
る

病
院
に
お

い
て

は
、

関
や

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上
、

一
般

病
床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化
を

行
う

な
ど
の
取

組
を

進
め

て
い
る

。
づ

く
療

養
介

護
事

業
の

運
営

に
平
成
２

０
年

度
に

お
い
て
は

、
７

個
病
棟

（
２

４
６

床
）
を

休
棟

な
ど
に
よ

り
集

約
し

た
ほ
か

、
一

般
病
床

と
の
ユ

ニ
ッ

ト
化
も

５
例

実
施

つ
い

て
は

、
適

切
な

対
応

を
図

し
た
。

る
。

ま
た

、
平

成
２
０

年
度
に

お
い

て
は
診

療
報

酬
改
定

が
行

わ
れ

、
結
核
病

棟
入

院
基
本

料
に

つ
い

て
、
１

０
対

１
の
評

価
の
引

き
上

げ
、
１

３
対
１
の

平
均

在
院

日
数
要
件

の
撤

廃
が
行

わ
れ

た
こ

と
に
と

も
な

い
、
平
成

２
０

年
度

中
に
１

５
対

１
か
ら

１
０
対

１
へ

の
上
位

基
準

の
取

得
を
２
病

院
に

お
い

て
、
１
５

対
１

か
ら
１

３
対

１
へ

の
上
位

基
準

の
取
得
を

２
３

病
院

に
お
い

て
実

施
し
た

。

平
成
１

９
年
度

平
成
２

０
年

度
延
入

院
患
者

数
（
結

核
）

６
２

７
，

９
９
４

名
→

５
６
４
，

６
６

７
名

病
床

利
用
率

（
結
核

）
６

０
．
２

％
→

５
８
．

７
％
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
3
)
新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
対

応
指

針
（
素

案
）
の

作
成

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

発
生

が
強

く
懸

念
さ

れ
、

政
府

に
お

い
て

も
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

行
動

計
画

の
見

直
し

が
行

わ
れ

る
中

、
平

成
２
０

年
１
２

月
、

新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発
生
し

た
際

に
お
い

て
も

各
病
院

が
適

切
に

対
応
で
き

る
よ

う
、
「

旧
療
養

所
型

病
院
の

活
性

化
方

策
に

関
す
る

検
討

会
」

結
核
部

会
に

お
い

て
、
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
「
新

型
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

対
応

指
針
（

素
案

）
」
の

検
討
を

行
っ

た
。

当
該

素
案

で
は

、
地

域
に

お
け

る
各

病
院

の
役

割
の

確
認

、
発

熱
外

来
の

設
置

と
役

割
、

診
療

体
制

等
政

府
の

行
動

計
画

が
定

め
る

発
生

段
階

に
応

じ
た

各
病

院
の

具
体

的
行

動
に

つ
い

て
整

理
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
併

せ
て

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
疑

い
患

者
の

定
義

を
満

た
す

患
者

が
来

院
し

た
と

い
う

状
況

設
定

の
中

で
、

個
々

の
職

員
が

具
体

的
に

ど
う

行
動

し
、

ど
の

よ
う

な
役

割
を

果
た

す
べ

き
か

な
ど

を
事

前
に

確
認

す
る

た
め
の

「
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

マ
ニ

ュ
ア
ル
」

を
作

成
し
た

。
な

お
、

本
年

４
月

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

発
生

の
際

に
も

、
本

素
案

を
全

病
院

に
送

付
し

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
拡

大
し

た
場

合
の

各
病

院
の

体
制

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
検

討
し

て
お

く
こ

と
で

、
万

全
の

対
応

が
行

え
る

よ
う

指
示

を
行

い
、

発
熱

外
来

の
開

設
に

当
た

っ
て

も
組

織
的

か
つ
迅

速
な

対
応

を
行
う

こ
と

が
で

き
た
。

今
後

は
、

本
年

４
月

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
応

で
明

ら
か

と
な

っ
た

課
題

等
を

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

必
要

な
見

直
し

等
を

行
っ

て
い

く
こ

と
で

、
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
各

病
院

が
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

の
で

き
る

体
制

を
整

備
し

て
い

く
こ

と
と
し

て
い
る

。

２
．

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
施

行
に

係
る

主
導

的
な

取
組

と
精

神
医

療
の

質
の

向
上

(
1
)
医
療

観
察

法
病
床

の
主
導

的
整

備
平
成
１

７
年

７
月

の
心
神
喪

失
者

等
医

療
観
察

法
の

施
行
に

よ
り

、
国
、
都

道
府

県
及

び
特
定

独
立

行
政
法

人
は
指

定
入

院
医
療

機
関

を
整

備
す
る
こ

と
と

な
っ

た
。
対
象

患
者

の
増
加

に
よ

り
病

床
が
不

足
し

、
都
道
府

県
の

病
床

整
備
が

遅
々

と
し
て

進
ま
な

い
中

で
、
国

立
病

院
機

構
は
医
療

観
察

法
病

棟
の
整
備

を
進

め
る
な

ど
、

国
の

政
策
と

し
て

の
同
法
施

行
に

大
き

く
貢
献

し
て

い
る
。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
に
お

い
て

は
、

新
た
に

１
か

所
（
賀

茂
精

神
医
療
セ

ン
タ

ー
）

整
備
し

た
。

【
平
成

２
０

年
度

末
時
点
の

医
療

法
観

察
法
病

棟
開

棟
病
院

・
・

・
１
２
病

院
】

（
花

巻
病

院
、

東
尾
張
病

院
*
、
肥
前

精
神
医

療
セ

ン
タ
ー

*
、

北
陸
病
院

、
久

里
浜

ア
ル
コ

ー
ル

症
セ
ン

タ
ー
*
、
さ

い
が
た

病
院

*
、

小
諸

高
原

病
院

*
、
下
総

精
神

医
療

セ
ン
タ

ー
*
、

琉
球
病

院
、

菊
地
病

院
、

榊
原

病
院
、
賀

茂
精

神
医
療

セ
ン

タ
ー

）

平
成
２

１
年

４
月

１
日
現
在

の
全

国
の

指
定
入

院
医

療
機
関

は
１

６
か
所
（

４
３

７
床

）
で
あ

る
が

、
う
ち

国
立
病

院
機

構
の
病

院
が

実
に

１
２

か
所

（
３

４
９

床
）

と
全

病
床

の
７

９
．

９
％

を
占

め
る

と
い

う
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

更
に

こ
の

う
ち

６
病

院
(
*
)
で

は
、

病
床

不
足

に
よ
る
国

の
強

い
要

請
に
応
え

、
専

用
病
棟

の
竣

工
以

前
の
暫

定
病

棟
を
設
置

・
開

棟
し

病
床
確

保
に

協
力
し

た
。

な
お
、

当
該

指
定

入
院
医
療

機
関

に
係

る
看
護

職
員

配
置
基

準
は

、
１
病
棟

３
０

床
に

対
し
て

４
３

名
と
い

う
多
数

の
職

員
を
配

置
す

る
こ

と
と
な
っ

て
い

る
た

め
、
や
む

な
く

当
該
病

院
の

既
存

病
棟
を

集
約

す
る
こ
と

に
よ

っ
て

職
員
を

確
保

す
る
な

ど
、
国

の
政

策
に
最

大
限

の
協

力
を
行
っ

て
い

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

・
国
立

病
院

機
構

に
お
け
る

指
定

医
療

機
関
数

及
び

病
床
数

病
院
数

病
床
数

病
床
占
有

率
平

成
２

０
年
４

月
１

１
病
院

（
１
５

病
院

）
２

９
９

床
（
３

８
７

床
）

７
７
．

３
％

平
成
２

１
年
４

月
１

２
病
院

（
１
６

病
院

）
３

４
９

床
（
４

３
７

床
）

７
９
．

９
％

（
注
）

括
弧
内

は
全

国
の

数
値

３
．

障
害

者
医

療
を

担
う

病
院

の
今

後
の

基
本

的
方

向
性

の
と

り
ま

と
め

国
立

病
院

機
構

の
重

要
な

役
割

で
あ

る
重

症
心

身
障

害
・

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

等
障

害
者

医
療

の
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の
活

性
化

方
策
に

関
す
る

検
討

会
」
重

症
心

身
障
害

・
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ

ー
部

会
に
お

い
て

検
討

を
行
い

、
平

成
２
０

年
１
１

月
に

報
告
書

の
と
り
ま

と
め

を
行
っ

た
。

報
告
書
で

は
、

障
害

者
病
棟
に

お
け

る
患
者

重
症

度
、

医
師
や

療
養

介
助
職
の

現
状

、
病

棟
整
備

の
状

況
、
重

症
心
身

障
害

患
者
が

療
養

介
護

に
移
行
し

た
場

合
の
影

響
等
に

つ
い

て
実
態

調
査

等
に
基

づ
く

整
理

を
行
う
と

と
も

に
、
こ

れ
ら
の

実
態

を
踏
ま

え
た

将
来

的
な
方

向
性

と
し
て

、
①

超
重
症

児
等

重
症

度
の
高
い

患
者

の
受
入

と
、

地
域

の
周
産

期
医

療
体
制
の

中
で

の
ポ

ス
ト
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
と
し

て
の
機

能
を

強
化
す

る
取

組
の

促
進

②
研
修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
障
害
者

医
療

を
担
う

病
院

で
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
組
み
入

れ
る

こ
と

な
ど
に

よ
る

次
世
代

の
障
害

者
医

療
を
担

う
医

師
の

育
成
・

確
保

③
療
養
介

助
職

の
配

置
数
が
大

幅
に

増
加
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
半

数
が
介
護

福
祉

士
で

あ
る
こ

と
等

を
踏
ま

え
た
グ

ル
ー

プ
リ
ー

ダ
ー

の
設

置
等
業

務
運

営
体

制
の
見
直

し
④

重
症
心

身
障

害
の

療
養
介
護

事
業

移
行
に

向
け

た
厚

生
労
働

省
と

の
必
要
な

調
整

等
計

画
的
取

組
や

、
い
わ

ゆ
る
「

動
く

重
症
心

身
障

害
児

（
者
）
」
の
処

遇
困

難
性
を

踏
ま

え
た
診

療
報
酬

等
へ

の
反
映

の
働

き
か
け

⑤
老
朽
化

し
た

病
棟

の
計
画
的

整
備

の
推
進

等
を
示
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る
。

本
報

告
書
を

踏
ま

え
、
第

２
期

中
期

計
画
期
間

中
に

、
国
立

病
院

機
構

の
障
害

者
医

療
に
係

る
セ
ー

フ
テ

ィ
ネ
ッ

ト
機
能
の

一
層

の
強
化

を
進
め

て
い

く
こ
と

と
し

て
い
る

。
な

お
、
上

記
の

う
ち

療
養
介
助

職
に

関
連
し

た
事

項
に

関
し
て

、
業

務
遂
行
の

効
率

化
及

び
職
域

に
お

け
る
業

務
能
力

の
向

上
を
目

指
す

観
点

か
ら
、
療

養
介

助
職
を

相
当
数

配
置

し
て
い

る
病

院
に
お

い
て

は
、

職
群
に
お

け
る

リ
ー
ダ

ー
的

役
割

を
担
う

療
養

介
助
長

及
び
副

療
養

介
助
長

を
配
置
す

る
と

と
も
に

、
療
養

介
助

職
の
給

与
の

改
善
を

行
う

こ
と

と
し
、
平

成
２

１
年
４

月
か

ら
実

施
し
て

い
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
精

神
科

病
院

の
今

後
の

基
本

的
方

向
性

の
と

り
ま

と
め

国
立

病
院

機
構

の
精

神
科

病
院

が
今

後
担

っ
て

い
く

べ
き

医
療

等
の

基
本

的
方

向
性

に
つ

い
て

、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性

化
方

策
に

関
す

る
検
討
会

」
精

神
部
会

に
お
い

て
検

討
を
行

い
、

平
成
２

０
年

１
１

月
に
報
告

書
の

と
り
ま

と
め

た
。

報
告
書

で
は

、
①

国
立
病

院
機

構
で

担
う
精
神

科
医

療
は
、

身
体

合
併

症
精
神

病
、

薬
物
・
ア

ル
コ

ー
ル

依
存
症

等
他

の
設
置

主
体
で

は
対

応
困
難

な
患

者
に

対
す
る

医
療

や
精

神
科
急
性

期
医

療
へ

の
取
組

に
加

え
、

ａ
自

閉
症

、
ア

ス
ペ
ル
ガ

ー
症

候
群

等
発
達

障
害

に
係
る

専
門

医
療
の
展

開
ｂ

ク
ロ
ザ

ピ
ン

使
用
や
修

正
型

電
気

け
い
れ

ん
療

法
の
活

用
等

新
た
な
治

療
方

法
へ

の
取
組

ｃ
認

知
症

の
「

行
動
心
理

学
的

症
候

」
に
係

る
治

療
方
法

標
準

化
へ
の
取

組
等
に
つ

い
て

も
積

極
的
に
進

め
て

行
く

こ
と
が

必
要

②
我
が
国

の
医

療
観

察
法
病
棟

の
約

８
割
を

国
立

病
院

機
構
が

占
め

て
い
る
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト

を
活

か
し
、

病
棟
運

営
状

況
に
つ

い
て

の
施

設
間
相

互
の

レ
ビ

ュ
ー
シ
ス

テ
ム

を
確

立
す
る

こ
と

等
に
よ

り
、

司
法
精
神

科
医

療
に

係
る
標

準
化

や
人
材

の
育
成

を
進

め
る

③
国
立
病

院
機

構
の

精
神
科
病

院
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

及
び

精
神
科

医
療

に
お
け
る

教
育

指
導

の
特
色

を
踏

ま
え
、

複
数
の

精
神

科
病
院

が
参

加
し

相
互
に

利
用

す
る

こ
と
の
で

き
る

「
多

施
設
共

同
研

修
プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の
策

定
と

テ
レ

ビ
会
議

シ
ス

テ
ム
を

活
用
し

た
運

用
④

再
生
プ

ラ
ン

の
着

実
な
実
行

に
よ

る
経
営

改
善

の
推

進
等

を
提
示

し
た

と
こ
ろ

で
あ
る

。
本

報
告
書

を
踏

ま
え
、

第
２

期
中

期
計
画
期

間
中

に
、
国

立
病

院
機

構
が
担

う
精

神
科
医

療
の
一

層
の

機
能
強

化
を
進
め

て
い

く
こ
と

と
し
て

い
る

。
な

お
、
テ
レ

ビ
会
議

シ
ス

テ
ム
を

活
用

し
た
「
多

施
設

共
同
研

修
プ

ロ
グ
ラ
ム

」
に
つ

い
て

は
、
平
成

２
１
年

２
月

か
ら
５

病
院
（

花
巻

病
院
、

久
里
浜
ア

ル
コ

ー
ル
症

セ
ン
タ

ー
、

東
尾
張

病
院

、
肥
前

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

及
び

琉
球
病

院
）

が
参

加
し
運

用
を

開
始
し

て
い
る

。

５
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

（
再

掲
）

平
成
１

８
年

に
成
立

し
た
「

が
ん

対
策
基

本
法

」
及
び

同
年

に
出

さ
れ
た
「

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
の
整

備
に

関
す
る

指
針
」

等
に

よ
る
国

の
が
ん
医

療
の

均
て
ん

化
推
進

方
策

に
協
力

す
る

た
め
、

が
ん

医
療

を
担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報

提
供
体

制
等
を

整
備

し
た
結

果
、
平
成

２
０

年
度
は

２
病
院

が
都

道
府
県

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
と
し

て
指

定
さ
れ

て
お
り
、

地
域

に
お
け

る
質
の

高
い

が
ん
医

療
の

拠
点
整

備
に

貢
献

し
た
。

都
道
府

県
が

ん
診

療
連
携
拠

点
病

院
平
成

１
９

年
度

２
病

院
→

平
成

２
０

年
度

２
病

院
（

平
成
１

５
年

度
０

病
院

）
地
域
が

ん
診

療
連

携
拠
点
病

院
平
成

１
９

年
度
３

１
病

院
→

平
成

２
０

年
度
３

１
病

院
（

平
成
１

５
年

度
７

病
院

）

※
平

成
２
１

年
４
月

１
日

に
北
海

道
が

ん
セ
ン

タ
ー

が
都

道
府
県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

に
、
神

戸
医

療
セ
ン

タ
ー
が

地
域

が
ん
診

療
連

携
拠
点

病
院
に

指
定

６
．

周
産

期
医

療
に

お
け

る
新

た
な

取
組

（
院

内
助

産
所

、
助

産
師

外
来

の
開

設
）
（

再
掲

）
成
育
医

療
分

野
の
妊

娠
・
出

産
領

域
に
お

け
る

産
科
医

師
が

不
足

す
る
中
、

助
産

師
が
有

す
る

専
門

能
力
を

積
極

的
に
活

用
す
る

こ
と

に
よ
り

院
内
助
産

所
・

助
産
師

外
来
の

設
置

を
推
進

し
た

。
産
科

医
師

、
助

産
師
、
地

域
医

療
機
関

と
が

連
携

で
き
る

体
制

を
整
備

す
る
こ

と
に

よ
り
院

内
助
産
所

は
４

病
院
、

助
産
師

外
来

は
１
９

病
院

で
開
設

し
て

い
る

。
ま
た
、

今
後

も
各
病

院
の

状
況

に
応
じ

て
開

設
に
向

け
た
準

備
を

取
り
組

ん
で
い
る

と
こ

ろ
で
あ

り
、
引

き
続

き
安
心

な
お

産
と
育

児
支

援
の

た
め
の
体

制
の

充
実
に

努
め

て
い

く
こ
と

と
し

て
い
る

。

７
．

骨
・

運
動

器
疾

患
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

村
山
医

療
セ

ン
タ
ー

を
中
心

と
し

た
骨
・

運
動

器
疾
患

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
３
３

病
院

で
集
積

し
た

１
，

３
３
３

例
の

大
腿
骨

頚
部
骨

折
患

者
調
査

か
ら

患
者

の
１

５
％

（
２

０
４

例
）

し
か

骨
粗

鬆
症

の
治

療
歴

が
な

く
、

う
ち

８
４

例
は

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
で

骨
量

増
加

効
果

が
期

待
さ

れ
る

ビ
ス

フ
ォ
ス
フ

ォ
ネ

ー
ト
は

３
％
（

４
２

例
）
に

過
ぎ

な
か
っ

た
。

自
立

歩
行
可
能

で
あ

っ
た
症

例
で

骨
折

後
も
自

立
歩

行
可
能

で
あ
っ

た
の

は
わ
ず

か
１
３
％

で
、

杖
歩
行

や
介
助

生
活

に
な
っ

て
い

る
こ
と

が
明

ら
か

に
な
っ
た

。
骨

折
予
防

と
し

て
の

有
効
な

骨
粗

鬆
症
治

療
の
普

及
啓

発
の
重

要
性
が
示

唆
さ

れ
た
。

２
臨
床
研

究
事
業

２
臨

床
研
究

事
業

２
臨
床

研
究
事

業
２

臨
床
研
究
事
業

臨
床

研
究

事
業

に
つ

い
て

は
、

豊
富

か
臨

床
研

究
事

業
に

お
い

て
は

、
国

立
病

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

つ
多

様
な

症
例

を
有

す
る

国
立

病
院

機
構

の
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

臨
ク

を
活

用
し

て
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

診
療

の
科

学
床

研
究

を
進

め
、

診
療

の
科

学
的

根
拠

と
め

の
臨

床
研

究
を

進
め

、
診

療
の

的
根

拠
と

な
る

デ
ー

タ
を

集
積

し
、

エ
ビ

デ
な

る
デ

ー
タ

を
集

積
す

る
と

と
も

に
、

情
科

学
的

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

を
集

ン
ス
（

Ev
id

en
ce
）
の
形

成
に

努
め

る
こ
と
。

報
を

発
信

し
、

こ
れ

ら
に

よ
り

、
我

が
国

積
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

総
ま

た
、

我
が

国
の

医
療

の
向

上
の

た
め
個

々
の

医
療

の
質

の
向

上
に

貢
献

す
る

。
合

医
学

会
等

を
開

催
し

、
情

報
の

の
病

院
の

特
性

を
活

か
し

、
高

度
先

端
医

療
発

信
に

努
め
る

。
技

術
の

開
発

や
そ
の

臨
床

導
入

を
推

進
す

る

こ
と
。

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

Ｅ
Ｂ

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
（

１
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン
ス

づ
く

り
の

推
進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ま
た

、
治

験
に

つ
い

て
も

、
上

記
の

国
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
の
作
成

立
病

院
機

構
の

特
徴

を
活

か
し

、
質

の
高

い
推

進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
と

そ
れ

治
験

を
推

進
す

る
た

め
、

平
成

１
５

年
度

に
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ
比

し
、

中
期

目
標
の

期
間

中
に

、
治

験
実

施
イ

ン
の
作

成
症
例
数
の
２
０

％
の
増

加
を

図
る

こ
と

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
①

一
般

臨
床

に
役

立
つ

独
自

の
臨

床
①

一
般

臨
床

に
役

立
つ

独
自

①
一
般
臨
床
に
役
立
つ
独
自
の
臨
床

研
究
の
推
進

研
究

の
推

進
の

臨
床
研

究
の
推

進
一

般
臨

床
に

役
立

つ
エ

ビ
デ

ン
国

立
病

院
機

構
の

全
国

ネ
１

．
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

(Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
研

究
)」

事
業

ス
づ

く
り

を
実
施

す
る

た
め
、
平

成
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
独

日
本
最

大
の

病
院
グ

ル
ー
プ

で
あ

る
国
立

病
院

機
構
の

ス
ケ

ー
ル

メ
リ
ッ
ト

を
生

か
し
、

豊
富

な
症

例
と
一

定
の

質
を
確

保
す
る

こ
と

が
可
能

１
６

年
度

中
に
国

立
病

院
機
構
の

ネ
自

の
研

究
で

あ
る

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

と
い
う
特

徴
を

活
か
し

て
、
質

の
高

い
標
準

的
な

医
療
を

広
く

提
供

す
る
た
め

の
医

学
的
根

拠
を

確
立

す
べ
く

、
国

立
病
院

機
構
本

部
が

主
導
と

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
活

用
し

た
観
察
研

究
進

の
た

め
の

大
規

模
臨

床
研

な
っ
て
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

の
た
め

の
大

規
模
臨

床
研

究
」
事

業
を

引
き

続
き
推
進

し
た

。
平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
平
成

１
６
年

度
及

び
平
成

等
を

主
体

と
す
る

臨
床

研
究
計
画

を
究

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
６

１
７
年
度

に
開

始
し
た

９
課
題

の
患

者
登
録

が
終

了
し
一

部
課

題
に

つ
い
て
は

成
果

の
発
表

を
行

っ
た

。
平
成

１
８

年
度
課

題
の
６

課
題

に
お
い

作
成

し
、

こ
れ
に

基
づ

い
て
独
自

の
年

度
及

び
平

成
１

７
年

度
に

て
は
、
一

部
課

題
に
お

い
て
患

者
登

録
が
終

了
し

、
平
成

１
９

年
度

課
題
の
３

課
題

に
お
い

て
は

順
調

に
患
者

登
録

が
進
捗

し
て
い

る
。

ま
た
、

臨
床

研
究

を
推

進
す

る
。

採
択

し
た

課
題

の
一

部
の

研
平

成
２
０

年
度

課
題
と

し
て
２

課
題

の
研
究

を
選

定
し
た

。
ま

た
、

こ
れ

に
よ

り
、

主
要

な
究

に
お

い
て

は
、

得
ら

れ
た

疾
患

の
標

準
的
な

診
療

指
針
の
作

成
成

果
を

学
会

・
論

文
な

ど
で

(
1
)
平
成

１
６

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
５
課

題
の

進
捗
状

況
・

改
善
に

寄
与

す
る

。
発

表
し

、
医

療
の

質
の

向
上

各
課

題
に

つ
い
て

平
成
１

８
年

度
中
に

登
録

を
完
了

し
、

平
成

１
９
年
度

に
は

４
課
題

に
お

い
て

追
跡
調

査
も

終
了
し

た
。
ま

た
、

一
部
の

に
資

す
る

と
と

も
に

、
広

く
課
題
に

お
い

て
、
成

果
発
表

を
行

っ
た
。

今
後

は
研
究

の
終

了
し

た
も
の
か

ら
随

時
論
文

発
表

等
に

よ
り
情

報
発

信
を
進

め
て
い

く
こ

と
と
し

情
報

発
信

し
、

臨
床

へ
の

還
て
い
る

。
元

を
目
指

す
。

○
人
工
栄

養
（
中

心
静

脈
栄
養

も
し

く
は
経

腸
栄

養
）

を
行
う
際

の
医

療
行
為

の
安

全
性

、
患
者

予
後

に
関
す

る
観
察

研
究

ま
た

、
平

成
１

８
年

度
及

（
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｏ
Ａ
Ｎ

研
究

）
：
８

６
病
院

５
４
６
例

追
跡

調
査
終

了
び

平
成

１
９

年
度

に
採

択
し

○
わ
が
国

の
高
血

圧
症

に
お
け

る
原

発
性
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン
症
の

実
態

調
査
研

究
（

Ｐ
Ｈ

Ａ
Ｓ
－

Ｊ
研

究
）

た
課

題
に

お
い

て
は

引
き

続
：
４
７

病
院

１
,
２
８

９
例
追

跡
調

査
終
了

き
本

部
が

主
導

と
な

り
、

推
○

急
性
心

筋
梗
塞

全
国

共
同
悉

皆
調

査
に
よ

る
臨

床
評

価
指
標
と

そ
の

評
価
（

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｈ

Ｏ
研

究
）

進
・
運
営

す
る
。

：
４
４

病
院

３
,
３
７

６
例
追

跡
調

査
終
了

○
心
房
細

動
に
よ

る
心

原
性
脳

塞
栓

予
防
に

お
け

る
抗

血
栓
療
法

の
実

態
調
査

（
Ｊ

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ａ
Ｆ

研
究

）
：
５
８

病
院

１
,
５
７

７
例
追

跡
調

査
終
了

○
消
化
器

外
科
手

術
の

施
設
間

技
術

評
価
法

の
確

立
（

Ｅ
－
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ

研
究
）

：
６
３

病
院

５
，
３
３

１
例

追
跡
調

査
中

(
2
)
平
成

１
７

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
４
課

題
の

進
捗
状

況
各
課
題

に
つ

い
て

、
平
成
２

０
年

度
に

は
患
者

登
録

を
完
了

し
、

一
部
課
題

に
つ

い
て

は
成
果

発
表

を
行
っ

た
。
今

後
は

研
究
の

終
了

し
た

も
の
か
ら

随
時

論
文

発
表
等
に

よ
り

情
報
発

信
を

進
め

て
い
く

こ
と

と
し
て
い

る
。

○
慢

性
呼
吸

器
疾
患

に
お

け
る
、

機
械

的
人
工

換
気

療
法

の
適
用
基

準
、

安
全
性

、
患

者
予

後
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

、
医
療

経
済
効

果
に

関
す
る

観
察
研
究

（
Ｊ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｖ
研

究
）
：

６
４
病
院

１
８
８

例
追

跡
調
査

終
了

○
「

Ｅ
Ｂ
Ｍ

に
基
づ

く
胃

潰
瘍
診

療
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」
の

妥
当
性
に

関
す

る
臨
床

的
検

討
―
ア
ウ

ト
カ

ム
研
究

を
中
心

と
し

て
―

（
Ｅ
Ｇ
Ｇ

Ｕ
研
究

）
：

６
９
病

院
９
４

２
例

調
査
終

了
○
ス

テ
ロ
イ

ド
療
法

の
安

全
性
の

確
立

に
関
す

る
研

究
（

Ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｃ

研
究
）

：
５
７

病
院

６
０
４
例

追
跡

調
査
終

了
○
急

性
腸
間

膜
虚
血

症
の

疫
学
調

査
（

Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｍ
Ｉ

－
Ｊ

研
究
）

：
５
０

病
院

１
１
５
例

調
査

終
了

(
3
)
平
成

１
８

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
６
課

題
の

進
捗
状

況
各
課
題

に
つ

い
て

、
平
成
２

０
年

度
に
は

一
部

課
題

に
お
い

て
患

者
登
録
を

完
了

し
、

現
在
追

跡
調

査
を
続

け
て
い

る
。

○
糖

尿
病
性

腎
症
発

症
阻

止
の
た

め
の

家
庭
血

圧
管

理
指

針
の
確
立

（
Ｈ

Ｂ
Ｐ
－

Ｄ
Ｎ

研
究

）
：

４
８

病
院

２
３
９

例
登
録

中
○
重

症
褥
瘡

（
Ⅲ
度

以
上

）
に
対

す
る

局
所
治

療
・

ケ
ア

の
適
切
性

に
関

す
る
研

究
－

ポ
ケ

ッ
ト
切

開
・

洗
浄
消

毒
処
置

を
中

心
に
－

（
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｐ
研
究

）
：

６
６

病
院

３
８
４
例

登
録

中
○
気

管
支
鏡

検
査
時

の
感

染
症
合

併
と

抗
菌
薬

投
与

に
関

す
る
多
施

設
調

査
研
究

（
Ｊ

－
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｏ

研
究
）

：
６
１

病
院

５
，
１
４

９
例

追
跡
調

査
終

了
○
胃

静
脈
瘤

に
対
す

る
治

療
方
針

の
確

立
に
関

す
る

研
究

（
Ｒ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
－

Ｇ
Ｖ
研

究
）

：
４
０

病
院

２
３

４
例

登
録
中

○
冠

動
脈
疾

患
治
療

に
お

け
る
イ

ン
タ

ー
ベ
ン

シ
ョ

ン
療

法
の
妥
当

性
に

つ
い
て

の
検

討
（

Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｔ
－

Ｊ
研
究

）
：

４
２

病
院

２
，
３
４

７
例

追
跡
調

査
中

○
人

工
呼
吸

器
装
着

患
者

の
体
位

変
換

手
技
と

気
管

チ
ュ

ー
ブ
逸
脱

事
故

に
関
す

る
研

究
（

Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｉ

Ｌ
研
究

）
：

９
７

病
院

１
，
９
９

９
例

調
査
終

了

(
4
)
平
成

１
９

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
３
課

題
の

公
募
採

択
と

研
究

計
画
・
研

究
組

織
の
確

定
平
成
２

０
年

６
月

の
倫
理
審

査
委

員
会
を

経
て

、
患

者
登
録

を
開

始
し
、
順

調
に

患
者

登
録
が

進
捗

し
て
い

る
。

○
心

房
細
動

に
よ
る

心
原

性
脳
塞

栓
予

防
に
お

け
る

抗
血

栓
療
法
－

標
準

的
医
療

の
確

立
に

向
け
て

ー
(
Ｎ

Ｈ
Ｏ
Ａ

Ｆ
研

究
)

：
４
１

病
院

１
，
３
９

４
例

登
録
中

○
人

工
関
節

置
換
術

後
の

静
脈
血

栓
塞

栓
症
の

実
態

と
予

防
に
関
す

る
臨

床
研
究

(
Ｊ
－

Ｐ
Ｓ

Ｖ
Ｔ
研

究
)

：
３
９

病
院

５
４

５
例

登
録
中

○
無

症
候
性

微
脳
出

血
ｍ

ｉ
ｃ
ｒ

ｏ
ｂ

ｌ
ｅ
ｅ

ｄ
ｓ

に
関

す
る
大
規

模
前

向
き
調

査
－

発
生

率
や
発

生
因

子
の
把

握
お
よ

び
症

候
性
脳

出
血
に
対

す
る
リ

ス
ク

評
価
－

(
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｓ

研
究
)

：
４
３

病
院

２
８

２
例

登
録
中
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
5
)
平
成

２
０

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
２
課

題
の

公
募
採

択
と

研
究

計
画
・
研

究
組

織
の
確

定
外
部
の

臨
床

研
究

学
識
者
か

ら
な

る
臨

床
研
究

推
進

委
員
会

に
よ

っ
て
、
多

数
応

募
の

あ
っ
た
中

か
ら

４
課

題
を
一

次
候

補
と
し

て
選

定
し
、

各
課
題
の

研
究

責
任

者
に
つ
い

て
、

研
究
組

織
の

作
成

及
び
研

究
計

画
書
の
作

成
支

援
を

本
部
が

直
接

行
っ
て

、
詳
細

な
研

究
計
画

書
を

完
成

さ
せ
た
う

え
、

二
次

審
査
と
し

て
臨

床
研
究

推
進

委
員

会
に
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、
最

終
的

に
２
課

題
が
採

択
さ

れ
た
。

○
糖
尿

病
腎

症
進
展
阻

止
の

た
め

の
抗
血

小
板

薬
の
効

果
の

検
討

○
既

治
療
進

行
非
小

細
胞

肺
癌
に

対
す

る
エ
ル

ロ
チ

ニ
ブ

と
ド
セ
タ

キ
セ

ル
の
無

作
為

比
較

第
Ⅲ
相

試
験

２
．

実
施

主
体

の
異

な
る

臨
床

研
究

へ
の

参
画

国
際
的

臨
床

研
究
と

し
て
平

成
２

０
年
度

も
引

き
続
き

、
ア

テ
ロ

ー
ム
血
栓

性
イ

ベ
ン
ト

リ
ス

ク
を

持
つ
患

者
を

対
象
と

す
る
国

際
共

同
前
向

き
観

察
研

究
(
Ｒ

Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
ｅ

ｇ
ｉ

ｓ
ｔ

ｒ
ｙ

)
を

行
い

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
平

成
２

０
年

度
に

終
了

す
る

ま
で

継
続

し
て

１
，

１
２

５
例

を
追
跡
調

査
し

た
。
ま

た
、
国

内
的

臨
床
研

究
と

し
て
、

Ｊ
Ｆ

Ｍ
Ｃ

３
５
－
Ｃ

１
術

後
補
助

化
学

療
法

に
お
け

る
フ

ッ
化
ピ

リ
ミ
ジ

ン
系

薬
剤
の

有
用
性
に

関
す

る
比
較

臨
床
試

験
（

Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｓ
－

Ｒ
Ｃ
）

に
平

成
１

８
年
度
か

ら
参

加
し
、

平
成

２
０

年
度
ま

で
に

、
７
２

例
（
平

成
２

０
年
度

新
規

２
４
例

）
を
登

録
す
る

な
ど

国
内
外

の
臨

床
研
究

に
積

極
的

に
参
画
し

て
い

る
。

３
．

我
が

国
の

政
策

決
定

に
寄

与
す

る
大

規
模

臨
床

研
究

の
実

施
に

つ
い

て
「
新
た

な
治

験
活
性

化
５
ヵ

年
計

画
」
で

推
進

さ
れ
て

い
る

医
師

主
導
治
験

と
し

て
、
社

会
的

に
強

い
要
請

を
受

け
て
実

施
し
た

新
型

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

ワ
ク

チ
ン
治

験
に
国

立
病

院
機
構

の
１

３
病
院

（
全

体
１

８
病
院
）

が
平

成
１
８

年
９

月
よ

り
参
画

し
、

治
験
開

始
か
ら

１
ヶ

月
以
内

の
短
期
間

に
、

予
定
し

て
い
た

３
７

０
例
（

全
体

６
０
０

例
）

の
症

例
登
録
を

実
施

し
、
平

成
１

９
年

１
０
月

に
は

沈
降
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

と
し

て
承
認

さ
れ
る

な
ど

、
政
府

の
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対
策
に

大
き

く
貢
献

し
た

。
平

成
２
０

年
度

に
は
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

（
Ｈ

５
Ｎ
１

）
の
小

児
適

応
医
師

主
導

治
験
２

試
験

を
神

谷
齊
及
び

中
野

貴
司
（

三
重

病
院

）
を
調

整
医

師
と
し

て
国
立

病
院

機
構
東

京
医
療
セ

ン
タ

ー
を
中

心
と
し

た
１

２
病
院

２
５

４
名
で

実
施

し
た

。
ま
た
、

新
型

イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ワ

ク
チ
ン

に
つ

い
て
、

１
千

万
人

規
模
の
事

前
接

種
を
実

施
す

る
こ

と
を
決

定
す

る
に
は

有
効
性

・
安

全
性
に

つ
い
て
の

一
層

の
根
拠

が
必
要

で
あ

る
た
め

、
平

成
２
０

年
度

に
お

い
て
、
庵

原
俊

昭
（
三

重
病

院
長

）
を
主

任
研

究
者
と

し
て
新

型
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
プ

レ
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
ワ

ク
チ

ン
の
事

前
接

種
の
有

効
性

な
ら

び
に
安
全

性
を

検
討
す

る
目

的
で

、
感
染

症
指

定
医
療

機
関
、

国
立

病
院
機

構
病
院
な

ど
を

中
心
と

し
て

、
「
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

ウ
イ
ル

ス
に

対
す
る

プ
レ

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

ワ
ク

チ
ン
の

安
全

性
の
研

究
」（

対
象

被
験
者

５
,
５
６
１

名
）
、「

ブ
ー

ス
タ
ー

効
果

に
関

す
る
臨

床
試

験
」（

対
象

被
験

者
４

０
０
名

）
、「

持
続
性
及

び
交

差
免

疫
性
に

関
す
る

臨
床
試

験
」（

対
象

被
験
者

４
０

０
名
）

を
実
施

し
、

有
効
性

・
安

全
性
の

検
討

を
行

い
、
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

プ
レ

パ
ン
デ

ミ
ッ

ク
ワ
ク

チ
ン
の

事
前

接
種
の

可
能
性
に

つ
い

て
の
科

学
的
エ

ビ
デ

ン
ス
を

構
築

し
行
政

的
判

断
根

拠
を
与
え

た
。

４
．

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

国
立
病

院
機

構
主
催

の
国
立

病
院

総
合
医

学
会

を
、
東

京
医

療
セ

ン
タ
ー
を

学
会

長
施
設

、
東

京
病

院
を
副

学
会

長
施
設

と
し
て

、
東

京
国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、
「

医
療

の
心

を
求

め
て

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

開
催

し
た

。
国

立
病

院
総

合
医

学
会

を
通

じ
て

国
立

病
院

機
構

の
職

員
等

に
対
し
、

学
術

研
究
の

成
果
を

発
表

す
る
機

会
を

与
え
、

職
員

の
自

発
的
な
研

究
の

取
組
み

を
奨

励
し

、
職
員

が
行

う
研
究

レ
ベ
ル

の
向

上
を
図

り
、
ま
た

、
研

究
者
の

み
な
ら

ず
参

加
す
る

国
立

病
院
機

構
職

員
の

活
性
化
を

目
的

と
し
て

、
平

成
２

０
年
１

１
月

２
１
日

・
２
２

日
に

開
催
し

た
。 平

成
２

０
年

度
は
、

本
部
職

員
も

様
々
な

場
面

で
積
極

的
に

参
加

し
、
Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励
表

彰
と

し
て

、
病
院

運
営

の
あ
ら

ゆ
る
課

題
に

つ
い
て

様
々
な
創

意
工

夫
を
凝

ら
し
、

業
務

改
善
等

に
積

極
的
に

取
り

組
ん

だ
職
員
の

表
彰

を
行
う

等
、

国
立

病
院
総

合
医

学
会
の

質
の
向

上
を

図
っ
た

結
果
、
参

加
者

６
，
０

０
２
名

を
集

め
る
盛

大
な

学
会
と

な
っ

た
。

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ
ム

・
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
・

・
・

・
・

３
０
題

○
ポ

ス
タ

ー
セ
ッ

シ
ョ
ン

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
１

，
５

７
３
題

○
特

別
講

演
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

２
講
演

・
加
我

君
孝

（
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー
臨

床
研

究
セ
ン

タ
ー

長
）

『
医

学
教
育

の
「

温
故

知
新
」

－
オ
ラ

ン
ダ

・
英
国

・
ド

イ
ツ
・

米
国

か
ら
医

学
を
学

ん
だ

あ
と
の

未
来

』
・

山
田

邦
子

（
タ

レ
ン

ト
）

『
ワ

ハ
ハ
で

い
こ

う
！

』

５
．

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
の

活
動

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る
多

施
設

共
同
研

究
事

業
を
支

援
・

推
進

す
る
た
め

、
本

部
内
に

設
置

し
た

「
臨
床

研
究

支
援
・

教
育
セ

ン
タ

ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｒ

）
」
に

お
い
て

、
非

常
勤

看
護
師

等
９
名

の
デ

ー
タ
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー

を
雇

用
し
、

臨
床
研

究
の

支
援
・

教
育

活
動
を

行
っ

た
。

臨
床

研
究

の
支

援
活

動
と

し
て

、
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

」
事

業
の

平
成

１
８

年
度

及
び

平
成

１
９

年
度

に
採

択
さ

れ
た

９
課
題
に

つ
い

て
は
、

症
例
登

録
の

支
援
を

行
う

こ
と
に

よ
り

順
調

に
登
録
が

進
捗

し
て
い

る
。

ま
た

、
平
成

２
０

年
度
「

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

の
た
め

の
大
規
模

臨
床

研
究
」

事
業
の

候
補

課
題
４

課
題

に
対
し

、
研

究
計

画
書
の
作

成
支

援
を
行

い
、

研
究

計
画
書

作
成

の
初
期

段
階
に

お
い

て
、
候

補
課
題
研

究
責

任
者
及

び
研
究

計
画

作
成
グ

ル
ー

プ
と
十

分
な

情
報

交
換
を
行

う
こ

と
で
、

質
が

高
く

、
実
行

可
能

性
が
高

い
研
究

計
画

書
を
作

成
す
る
こ

と
が

で
き
た

。
教
育
活

動
と

し
て
は

、
全
国

の
機

構
病
院

で
臨

床
研
究

に
携

わ
る

医
師
、
看

護
師

等
医
療

職
種

を
対

象
に
臨

床
研

究
デ
ザ

イ
ン
に

関
す

る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
(
平

成
２
０

年
度

ま
で

に
１
８

８
名
参

加
)
や

、
デ

ー
タ

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

に
関
す

る
研

修
会

(
平
成
２

０
年

度
ま
で

に
１

４
４

名
参
加
)

を
行
う
な

ど
、

活
発
な

臨
床
研

究
推

進
の
た

め
の

啓
発
活

動
を

行
っ

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
６

．
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

の
配

信
(再

掲
)

最
新
の

医
学

知
見
を

も
と
に

、
根

拠
に
基

づ
い

た
医
療

サ
ー

ビ
ス

を
患
者
に

提
供

す
る
こ

と
を

目
的

と
し
て

、
平

成
１
８

年
７
月

か
ら

１
４
６

す
べ
て
の

病
院

で
国
立

病
院
機

構
職

員
が
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
経

由
で

配
信
さ
れ

る
医

学
文
献

を
閲

覧
、

全
文
ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

す
る
こ

と
が

で
き
る

よ
う
、
機

構
本

部
に
お

い
て
電

子
ジ

ャ
ー
ナ

ル
配

信
サ
ー

ビ
ス

の
一

括
契
約
を

行
っ

た
。
平

成
１

８
年

度
に
お

い
て

は
、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
端
末

で
の

み
の

利
用

に
閲

覧
が

限
ら

れ
て

い
た

が
、

平
成

１
９

年
６

月
よ

り
「

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
）
」

で
整

備
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

バ
ー

を
経

由
し

て
、

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
外

か
ら

の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

１
５
，
６

６
２

文
献
の

ダ
ウ
ン

ロ
ー

ド
が
あ

っ
た

。

【
月
間

ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
数
（

平
均

）
】

平
成
１

９
年
度

１
，

１
２

４
文
献

→
平
成

２
０

年
度

１
，
３

０
５

文
献

（
対

前
年

度
比

＋
１

１
６
．

１
％
）

②
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
②

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
②

政
策
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
臨
床
研
究
の
推
進

た
臨

床
研

究
の

推
進

活
か

し
た
臨

床
研
究

の
推

進
各
政

策
医

療
分
野

毎
の

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の

推
各

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

１
．

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

臨
床

研
究

事
業

の
進

捗
進

の
た

め
に

臨
床

研
究

計
画

を
国

立
高

に
お

い
て

は
、

臨
床

研
究

５
ヵ

平
成
２

０
年

度
も
引

き
続
き

、
臨

床
研
究

５
ヶ

年
計
画

に
基

づ
い

て
、
順
調

に
臨

床
研
究

を
実

施
し

て
い
る

。
ま

た
、
臨

床
研
究

セ
ン

タ
ー
を

度
専

門
医

療
セ

ン
タ

ー
の

協
力

の
下

、
年

計
画

（
平

成
１

６
年

度
～

平
中

心
と
し

た
５

ヶ
年
計

画
の
暫

定
評

価
を
行

い
、

第
２
期

中
期

計
画

の
策
定
に

向
け

た
検
討

を
行

っ
た

。
平

成
１

６
年

度
中

に
作

成
し

、
こ

れ
に

成
２

０
年

度
）

に
基

づ
き

実
施

基
づ

い
て

臨
床

研
究

を
推

進
す

る
。

し
て

い
る

多
施

設
臨

床
研

究
事

２
．

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

そ
の

他
１

１
分

野
に

関
す

る
共

同
研

究
の

活
性

化
（

第
１

の
２

の
（

１
）

の
③

参
照

）
ま
た

、
こ

の
成
果

を
基

に
、
政
策

医
業

の
実

績
評

価
(
暫

定
)
を

行
う

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る
臨

床
研

究
を
、

全
国

に
通
用

す
る

質
の

高
い
臨
床

研
究

と
す
る

た
め

、
研

究
課
題

の
審

査
方
法

及
び
研

究
費

の
配
分

療
分

野
の

疾
患

に
つ

い
て

、
標

準
的

な
と

と
も

に
、

次
期

中
期

計
画

に
方

法
の
見

直
し

を
行
い

、
ま
た

、
平

成
１
８

年
度

に
行
っ

た
指

定
研

究
を
国
立

病
院

機
構
の

政
策

決
定

に
寄
与

す
る

も
の
と

し
て
位

置
づ

け
る
な

診
断

・
治

療
に

関
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

の
向

け
、

よ
り

我
が

国
の

医
療

に
ど

、
共
同

研
究

の
活
性

化
を
行

っ
た

。
集
積

を
行

い
、
指

針
の

作
成

を
目
指

す
。

貢
献

す
る

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

事
業

３
．

我
が

国
の

医
療

に
貢

献
す

る
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

の
立

案
に
着

手
す
る

。
臨
床
研

究
部

の
活
動

実
績
を

評
価

し
点
数

化
す

る
こ
と

に
よ

り
、

こ
れ
ま
で

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の

配
分
や

臨
床
研

究
組

織
の
再

構
築
の
指

標
と

し
て
活

用
し
て

き
た

が
、
平

成
２

０
年
度

は
さ

ら
に

点
数
を
分

野
毎

に
調
査

、
分

析
す

る
こ
と

に
よ

り
、
国

立
病
院

機
構

に
お
い

て
研
究
活

動
度

の
高
い

分
野
を

選
定

し
、
平

成
２

１
年
度

以
降

の
第

２
期
中
期

計
画

期
間
で

実
施

し
て

い
く
政

策
医

療
を
中

心
と
し

た
研

究
分
野

に
つ
い
て

検
討

し
た
。

ま
た
、

各
病

院
の
臨

床
研
究

組
織

に
お
い

て
も

研
究
実

績
を

分
野

ご
と
に
点

数
化

す
る
こ

と
で

、
各

研
究
分

野
に

お
い
て

も
っ
と

も
活

動
実
績

の
高
い
病

院
を

グ
ル
ー

プ
リ
ー

ダ
ー

と
し
、

一
定

の
高
い

実
績

を
有

す
る
病
院

を
メ

ン
バ
ー

と
す

る
研

究
グ
ル

ー
プ

を
平
成

２
１
年

度
に

構
築
す

る
た
め
の

調
査

、
検
討

を
行
っ

た
。

こ
れ
に

よ
り

、
平
成

２
１

年
度

か
ら
実
施

さ
れ

る
各
共

同
研

究
課

題
に
お

い
て

、
今
ま

で
以
上

に
実

施
可
能

性
の
高
い

研
究

組
織
を

形
成
し

、
我

が
国
の

医
療

の
質
の

向
上

に
貢

献
す
る
エ

ビ
デ

ン
ス
の

創
出

を
目

指
す
。

４
．

国
立

病
院

機
構

の
政

策
決

定
に

寄
与

す
る

指
定

研
究

事
業

の
推

進
平
成
１

８
年

度
か
ら

新
た
に

開
始

し
た
指

定
研

究
事
業

に
つ

い
て

は
、
国
立

病
院

機
構
が

緊
急

に
取

り
組
む

べ
き

重
要
な

テ
ー
マ

に
焦

点
を
当

て
、
１
課

題
あ

た
り
数

十
以
上

の
多

施
設
で

調
査

・
研
究

を
行

う
。

平
成
１
８

年
度

に
行
っ

た
３

つ
の

指
定
研

究
課

題
の
結

果
に
つ

い
て

は
、
そ

れ
ぞ
れ
臨

床
評

価
指
標

の
全
病

院
を

対
象
と

し
た

測
定
と

公
開

や
、

転
倒
・
転

落
事

故
防
止

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

、
平

成
１
９

年
度
に

お
け

る
当
機

構
の
政
策

立
案

に
大
き

く
寄
与

し
た

。
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
も

政
策
決
定

へ
の

根
拠
と

な
る

情
報

を
収
集

す
る

こ
と
を

目
的
と

し
た

指
定
研

究
事
業
４

課
題

を
遂
行

し
た
。

例
え
ば

、
麻

疹
の
流

行
な
ど

が
み

ら
れ
る

社
会

状
況
に

対
応

し
、

流
行
性
ウ

イ
ル

ス
性
疾

患
に

対
応

す
る
た

め
に

、
平
成

２
０
年

度
の

指
定
研

究
と

し
て

実
施

し
た

、
「

国
立

病
院

機
構

職
員

の
麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
水

痘
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

測
定

と
抗

体
価

の
低

い
職

員
に

対
す

る
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

有
効

性
の

検
討

（
Ｍ

Ｍ
Ｒ

Ｖ
研

究
）
」

に
お

い
て

は
、

７
６

病
院

、
１

８
，

９
１

０
名

の
職

員
を

対
象

と
し

て
麻

疹
、

風
疹

、
流
行

性
耳

下
腺
炎

、
水
痘

ウ
イ

ル
ス
の

抗
体

価
を
測

定
し

た
。

そ
の
結
果

、
職

員
の
麻

疹
１

２
．

９
％
、

風
疹

１
１
．

１
％
、

流
行

性
耳
下

腺
炎
１
８

．
３

％
、
水

痘
１
．

８
％

が
十
分

な
抗

体
が
な

い
こ

と
が

判
明
し
、

約
延

べ
５
，

０
０

０
名

の
職
員

が
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
た

。
そ
の

結
果

、
抗

体
の

不
十

分
な

成
人

に
ワ

ク
チ

ン
を

接
種

し
た

場
合

の
有

効
率

は
、

麻
疹

７
８

．
５

％
、

風
疹

９
５

．
３

％
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
８

８
．
１

％
、

水
痘
９

０
．
１

％
で

あ
る
こ

と
が

判
明
し

た
。

こ
の

こ
と
に
よ

り
職

員
が
無

用
な

感
染

被
曝
を

受
け

る
こ
と

を
防
止

す
る

だ
け
で

な
く
、
職

員
か

ら
患
者

へ
の
感

染
を

防
止
す

る
こ

と
が
期

待
さ

れ
る

。

(
1
)
平
成

１
８

年
度
指

定
研
究

課
題

○
Ｄ

Ｐ
Ｃ

導
入
後

の
医
療

サ
ー

ビ
ス
プ

ロ
セ

ス
及
び

患
者

ア
ウ

ト
カ
ム
の

測
定

に
よ
る

医
療

サ
ー

ビ
ス
評

価
（

研
究

責
任
者

：
佐
治

文
隆

分
担
施

設
２
２

病
院

）
○
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
入

院
中
の

転
倒

・
転
落

事
象

及
び

そ
れ
ら
に

伴
う

有
害
事

象
に

関
連

す
る
要

因
の

分
析
研

究
（

研
究

責
任
者

：
富

永
理

子
分

担
施

設
１
４

５
病

院
）

○
臨

床
評

価
指
標

（
Ｑ
Ｉ

）
改

善
の
た

め
の

実
施
可

能
性

調
査

研
究
（
研

究
責

任
者
：

土
屋

俊
晶

分
担

施
設

１
５
病

院
）

(
2
)
平
成

１
９

年
度
指

定
研
究

課
題

○
結

核
医

療
の
Ｄ

Ｒ
Ｇ
／

Ｐ
Ｐ

Ｓ
化
に

関
す

る
調
査

研
究

（
研

究
責
任
者

：
坂

谷
光
則

分
担
施

設
７
６

病
院

）
○
患

者
満

足
度
に

影
響
を

与
え

る
要
因

分
析

に
関
す

る
研

究
（

研
究
責
任

者
：

石
橋
薫

分
担
施

設
１
４

６
病

院
）

○
医

療
者

用
／
患

者
用
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

・
パ

ス
の
内

容
の

ば
ら

つ
き
と
、

バ
リ

ア
ン
ス

発
生

頻
度

及
び
在

院
日

数
と
の

関
連
に

関
す

る
調
査

研
究
（

研
究
責

任
者
：

菊
池

秀
分

担
施

設
４
１

病
院

）
○
抗

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
薬

服
用

後
の
症

状
変

化
に
関

す
る

観
察

研
究
（
研

究
責

任
者
：

榛
葉

哲
夫

分
担

施
設

７
４
病

院
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
3
)
平
成

２
０

年
度
指

定
研
究

課
題

○
Ｉ

Ｔ
を

用
い
た

多
施
設

共
同

医
師
臨

床
研

修
シ
ス

テ
ム

の
開

発
（
研
究

責
任

者
：
平

野
誠

分
担
施
設

４
病

院
）

○
疾

患
別

医
療
者

用
／
患

者
用

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
・
パ

ス
の

工
程

内
容
と
、

患
者

ア
ウ
ト

カ
ム

と
の

関
連
に

関
す

る
比
較

研
究

（
研
究

責
任
者

：
菊
地

秀
分
担
施

設
７

１
病
院

）
○
国

立
病

院
機
構

職
員
の

麻
疹

、
風
疹

、
流

行
性
耳

下
腺

炎
、

水
痘
ウ
イ

ル
ス

抗
体
価

測
定

と
抗

体
価
の

低
い

職
員
に

対
す
る

ワ
ク

チ
ン
接

種
の
有

効
性
の

検
討
（

研
究

責
任
者

：
岩

田
敏

分
担

施
設

７
６
病
院

）
○
離

職
し

た
看
護

師
の
職

場
復

帰
を
可

能
に

す
る
要

因
分

析
（

研
究
責
任

者
：

三
浦
麗

子
分
担

施
設
１

４
５

病
院
）

５
．

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

へ
の

取
組

政
策
医

療
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を

活
か

し
た
調

査
研

究
・
情

報
発

信
機

能
の
強
化

を
目

指
し
、

平
成

２
１

年
度
か

ら
の

第
２
期

中
期
計

画
に

盛
り
込

ん
だ

「
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
（

仮
称

）
」

の
設

立
に

向
け

た
検

討
・

準
備

に
着

手
し

た
。

同
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
臨

床
研

究
、

治
験

、
診

療
情

報
の
分

析
を

総
合
的

に
推
進

す
る

も
の
と

し
、

こ
れ
に

よ
り

医
療

の
質
の
向

上
、

診
療
報

酬
政

策
な

ど
国
の

政
策

形
成
に

向
け
た

基
盤

づ
く
り

に
寄
与
す

る
こ

と
が
期

待
さ
れ

る
。

③
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
③

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
③

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
臨
床
研

究
部
の
評
価
制
度

部
の

評
価

制
度

床
研

究
部
の

評
価
制

度
平
成

１
６

年
度
中

に
、

エ
ビ
デ
ン

ス
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

１
．

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
に

お
け

る
臨

床
研

究
活

動
評

価
の

実
施

づ
く

り
へ

の
貢

献
（

登
録

症
例

数
等

）
床

研
究

部
に

つ
い

て
は

、
平

成
実
施
症

例
数

や
プ
ロ

ト
コ
ー

ル
作

成
業
務

、
競
争

的
外

部
資
金

の
獲

得
額
な

ど
の

評
価
項

目
か
ら

な
る

臨
床
研

究
部

の
活

動
評
価

を
実

施
し
た

。
を

主
と

し
た

評
価

基
準

を
作

成
し

、
政

１
９

年
度

の
活

動
実

績
の

評
価

こ
の
評
価

に
よ

り
各
臨

床
研
究

部
の

平
成
１

９
年

度
活
動

実
績

を
点

数
化
し
て

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の

配
分
を

行
い
、

各
臨

床
研
究

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

臨
を

行
い

研
究

費
に

反
映

さ
せ

る
部

の
活
動

の
推

進
を
図

っ
た
。

床
研

究
成

果
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

セ
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

組
織

の
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
の

評
価

を
実

再
編

を
行
う

。
２

．
臨

床
研

究
組

織
の

再
構

築
施
す

る
。

臨
床
研

究
セ

ン
タ
ー

及
び
臨

床
研

究
部
の

活
動

評
価
を

実
施

し
た

成
果
と
し

て
、

年
々
国

立
病

院
機

構
全
体

の
臨

床
研
究

の
活
動

度
が

高
ま
っ

た
。 平

成
１

９
年

度
に
平

成
１
７

年
度

、
平
成

１
８

年
度
の

２
か

年
の

臨
床
研
究

セ
ン

タ
ー
及

び
臨

床
研

究
部
に

お
け

る
臨
床

研
究
活

動
実

績
評
価

を
も
と
に

、
臨

床
研
究

の
活
動

度
の

高
い
病

院
に

臨
床
研

究
部

を
設

置
し
、
活

動
度

の
低
い

臨
床

研
究

部
を
廃

止
す

る
な
ど

臨
床
研

究
組

織
の
再

構
築
を
決

定
し

、
平
成

２
０
年

度
よ

り
新
体

制
で

の
活
動

を
開

始
し

た
。

今
後
も

、
原

則
と
し

て
２
年

お
き

に
同
様

の
評

価
方
法

に
よ

り
臨

床
研
究
組

織
の

再
構
築

を
行

う
こ

と
と
し

て
い

る
。

(
1
)
活
動

実
績

評
価
結

果
平

成
１

７
年
度

臨
床
研

究
部

活
動
実

績
５
２

，
６

７
３
ポ
イ

ン
ト

平
成
１

８
年
度

臨
床
研

究
部

活
動
実

績
５
９

，
１

４
４
ポ
イ

ン
ト

（
対
平

成
１

７
年

度
１

２
％

増
加
）

平
成
１

９
年
度

臨
床
研

究
部

活
動
実

績
６
４

，
０

７
６
ポ
イ

ン
ト

（
対
平

成
１

８
年

度
８
％

増
加
）

平
成
２

０
年
度

臨
床
研

究
部

活
動
実

績
暫
定

８
２

，
７

２
１
ポ
イ

ン
ト

（
対
平

成
１

９
年

度
２

９
％

増
加
）

※
現
在

集
計

中
＊
ポ

イ
ン
ト

は
、
活

動
実

績
を
点

数
化

し
た
も

の
で

各
評

価
項
目
ご

と
に

設
定
し

て
い

る
（

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

研
究
１

例
０
．

２
５

ポ
イ
ン

ト
な

ど
）
。

(
2
)
再
構

築
結

果

①
臨
床

研
究
セ

ン
タ
ー

の
新

設
(
２

病
院
)

大
阪

医
療
セ

ン
タ
ー

、
九

州
医
療

セ
ン

タ
ー

②
臨
床

研
究
部

の
新
設

(
１

７
病
院

)
弘

前
病

院
、

水
戸
医
療

セ
ン

タ
ー

、
西
群

馬
病

院
、
東

埼
玉

病
院
、
千

葉
医

療
セ

ン
タ
ー

、
新

潟
病
院

、
刀
根

山
病

院
、
米

子
医

療
セ

ン
タ

ー
、

福
山

医
療
セ
ン

タ
ー

、
東

広
島
医

療
セ

ン
タ
ー

、
関

門
医
療
セ

ン
タ

ー
、

岩
国
医

療
セ

ン
タ
ー

、
香
川

小
児

病
院
、

小
倉

医
療

セ
ン

タ
ー

、
大

牟
田
病
院

、
嬉

野
医

療
セ
ン

タ
ー

、
別
府

医
療

セ
ン
タ
ー

③
臨
床

研
究
部

の
廃
止

(
６

病
院
：

う
ち
２

病
院

は
臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
に

振
替
)

盛
岡

病
院
、

花
巻
病

院
、

栃
木
病

院
、

下
総
精

神
医

療
セ

ン
タ
ー
、

大
阪

医
療
セ

ン
タ

ー
、

九
州
医

療
セ

ン
タ
ー

（
大

阪
医
療

セ
ン
タ

ー
、

九
州
医

療
セ

ン
タ
ー

は
臨

床
研

究
セ
ン
タ

ー
に

振
替
）

④
組
織

数
臨
床

研
究
セ

ン
タ
ー

：
平

成
１
９

年
度

８
病

院
→

平
成
２
０

年
度

１
０
病

院
臨
床

研
究
部

：
平

成
１
９

年
度

４
９
病

院
→

平
成
２
０

年
度

６
０
病

院

３
．

我
が

国
の

医
療

に
貢

献
す

る
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

(再
掲

)
臨
床
研

究
部

の
活
動

実
績
を

評
価

し
点
数

化
す

る
こ
と

に
よ

り
、

こ
れ
ま
で

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の

配
分
や

臨
床
研

究
組

織
の
再

構
築
の
指

標
と

し
て
活

用
し
て

き
た

が
、
平

成
２

０
年
度

は
さ

ら
に

点
数
を
分

野
毎

に
調
査

、
分

析
す

る
こ
と

に
よ

り
、
国

立
病
院

機
構

に
お
い

て
研
究
活

動
度

の
高
い

分
野
を

選
定

し
、
平

成
２

１
年
度

以
降

に
実

施
し
て
い

く
政

策
医
療

を
中

心
と

し
た
研

究
分

野
に
つ

い
て
検

討
し

た
。

ま
た
、

各
病

院
の
臨

床
研
究

組
織

に
お
い

て
も

研
究
実

績
を

分
野

ご
と
に
点

数
化

す
る
こ

と
で

、
各

研
究
分

野
に

お
い
て

も
っ
と

も
活

動
実
績

の
高
い
病

院
を

グ
ル
ー

プ
リ
ー

ダ
ー

と
し
、

一
定

の
高
い

実
績

を
有

す
る
病
院

を
メ

ン
バ
ー

と
す

る
研

究
グ
ル

ー
プ

を
平
成

２
１
年

度
に

構
築
す

る
た
め
の

調
査

、
検
討

を
行
っ

た
。

こ
れ
に

よ
り

、
平
成

２
１

年
度

か
ら
実
施

さ
れ

る
各
共

同
研

究
課

題
に
お

い
て

、
今
ま

で
以
上

に
実

施
可
能

性
の
高
い

研
究

組
織
を

形
成
し

、
我

が
国
の

医
療

の
質
の

向
上

に
貢

献
す
る
エ

ビ
デ

ン
ス
の

創
出

を
目

指
す
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
（

２
）

治
験
の

推
進

（
２

）
治

験
の
推

進
（
２

）
治
験
の
推
進

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

実
活

用
し

て
迅

速
で

質
の

高
い

治
験

を
推

施
す

る
た

め
、

本
部

に
よ

り
、

１
．

国
立

病
院

機
構

内
に

お
け

る
治

験
実

施
体

制
の

確
立

進
す
る
。

治
験

実
施

施
設

の
実

態
を

詳
細

文
部
科

学
省

及
び
厚

生
労
働

省
が

平
成
１

９
年

４
月
に

策
定

し
た

「
新
た
な

治
験

活
性
化

５
ヵ

年
計

画
」
に

お
い

て
、
複

数
の
国

立
病

院
機
構

本
部

に
治

験
窓

口
を

設
置

す
る

等
に

に
把

握
し

、
進

捗
が

悪
い

又
は

病
院
の
実

績
が

評
価
さ

れ
、
本

部
が

中
核
病

院
の

１
０
病

院
の

う
ち

の
１
病
院

（
他

の
９
病

院
は

大
学

と
国
立

高
度

専
門
医

療
セ
ン

タ
ー

）
と
し

よ
り

、
多

病
院

間
の

共
同

治
験

を
推

進
実

施
率

の
低

い
施

設
に

対
し

て
て

選
定

さ
れ

た
ほ

か
、

拠
点

医
療

機
関

と
し

て
３

５
病

院
の

う
ち

大
学

病
院

が
６

割
以

上
を

占
め

る
中

で
、

国
立

病
院

機
構

の
５

病
院

(
東

京
医

し
、

質
の

高
い

治
験

を
実

施
す

る
。

ま
は

指
導

・
支

援
を

実
施

す
る

と
療

セ
ン

タ
ー

、
名

古
屋

医
療

セ
ン

タ
ー

、
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
、

四
国

が
ん

セ
ン

タ
ー

、
九

州
医

療
セ

ン
タ

ー
)
が

選
定

さ
れ

て
お

り
、

大
学

と
た

、
治

験
の

優
先

順
位

を
示

す
指

針
の

と
も

に
、

国
際

共
同

治
験

に
参

並
ぶ
治
験

実
施

活
動
度

の
高
い

病
院

と
し
て

認
定

を
受
け

た
。

作
成

の
た

め
、

本
部

に
治

験
の

調
整

に
加

す
る

た
め

の
体

制
の

整
備

に
関

す
る

チ
ー

ム
を

編
成

す
る

。
努
め

る
。

(
1
)
本
部

す
べ

て
の

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

ま
た

、
中

央
Ｉ

Ｒ
Ｂ

（
中

央
平
成
２

０
年

２
月

２
９
日
付

Ｇ
Ｃ

Ｐ
省
令

の
改

正
通

知
に
よ

り
、

国
立
病
院

機
構

傘
下

の
医
療

機
関

に
お
け

る
治
験

の
一

括
審
査

が
可

能
と

臨
床

研
究

部
に

治
験

管
理

部
門

を
設

置
治

験
審

査
委

員
会

）
の

導
入

な
な

っ
た
こ

と
か

ら
、

治
験
審
査

の
効

率
化
、

迅
速

化
を

図
る
中

央
治

験
審
査
委

員
会

(
Ｎ

Ｈ
Ｏ
－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

)
を
本

部
に
設

置
し

た
。
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

し
、

治
験

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

平
ど

事
務

処
理

の
合

理
化

を
実

施
Ｒ

Ｂ
に
つ

い
て

は
、

平
成
２
０

年
１

１
月
よ

り
毎

月
１

回
定
期

的
に

開
催
し
、

３
月

ま
で

に
新
規

１
０

課
題
の

審
議
の

ほ
か

、
継
続

審
議

を
実

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
し

、
治

験
実

施
期

間
の

短
縮

を
施

し
た
。

間
中

に
、

治
験

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
図

り
、

平
成

１
５

年
度

の
治

験
Ｎ
Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

の
設
置
に

よ
り

多
施
設

間
の

共
同

治
験
を

実
施

す
る
に
当

た
っ

て
の

一
括
審

査
が

可
能
に

な
り
、

プ
ロ

ト
コ
ー

ル
上

、
倫

２
０
％

以
上

の
増

加
（

※
）
を

目
指

す
。

総
実

施
症

例
数

の
７

０
％

以
上

理
審
査
上

の
施

設
間

の
バ
ラ
つ

き
が

排
除
さ

れ
、

参
加

施
設
全

体
で

統
一
的
・

整
合

的
な

治
験
を

実
施

す
る
こ

と
が
可

能
に

な
る
と

と
も

に
、

の
増

加
を
目

指
す
。

各
施
設
と

治
験

依
頼

者
の
事
務

手
続

き
業
務

の
負

担
が

軽
減
さ

れ
、

ま
た
、
治

験
期

間
の

短
縮
が

期
待

で
き
る

体
制
が

整
え

ら
れ
た

。
※

平
成

１
５

年
度

実
績

治
験

総
実
施

症
例

数
(
2
)
病
院

２
，

７
８

９
件

常
勤
の

治
験

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

（
Ｃ
Ｒ

Ｃ
）

を
８

名
増
員

、
１

５
３
名
と

し
実

績
に

応
じ
た

定
員

化
・
再

配
置
を

行
い

、
組
織

的
な

治
験

受
け
入
れ

体
制

を
整

備
し
た
。

○
常
勤

Ｃ
Ｒ
Ｃ

配
置
病

院
数

平
成

１
９
年

度
６

２
病

院
→

平
成
２
０

年
度

６
４
病
院
（

平
成

１
５
年

度
２
７

病
院
）

○
常
勤

Ｃ
Ｒ
Ｃ

数
平
成

１
９
年

度
１

４
５

名
→

平
成
２
０

年
度

１
５
３
名

(
平
成

１
５
年

度
５
４

名
）

２
．

病
院

に
対

す
る
本
部

指
導

・
実

施
支

援

(
1
)
本
部

治
験

専
門
職

を
常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
配
置

病
院

を
中
心

に
５

７
病

院
（
延
べ

６
２

回
）
に

派
遣

し
、

幹
部
職

員
に

対
す
る

治
験
実

施
体

制
構
築

に
つ
い

て
の

説
明
、

ま
た
、

進
捗

の
悪
い

病
院

又
は
実

施
率

が
低

い
病
院
の

治
験

担
当
者

に
対

し
、

業
務
の

実
務

指
導
・

支
援
を

行
っ

た
。

平
成

１
９

年
度

７
２
病

院
（

延
べ
１

０
７

回
）

→
平
成

２
０
年
度

５
７
病
院

（
延

べ
６

２
回
）

（
な

お
、

平
成
１

９
年
度

は
、

治
験
の

開
始

に
当
た

っ
て

支
援

を
必
要
と

す
る

病
院
が

多
数

と
な

る
神
経

難
病

治
験
に

着
手
し

た
。
）

(
2
)
治
験

事
務

局
・
事

務
職
員

対
象

研
修
会

を
開

催
し
、

治
験

等
に

係
る
契
約

及
び

経
理
に

つ
い

て
指

導
を
行

っ
た

。

(
3
)
常
に

継
続

し
て
質

の
高
い

治
験

を
実
施

し
て

い
く
た

め
に

、
各

種
業
務
（

Ｃ
Ｒ

Ｃ
・
治

験
担

当
医

師
・
事

務
局

）
マ
ニ

ュ
ア
ル

を
掲

示
板
に

提
示
し

、
広

く
活
用

す
る
よ

う
に

し
た
。

(
4
)
経
験

の
浅

い
Ｃ
Ｒ

Ｃ
に
つ

い
て

は
、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

業
務
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
平
成
１

７
年

度
作
成

）
を

使
用

し
て
治

験
専

門
職
が

実
務
指

導
を

行
い
、

適
正
な
治

験
を

実
施

で
き
る
よ

う
指

導
し
た

。

(
5
)

治
験

推
進

室
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
治

験
の

取
組

）
、

及
び

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

治
験
等
に

係
る

体
制
整

備
実
態

第
４

版
を
作

成
（

平
成
２

０
年

８
月

）
し
、
各

病
院

か
ら
依

頼
者

に
配

布
し
た

。
ま

た
、
一

般
向
け

に
治

験
の
普

及
・
啓

発
を

目
的
と

し
て
治

験
に

関
す
る

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を

作
成

し
各
病
院

に
配

布
（
平

成
２

０
年

１
１
月

）
し

た
。

３
．

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
等

の
実

施
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

（
初

級
・

３
年

以
上

）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

事
務

局
・

事
務

職
員

等
を

対
象

と
し

、
参

加
者
総

計
６

７
３
名

、
延
べ

１
１

回
、
２

０
日

間
の
研

修
会

を
実

施
し
、
中

核
と

な
る
人

材
を

養
成

し
た
。

ま
た
、

Ｇ
Ｃ

Ｐ
省
令

の
改
正

、
臨

床
研
究

の
倫

理
指
針

の
改

正
に

伴
い
、
治

験
審

査
委
員

・
臨

床
研

究
倫
理

審
査

委
員
を

対
象
と

し
、

参
加
者

総
数
１
２

７
名

の
研
修

会
を
実

施
し

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
企

業
に

対
す

る
P
R

(
1
)
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を

更
新
し

、
情

報
提
供

治
験

推
進

室
の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

の
内
容

を
更

新
し
、

各
病

院
の

治
験
実
施

体
制

等
の
情

報
提

供
を

進
め
た

。

(
2
)
企
業

訪
問

４
１
社

（
延

べ
６

４
回
）
の

企
業

を
訪

問
し
、

治
験

推
進
室

パ
ン

フ
レ
ッ
ト

、
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る
治

験
等
に

係
る

体
制
整

備
実

態
第

４
版
等
を

配
布

す
る

な
ど
し
て

国
立

病
院
機

構
の

取
組

に
つ
い

て
理

解
を
求
め

た
。

平
成
１

９
年

度
３
１
社
（

延
べ

３
１
回

）
→

平
成
２

０
年

度
４
１

社
（

延
べ

６
４
回

）

(
3
)
中
央

治
験

審
査
委

員
会
（

Ｎ
Ｈ

Ｏ
－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

）
設
置

の
説

明
会

（
９
月
２

６
日

）
の
開

催
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

の
設

置
に

先
立

ち
、

依
頼

者
と

国
立

病
院

機
構

の
病

院
を

対
象

に
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

説
明

会
を

開
催

し
、

依
頼

者
は

７
６

社
（

２
１

０
名

）
、

病
院

は
８

８
病

院
（

１
４

４
名

）
の

参
加

が
得

ら
れ

た
。
そ

の
説

明
会

と
併

せ
て

国
立

病
院

機
構

５
７

病
院

が
自

院
の

取
り

組
み

を
紹
介

す
る

ポ
ス

タ
ー
展
示

を
行

っ
た
。

５
．

治
験

実
績

(
1
)
治
験

実
施

症
例
数

及
び
受

託
研

究
治
験
実

施
症

例
数

に
つ
い
て

は
、

４
，

２
５
０

件
と

な
り
、

単
年

度
で
は
中

期
計

画
の

数
値
目

標
を

大
幅
に

上
回
っ

て
い

る
。
ま

た
、

受
託

研
究
金
額

に
つ

い
て

も
、
平
成

１
５

年
度
と

比
較

し
て

増
加
し

て
い

る
。

な
お
、

前
年

度
に

比
べ
て
治

験
実

施
症

例
数
が

減
少

し
て
い

る
が

、
比
較
的

単
純

な
治

験
に
つ

い
て

は
、
民

間
医
療

機
関

で
行
わ

れ
る

こ
と

が
多
く
、

国
立

病
院

機
構
は
入

院
治

験
を
は

じ
め

と
す

る
難
易

度
の

高
い
治
験

を
扱

う
こ

と
が
多

く
な

っ
て
き

て
い
る

。

(
2
)
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
ウ

イ
ル

ス
に
対

す
る

プ
レ
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
ワ
ク
チ

ン
の

臨
床
研

究
（

再
掲

）
国
の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

対
策

の
一

環
と
し

て
、

平
成
２

０
年

度
に
は
新

型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ワ

ク
チ
ン

（
Ｈ
５

Ｎ
１

）
の
小

児
適

応
医

師
主
導
治

験
２

試
験

を
神
谷
齊

及
び

中
野
貴

司
（

三
重

病
院
）

を
調

整
医
師
と

し
て

国
立

病
院
機

構
東

京
医
療

セ
ン
タ

ー
を

中
心
と

し
た

１
２

病
院
２
５

４
名

で
実

施
し
た
。

６
．

本
部

治
験
等

に
関

す
る
連

絡
・
調

整
を

行
う
治

験
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し
、
本

部
に

依
頼
さ

れ
た

治
験

を
各
病

院
毎

に
取
り

ま
と
め

推
進

し
た
。

(
1
)
治
験

依
頼

者
よ
り

本
部
に

依
頼

が
あ
り

実
施

可
能
な

病
院

を
紹

介
し
た
受

託
研

究
平

成
１

９
年
度

５
４

プ
ロ

ト
コ
ル

（
約

２
，
８

０
０

症
例

）
→

平
成

２
０
年

度
５
５

プ
ロ
ト

コ
ル

（
約
１

，
２
５

０
症

例
）

(
2
)
本
部

に
お

い
て
一

括
契
約

し
、

各
病
院

に
お

い
て
実

施
し

た
治

験
以
外
の

受
託

研
究

平
成
１

９
年
度

２
プ

ロ
ト

コ
ル
（

約
６

７
０
症

例
）

→
平
成
２

０
年

度
３

プ
ロ

ト
コ

ル
（
約

２
５

０
症
例

）

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

治
験
実
施
症
例
数

　
　
　
　
　

　
受
託
研
究
実

績

　
　
症
例
件
数

対
平

成
１
５
年
度
比

　
実
績
（
万

円
）

対
平
成
１

５
年
度
比

　
平
成
２
０

年
度

　
　
４
，
２
５

０
件

　
　

１
５
２
．
４
％

　
４
８
３
，

３
０
０

　
　
１
６

５
．
３
％

　
平
成
１
９

年
度

　
　
４
，
８
０

３
件

　
　

１
７
２
．
２
％

　
５
６
３
，

５
０
０

　
　
１
９

２
．
７
％

　
平
成
１
８

年
度

　
　
４
，
６
２

４
件

　
　

１
６
５
．
８
％

　
４
７
８
，

９
０
０

　
　
１
６

３
．
８
％

　
平
成
１
７

年
度

　
　
４
，
１
７

３
件

　
　

１
４
９
．
６
％

　
４
４
０
，

２
０
０

　
　
１
５

０
．
５
％

　
平
成
１
６

年
度

　
　
３
，
５
６

０
件

　
　

１
２
７
．
６
％

　
３
５
８
，

９
０
０

　
　
１
２

２
．
７
％

　
平
成
１
５

年
度

　
　
２
，
７
８

９
件

　
　

　
　
－

　
２
９
２
，

４
０
０

　
　
　
　

－
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
（

３
）

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
や

臨
床

（
３

）
高

度
先

端
医

療
技

術
の

開
発

（
３

）
高
度
先
端
医
療
技
術
の

開
発
や
臨
床
導
入
の

推
進

導
入

の
推

進
や
臨

床
導
入

の
推
進

各
病

院
に

お
い

て
は

、
臨

床
研

究
セ

我
が

国
に

お
け

る
高

度
先

端
１
．

高
度

先
端

医
療

技
術

の
臨

床
導

入
等

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

を
中

心
に

、
医

療
技

術
の

臨
床

導
入

に
資

す
高
度
先

端
医

療
技
術

の
開
発

及
び

臨
床
導

入
例

と
し
て

、
以

下
に

例
示
す
る

よ
う

な
実
績

が
得

ら
れ

て
い
る

。
そ

の
個

性
を

活
か

し
た

高
度

先
端

医
療

る
と

と
も

に
、

そ
の

成
果

を
公

技
術

の
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
表
す

る
。

○
高
周

波
切

除
器
を

用
い
た

子
宮

腺
筋
症

核
出

術
(
霞

ヶ
浦
医

療
セ

ン
タ
ー

)
の

特
性

等
を

活
か

し
、

臨
床

導
入

を
推

加
え

て
、

職
務

発
明

に
対

す
○
胎
児

心
超

音
波
検

査
（
産

科
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
胎
児

超
音

波
検

査
に
お
い

て
心

疾
患
が

強
く

疑
わ

れ
る
症

例
に

係
る
も

の
に
限

る
。
）
(
長
良

進
す
る
。

る
理

解
と

意
識

を
向

上
さ

せ
、

医
療

セ
ン

タ
ー
)

発
明

の
特

許
等

権
利

化
を

進
め

○
骨
髄

細
胞

移
植
に

よ
る
血

管
新

生
療
法

（
閉

塞
性
動

脈
硬

化
症

又
は
バ
ー

ジ
ャ

ー
病
（

従
来

の
治

療
法
に

抵
抗

性
の
も

の
で
、

フ
ォ

ン
タ
ン

て
い

く
。

分
類

Ⅲ
度

又
は
同

分
類
Ⅳ

度
の

も
の
に

限
る

。
）
に

係
る
も

の
に

限
る
。
）

(
熊

本
医
療

セ
ン
タ

ー
)

○
末
梢

血
幹

細
胞
に

よ
る
血

管
再

生
治
療

（
慢

性
閉
塞

性
動

脈
硬

化
症
又
は

バ
ー

ジ
ャ
ー

病
（

重
篤

な
虚
血

性
心

疾
患
又

は
脳
血

管
障

害
を
有

す
る

も
の

を
除
く

。
）
に

係
る

も
の
に

限
る

。
）
(
千

葉
東
病

院
)

○
腫
瘍

性
骨

病
変
及

び
骨
粗

鬆
症

に
伴
う

骨
脆

弱
性
病

変
に

対
す

る
経
皮
的

骨
形

成
術
（

転
移

性
脊

椎
骨
腫

瘍
、

骨
粗
鬆

症
に
よ

る
脊

椎
骨
折

又
は

難
治

性
疼
痛

を
伴
う

椎
体

圧
迫
骨

折
若

し
く
は

臼
蓋

骨
折

に
係
る
も

の
に

限
る

。
）
（
四

国
が

ん
セ
ン

タ
ー

）
○
乳
が

ん
に

お
け
る

セ
ン
チ

ネ
ル

リ
ン
パ

節
の

同
定
と

転
移

の
検

索
(
九
州

が
ん

セ
ン
タ

ー
、
九
州

医
療

セ
ン
タ

ー
、
名
古

屋
医

療
セ

ン
タ
ー

、
函
館

病
院

、
福
山

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
胎
児

胸
腔

・
羊
水

腔
シ
ャ

ン
ト

チ
ュ
ー

ブ
留

置
術
（

特
発

性
又

は
既
知
の

胎
児

先
天
性

感
染

に
よ

る
胸
水

を
主

た
る
徴

候
と
す

る
非

免
疫
性

胎
児

水
腫

症
（
Ｎ

Ｉ
Ｈ
Ｆ

）
例

で
あ
っ

て
、

胸
腔
穿

刺
後

一
週

間
以
降
に

胸
水

の
再
貯

留
が

認
め

ら
れ
る

も
の

（
妊
娠

二
十
週

か
ら

三
十
四

週
未

満
に

限
る
。
）
に
係

る
も

の
に
限

る
。
）
（

長
良

医
療
セ

ン
タ

ー
）

２
．

職
務

発
明

の
権

利
化

の
推

進
高
度
先

端
医

療
技
術

の
開
発

等
を

推
進
す

る
た

め
に
、

国
立

病
院

機
構
で
実

施
さ

れ
た
職

務
発

明
に

つ
い
て

、
権

利
化
を

進
め
て

お
り

、
新
た

に
９
件
の

特
許

が
公
開

特
許
公

報
に

掲
載
さ

れ
た

上
、
平

成
２

０
年

度
に
お
い

て
は

、
２
２

件
の

発
明

が
届
け

ら
れ

、
以
下

に
示
す

よ
う

に
３
０

件
の
特
許

等
出

願
を
行

っ
た
。

(
１

９
年
度

：
１
５

件
の

発
明
届

出
１
３
件

の
特

許
等
出

願
)

○
成
人

Ｔ
細

胞
白
血

病
発
症

リ
ス

ク
判
定

方
法

（
熊
本

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
抗
原

賦
活

化
方
法

（
陰
イ

オ
ン

性
界
面

活
性

剤
で
標

本
を

処
理

す
る
方
法

）
（

名
古
屋

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
抗
原

賦
活

化
方
法

（
加
熱

処
理

後
緩
慢

冷
却

処
理
及

び
緩

衝
液

に
よ
る
洗

浄
処

理
を
行

わ
な

い
方

法
）
（
名

古
屋

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
チ
ト

ク
ロ

ー
ム
Ｐ

４
５
０

２
Ｃ
９
及

び
２

Ｃ
１
９

の
一

塩
基

変
異
多
型

の
塩

基
を
検

出
す

る
プ

ラ
イ
マ

、
プ

ロ
ー
ブ

、
当
該

プ
ラ

イ
マ
及

び
プ

ロ
ー

ブ
を
備

え
る
キ

ッ
ト

、
当
該

キ
ッ

ト
を
備

え
る

検
出

装
置
、
並

び
に

、
検
出

方
法

（
静

岡
て
ん

か
ん

・
神
経

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
内
視

鏡
装

置
及
び

内
視
鏡

用
フ

ー
ド
（

栃
木

病
院
）

○
幼
児

用
エ

プ
ロ
ン

（
実
用

新
案

）
（
香

川
小
児

病
院

）
○
幼
児

用
エ

プ
ロ
ン

（
意
匠

・
意

願
２
０

０
８

－
１
４

７
９

７
）
（

香
川
小

児
病

院
）

○
幼
児

用
エ

プ
ロ
ン

（
意
匠

・
意

願
２
０

０
８

－
１
４

７
９

８
）
（

香
川
小

児
病

院
）

○
潤
滑

剤
供

給
装
置

（
九
州

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
老
化

、
お

よ
び
血

管
障
害

を
伴

う
疾
患

の
検

定
の
た

め
の

組
成

物
、
キ
ッ

ト
お

よ
び
方

法
（

東
京

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
神
経

障
害

の
検
定

の
た
め

の
組

成
物
、

キ
ッ

ト
お
よ

び
方

法
（

東
京
医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
代
謝

障
害

を
伴
う

疾
患
の

検
定

の
た
め

の
組

成
物
、

キ
ッ

ト
お

よ
び
方
法

（
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー

）
○
コ
ラ

ー
ゲ

ン
線
維

の
萎
縮

に
よ

る
組
織

障
害

の
検
査

の
た

め
の

方
法
、
組

成
物

お
よ
び

キ
ッ

ト
（

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

）
○
糖
尿

病
性

末
梢
血

管
障
害

の
検

査
の
た

め
の

方
法
、

組
成

物
お

よ
び
キ
ッ

ト
（

東
京
医

療
セ

ン
タ

ー
）

○
細
胞

増
殖

を
伴
う

糖
尿
病

合
併

症
の
検

査
の

た
め
の

方
法

、
組

成
物
お
よ

び
キ

ッ
ト
（

東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
緑
内

障
の

リ
ス
ク

の
予
測

方
法

（
東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
滲
出

型
加

齢
黄
斑

変
性
の

リ
ス

ク
の
予

測
方

法
（
東

京
医

療
セ

ン
タ
ー
）

○
ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ
ニ

ッ
ク
動

物
（

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

）
○
依
存

性
医

薬
品
渇

望
抑
制

器
具

及
び
そ

の
使

用
方
法

（
下

総
精

神
医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
卵
膜

由
来

細
胞
の

細
胞
外

マ
ト

リ
ク
ス

を
用

い
た
多

能
性

幹
細

胞
の
培
養

方
法

（
大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
ア
ル

ド
ス

テ
ロ
ン

用
計
算

尺
、

及
び
、

そ
の

使
用
方

法
（

特
許

）
（
京
都

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
早
見

表
（

意
匠
）
（
京
都

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
依
存

性
薬

物
渇
望

抑
制
器

具
お

よ
び
そ

の
使

用
方
法

（
下

総
精

神
医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
ビ
オ

チ
ン

誘
導
体

又
は
そ

の
生

理
学
的

に
許

容
さ
れ

る
塩

、
そ

の
製
造
方

法
及

び
そ
れ

を
用

い
た

ア
フ
ィ

ニ
テ

ィ
ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ

ィ
用
材

並
び

に
タ

ン
パ
ク

質
の
分

離
方

法
（
呉

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
感
染

防
止

ク
リ
ー

ン
ブ
ー

ス
（

仙
台
医

療
セ

ン
タ
ー

）
○
感
染

防
止

ク
リ
ー

ン
ブ
ー

ス
装

置
（
仙

台
医

療
セ
ン

タ
ー

）
○
冷
あ

ん
法

用
具
（

七
尾
病

院
）

○
医
用

画
像

作
成
装

置
（
３

次
元

画
像
処

理
に

お
け
る

周
波

数
変

調
バ
ー

）
（
呉

医
療
セ

ン
タ
ー

）
○
難
聴

及
び

難
聴
に

伴
う
副

症
状

の
、
予

防
又

は
治
療

の
た

め
の

医
薬
（
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー

）
○
加
齢

黄
斑

変
性
モ

デ
ル
動

物
、

及
び
、

そ
の

作
成
方

法
（

東
京

医
療
セ
ン

タ
ー

）
○
上
肢

固
定

具
（
栃

木
病
院

）
○
医
用

画
像

作
成
装

置
及
び

プ
ロ

グ
ラ
ム

（
放

射
線
画

像
に

お
け

る
動
き
検

出
プ

ロ
グ
ラ

ム
の

構
築

）
（
呉
医

療
セ

ン
タ
ー

）
○
病
院

経
営

評
価
支

援
装
置

、
病

院
経
営

評
価

支
援
シ

ス
テ

ム
、

病
院
経
営

評
価

支
援
方

法
並

び
に

病
院
経

営
評

価
支
援

プ
ロ
グ

ラ
ム

及
び
こ

れ
を

記
録

し
た
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ

読
み
取

り
可

能
な
記

録
媒

体
（

香
川
小
児

病
院

）
＊
発
明

の
名

称
は
出

願
名

称
、

括
弧
内

は
発
明

者
の

所
属
病

院
で

あ
り
、

企
業

等
と
の

共
同
出

願
を

も
含
む
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

教
育
研

修
事
業

３
教

育
研
修

事
業

３
教
育

研
修
事

業
３

教
育
研
修
事
業

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

は
、

国
立

病
教

育
研

修
事

業
に

お
い

て
は

、
独

自
の

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
そ

の
有

す
る

人
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
基

づ
く

質
の

高

的
・

物
的

資
源

を
活

か
し

、
独

自
の

育
成

プ
い

臨
床

研
修

医
の

養
成

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
な

ど
、

質
の

高
い

医
制

度
の

構
築

に
よ

り
質

の
高

い
医

療
従

事

療
従
事
者
の

養
成

に
努

め
る

こ
と

。
者

の
養

成
を

行
う

。

臨
床

研
修

医
や

レ
ジ

デ
ン

ト
（

専
門

分

野
の

研
修

医
を

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

平
（

１
）

質
の

高
い

医
療
従

事
者

の
養

成
（

１
）

質
の
高

い
医
療

従
事

者
の

（
１
）
質
の
高
い
医
療
従
事
者
の
養
成

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
養

成
に

、
そ

れ
ぞ

れ
受
け

入
れ

数
の

２
０

％
の

増

加
を
図
る
こ
と

。
①

質
の

高
い

臨
床

研
修

医
や

レ
ジ

デ
①

質
の

高
い

臨
床

研
修

医
や

①
質
の
高
い
臨

床
研
修
医
や
専
修
医
の
養
成
に
基
づ
く
医
師
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築

ま
た

、
政

策
医

療
に

関
す

る
研

修
会

に
ン

ト
の
養

成
専

修
医

の
養

成
に

基
づ

く
医

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
独

自
の

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

１
．

国
立

病
院

機
構

の
病

院
を

中
心

と
す

る
独

自
の

臨
床

研
修

及
び

レ
ジ

デ
ン

ト
の

育
成

目
標

の
期

間
中

に
、

参
加

人
数

の
２

５
％

の
に
基

づ
き

、
質
の

高
い

研
修
を
実

施
構

築
国
立
病

院
機

構
の
使

命
と
し

て
「

医
療
従

事
者

の
研
修

」
が

掲
げ

ら
れ
て
い

る
が

、
そ
の

中
で

も
医

療
の
中

核
を

担
う
医

師
の
教

育
は

安
全
で

増
加

を
見

込
む

と
と

も
に

、
地

域
の

医
療

従
し
て

良
質

な
研
修

医
の

養
成
を
行

う
良

質
な

医
師

の
養

成
に

向
質

の
高
い

医
療

の
提
供

の
た
め

に
重

要
で
あ

り
重

点
的
に

取
り

組
ん

だ
。

事
者

に
対

す
る

研
修

事
業

の
充

実
を

図
る

こ
こ
と
と
し
、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
け

て
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

臨
床
研

修
に

つ
い
て

は
、
管

理
型

若
し
く

は
単

独
型
研

修
指

定
病

院
と
し
て

５
６

病
院

、
協
力

型
研

修
病
院

と
し

て
１
１

５
病
院

が
指

定
さ
れ

、
と
。

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

国
立

病
院

開
始

し
た

専
修

医
制

度
（

後
臨

床
研
修

医
の

育
成
に

取
り
組

ん
だ

ほ
か
、

研
修

医
が
大

学
へ

回
帰

す
る
傾
向

に
あ

る
中
、

平
成

２
１

年
度
に

開
始

す
る
臨

床
研
修

マ
ッ

チ
ン
グ

機
構

と
し

て
受
け

入
れ

る
臨
床
研

修
期

臨
床

研
修

制
度

）
に

お
い

に
つ
い
て

は
、

マ
ッ
チ

数
２
８

８
名

で
あ
っ

た
。

医
数

に
つ

い
て
２

０
％

以
上
の
増

加
て

、
専

門
医

療
分

野
の

良
質

（
※

１
）

を
目

指
す

。
な

医
療
を

提
供
で

き
る

よ
う

、
○
臨
床

研
修

医
の
受

入
数

併
せ

て
、

良
質

な
医

師
を

養
成

各
診

療
科

に
お

い
て

質
の

高
平

成
１

９
年
７

６
３
名

→
平
成

２
０

年
７
１

３
名

（
平
成
１
６

年
度

５
５
９

名
）

す
る

た
め

、
レ
ジ

デ
ン

ト
（
専
門

分
い

研
修
を

実
施
す

る
。

○
後
期

研
修

医
（
レ

ジ
デ
ン

ト
）

の
受
入

数
野

の
研

修
医

を
い

う
。
）

の
養

成
シ

ま
た

、
研

修
を

修
了

し
た

平
成
１

９
年
７

７
０
名

（
専

修
医
３

３
７

名
、
専

修
医

以
外

の
レ
ジ
デ

ン
ト

４
３
３

名
）

ス
テ

ム
を

見
直
し

、
平

成
１
５
年

度
医

師
の

認
定

を
行

い
、

更
に

→
平

成
２

０
年
８

１
６
名

（
専

修
医
４

６
４

名
、
専

修
医

以
外

の
レ
ジ
デ

ン
ト

３
５
２

名
）

に
比

し
、

中
期
目

標
の

期
間
中
に

、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス
に

活
用

す
る

。
国
立

病
院

機
構
と

し
て

受
け
入
れ

る
２

．
研

修
医

指
導

体
制

の
整

備
レ
ジ

デ
ン

ト
数
に

つ
い

て
２
０
％

以
「
医
師

の
臨

床
研
修

に
係
る

指
導

医
講
習

会
の

開
催
指

針
」

に
基

づ
き
、
研

修
医

に
対
す

る
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要
な

経
験
及

び
能

力
を
有

上
の

増
加

（
※

２
）

を
目

指
す

。
し

て
い
る

臨
床

研
修
指

導
医
を

養
成

す
る
た

め
、

独
立
行

政
法

人
化

以
降
国
立

病
院

機
構
独

自
に

「
臨

床
研
修

指
導

医
養
成

研
修
会

」
を

行
い
、

平
成
２
０

年
度

に
は
計

５
回
開

催
、
１

９
０

名
が
参

加
し

、
研
修
医

の
指

導
に

あ
た
る

人
材

育
成
を
行

い
、
良
質

な
研
修

医
を

養
成
す
る

た
め

の
、

※
１

平
成

１
５

年
度

質
の
高
い

研
修

を
実
施

す
る
指

導
体

制
を
整

備
し

た
。

臨
床

研
修

医
現
員

数

４
５

５
名

３
．

Ｉ
Ｔ

を
活

用
し

た
精

神
科

領
域

に
お

け
る

多
施

設
共

同
研

修
の

実
施

※
２

平
成

１
５

年
度

精
神
科

医
療

施
設
の

教
育
の

中
で

は
、
細

か
い

手
技
の

指
導

を
要

す
る
こ
と

は
あ

ま
り
な

く
、

映
像

や
画
像

と
音

声
が
あ

れ
ば
、

ほ
と

ん
ど
の

レ
ジ

デ
ン

ト
現
員

数
診

療
情
報

を
指

導
医
者

と
教
育

を
受

け
る
研

修
医

の
間
で

共
有

す
る

こ
と
が
可

能
で

あ
る
。

精
神

科
医

療
に
お

け
る

こ
の
よ

う
な
教

育
指

導
の
特

８
３

０
名

色
を
踏
ま

え
、

平
成
２

１
年
２

月
か

ら
、
肥

前
精

神
医
療

セ
ン

タ
ー

を
中
心
と

し
た

、
花
巻

病
院

、
久

里
浜
ア

ル
コ

ー
ル
症

セ
ン
タ

ー
、

東
尾
張

病
院
及
び

琉
球

病
院
の

５
病
院

を
テ

レ
ビ
会

議
シ

ス
テ
ム

で
つ

な
ぎ

、
自
院
の

精
神

科
領
域

の
特

徴
を

踏
ま
え

た
テ

ー
マ
を

各
病
院

が
出

し
合
う

こ
と
な
ど

を
通

じ
、
共

通
の
講

義
、

講
演
、

症
例

検
討
会

、
及

び
個

別
の
教
育

指
導

等
を
行

う
こ

と
で

、
症
例

は
豊

富
に
あ

る
も
の

の
医

師
確
保

が
困
難
で

指
導

医
の
体

制
が
必

ず
し

も
十
分

と
は

言
え
な

い
病

院
に

お
い
て
も

、
効

果
的
な

教
育

研
修

を
行
う

こ
と

が
で
き

る
よ
う

、
多

施
設
共

同
研
修
シ

ス
テ

ム
の
運

用
を
開

始
し

た
。

な
お
、

平
成

２
１
年

度
以
降

も
、

当
該
シ

ス
テ

ム
の
よ

り
効

果
的

・
効
率
的

な
運

用
を
図

っ
て

い
く

こ
と
と

し
て

い
る
。

②
医

師
の

キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の

構
築

（
医

師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

の
構
築
）

国
立

病
院

機
構

の
組

織
や

機
能

の
特

色
を

活
か

し
て

、
医

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
１

．
い

わ
ゆ

る
後

期
臨

床
研

修
の

充
実

ス
制

度
を

構
築

し
、

本
部

採
用

の
導

入
臨
床
研

修
修

了
後
の

専
門
領

域
の

研
修
シ

ス
テ

ム
（
い

わ
ゆ

る
後

期
臨
床
研

修
）

構
築
に

我
が

国
で

い
ち
早

く
着

手
し
、

一
定
水

準
の

臨
床
能

と
併

せ
て

、
良

質
な

医
師

の
養

成
と

確
力

を
持
ち

患
者

の
目
線

に
立
っ

た
安

全
で
良

質
な

医
療
を

提
供

で
き

る
こ
と
の

で
き

る
専
門

医
を

育
成

す
る
た

め
の

シ
ス
テ

ム
作
り

に
取

り
組
む

保
に
努

め
る

。
と

と
も
に

臨
床

研
修
修

了
後
の

研
修

シ
ス
テ

ム
確

立
の
必

要
性

を
発

信
し
て
き

た
。

平
成

１
６

、
１

７
年

度
に

は
、

制
度

確
立

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、
「

国
立

病
院

機
構

専
修

医
制

度
」

と
し

て
位

置
付

け
る

と
と

も
に

研
修

実
施

の
た
め

研
修

プ
ロ
グ

ラ
ム
作

成
や

そ
の
審

査
な

ど
具
体

的
体

制
整

備
を
行
っ

た
。

平
成
１

８
年

４
月

よ
り
患

者
の

視
点
に

立
っ
た

安
全

で
良
質

な
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

の
で

き
る

専
門

医
の

育
成

を
開

始
し

た
。

平
成

１
８

年
度

に
は

１
６

７
名

（
３

７
病

院
）

、
平

成
１

９
年

度
に

は
１

９
３
名

（
４

４
病
院

）
、
平

成
２

０
年
度

に
は
１

９
８

名
（
３

３
病

院
）
、
平

成
２

１
年
度

に
は

１
６

１
名
（

３
１

病
院
）

が
研
修

を
開

始
し
て

い
る
。

ま
た
、

平
成

２
０
年

度
は
専

修
医

制
度
の

修
了

者
に
対

し
て

修
了

認
定
を
行

い
、

修
了
認

定
さ

れ
た

医
師
が

機
構

内
病
院

へ
診
療

医
と

し
て
勤

務
す
る
場

合
に

は
処
遇

上
の
優

遇
策

を
設
け

た
。

専
修
医

制
度

の
一
環

と
し
て

ア
メ

リ
カ
退

役
軍

人
病
院

等
海

外
の

医
療
現
場

へ
派

遣
す
る

専
修

医
海

外
留
学

制
度

に
お
い

て
は
、

平
成

２
０
年

度
に
お
い

て
は

６
名
の

医
師
を

派
遣

し
、
医

療
安

全
や
医

療
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
と

い
っ

た
手
法

を
学

ぶ
コ

ー
ス
に

参
加

し
研
修

を
行
っ

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
専

修
医

修
了

者
等

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

実
施

平
成
２
１

年
３

月
、
専

修
医
制

度
を

開
始

し
て
初

め
て

の
修
了
者

７
９

名
を
対

象
に

、
後

期
研
修
施

設
選

択
の

際
の
着

眼
点

、
修
了
後

の
進

路
、

就
職
先
に

つ
い

て
の
情

報
の
有

無
等

を
内
容

と
す

る
調
査

を
行

っ
た

。
本
調
査

に
よ

り
、

①
研

修
病

院
の

選
択

の
際

は
、

当
面

、
技

術
・

知
識

を
効

率
よ

く
修

得
し

て
い

く
こ

と
が

最
大

の
関

心
事

で
あ

り
、
「

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
」

や
「

専
門
医

取
得

」
等

医
師
と

し
て

の
将

来
設
計
に

つ
い

て
の
関

心
は

、
こ
の

段
階

で
は

必
ず
し
も

高
く

な
い

②
一

方
で

、
専

修
医

修
了

後
は

、
医

師
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

は
じ

め
、

技
術

・
知

識
と

と
も

に
「

専
門

医
の

取
得

」
や

「
キ

ャ
リ

ア
ア
ッ
プ

」
を

重
要

視
す
る
よ

う
に

な
る

③
「
給
与

」
や

「
雇

用
の
安
定

」
に

つ
い
て

の
重

要
度

は
、
相

対
的

に
高
く
な

い
等

の
「
専

修
医

像
」
が

得
ら
れ

た
。

ま
た
、

院
長

等
を
対

象
に
行

っ
た

調
査
結

果
と

併
せ
て

考
え

る
と

、
国
立
病

院
機

構
専
修

医
制

度
を

よ
り
良

い
も

の
と
し

て
い
く

た
め

に
は
、

「
専
修
医

か
ら

専
修
医

修
了
後

へ
の

淀
み
の

な
い

キ
ャ
リ

ア
形

成
支

援
」
や
「

大
学

と
の
連

携
を

通
じ

た
研
修

シ
ス

テ
ム
の

充
実
」

が
必

要
で
あ

る
こ
と
が

確
認

で
き
た

。
今

回
の
調

査
結

果
を

踏
ま
え
、

平
成

２
１
年

度
に

お
い

て
、
全

て
の

初
期
研
修

医
及

び
専

修
医
、

全
院

長
・
指

導
医
を

対
象

と
し
た

よ
り

大
規

模
な
調
査

を
行

う
こ
と

で
、
国

立
病

院
機
構

専
修

医
制
度

の
改

善
、

医
師
キ
ャ

リ
ア

パ
ス
制

度
の

確
立

に
向
け

た
取

組
を
進

め
て
い

く
こ

と
を
予

定
し
て
い

る
。

３
．

人
材

育
成

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
の

設
置

良
質
な
医

師
の

育
成

を
行
う
こ

と
は

国
立
病

院
機

構
の

重
要
な

使
命

で
あ
り
、

第
２

期
中

期
計
画

に
お

い
て
、

専
修
医

制
度

の
研
修

コ
ー

ス
や

研
修
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
充

実
、
国

立
病

院
機
構

に
就

職
し
た

医
師

の
知

識
・
技
術

の
向

上
に
向

け
た

研
修

体
制
の

整
備

、
医
師

と
し
て

の
キ

ャ
リ
ア

形
成
を
支

援
す

る
体
制

の
確
立

等
を

行
っ
て

い
く

こ
と
と

し
て

い
る

。
そ
の
た

め
、

平
成
２

１
年

４
月

、
機
構

本
部

に
「
人

材
育
成

キ
ャ

リ
ア
支

援
室
」
を

設
置

し
た
。

③
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

構
②

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
②

看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の

構
築

築
度
の

構
築

専
門

看
護

師
の

育
成

を
含

む
看

護
師

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
１

．
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
実

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
を

構
築

し
、

良
引

き
続

き
、

国
立

病
院

機
構

統
平
成
１

８
年

度
よ
り

運
用
し

て
い

る
「
国

立
病

院
機
構

看
護

職
員

能
力
開
発

プ
ロ

グ
ラ
ム

」
に

よ
り

、
新
採

用
の

１
年
目

か
ら
５

年
目

ま
で
を

質
な
看

護
師

の
養

成
と

確
保

に
努

め
る
。

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

目
安
に
段

階
的

に
看
護

実
践
能

力
を

習
得
出

来
る

よ
う
教

育
体

制
の

充
実
を
図

っ
て

い
る
。

る
「

看
護

職
員

能
力

開
発

プ
ロ

ま
た
、

国
立

病
院
機

構
の
看

護
部

門
を
よ

り
一

層
魅
力

的
な

も
の

と
す
る
た

め
「

国
立
病

院
機

構
に

お
け
る

看
護

師
確
保

に
関
す

る
検

討
委
員

グ
ラ

ム
」

の
運

用
を

行
っ

て
い

会
」
に
お

い
て

検
討
し

た
次
の

施
策

を
引
き

続
き

平
成
２

０
年

度
も

実
施
し
、

キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の

充
実
を

図
っ

た
。

く
と

と
も

に
、

研
究

休
職

制
度

の
適

用
を

推
進

し
て

い
く

な
ど

(
1
)
専
任

教
育

担
当
師

長
の
配

置
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
院
内
の

教
育

研
修

に
係
る
企

画
や

、
プ
リ

セ
プ

タ
ー

に
よ
る

教
育

指
導
方
法

の
相

談
等

に
き
め

細
か

く
対
応

で
き
る

よ
う

に
す
る

た
め

の
教

を
充

実
し

、
良

質
な

看
護

師
の

育
担
当
看

護
師

長
を

各
病
院
の

状
況

に
応
じ

て
配

置
で

き
る
よ

う
に

し
、
新
人

看
護

師
の

教
育
支

援
の

み
な
ら

ず
、
特

定
の

看
護
単

位
を

超
え

養
成

と
確
保

に
努
め

る
。

た
連
携
や

活
動

が
可

能
と
な
り

、
よ

り
教

育
研
修

体
制

の
充
実

を
図

っ
た
。

ま
た
、

国
立

病
院

機
構
病
院

が
、

新
人

を
含
む

全
看

護
職
員

へ
の

効
果
的
な

教
育

支
援

が
で
き

る
よ

う
、
平

成
２
０

年
６

月
に
看

護
業

務
指

針
を
改
正

し
て

「
教

育
担
当
看

護
師

長
の
業

務
」

を
追

加
し
、

各
業

務
を
明
確

化
し

て
い

る
。

【
専

任
教

育
担
当

師
長
の

配
置

病
院
】

平
成

１
９
年

度
２

５
病

院
→

平
成
２
０

年
度

４
５
病
院

(
2
)
専
門

看
護

師
、
認

定
看
護

師
の

配
置

昨
今
の

医
療

・
看

護
の
高
度

化
、

多
様
化

に
伴

い
、

よ
り
専

門
的

で
水
準
の

高
い

知
識

や
技
能

を
持

っ
た
看

護
の
ス

ペ
シ

ャ
リ
ス

ト
が

必
要

と
さ
れ
て

お
り

、
国

立
病
院
機

構
と

し
て
も

積
極

的
に

職
員
を

研
修

に
派
遣
し

、
各

病
院

の
特
性

に
合

わ
せ
た

認
定
看

護
師

及
び
専

門
看

護
師

を
配
置
し

、
そ

の
分

野
の
看
護

職
員

に
対
し

適
切

な
指

導
、
相

談
を

行
い
、
さ

ら
に

充
実

し
た
高

い
水

準
の
看

護
を
実

践
し

て
い
る

。

【
専

門
看

護
師
・

認
定
看

護
師

の
配
置

数
】

平
成

１
９
年

度
８

１
病

院
１

９
０

名
→

平
成
２

０
年
度

８
６

病
院

２
５

８
名

（
平
成

１
５

年
度

２
９

病
院

３
６
名

）

(
3
)
実
習

指
導

者
の
養

成
国
立
病

院
機

構
独

自
の
取
組

と
し

て
、
全

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

が
実

習
指
導
者

講
習

会
を

実
施
す

る
こ

と
で
、

受
講
し

や
す

く
な
り

、
よ

り
多

く
の

実
習

指
導

者
の

養
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

看
護

学
生

の
実

習
指

導
体

制
、

新
人

看
護

師
教

育
担

当
者

（
プ

リ
セ

プ
タ

ー
）
へ

の
相

談
や

ア
ド
バ
イ

ス
等

の
支
援

体
制

の
充

実
が
図

ら
れ

た
。

【
国

立
病

院
機
構

が
実
施

す
る

実
習
指

導
者

講
習
会

の
受

講
者

数
】

平
成

１
７
年

度
１

カ
所

５
２
名

平
成

１
８
年

度
５

カ
所

１
９

６
名

平
成

１
９
年

度
６

カ
所

２
７

５
名

平
成

２
０
年

度
６

カ
所

２
６

１
名

延
受

講
者

数
７
８
４
名
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
4
)
研
究

休
職

制
度

高
度
専

門
的

な
医

療
の
提
供

が
で

き
る

人
材
を

確
保

す
る
た

め
、

意
欲
の
あ

る
職

員
が

退
職
す

る
こ

と
な
く

国
立
看

護
大

学
校
研

究
課

程
又

は
看
護
系

の
研

究
科

を
置
く
大

学
院

に
進
学

で
き

る
よ

う
「
研

究
休

職
制
度
」

を
創

設
し

て
い
る

。
平
成
１

８
年

度
に

は
１
名
が

、
平

成
１

９
年
度

に
は

３
名
が

研
究

休
職
し
、

国
立

病
院

機
構
の

医
療

の
向
上

の
た
め

に
、

医
療
現

場
に

お
い

て
活
躍
し

て
い

る
。

ま
た
、

平
成

２
１

年
度
に
も

新
た

に
３

名
が
大

学
院

に
進
学

し
、

そ
の
研
究

成
果

を
十

分
還
元

で
き

る
も
の

と
期
待

し
て

い
る
。

２
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
基

づ
く

研
修

の
実

施
全
病
院

統
一

の
研
修

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
の
中

で
院

外
で
の

研
修

に
お

け
る
実
践

能
力

向
上
を

評
価

項
目

と
し
た

こ
と

に
よ
り

、
所
属

病
院

が
担
っ

て
い
る
政

策
医

療
以
外

の
政
策

医
療

分
野
な

ど
自

院
で
の

Ｏ
Ｊ

Ｔ
で

は
習
得
が

困
難

な
分
野

の
看

護
技

術
、
知

識
に

つ
い
て

体
験
し

な
が

ら
実
践

能
力

を
習

得
し

た
り

、
他

病
院

の
実

際
の

現
場

か
ら

自
院

の
体

制
の

見
直

し
や

個
人

の
技

術
向

上
等

に
繋

が
る

よ
う

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を

活
用

し
た
病

院
間
交

流
研

修
を
実

施
し

た
。
ま

た
、

引
き

続
き
各
病

院
、

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

及
び
本

部
に

お
い
て

キ
ャ
リ

ア
パ

ス
に
基

づ
く
研
修

を
実

施
す
る

と
と
も

に
、

専
門
的

な
知

識
・
技

術
を

習
得

す
る
た
め

看
護

師
を
専

門
研

修
機

関
へ
研

修
派

遣
し
た

。

【
専
門

研
修

機
関
派

遣
者
数

】
平

成
１
９

年
度

１
１

３
名

→
平
成
２

０
年

１
２

３
名

さ
ら
に

、
各

ブ
ロ
ッ

ク
単
位

で
、

看
護
師

他
関

係
医
療

従
事

者
を

対
象
に
、

医
療

安
全
に

関
す

る
制

度
の
十

分
な

理
解
や

各
病
院

の
取

組
状
況

な
ど

の
知

識
と

技
能

の
習

得
と

と
も

に
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

医
療

安
全

管
理

研
修

」
を

実
施

し
病

院
全
体
で

の
医

療
安
全

管
理
体

制
の

充
実
を

図
っ

た
。

(
1
)
本
部

・
ブ

ロ
ッ
ク

・
病
院

に
お

け
る
研

修
の

実
施

①
幹
部

管
理

者
研
修

（
国
立

病
院

機
構
本

部
）

幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅰ

６
５
時
間

７
０

名
幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅱ

８
６
時
間

２
５

名
幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅲ

１
８
時
間

２
５

名

②
中
間

管
理

者
研
修

（
各
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
）

看
護

師
長

新
任
研

修
１
日

～
５
日

間
１

７
３

名
副
看

護
師

長
新
任

研
修

２
日

～
５
日

間
３

２
４

名
医
療

安
全

対
策
研

修
会

１
日

～
５
日

間
９

２
７

名
そ
の

他
（

新
任
教

員
研
修

、
教

育
担
当

者
研

修
）
２

８
８

名

③
幹
部

看
護

師
任
用

候
補
者

研
修

（
各
病

院
）
・

・
・

・
・
・

・
・

・
３
０

時
間

(
2
)
専
門

研
修

機
関
へ

の
研
修

派
遣

の
状
況

①
「
専

門
看

護
師
」

研
修

１
２

名
（
が

ん
看

護
５

名
感

染
症

看
護

１
名

老
人

看
護

１
名

急
性

・
重

症
看
護

１
名

慢
性
疾

患
看

護
３

名
）

②
「
認

定
看

護
師
」

研
修

６
８

名
が
ん

化
学

療
法

１
１

名
小
児

救
急

１
名

が
ん

性
疼

痛
２

名
新
生

児
集

中
ケ

ア
３
名

感
染

管
理

２
１

名
摂
食

嚥
下

２
名

緩
和

ケ
ア

７
名

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
１

７
名

救
急

看
護

２
名

集
中

ケ
ア

２
名

③
教
員

養
成

講
習
（

看
護
研

修
セ

ン
タ
ー

）
幹
部

教
員

養
成
コ

ー
ス

１
年
間

８
名

看
護

教
員

養
成
コ

ー
ス

１
年
間

２
７
名

（
都

道
府

県
主
催

講
習
）

看
護

教
員
養

成
コ

ー
ス

約
８

ヶ
月

８
名
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
指

定
研

究
「

離
職

し
た

看
護

師
の

職
場

復
帰

を
可

能
に

す
る

要
因

分
析

」
採
用
し

た
看

護
師
の

定
着
を

推
進

す
る
こ

と
は

病
院
運

営
に

と
っ

て
重
要
な

課
題

と
な
っ

て
い

る
。

日
本
に

お
け

る
潜
在

看
護
職

員
数

は
５
５

万
人
と
も

推
計

さ
れ
、

そ
の
潜

在
看

護
師
確

保
に

あ
た
り

、
看

護
師

が
専
門
職

と
し

て
継
続

し
て

仕
事

が
で
き

る
環

境
整
備

等
を
推

進
し

て
い
く

う
え
で
、
離

職
し
た

看
護

師
の
職

場
復

帰
を
可

能
に
す

る
要

因
を
明

ら
か

に
す

る
こ
と

は
重

要
で
あ
る

と
考

え
、
平

成
２
０

年
度
に

お
い

て
、「

離
職

し
た
看

護
師

の
職
場

復
帰
を

可
能

に
す
る

要
因

分
析
」

と
し

て
指

定
研
究
を

行
っ

た
。

今
後
は

、
当

該
指
定

研
究
に

お
い

て
抽
出

さ
れ

た
課
題

を
基

に
看

護
師
の
職

場
定

着
に
向

け
た

環
境

整
備
及

び
人

材
育
成

に
努
め

る
こ

と
と
し

て
い
る
。

○
指
定

研
究

（
概
要

）
潜
在
看

護
師

や
離

職
し
て
職

場
復

帰
し

た
看
護

師
が

、
職
場

復
帰

す
る
に
あ

た
り

必
要

と
さ
れ

る
支

援
や
条

件
に
つ

い
て

明
ら
か

に
し

看
護

師
確
保
対

策
に

活
用

す
る
こ
と

を
目

的
に
、

全
国

国
立

病
院
機

構
の

看
護
師
を

対
象

に
調

査
を
行

っ
た

。
調
査

内
容
は

１
）

職
場
復

帰
す

る
に

至
っ
た
理

由
や

条
件

、
２
）
職

場
復

帰
前
の

不
安

項
目

と
復
帰

後
の

不
安
項
目

、
３

）
職

場
復
帰

前
に

必
要
な

支
援
に

つ
い

て
、
４

）
職

業
を

継
続
し
て

い
く

上
で

期
待
す
る

支
援

や
体
制

の
整

備
に

つ
い
て

、
５

）
看
護
職

を
継

続
し

て
い
く

上
で

の
支
え

や
や
り

が
い

感
に
つ

い
て

、
以

上
の
５
点

に
集

約
し

て
調
査
を

行
っ

た
。

今
後
の

課
題

と
し

て
次
の
４

点
に

つ
い

て
示
唆

さ
れ

た
。

(
1
)

潜
在

看
護

師
の
再
就

業
支

援
の

た
め
の

研
修

シ
ス
テ

ム
の

構
築
が
必

要
(
2
)

復
職

し
た

看
護
師
に

対
す

る
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
整

備
や

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

ラ
ボ

な
ど
の

設
備

と
、
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ

プ
支
援

が
で

き
る

教
育
専

任
の

看
護
師
長

あ
る

い
は

副
看
護

師
長

レ
ベ
ル

の
人

材
の
配
置

が
必

要
(
3
)

働
き

続
け

ら
れ
る
職

場
環

境
の

整
備
と

し
て

、
個
人

の
多

様
な
価
値

観
を

お
互

い
に
認

め
合

う
人
間

関
係
が

築
け

る
職
場

づ
く

り
が

看
護
管

理
者

の
リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
求
め

ら
れ

る
(
4
)

保
育

所
の

整
備
や
勤

務
体

制
に

対
し
て

柔
軟

な
勤
務

線
表

の
工
夫
な

ど
も

再
検

討
が
必

要
特
に
、

延
長

保
育

や
夜
間
保

育
、

病
児

保
育
の

体
制

の
整
備

と
共

に
、
保
育

可
能

な
園

児
数
の

枠
を

拡
げ
る

こ
と
も

子
育

て
支
援

と
し

て
組

織
が
取
り

組
む

急
務

の
課
題
と

し
て

示
唆
さ

れ
た

。

④
質

の
高

い
看

護
師
等

養
成

③
質

の
高
い

看
護
師

等
養

成
③

質
の
高
い
看
護
師
等
養
成

看
護

師
等

養
成

所
に

つ
い

て
は

、
第

各
養

成
所

は
、

第
三

者
に

よ
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

を
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
と

地
域

１
．

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

の
開

催
べ

て
の

養
成

所
に

お
い

て
実

施
し

て
教

に
開

か
れ

た
公

開
講

座
の

実
施

医
療
内

容
の

高
度
化

・
複
雑

化
や

多
職
種

か
ら

な
る
チ

ー
ム

に
よ

る
医
療
に

主
体

的
に
対

応
し

て
い

く
こ
と

の
で

き
る
看

護
師
の

養
成

及
び
今

育
の

質
を

高
め

る
と

と
も

に
、

再
編

成
に
取

り
組
む

。
後

の
附

属
養

成
所

の
方

向
性

等
の

検
討

を
目

的
に

、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

（
報

告
：

平
成

等
に

よ
り

専
任

教
官

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

災
害

医
療

看
護

や
重

２
０

年
１

２
月

）
」

を
設

置
し

、
国

立
病

院
機

構
の

看
護

の
質

の
更

な
る

向
上

の
た

め
の

一
方

策
と

し
て

平
成

２
１

年
度

以
降

下
記

に
つ

い
て

取
ま
た

、
す

べ
て
の

養
成

所
は
、
地

域
心

・
筋

ジ
ス

看
護

な
ど

、
国

立
り

組
む
こ

と
と

し
て
い

る
。

医
療

へ
の

貢
献

の
た

め
、

地
域

に
開

か
病

院
機

構
に

お
け

る
特

徴
的

な
れ
た

公
開

講
座

を
実

施
す

る
。

看
護

に
つ

い
て

盛
り

込
ん

だ
カ

【
報
告

書
（

抜
粋
）
】

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

を
確

実
に

(
1
)
看

護
基

礎
教
育

の
充
実

実
施

し
て

い
く

と
と

も
に

、
再

看
護
基

礎
教
育

に
お
け

る
技

術
項
目

と
卒

業
時
の

到
達

度
を

設
定
し
、

看
護

実
践
能

力
の

到
達

度
を
測

定
し

て
検
証

し
て
い

く
こ

と
に
着

編
成

に
伴

い
専

任
教

員
の

再
配

手
す

る
。

置
を

行
う

こ
と

に
よ

り
教

育
体

(
2
)
教

員
の

質
の
向

上
制
の

充
実
を

図
る
。

教
員
に

必
要
な

教
育
実

践
能

力
、
看

護
実

践
能
力

、
研

究
能

力
及
び
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

能
力

を
向

上
さ
せ

る
た

め
の
取

組
を
実

施
す

る
。

(
3
)
看

護
師

長
（
教

育
担
当

）
の

配
置
増

新
採
用

者
の
卒

後
の
教

育
に

携
わ
る

こ
と

の
で
き

る
看

護
師

長
（
教
育

担
当

）
を
必

要
に

応
じ

て
配
置

を
行

う
。

(
4
)
早

期
施

設
間
異

動
の
実

施
採

用
後

、
自
分

の
適
性

と
合

っ
て
い

な
い

な
ど
、

就
職

し
た

病
院
で
の

勤
務

が
困
難

に
な

っ
た

場
合
に

国
立

病
院
機

構
内
病

院
へ

異
動
を

行
い

、
継

続
し
て

勤
務
で

き
る

よ
う
配

慮
す

る
。

(
5
)
ス

キ
ル

ア
ッ
プ

ラ
ボ
施

設
の

充
実

２
４
時

間
い
つ

で
も
看

護
技

術
が
学

習
で

き
る
よ

う
シ

ミ
ュ

レ
ー
タ
ー

な
ど

を
整
備

し
、

技
術

教
育
の

充
実

を
図
る

。
(
6
)
卒

後
研

修
制
度

の
モ
デ

ル
的

導
入

急
性
期

医
療
か

ら
慢
性

期
医

療
ま
で

看
護

を
幅
広

く
学

ぶ
こ

と
と
、
卒

後
の

リ
ア
リ

テ
ィ

シ
ョ

ッ
ク
を

最
小

限
に
し

新
採
用

者
の

離
職
防

止
及

び
職

場
定
着

を
目
的

に
院

内
・
院

外
ロ

ー
テ
ー

シ
ョ

ン
の

で
き
る
研

修
制

度
を
モ

デ
ル

的
に

実
施
す

る
。

(
7
)
授

業
料

等
の
見

直
し

地
域

性
を

考
慮

し
、
各
学

校
の

実
情

に
応
じ

て
学

校
長
が

授
業

料
等
を
決

定
し

て
い

く
。

(
8
)
奨
学

金
制

度
の

見
直
し

国
立

病
院

機
構

全
病
院
に

お
い

て
、

各
病
院

で
奨

学
金
額

を
決

定
し
、
看

護
学

生
等

に
対
し

貸
与

す
る
。

ま
た
、

看
護

大
学
生

に
も

貸
与

可
能
と

す
る

よ
う

貸
与
期
間

を
３

年
か

ら
４
年

に
改

正
す
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
新

構
想

看
護

学
部

・
大

学
院

開
設

に
向

け
た

取
組

「
独

立
行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

」
（

平
成

１
９

年
１

２
月

２
４

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

、
「
『

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

の
主

要
な

事
務

及
び

事
業

の
改

廃
に

関
す

る
勧

告
の

方
向

性
』

に
お

け
る

指
摘

を
踏

ま
え

た
見

直
し

案
」
（

平
成

１
９

年
１

２
月

２
１

日
厚

生
労

働
省

）
が

行
革
本
部

で
決

定
さ
れ

、
「
看

護
教

育
の
変

化
の
中

で
、

医
療
と

一
体

と
な
っ

た
高

等
看
護

教
育
の

実
施

を
検
討

す
る

」
こ
と

と
さ

れ
た

。
具
体
的

に
は

、
高
度

な
看
護

実
践

能
力
を

持
ち

、
ス
キ

ル
ミ

ッ
ク

ス
に
よ
り

チ
ー

ム
医
療

を
提

供
し

て
い
く

こ
と

の
で
き

る
看
護

師
を

養
成
す

る
た
め
、

①
臨
床

実
習

を
充
実

さ
せ
た

看
護

基
礎
教

育
課

程
で
あ

る
看

護
学

部
（
４
年

間
）
、

②
高
度

な
看

護
実
践

技
術
の

獲
得

を
目
的

と
し

た
高
等

看
護

実
践

課
程
で
あ

る
大

学
院
（

２
年

間
）
、

と
の
一
貫

し
た

教
育
を

、
国
立
病

院
機

構
の

豊
富
な

医
療

現
場
と
一

体
と

な
っ

て
行
う

こ
と

と
し
、
学

校
法

人
青

葉
学
園
（
東

京
医
療
保

健
大

学
）

と
の
連
携

に
よ

り
、
平

成
２
２

年
４

月
の
開

設
に

向
け
、

文
部

科
学

省
及
び
東

京
都

な
ど
関

係
省

庁
等

と
調
整

を
行

っ
て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

(
1
)
名

称
（

仮
称
）

・
東

京
医

療
保
健

大
学

東
が

丘
看
護

学
部

・
東

京
医

療
保
健

大
学

看
護

学
研
究

科
看

護
学
専

攻
高

度
実

践
看
護
コ

ー
ス

※
通
称

「
東
京

医
療
保

健
大

学
国

立
病

院
機
構

校
」

(
2
)
定

員
（

予
定
）

・
看

護
学

部
：
１

０
０
名

・
大

学
院
：

２
０

名

(
3
)
看

護
学

部
の
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
特
徴

（
予

定
）

・
基

礎
分

野
（
人

間
理
解

と
自

然
科
学

）
・
専

門
基

礎
分
野

（
健
康

問
題

の
解
決

）
・
専

門
分

野
（
あ

ら
ゆ
る

状
況

の
対
象

へ
の

看
護
と

キ
ャ

リ
ア

開
発
）

の
３

分
野

か
ら
な

る
１
２

９
単

位
以
上

を
履

修
す
る

こ
と

と
し

て
い
る
。

(
4
)
大

学
院

の
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

特
徴
（

予
定

）
必
修

４
１

単
位

、
選
択
４

単
位

（
計

４
５
単

位
）

の
科
目

に
お

い
て
ス
キ

ル
ミ

ッ
ク

ス
に
対

応
し

た
看
護

実
践
能

力
の

分
野
を

履
修

す
る

こ
と
と

し
て

い
る

。

３
．

長
崎

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

大
学

の
誘

致
長
崎
医

療
セ

ン
タ
ー

に
つ
い

て
は

、
当
該

附
属

看
護
学

校
へ

の
応

募
状
況
の

減
少

傾
向
、

入
学

辞
退

者
の
増

加
、

昨
今
の

当
該
地

域
に

お
け
る

学
生
の
大

学
志

向
等
の

地
域
事

情
を

踏
ま
え

活
水

女
子
大

学
の

強
い

意
向
に
応

え
て

同
大
学

の
看

護
学

部
と
し

て
看

護
師
の

養
成
を

行
う

こ
と
と

し
、
平
成

２
１

年
４
月

に
開
設

し
た

。

４
．

国
立

病
院

機
構

の
特

徴
を

盛
り

込
ん

だ
附

属
看

護
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

平
成
１

９
年

度
に
改

正
し
た

附
属

看
護
学

校
の

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
り
、
国

立
病

院
機
構

が
担

う
医

療
の
特

徴
な

ど
を
盛

り
込
ん

だ
授

業
を
引

き
続
き
実

施
し

て
い
る

。
【
追
加

し
た

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

内
容

】
・
医

療
政

策
と
国

立
病
院

・
療

養
所
が

果
た

し
て
き

た
役

割
、

国
立
病
院

機
構

の
役
割

と
機

能
、

他
・
災

害
時

の
看
護

、
重
症

心
身

障
害
児

（
者

）
へ
の

看
護

、
神

経
・
筋
難

病
患

者
へ
の

看
護

、
他

・
災

害
看

護
訓
練

、
結
核

感
染

患
者
へ

の
看

護
「
見

学
」

５
．

実
習

指
導

者
講

習
会

の
充

実
（

再
掲

）
国
立
病

院
機

構
独
自

の
取
組

と
し

て
、
全

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

が
実

習
指
導
者

講
習

会
を
実

施
す

る
こ

と
に
よ

り
、

国
立
病

院
機
構

の
提

供
す
る

医
療
の
特

徴
で

あ
る
重

症
心
身

障
害

児
（
者

）
・
進

行
性

筋
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

児
（

者
）
・

災
害
医

療
等

に
つ
い

て
の

理
解
を

促
す
こ

と
が

出
来
る

指
導
が
行

え
る

よ
う
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

に
独
自

性
を

盛
り
込

み
運

用
し

て
い
る
。

６
．

奨
学

金
制

度
の

運
用

国
立
病

院
機

構
で
看

護
に
従

事
す

る
意
思

を
も

っ
た
附

属
看

護
学

校
学
生
等

に
対

し
、
奨

学
金

を
貸

与
す
る

制
度

を
平
成

１
８
年

度
よ

り
創
設

し
、
平
成

１
９

年
４
月

よ
り
延

べ
７

７
名
が

卒
業

し
機
構

病
院

で
勤

務
し
て
お

り
、

看
護
師

確
保

対
策

の
一
方

策
と

し
て
制

度
の
活

用
を

図
っ
て

い
る
。

ま
た
、

平
成

２
０
年

度
に
お

い
て

は
、
当

該
制

度
を
積

極
的

に
活

用
で
き
る

よ
う

検
討
を

行
い

、
平

成
２
１

年
３

月
に
規

程
の
改

正
を

行
い
、

平
成
２
１

年
度

以
降
、

①
貸

与
額

を
地
域

実
情
に

合
わ

せ
た
貸

与
額

と
す
る

こ
と

②
大

学
生

に
貸
与

可
能
と

な
る

よ
う
貸

与
期

間
を
３

年
か

ら
４

年
と
す
る

こ
と

と
し
た
。

【
奨
学

金
の

貸
与
状

況
】

平
成
１

８
年
度

２
０
名

（
平
成

１
９

年
３
月

卒
業

者
１

４
名
が
、

機
構

病
院
に

勤
務

）
平

成
１

９
年
度

３
８
名

（
平
成

２
０

年
３
月

卒
業

者
１

０
名
が
、

機
構

病
院
に

勤
務

）
平

成
２

０
年
度

１
３

１
名

（
平
成

２
１

年
３
月

卒
業

者
５

３
名
が
、

機
構

病
院
に

勤
務

）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
７

．
第

三
者

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
の

実
施

国
立
病

院
機

構
以
外

の
教
員

な
ど

の
第
三

者
に

よ
る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評
価
を

平
成

２
０
年

度
ま

で
に

は
全
校

で
実

施
し
、

各
項
目

の
評

価
結
果

を
参
考
に

看
護

教
育
の

質
の
向

上
に

努
め
て

い
る

。

【
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
評

価
の
結

果
】

①
他

校
と

の
違
い

や
機
構

の
特

徴
を
打

ち
出

す
こ
と

が
で

き
る

よ
う
、
学

校
の

地
域
性

、
機

構
の

政
策
医

療
の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

を
教

育
理
念

・
教
育

目
的
に

明
文
化

し
た

。
②
卒

業
後

の
継
続

教
育
の

考
え

方
が
教

育
目

標
か
ら

読
み

取
れ

な
い
た
め

、
日

々
の
教

育
活

動
の

中
で
実

践
し

て
い
る

こ
と
を

具
体

化
し
、

教
育
目

標
に
明

記
し
た

。

８
．

公
開

講
座

の
実

施
附
属
看

護
学

校
の
教

育
活
動

の
一

環
と
し

て
地

域
社
会

に
貢

献
す

る
た
め
、

全
学

校
で
地

域
住

民
や

地
域
の

高
校

生
な
ど

を
対
象

と
し

た
公
開

講
座
を
実

施
し

た
。

【
公
開

講
座

の
開
催

回
数
】

平
成

１
９
年

度
：

９
８

回
→

平
成

２
０
年

度
：

９
０

回
（
１
．

７
回

／
学

校
）

（
２
．

１
回

／
学

校
）

９
．

附
属

看
護

学
校

の
高

い
看

護
師

国
家

試
験

合
格

率
附
属
看

護
学

校
の
国

家
試
験

合
格

率
が
昨

年
と

同
様
全

国
平

均
を

大
き
く
上

回
る

だ
け
で

な
く

、
大

学
及
び

そ
の

他
の
３

年
課
程

の
養

成
所
別

と
比
し
て

も
上

回
っ
て

お
り
、

全
国

ト
ッ
プ

の
合

格
率
で

あ
る

。

【
看
護

師
国

家
試
験

合
格
率

】
平
成
１

９
年

３
月

発
表
者

平
成

２
０
年

３
月
発

表
者

平
成

２
１

年
３
月

発
表

者
国

立
病

院
機
構

附
属
看

護
学

校
９

８
．

４
％

９
８
．

２
％

９
７

．
８
％

全
国
平

均
９

４
．

８
％

９
４
．

６
％

９
４

．
４
％

（
大
学

・
３
年

課
程
の

養
成

所
の
合

格
率

）
・
大

学
９

７
．

３
％

９
３
．

５
％

９
７

．
５
％

・
短

期
大
学

９
３
．

５
％

９
３
．

２
％

９
２

．
０
％

・
養

成
所

９
５
．

９
％

９
５
．

９
％

９
５

．
９
％

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
普

及
の

た
め

の
研

修
人

材
④

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
④

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
普
及
の
た
め
の
研
修

人
材
養
成

養
成

修
人

材
養
成

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
政

策
医

療
の

推
進

の
た

め
、

１
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
修

会
て

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

に
基

づ
い

た
医

療
を

提
供

良
質

な
医

療
従

事
者

の
養

成
を

平
成
２

０
年

度
は
、

研
修
会

を
新

た
に
企

画
す

る
な
ど

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の
た
め

に
必

要
な
研

修
会

を
開

催
し
人

材
の

育
成
を

行
っ
た

。
す

る
た

め
、

研
修

会
等

を
開

催
し

て
良

積
極

的
に
行

う
。

研
修
会

の
総

参
加
者

は
、
２

，
０

４
３
名

で
あ

り
、
平

成
１

５
年

度
に
比
べ

３
４

．
０
％

増
加

し
た

。
質

な
医

療
従

事
者

の
養

成
を

図
る

。
ま

ま
た

、
治

験
に

関
す

る
研

修
た

、
治

験
・

臨
床

研
究

推
進

の
た

め
の

等
を

行
い

、
引

き
続

き
治

験
・

(
1
)
質
の

高
い

治
験
・

臨
床
研

究
を

推
進
す

る
た

め
の
研

修
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
Ｅ

Ｂ
Ｍ

臨
床

研
究
の

推
進
を

図
る

。
に
精

通
し

た
人

材
の

養
成

を
行

う
。

な
お

、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
①

質
の
高

い
治
験

を
推
進

す
る

た
め
の

研
修

会
（
再

掲
）

政
策

医
療

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に
お
い

て
ー

ク
に

お
け

る
研

修
に

つ
い

て
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

初
級

・
３

年
以

上
）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

事
務

局
・

事
務

は
、

こ
れ

ら
の

研
修

内
容

等
の

充
実

に
は

、
臨

床
研

究
組

織
の

再
編

及
職
員
等

を
対

象
と

し
、
参

加
者

総
計
６

７
３

名
、
延

べ
１

１
回

、
２
０

日
間

の
研
修

会
を

実
施
を

実
施

し
、
中
核

と
な
る

人
材

を
養

成
し
た

。
努

め
る

と
と

も
に

、
平

成
１

５
年

度
に

び
研

究
実

績
を

踏
ま

え
、

次
期

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
当

該
中

期
計

画
に

向
け

、
研

修
体

系
②

臨
床
研

究
の
デ

ザ
イ
ン

と
進

め
方
に

関
す

る
研
修

会
研

修
会

へ
の

参
加

人
数

に
つ

い
て

２
５

の
立

案
に
着

手
す
る

。
国
立

病
院

機
構

内
の
多
職

種
に

わ
た

る
医
療

従
事

者
（
職

員
）

を
対
象
に

、
臨

床
疫

学
の
考

え
に

基
づ
き

、
日
常

の
臨

床
現
場

に
お

け
る

％
以

上
の

増
加

（
※

）
を

目
指

す
。

疑
問

に
つ

い
て

、
研

究
デ

ザ
イ

ン
を

作
成

で
き

る
よ

う
な

知
識

及
び

技
能

を
身

に
つ

け
る

目
的

で
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

新
た

に
、
「

臨
床

研
究
の

デ
ザ

イ
ン

と
進
め
方

に
関

す
る
研

修
会

」
を

行
っ
た

。
平
成
２
０

年
度

ま
で
に

１
８

８
名

の
職
員

が
２

日
間
の
研

修
会

に
参

加
し
た

。
※

平
成

１
５

年
度

実
績

ま
た

、
「

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

進
め

方
に

関
す

る
研

修
会

ア
ド

バ
ン

ス
ド

研
修

」
と

し
て

、
研

究
テ

ー
マ

を
持

つ
職

員
に

研
究

デ
ザ

イ
研

修
会

延
べ

参
加
人

数
ン
の
作

成
に

つ
い

て
よ
り
高

度
な

研
修
を

行
い

２
０

名
の
職

員
が

参
加
し
た

。
１

，
５

２
５
名

③
デ

ー
タ

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

研
修

会
臨
床

研
究

の
進

め
方
及
び

臨
床

研
究

に
お
け

る
デ

ー
タ
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
の

意
義

・
重

要
性
を

身
に

つ
け
る

事
を
目

的
と

し
て
、

平
成

２
０

年
度
ま

で
に

１
４

４
名
の
職

員
を

集
め

て
研
修

会
を

行
っ
た

。

(
2
)
ブ
ロ

ッ
ク

単
位
で

の
研
修

ブ
ロ
ッ

ク
単

位
で

医
療
安
全

、
臨

床
研

修
指
導

医
の

養
成
、

小
児

救
急
等
国

立
病

院
機

構
に
お

い
て

重
点
的

に
取
り

組
む

課
題
に

関
し

て
、

チ
ー
ム
医

療
推

進
を

念
頭
に
置

き
多

職
種
参

加
に

よ
る

研
修
を

実
施

し
た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
国

立
病

院
機

構
総

合
医

学
会

の
開

催
（

再
掲

）
国
立
病

院
機

構
主
催

の
国
立

病
院

総
合
医

学
会

を
、
東

京
医

療
セ

ン
タ
ー
を

学
会

長
施
設

、
東

京
病

院
を
副

学
会

長
施
設

と
し
て

、
東

京
国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、
「

医
療

の
心

を
求

め
て

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

開
催

し
た

。
国

立
病

院
総

合
医

学
会

を
通

じ
て

国
立

病
院

機
構

の
職

員
等

に
対
し
、

学
術

研
究
の

成
果
を

発
表

す
る
機

会
を

与
え
、

職
員

の
自

発
的
な
研

究
の

取
組
み

を
奨

励
し

、
職
員

が
行

う
研
究

レ
ベ
ル

の
向

上
を
図

り
、
ま
た

、
研

究
者
の

み
な
ら

ず
参

加
す
る

国
立

病
院
機

構
職

員
の

活
性
化
を

目
的

と
し
て

、
平

成
２

０
年
１

１
月

２
１
日

・
２
２

日
に

開
催
し

た
。 平

成
２

０
年

度
は
、

本
部
職

員
も

様
々
な

場
面

で
積
極

的
に

参
加

し
、
Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励
表

彰
と

し
て

、
病
院

運
営

の
あ
ら

ゆ
る
課

題
に

つ
い
て

様
々
な
創

意
工

夫
を
凝

ら
し
、

業
務

改
善
等

に
積

極
的
に

取
り

組
ん

だ
職
員
の

表
彰

を
行
う

等
、

国
立

病
院
総

合
医

学
会
の

質
の
向

上
を

図
っ
た

結
果
、
参

加
者

６
，
０

０
２
名

を
集

め
る
盛

大
な

学
会
と

な
っ

た
。

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ
ム

・
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
・

・
・

・
・

３
０
題

○
ポ

ス
タ

ー
セ
ッ

シ
ョ
ン

・
・

・
・
１

，
５

７
３
題

○
特

別
講

演
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

２
講
演

・
加
我

君
孝

（
東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
臨

床
研
究

セ
ン

タ
ー

長
）

『
医

学
教
育

の
「
温

故
知

新
」
－

オ
ラ

ン
ダ
・

英
国

・
ド

イ
ツ
・
米

国
か

ら
医
学

を
学

ん
だ

あ
と
の

未
来

』
・

山
田

邦
子

（
タ
レ

ン
ト

）
『
ワ

ハ
ハ
で

い
こ
う

！
』

（
２

）
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

研
修

事
業

の
（

２
）

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研

修
（
２

）
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

研
修
事
業
の
実
施

実
施

事
業

の
実
施

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
確

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
地
域
の

医
療

従
事
者

を
対
象

と
し

た
研
究

会
等

に
つ
い

て
、

研
修

施
設
の
整

備
や

診
療
密

度
が

高
ま

り
診
療

現
場

の
負
荷

が
大
き

く
な

る
中
、

立
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
成

果
等

を
普

及
さ

せ
引

き
続

き
、

地
域

の
医

療
従

事
各

病
院
に

お
い

て
地
域

の
研
修

ニ
ー

ズ
の
把

握
や

ア
ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ
る
研

修
内

容
の
評

価
・

検
証

等
に
よ

り
内

容
の
充

実
に
努

め
、

ホ
ー
ム

る
た

め
、

各
病

院
は

、
地

域
の

医
療

従
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

の
ペ

ー
ジ
や

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
配
布

等
で

参
加
を

呼
び

か
け
た

ほ
か

、
地
域

の
医
療

関
係

機
関
等

と
も
連

携
し

て
開
催

す
る

な
ど

積
極
的

に
実

施
し
た

。
事

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

等
の

開
催

内
容

や
開

催
方

法
を

吟
味

し
、

こ
の
結

果
、

１
０
９

，
４
７

９
名

（
平
成

１
５

年
度
比

４
５

．
８

％
増
）
の

参
加

を
得
る

こ
と

が
で

き
、
地

域
医

療
従
事

者
へ
向

け
た

医
療
情

に
よ

り
、
地

域
医

療
へ

の
貢

献
を

行
う
。

よ
り

多
く

の
医

療
従

事
者

の
参

報
発
信
に

貢
献

し
た
。

当
該

研
究

会
の

内
容

の
充

実
に

努
め

る
加

を
得

ら
れ

る
よ

う
地

域
の

医
と

と
も

に
、

中
期

目
標

の
期

間
の

最
終

療
機

関
に

対
し

て
参

加
を

積
極

平
成

１
９

年
度

１
１
３

，
５

８
４
名

→
平
成

２
０

年
度

１
０
９

，
４

７
９
名

（
平
成

１
５
年

度
７
５
，

１
０
２

名
）

年
度

に
お

い
て

１
４

万
人

以
上

の
参

加
的
に

働
き

か
け

る
。

（
※

）
を

得
ら

れ
る

よ
う

努
め

る
。

※
平

成
１

５
年

度
実
績

研
究

会
延

べ
参

加
人

数

７
５

，
１

０
２

名

４
災
害
等

に
お
け

る
活

動
４

災
害

等
に

お
け

る
活

動
４

災
害

等
に
お

け
る
活

動
４

災
害
等
に
お
け
る
活
動

災
害

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

害
が

発
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

災
害

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

害
が

発
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
１

．
岩

手
・

宮
城

内
陸

地
震

に
係

る
医

療
班

の
派

遣
に

は
、

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
に

は
、

医
療

班
の

派
遣

等
の

迅
速

か
つ

適
し

て
い

る
場

合
に

は
、

医
療

班
の

平
成
２

０
年

６
月
１

４
日
に

発
生

し
た
岩

手
・

宮
城
内

陸
地

震
に

関
し
て
、

仙
台

医
療
セ

ン
タ

ー
、

災
害
医

療
セ

ン
タ
ー

及
び
東

京
医

療
セ
ン

と
。

切
な

対
応

を
図

る
こ

と
と

す
る

。
そ

の
た

派
遣

等
の

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
タ

ー
か
ら

直
ち

に
医
療

班
を
現

地
へ

派
遣
し

た
。

め
、

災
害

医
療
研

修
等

を
充

実
す

る
。

を
図
る

。
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

に
お

い
２

．
政

府
の

国
際

緊
急

援
助

隊
医

療
チ

ー
ム

へ
の

参
加

て
も

引
き

続
き

、
国

立
病

院
機

構
平
成
２

０
年

５
月
１

２
日
に

発
生

し
た
中

国
西

部
大
地

震
被

害
に

対
す
る
政

府
の

国
際
緊

急
援

助
隊

医
療
チ

ー
ム

へ
、
国

立
病
院

機
構

の
職
員

職
員

を
対

象
と

し
た

災
害

医
療

研
２

名
（
長

野
病

院
・
看

護
師
１

名
、

災
害
医

療
セ

ン
タ
ー

・
放

射
線

技
師
１
名

）
が

参
加
し

、
救

援
活

動
を
行

っ
た

。
修

を
充

実
さ
せ

る
。

ま
た
、

平
成

２
０
年

５
月
２

日
か

ら
３
日

に
か

け
て
直

撃
し

た
ミ

ャ
ン
マ
ー

連
邦

に
お
け

る
サ

イ
ク

ロ
ン
被

害
に

対
す
る

政
府
の

国
際

緊
急
援

助
隊
医
療

チ
ー

ム
へ
、

国
立
病

院
機

構
の
職

員
３

名
（
災

害
医

療
セ

ン
タ
ー
・

医
師

１
名
・

看
護

師
１

名
、
ま

つ
も

と
医
療

セ
ン
タ

ー
中

信
松
本

病
院
・
薬

剤
師

１
名
）

が
参
加

し
、

救
援
活

動
を

行
っ
た

。

３
．

災
害

医
療

従
事

者
研

修
会

の
実

施
等

(
1
)
国
立

病
院

機
構
主

催
の
研

修
本
部
主

催
の

｢
災
害

医
療
従

事
者

研
修
会

｣
を
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

に
お
い
て

実
施

し
、

災
害
拠

点
病

院
あ
る

い
は
救

命
救

急
セ
ン

タ
ー

を
有

す
る
国
立

病
院

機
構

の
医
師
、

看
護

師
等
を

中
心

と
し

た
職
員

９
０

名
が
参
加

し
た

。
ま
た
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所
に

お
い

て
も

、
管
内

の
医

師
、
看

護
師

、
事
務
職

員
等

を
対

象
に
災

害
医

療
研
修

等
を
実

施
し

た
。

平
成
１

９
年
度

９
８

名
→

平
成
２

０
年
度

９
０
名

（
平
成

１
６

年
度

９
５

名
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
2
)
厚
生

労
働

省
主
催

の
研
修

災
害
医

療
セ

ン
タ

ー
に
お
い

て
は

、
厚

生
労
働

省
医

政
局
か

ら
委

託
を
受
け

た
「

日
本

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

員
養
成

研
修
」

を
実

施
し
、

都
道

府
県

か
ら
推
薦

さ
れ

た
１

１
９
病
院

４
７

５
名
が

参
加

し
た

。

平
成

１
９
年

度
１

０
０

病
院
５

９
５

名
→

平
成
２

０
年
度

１
１

９
病
院

４
７

５
名

（
平

成
１

６
年
度

７
病

院
３

５
名
）

ま
た
、

大
規

模
災

害
発
生
時

に
被

災
地
域

内
の

災
害

現
場
、

患
者

が
集
中
し

た
災

害
拠

点
病
院

や
広

域
医
療

搬
送
拠

点
等

に
お
い

て
、

参
集

し
た
災
害

派
遣

医
療

チ
ー
ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）

を
有

機
的

に
組
織

し
、

指
揮
・
命

令
を

行
う

と
と
も

に
、

消
防
、

自
衛
隊

、
自

治
体
災

害
対

策
本

部
等
関
係

機
関

と
の

調
整
な
ど

を
適

切
か
つ

速
や

か
に

行
う
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
統
括
者

を
養

成
す

る
こ
と

を
目

的
と
し

て
、
厚

生
労

働
省
医

政
局

委
託

事
業
で
あ

る
「

統
括

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

研
修

」
を
災

害
医

療
セ

ン
タ
ー

で
実

施
し
、
４

１
道

府
県

よ
り
９

９
名

が
参
加

し
た
。

平
成

１
９
年

度
４

０
都

道
府
県

７
７
名

→
平
成

２
０
年
度

４
１
都
道

府
県

９
９
名

(
3
)
そ
の

他
内
閣
府

が
主

催
す

る
政
府
の

総
合

防
災

訓
練
（

広
域

医
療
搬

送
実

働
訓
練
）

へ
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

よ
り
職

員
を
派

遣
し

た
他
、

自
治

体
、

消
防
、
警

察
等

が
主

催
す
る
災

害
関

連
訓
練

へ
職

員
を

派
遣
す

る
等

の
協
力
を

実
施

し
て

い
る
。

ま
た
、

一
般

市
民

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

対
象
と

し
た

災
害
関

連
の

展
示
、
救

急
処

置
法

等
の
イ

ベ
ン

ト
の
実

施
、
地

域
の

医
師
会

会
員

等
へ

の
救
急
蘇

生
・

Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会

等
を

実
施
し

て
い

る
。

４
．

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
へ

の
対

応
に

つ
い

て
平

成
２

１
年

４
月

２
８

日
に

厚
生

労
働

省
は

、
メ

キ
シ

コ
、

ア
メ

リ
カ

、
カ

ナ
ダ

に
お

い
て

「
感

染
症

の
予

防
及

び
感

染
症

の
患

者
に

対
す

る
医

療
に
関

す
る

法
律

」
に
規

定
す

る
新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ
等

感
染

症
が
発

生
し

た
こ

と
を
宣
言

し
た

。
我

が
国

に
お

け
る

水
際

対
策

と
し

て
、

４
月

２
６

日
に

厚
生

労
働

省
よ

り
メ

キ
シ

コ
直

行
便

に
対

す
る

検
疫

強
化

の
通

知
が

発
出

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
厚

生
労

働
省

の
要

請
に

基
づ

き
、

検
疫

及
び

停
留

施
設

へ
の

応
援

の
た

め
、

国
立

病
院

機
構

よ
り

医
師

、
看

護
師

を
派

遣
し

た
（

平
成
２

１
年

５
月

３
１
日

現
在

、
５
１

病
院
よ

り
、

医
師
２

１
５

名
、
看

護
師

２
７

２
名
）
。

ま
た

、
医

療
体

制
の

整
備

と
し

て
、

各
都

道
府

県
の

要
請

等
に

基
づ

き
、

発
熱

外
来

を
開

設
（

平
成

２
１

年
６

月
１

日
ま

で
の

間
に

５
０

病
院
で

開
設
）

し
、

発
熱

相
談
セ

ン
タ

ー
か
ら

紹
介
さ

れ
た

新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
疑

い
患

者
の
診
察

等
に

当
た
っ

た
。

第
３

業
務

運
営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

第
２

業
務
運
営
の
効
率
化
に

関
す
る
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措

置
企
業
会

計
原

則
の

下
、
収

支
相

償
（

経
を

達
成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

常
損

益
ベ

ー
ス

。
以

下
同

じ
。
）

の
運

営
企

業
会

計
原

則
が

適
用

さ
れ

る
こ

と
る
べ

き
措
置

個
々

の
病

院
に
お

い
て
も

可
能

な
限
り

収
支

相
償
を

目
指

す
た

め
、
事
業

規
模

、
サ
ー

ビ
ス

内
容

・
体
制

、
将

来
の
施

設
整
備

投
資

等
に
必

が
求

め
ら

れ
る

独
立

行
政

法
人

の
趣

旨
に

対
応

し
て

、
会

計
ル

ー
ル

を
見

直
す

月
次

決
算

に
つ

い
て

は
、

平
要
な
資

金
の

確
保
等

に
関
す

る
方

策
に
つ

い
て

、
現
在

の
患

者
数

等
を
前
提

に
「

人
、
物

、
資

金
」

の
最
適

化
を

図
る
経

営
改
善

計
画

（
再
生

を
十

分
に

踏
ま

え
、

国
立

病
院

機
構

の
と

と
も

に
、

部
門

別
決

算
、

月
次

決
算

成
２

０
年

度
に

お
い

て
も

引
き

プ
ラ
ン

）
を

策
定
し

、
平
成

２
０

年
度
か

ら
実

施
す
る

と
と

も
に

、
平
成
２

０
年

度
診
療

報
酬

改
定

の
影
響

を
早

急
に
把

握
し
、

新
た

な
基
準

業
務

運
営

全
般

に
わ

た
っ

て
抜

本
的

な
等

を
導

入
す

る
。

ま
た

、
財

務
面

に
お

続
き

、
全

施
設

に
お

い
て

着
実

等
の
取

得
や

効
率
的

・
効
果

的
な

医
療
の

提
供

を
通
じ

て
増

収
を

図
る
と
と

も
に

コ
ス
ト

削
減

に
努

め
た
。

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

機
い

て
は

、
国

立
病

院
機

構
全

体
と

し
て

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

部
門

構
全

体
と

し
て

収
支

相
償

の
経

営
を

目
収

支
相

償
（

経
常

損
益

ベ
ー

ス
。

以
下

別
決

算
に

つ
い

て
も

そ
の

実
施

指
し

て
業

務
の

効
率

化
を

一
層

図
る

こ
同

じ
。
）

の
経

営
を

目
指

す
。

こ
れ

ら
と

に
努

力
し

、
引

き
続

き
各

病
院

と
。

併
せ

、
以

下
の

業
務

の
効

率
化

を
推

進
が

そ
の

財
務

状
況

を
確

実
に

把
す

る
。

握
で

き
る

体
制

の
確

立
に

努
め

る
。

１
効
率

的
な
業

務
運

営
体

制
の

確
立

１
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
の

確
立

１
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
の

１
効
率
的
な
業
務
運
営
体

制
の
確
立

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

と
な

る
よ

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

は
、

本
部

確
立

う
、

組
織

の
役

割
分

担
の

明
確

化
、

管
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

、
院

内
組

織
及

び
職

理
体

制
の

再
編

成
、

弾
力

的
な

組
織

の
員

配
置

等
に

つ
い

て
、

効
率

的
な

運
営

構
築

を
行

い
、

加
え

て
、

そ
の

期
待

さ
が

可
能
と

な
る

組
織

と
す

る
。

れ
る

使
命

を
確

実
か

つ
効

果
的

に
果

た

せ
る

よ
う

人
員

配
置

等
に

つ
い

て
見

直
（

１
）

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
の

役
割

（
１

）
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

（
１
）
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
の
役
割

分
担

し
等
を

行
う

こ
と

。
分

担
の
役
割

分
担

ま
た

、
看

護
師

等
養

成
所

に
つ

い
て

は
、
質
の
高

い
養

成
を

行
う

と
と

も
に
、

①
役
割

分
担

①
役
割

分
担

①
役
割
分
担

効
率

的
な

運
営

の
観

点
か

ら
再

編
成

を
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

の
役

割
分

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
の

役
行
う
こ

と
。

担
を

明
確

化
し

、
同

一
業

務
を

分
掌

割
分

担
に

基
づ

く
管

理
業

１
．

本
部

の
役

割
し

な
い

体
制

と
す

る
と

と
も

に
、

効
務

の
充
実

を
図
っ

て
い

く
。

５
部
１

４
課

体
制
で

、
月
次

決
算

、
年
度

計
画

、
増
員

計
画

、
投

資
計
画
、

臨
床

研
究
等

の
業

務
を

病
院
と

直
接

行
う
な

ど
、
労

務
管

理
等
も

率
的

な
組

織
運

営
と

す
る

。
こ

の
た

と
り

わ
け

、
ブ

ロ
ッ

ク
事

含
め
管
理

業
務

の
充
実

を
図
る

と
と

も
に
、

医
薬

品
、
医

療
機

器
及

び
医
事
会

計
シ

ス
テ
ム

の
購

入
に

係
る
共

同
入

札
を
実

施
し
た

。
め

、
管

理
業

務
は

原
則

本
部

が
実

施
務

所
に

お
け

る
業

務
に

つ
さ
ら
に

、
部

門
別
決

算
の
実

施
及

び
各
病

院
の

月
次
評

価
会

の
状

況
把
握
に

努
め

、
経
営

管
理

指
標

、
委
託

費
等

契
約
実

績
の
比

較
、

並
び
に

す
る

こ
と

と
し

、
地

方
で

実
施

し
た

い
て

は
、

引
き

続
き

病
院

改
善
事
例

の
取

り
ま
と

め
を
行

う
な

ど
に
よ

り
問

題
点
を

把
握

し
経

営
改
善
計

画
の

参
考
に

し
た

。
方

が
合

理
的

で
効

率
的

な
業

務
に

つ
の

支
援

機
能

を
更

に
強

化
い

て
は

ブ
ロ

ッ
ク

毎
に

事
務

所
を

設
し

た
管

理
業

務
を

実
施

し
２

．
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

の
役

割
置

し
て

処
理

す
る

こ
と

と
す

る
。

て
い
く
。

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
に

お
い
て

は
、

１
部
５

課
体

制
又
は

１
部

４
課

（
室
）
体

制
で

、
本
部

と
管

内
病

院
と
の

連
絡

調
整
等

の
支
援

業
務

を
行
っ

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
は

、
病

院
の

事
た

。
務

処
理

支
援

機
能

に
重

点
を

置
い

た
ま
た
、

管
内

基
幹
病

院
の
院

長
か

ら
選
任

し
た

ブ
ロ
ッ

ク
担

当
理

事
の
下
、

管
内

の
人
事

交
流

の
促

進
を
目

的
と

す
る
人

事
調
整

会
議

を
設
置

組
織

運
営
と

す
る

。
し

、
管
内

の
人

事
異
動

及
び
職

員
の

採
用
を

行
い

、
併
せ

て
病

院
の

設
計
を
し

、
労

務
管
理

、
職

員
研

修
、
医

療
消

耗
品
等

の
共
同

入
札

、
再
生

プ
ラ
ン
策

定
等

の
支
援

業
務
や

監
査

指
導
を

実
施

し
た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
個

別
病

院
毎

の
経

営
改

善
計

画
（

再
生

プ
ラ

ン
）

の
実

施
及

び
支

援
（

第
２

の
２

の
４

参
照

）
平
成
２

０
年

３
月
末

に
本
部

に
お

い
て
承

認
し

た
中
期

的
な

個
別

病
院
毎
の

経
営

改
善
計

画
（

再
生

プ
ラ
ン

）
を

支
援
す

る
た
め

、
経

営
手
腕

を
発
揮
し

て
い

る
院
長

及
び
副

院
長

等
に
再

生
プ

ラ
ン
特

別
顧

問
を

委
嘱
す
る

と
と

も
に
、

本
部

及
び

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
に

お
い
て

専
属

チ
ー
ム

を
設
け
、

年
度

計
画
に

対
し
て

経
常

収
支
が

著
し

く
下
回

っ
て

い
る

病
院
へ
の

個
別

訪
問
を

行
っ

た
。

②
効
率

的
な

管
理

組
織

体
制

②
効

率
的
な

管
理
組

織
体

制
②

効
率
的
な
管
理
組
織
体
制

平
成

１
５

年
度

末
の

８
ブ

ロ
ッ

ク
本

部
と

北
海

道
東

北
、

関
東

を
平

成
１

６
年

４
月

１
日

に
６

ブ
ロ

信
越

、
東

海
北

陸
、

近
畿

、
中

１
．

６
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
る

効
率

的
な

管
理

業
務

の
継

続
ッ

ク
に

改
組

す
る

。
国

四
国

及
び

九
州

ブ
ロ

ッ
ク

の
北
海
道

東
北

、
関
東

信
越
、

東
海

北
陸
、

近
畿

、
中
国

四
国

及
び

九
州
ブ
ロ

ッ
ク

の
６
ブ

ロ
ッ

ク
体

制
に
よ

る
効

率
的
な

管
理
組

織
体

制
を
継

ま
た

、
機

構
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

の
６

ブ
ロ

ッ
ク

体
制

に
よ

る
効

率
続

し
た
。

本
部

・
ブ
ロ

ッ
ク
合

計
の

職
員
数

は
平

成
１
９

年
度

と
同

様
に
２
９

１
名

で
、
効

率
的

な
管

理
組
織

体
制

を
維
持

し
た
。

職
員

配
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

的
な

管
理
業

務
を
継

続
す

る
。

年
度

末
の

本
省

国
立

病
院

部
及

び
地

ま
た
、
営
繕

業
務

に
つ

い
て
、

２
．

組
織

的
な

内
部

監
査

の
実

施
方

厚
生

（
支

）
局

病
院

管
理

部
の

定
質

の
向

上
と

業
務

量
に

応
じ

た
内
部
監

査
に

つ
い
て

は
、
業

務
の

適
正
か

つ
能

率
的
な

執
行

を
図

る
と
と
も

に
会

計
処
理

の
適

正
を

期
す
こ

と
を

目
的
と

し
た
内

部
監

査
計
画

員
３

８
８

名
か

ら
平

成
１

６
年

４
月

処
理

を
図

る
た

め
、

組
織

体
制

に
よ
り
、

新
た

に
平
成

２
０
年

度
に

お
い
て

も
重

点
項
目

を
定

め
、

実
施
に
当

た
っ

て
は
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

と
と

も
に
、

書
面
及

び
実

地
に
よ

１
日

に
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

合
計

の
職

の
見

直
し
を

行
う
。

る
内
部
監

査
を

効
率
的

に
実
施

し
た

。
員

数
を

２
９

１
名

へ
見

直
し

を
行

う
。

な
お
、

平
成

２
０
年

度
か
ら

は
、

監
事
１

名
を

常
勤
化

し
、

内
部

統
制
・
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

強
化

に
努

め
た
と

こ
ろ

で
あ
り

、
平
成

２
１

年
度
に

お
い
て
は

、
本

部
組
織

内
を
見

直
し

、
内
部

監
査

を
実
施

す
る

組
織

の
明
確
化

と
専

任
職
員

の
配

置
（

本
部
業

務
監

査
室
の

新
設
）

を
行

う
こ
と

と
し
た
。

（
平
成
１

９
年

度
重
点

項
目
）

「
契

約
、

支
払
、

債
権
管

理
、

投
資
効

果
、

現
金
等

の
管

理
、

個
人
情
報

保
護

法
に
関

す
る

事
項

、
医
療

安
全

に
関
す

る
事
項

、
給

与
、
勤

務
時

間
管

理
等
に

関
す
る

事
項

」
（

平
成
２

０
年

度
重
点

項
目
）

「
契

約
、

支
払
、

収
入
管

理
、

債
権
管

理
、

投
資
効

果
、

現
金

等
の
管
理

、
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
関

す
る
事

項
、
個

人
情

報
保
護

法
に

関
す

る
事
項

、
医
療

安
全

管
理
に

関
す

る
事
項

、
給

与
、

勤
務
時
間

管
理

等
に
関

す
る

事
項

」

ま
た
、

実
地

監
査
の

標
準
化

を
目

的
と
し

て
、

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

が
行
う
実

地
監

査
に
他

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

の
監

査
担
当

者
を
試

行
的

に
参
加

（
６
箇
所

）
さ

せ
た
ほ

か
、
契

約
事

務
に
関

し
て

一
層
の

適
正

性
を

担
保
す
る

た
め

、
監
事

と
連

携
し

た
い
わ

ゆ
る

抜
打
監

査
を
実

施
し

た
。

(
1
)
書
面

監
査

各
病

院
に

お
い
て

自
己
評

価
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に
基

づ
く

自
己

評
価
を
行

い
、

自
己
評

価
の

内
容

に
つ
い

て
書

面
に
よ

る
監
査

を
実

施
。

（
実

施
数

）
本

部
（
１

箇
所

）
、
全

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
（

６
箇

所
）
及

び
全

病
院
（

１
４
５

病
院

）
に
対

し
て

実
施
。

(
2
)
実
地

監
査

平
成
１

９
年

度
に

実
地
監
査

を
行

わ
な

か
っ
た

病
院

の
ほ
か

、
外

部
監
査
機

関
の

監
査

結
果
等

か
ら

必
要
と

認
め
る

病
院

、
監
事

や
会

計
監

査
人
か
ら

の
意

見
等

を
踏
ま
え

必
要

と
認
め

る
病

院
、

会
計
に

関
す

る
非
違
行

為
の

あ
っ

た
病
院

、
書

面
監
査

の
実
施

状
況

等
を
踏

ま
え

、
本

部
、
各
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
が
特

に
必

要
と
判

断
し

た
病

院
を
対

象
に

実
地
に
よ

る
監

査
を

実
施
。

（
実
施

数
）

１
４
５

病
院

中
、
５

６
病

院
に
対

し
実

施
（

主
な

指
摘
事

項
）

・
契

約
に
関

し
、
契

約
審

査
会
で

審
議

す
べ
き

事
案

が
諮

ら
れ
て
い

な
い

。
・
支

払
に
関

し
、
フ

ァ
ー

ム
バ
ン

キ
ン

グ
の
取

扱
い

に
つ

い
て
、
出

金
権

限
者
と

デ
ー

タ
作

成
権
限

者
と

が
同
一

人
物
と

な
っ

て
い
る

。
・
収

入
管
理

に
関
し

、
計

算
誤
り

等
に

よ
り
一

旦
領

収
し

た
領
収
証

を
廃

棄
す
る

際
、

病
院

控
え
の

み
を

廃
棄
処

理
し
て

い
る

。
・
コ

ン
プ
ラ

イ
ア
ン

ス
に

関
し
、

新
規

採
用
者

に
対

し
て

、
コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

推
進

規
程

等
の
周

知
が

図
ら
れ

て
い
な

い
。

(
3
)
臨
時

（
抜

打
）
監

査
平
成
２

０
年

度
臨

時
（
抜
打

）
監

査
は
、

平
成

２
０

年
１
２

月
以

降
「
書
面

監
査

で
見

る
限
り

契
約

の
不
備

が
多
い

」
な

ど
、
平

成
２

０
年

度
内
部
監

査
（

実
地

監
査
）
を

実
施

し
て
い

な
い

病
院

の
中
か

ら
７

病
院
に
対

し
て

実
施

。
監
査

結
果

に
つ
い

て
は
、

契
約

関
係
書

類
が

未
整

理
で
あ
る

も
の

、
ま

た
、
随
意

契
約

と
し
た

根
拠

に
係

る
証
憑

が
残

さ
れ
て
い

な
い

も
の

が
確
認

さ
れ

た
。

（
２

）
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

（
２

）
弾

力
的
な

組
織
の

構
築

（
２

）
弾
力
的
な
組
織
の
構
築

①
院

内
組

織
の

効
率

的
・

弾
力

的
な

構
①

院
内

組
織

の
効

率
的

・
弾

力
①

院
内
組
織
の
効
率
的
・
弾
力
的
な

構
築

築
的
な

構
築

効
率

的
な

体
制

の
標

準
型

に
基

づ
平

成
１

６
年

度
の

組
織

体
制

病
院

内
の

組
織
に

つ
い
て

は
各

病
院
の

地
域

事
情
や

特
性

に
考

慮
し
た
体

制
と

し
た
。

き
、

各
病

院
に

係
る

地
域

事
情

や
特

性
を

基
本

に
、

４
か

年
度

の
運

営
を

考
慮

し
た

、
よ

り
効

率
的

な
体

制
と

状
況

も
踏

ま
え

つ
つ

各
病

院
に

１
．

診
療

部
門

す
る
。

係
る

地
域

事
情

や
特

性
を

考
慮

診
療
部

門
の

組
織
体

系
に
つ

い
て

は
、
部

長
数

、
医
長

数
は

部
下

数
や
、
地

域
事

情
に
考

慮
し

た
組

織
で
、

効
率

的
・
弾

力
的
な

組
織

体
制
と

し
た

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
す

し
た
。

る
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
事

務
部

門
収
益
と

費
用

を
一
元

管
理
す

る
企

画
課
、

庶
務

及
び
労

務
を

司
る

管
理
課
の

２
課

体
制
で

効
率

的
な

体
制
を

維
持

し
た
。

ま
た
、

病
床

規
模
に

応
じ
た

事
務

部
門
の

見
直

し
及
び

組
織

の
一

元
化
を
検

討
し

、
平
成

２
１

年
度

期
首
に

事
務

部
長
制

か
ら
事

務
長

制
に
２

病
院
の
移

行
と

平
成
２

０
年
４

月
に

組
織
の

一
元

化
（
松

本
病

院
と

中
信
松
本

病
院

の
事
務

部
の

統
合

）
を
１

ケ
ー

ス
実
施

し
た
。

な
お
、

平
成

２
０
年

１
２
月

１
日

に
南
横

浜
病

院
を
廃

止
し

た
こ

と
に
よ
り

事
務

長
制
病

院
で

△
１

と
な
っ

て
い

る
。

平
成

２
０

年
度

平
成

２
１

年
度
期

首
差

引
・
事
務

部
長

制
１
１

５
病

院
１
１

３
病

院
△

２
病
院

・
事
務

長
制

３
０
病

院
３

１
病

院
１
病
院

（
南

横
浜

病
院
廃
止

に
よ

る
△
１

）

３
．

臨
床

研
究

部
門

臨
床
研

究
部

門
の
組

織
体
系

に
つ

い
て
、

研
究

実
績
に

よ
る

評
価

を
基
に
組

織
の

見
直
し

に
着

手
し

、
平
成

２
１

年
度
期

首
に
臨

床
研

究
セ
ン

タ
ー
１
０

か
所

（
平
成

２
０
年

度
期

首
１
０

か
所

）
、
臨

床
研
究

部
６

１
か
所

（
平

成
２
０

年
度
期

首
６

０
か
所

）
の

体
制
と

し
た

。

②
組
織

運
営

の
方

針
②

組
織
運
営

の
方
針

②
組
織
運
営
の
方
針

ア
副

院
長

複
数

制
の

導
入

ア
副
院
長

複
数
制

の
導

入
ア

副
院
長
複
数

制
の
導
入

病
院

の
機

能
に

応
じ

て
特

命
事

副
院

長
複

数
制

及
び

特
命

項
を

担
う

副
院
長

の
設

置
を
可
能

と
副

院
長

を
引

き
続

き
設

置
し

副
院

長
の

役
割

と
院
内
で

の
位

置
づ

け
を
明

確
化

し
、
平

成
２

０
年
度
に

お
い

て
は

、
院
長

等
が

非
常
勤

理
事
を

兼
ね

る
仙
台

医
療

セ
ン

す
る

と
と

も
に
、

副
院

長
の
役
割

と
て

い
く
。

タ
ー
、

東
京

医
療

セ
ン
タ
ー

、
名

古
屋

医
療
セ

ン
タ

ー
、
大

阪
医

療
セ
ン
タ

ー
の

４
病

院
及
び

、
組

織
一
元

化
を
行

っ
た

ま
つ
も

と
医

療
セ

院
内

で
の

位
置

づ
け

を
明

確
化

す
ン

タ
ー

で
副

院
長

複
数

制
を

導
入

し
た

。
ま

た
、

そ
れ

以
外

の
病

院
に

お
い

て
も

、
機

能
に

応
じ

て
特

命
事

項
を

担
う

副
院

長
を

、
平

成
る

。
１
９
年

度
ま

で
に

設
置
し
た

医
王

病
院
に

加
え

、
平

成
２
０

年
度

新
た
に
、

西
札

幌
病

院
、
福

島
病

院
、
名

古
屋
医

療
セ

ン
タ
ー

、
大

阪
医

療
セ
ン

タ
ー

に
お

い
て
設
置

し
、

病
院
経

営
、

地
域

医
療
連

携
、

看
護
師
確

保
、

再
編

成
等
の

特
命

事
項
に

取
り
組

ん
で

い
る
。

な
お

、
２

病
院

（
北
海
道

が
ん

セ
ン
タ

ー
及

び
函

館
病
院

）
に

つ
い
て
は

複
数

副
院

長
か
ら

１
人

副
院
長

に
戻
し

て
い

る
。

イ
地

域
医

療
連

携
室

の
設

置
イ

地
域

医
療

連
携

室
の

設
置

イ
地
域
医
療
連
携
室
の
設
置

す
べ

て
の

病
院

に
地

域
医

療
連

【
平

成
１

６
年

度
全

施
設

設
携

室
を

設
置

し
て

、
地

域
医

療
と

置
済
】

地
域

医
療

と
の

連
携
強
化

を
図

る
た

め
、
全

て
の

病
院
に

地
域

医
療
連
携

室
を

設
置

し
、
平

成
１

９
年
度

ま
で
に

１
１

４
病
院

で
専

任
の

の
連

携
へ

の
取

組
を

強
化

す
る

。
全

施
設

に
設

置
さ

れ
て

い
職

員
（

２
３

１
名

）
を

配
置

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
平

成
２

０
年

度
新

た
に

４
病

院
で

専
任

の
職

員
を

配
置

し
た

が
、

す
で

に
専

任
化

を
る

地
域

医
療

連
携

室
の

専
任

行
っ
て

い
た

南
横

浜
病
院
の

廃
止

に
よ
り

、
１

１
７

病
院
で

専
任

の
職
員
（

３
０

３
名

）
を
配

置
し

紹
介
率

等
の
向

上
を

図
っ
た

。
職

員
を

増
や

し
て

い
く

。
新

た
に

４
施

設
で

専
任

化
を

図
・
紹

介
率

平
成
１
９

年
度

平
成
２

０
年

度
る

。
２

０
％

未
満

１
４
病

院
→

１
３

病
院

（
△

１
病
院

）
２

０
％

以
上

４
０
％

未
満

４
０
病

院
→

３
７

病
院

（
△

３
病
院

）
４

０
％

以
上

６
０
％

未
満

５
４
病

院
→

５
２

病
院

（
△

２
病
院

）
６

０
％

以
上

８
０
％

未
満

３
２
病

院
→

３
５

病
院

（
３
病
院

）
８

０
％

以
上

６
病

院
→

８
病
院

（
２
病
院

）

・
逆

紹
介

率
平

成
１

９
年
度

平
成
２

０
年

度
２

０
％

未
満

２
２

病
院

→
２
２

病
院

（
０
病

院
）

２
０
％

以
上

４
０
％

未
満

７
０

病
院

→
５
７

病
院

（
△

１
３
病

院
）

４
０
％

以
上

６
０
％

未
満

３
４

病
院

→
４
２

病
院

（
８
病

院
）

６
０
％

以
上

８
０
％

未
満

１
６

病
院

→
１
２

病
院

（
△
４
病

院
）

８
０
％

以
上

４
病
院

→
１
２

病
院

（
８
病

院
）

ウ
医

療
安

全
管

理
室

の
設

置
ウ

医
療

安
全

管
理

室
の

設
置

ウ
医
療
安
全
管
理
室
の
設
置

す
べ

て
の

病
院

に
医

療
安

全
管

【
平

成
１

６
年

度
全

施
設

設
理
室

を
設

置
し
て

、
リ

ス
ク
マ
ネ

ジ
置

済
】

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
取

組
み

の
強

化
を

図
る

た
め

、
す

べ
て

の
病

院
に

医
療

安
全

管
理

室
を

設
置

し
、

平
成

１
９

年
度

ま
で

に
メ

ン
ト
へ

の
取

組
を

強
化

す
る

。
全

施
設

設
置

さ
れ

て
い

る
１
４
２

病
院

で
専

任
の
職
員

を
配

置
し

た
と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
平

成
２
０
年

度
に

お
い

て
は
、

す
で

に
専
任

化
を
行

っ
て

い
た
南

横
浜

病
院

医
療

安
全

管
理

室
の

専
任

職
の
廃
止

に
よ

り
、

１
４
１
病

院
で

専
任
の

職
員

を
配

置
し
、

各
病

院
に
お
け

る
院

内
で

の
報
告

体
制

や
責
任

体
制
を

明
確

化
し
て

い
る

。
員

を
増
や

し
て
い

く
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
エ

看
護

部
門

の
改

革
エ

看
護
部

門
の
体

制
強

化
エ

看
護
部
門
の
体
制
強
化

看
護

部
門

に
つ

い
て

は
、

病
棟

看
護

部
門

に
つ

い
て

は
、

部
門

と
外

来
部
門

の
連

携
の
推
進

を
病

棟
部

門
と

外
来

部
門

の
連

病
棟

部
門

に
は

必
要
な
職

員
数

は
す

べ
て
常

勤
職

員
で
配

置
し

、
外
来
部

門
に

は
看

護
師
長

等
の

管
理
者

な
ど
の

常
勤

職
員
は

配
置

す
る

は
じ

め
、

効
率
的

・
効

果
的
な
運

営
携

強
化

を
図

っ
て

い
く

。
病

も
の

の
、

短
時

間
の
非
常
勤

職
員

の
確

保
が
可

能
で

あ
る
場

合
は

外
来
受
付

時
間

や
外

来
診
療

時
間

帯
に
合

わ
せ
た

非
常

勤
職
員

の
配

置
を

体
制

と
す

る
。

棟
部

門
に

つ
い

て
は

、
医

療
極

力
行

う
な

ど
、

サ
ー
ビ
ス

水
準

の
維

持
を
図

り
つ

つ
、
病

棟
部

門
・
外
来

部
門

の
連

携
を
行

う
な

ど
の
効

率
的
・

効
果

的
な
運

営
を

目
指

の
質

の
向

上
を

図
り

、
よ

り
し

た
看

護
師

配
置

と
し
た
。

効
率

的
・

効
果

的
な

病
院

運
ま

た
、

看
護

師
の
キ
ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の
充

実
の

た
め
、

専
任

の
教
育
担

当
師

長
、

認
定
看

護
師

及
び
専

門
看
護

師
を

配
置
し

体
制

整
備

営
が

行
え

る
よ

う
引

き
続

き
を

図
っ

た
。

上
位

基
準

取
得

に
必

要
な

看
護

師
の

確
保

を
図

る
と

と
も

専
任

教
育

担
当

師
長

認
定

看
護

師
専

門
看

護
師

に
、
外
来
部

門
に

つ
い

て
は
、

平
成
１

９
年
度

２
５
病

院
８
１

病
院
１
８

６
名

４
病

院
４

名
常

勤
職

員
及

び
非

常
勤

職
員

平
成

２
０

年
度

４
５

病
院

８
６

病
院
２
５

３
名

４
病

院
５

名
の

よ
り

効
率

的
な

配
置

を
行

う
。

オ
事

務
部

門
の

改
革

オ
事
務
部

門
の
改

革
オ

事
務
部
門
の
改
革

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

従
来

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

の
管

理
業

務
主
体

の
組

織
か
ら
経

営
企

画
部

門
と

管
理

部
門

の
２

企
業

会
計

原
則

に
基
づ
く

的
確

な
経

営
状
況

の
把

握
、
経

営
状

態
を
踏
ま

え
た

適
正

な
運
営

、
経

営
戦
略

の
立
案

に
あ

た
る
企

画
課

と
、

企
画

重
視

の
組

織
と

す
る

。
課

体
制

に
よ

る
効

率
的

・
効

庶
務
及

び
労

務
を

司
る
管
理

部
門

に
あ

た
る
管

理
課

の
２
課

体
制

で
効
率
的

な
組

織
体

制
と
し

た
。

ま
た
、

部
門
別

決
算

を
実
施

し
、

各
部

果
的

な
運

営
を

継
続

す
る

と
門
毎
の

経
営

状
況

の
把
握
を

行
っ

た
。

な
お
、

事
務

職
に
つ

い
て

は
、
総
人

件
費

改
革

に
取
り

組
む

た
め
平

成
１
９

年
度

２
，
６

０
０

名
→

と
も

に
、

部
門

別
決

算
の

実
平
成
２

０
年

度
２

，
５
７
４

名
と

全
体

と
し
て

は
抑

制
を
図

っ
て

い
る
中
、

診
療

情
報

管
理
士

に
つ

い
て
は

平
成
１

９
年

度
４
０

名
→

平
成

施
に
努
め

る
。

２
０
年

度
６

５
名

と
振
替
増

員
し

て
い

る
。

ま
た

、
病

床
規

模
に

応
じ

さ
ら

に
、

平
成

２
０
年
度

に
お

い
て

は
、
医

事
業

務
研
修

（
受

講
者
１
６

８
名

）
を

実
施
し

、
病

院
経
営

に
お
け

る
医

事
業
務

の
重

要
性

た
体
制
の

見
直
し

を
図

る
。

を
理
解

さ
せ

る
と

と
も
に
、

診
療

部
門
に

対
し

、
経

営
的
な

視
点

か
ら
積
極

的
に

提
言

を
行
え

る
人

材
の
育

成
を
図

っ
た

。

カ
営
繕
機

能
の
強

化
カ

営
繕
機
能
の
強
化

大
規

模
建

替
病

院
に

営
繕

の
専

門
職

員
を

期
間

を
限

定
平
成

２
０

年
４

月
よ
り

、
施
設

整
備

業
務
の

現
場

に
お
け

る
工

事
の
監
理

等
を

通
じ

て
、
適
切

な
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
管
理

を
図

る
と

と
も
に

、
し

て
常

駐
さ

せ
、

病
院

で
の

品
質

等
を

向
上

さ
せ

る
観

点
か

ら
、

大
規

模
建

替
病

院
の

２
病

院
(
埼

玉
病

院
、

横
浜

医
療

セ
ン

タ
ー

)
に

つ
い

て
､
営

繕
の

専
門

職
員

４
名

工
程

管
理

な
ど

体
制

の
強

化
（
各
病

院
２

名
）

を
配
置
し

、
工

事
監

理
業
務

、
病

院
内
の

調
整

業
務
及
び

本
部

と
の

連
絡
調

整
業

務
を
行

っ
た
。

を
図
る
。

③
個

々
の

病
院

ご
と

の
総

合
的

③
個
々
の
病
院
ご
と
の
総
合
的
検
証

検
証 平

成
２
０

年
度
に

お
い

て
は

、
各
病
院

に
お

け
る

政
策
医
療

、
地

域
医
療

事
情

、
経

営
状
況

等
に

つ
い
て
、

こ
れ

ま
で

活
用
し

て
き

た
臨
床

評
価
指

標
、

経
営
分

析
シ

ス
テ

個
々

の
病

院
ご

と
に

、
政

策
医

ム
な
ど
に

よ
り

把
握

す
る
と
と

も
に

、
平
成

２
２

年
度

末
で
の

総
合

的
な
検
証

に
向

け
て

、
把
握

手
法

や
検
証

の
枠
組

み
に

つ
い
て

の
検

討
に

療
、

地
域

医
療

事
情

、
経

営
状

着
手
し
た

。
況

等
を

総
合

的
に

検
証

し
、

必
特
に
、

政
策

医
療

ご
と
の
収

支
状

況
等
を

分
析

す
る

手
法
や

経
営

分
析
シ
ス

テ
ム

（
第

２
の
２

の
（

５
）
の

２
参
照

）
に

お
け
る

、
政

策
医

要
な

措
置

を
講

じ
る

取
組

に
着

療
ご
と
の

損
益

計
算

・
各
種
経

営
管

理
指
標

の
算

出
機

能
の
追

加
に

つ
い
て
検

討
を

開
始

し
た
。

手
す

る
。

（
３

）
職

員
配

置
（
３

）
職

員
配
置

（
３

）
職
員
配
置

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
置

数
に

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
つ

い
て

は
、

各
職

員
の

職
務

と
職

責
を

置
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

１
．

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

軟
な

配
置

考
慮

し
て

、
適

切
な

も
の

と
す

る
と

と
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

各
管

理
部

門
等

各
部

門
に

お
い

て
、

常
勤

職
員

と
非

常
勤

職
員

と
に

よ
る
業
務

量
の

変
化
に

対
応

し
た

柔
軟
な

配
置

と
し
た

。
も

に
、

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

職
員
の

職
務
と

職
責

を
考
慮

し
、

軟
な

配
置

が
で

き
る

仕
組

み
と

す
る

。
常

勤
職

員
と

短
時

間
非

常
勤

職
(
1
)

病
棟

部
門

員
に

よ
る

業
務

量
の

変
化

に
対

病
棟

部
門

に
は

必
要
な
職
員

数
は

す
べ
て

常
勤

職
員

で
配
置

し
た

。
ま
た
、

平
均

在
院

日
数
の

短
縮

に
よ
り

、
上
位

基
準

が
取
得

可
能

な
病

応
し
た

柔
軟
な

配
置

と
す
る

。
院

及
び
特

定
集

中
治

療
室
な
ど

の
施

設
基
準

が
取

得
可

能
な
病

院
に

は
必
要
な

人
員

を
配

置
し
、

収
支

の
改
善

を
図
っ

た
。

ま
た

、
職

員
一

人
当

た
り

の
生

産
性

指
標

に
着

目
し

、
職

員
(
2
)

外
来

部
門

配
置
の

見
直
し

に
着

手
す
る

。
外
来
部

門
に

は
看

護
師
長
等

の
管

理
者

な
ど
の

常
勤

職
員
は

配
置

す
る
も
の

の
、

短
時

間
の
非

常
勤

職
員
の

確
保
が

可
能

で
あ
る

場
合

は
外

来
受
付
時

間
や

外
来

診
療
時
間

帯
に

合
わ

せ
た
非

常
勤

職
員
の

配
置

を
行
っ
た

。

(
3
)
育

児
短
時

間
勤
務

育
児

休
業

法
に
定

め
る
育

児
短

時
間
勤

務
を

平
成
１

９
年

８
月

に
導
入
し

、
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

『
子

育
て
中

の
み

な
さ
ま

へ
』
等

に
よ

り
職
員

へ
周
知
し

た
と

こ
ろ

、
平
成
２

０
年

度
は
、

１
０

７
名

が
取
得

し
た

。

平
成
１

９
年
度

３
０

名
→

平
成
２

０
年
度

１
０
７

名
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
技

能
職

常
勤

職
員

の
離

職
後

の
不

補
充

技
能
職

に
つ

い
て
は

、
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
１
４

３
名

を
削

減
す
る
計

画
の

と
こ
ろ

、
こ

れ
を

大
幅
に

上
回

る
２
３

９
名
の

純
減

を
図
っ

た
。 こ

れ
ま

で
の

削
減
状

況
平
成

１
６
年
度

純
減
数

２
５
８

名
純
減

率
７
．
２

％
平
成

１
７
年
度

純
減
数

２
１
１

名
純
減

率
５
．
９

％
平
成

１
８
年
度

純
減
数

２
３
６

名
純
減

率
６
．
６

％
平
成

１
９
年
度

純
減
数

２
６
３

名
純
減

率
７
．
３

％
平
成

２
０
年
度

純
減
数

２
３
９

名
純
減

率
６
．
７

％
計

純
減
数

１
，
２

０
７

名
純
減

率
３

３
．
６

％
（

純
減
数

１
，

２
０

７
名
／

Ｈ
１
６

’
期
首

３
，

５
８

７
名
）

3
．

そ
の

他
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

(
1
)
検
査

部
門

に
お
け

る
ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ
の

実
施

平
成

１
９

年
度
ま

で
に
導

入
し

た
埼
玉

病
院

、
宇
多

野
病

院
、

長
崎
川
棚

医
療

セ
ン
タ

ー
、

東
京

医
療
セ

ン
タ

ー
、
舞

鶴
医
療

セ
ン

タ
ー
、

大
阪
南

医
療

セ
ン
タ

ー
、
四

国
が

ん
セ
ン

タ
ー

及
び
高

松
医

療
セ

ン
タ
ー
の

８
病

院
に
お

い
て

引
き

続
き
実

施
し

た
。

(
2
)
給
食

業
務

の
全
面

委
託
の

実
施

平
成

１
９

年
度
ま

で
に
導

入
し

た
花
巻

病
院

、
札
幌

南
病

院
、

東
京
医
療

セ
ン

タ
ー
、

小
諸

高
原

病
院
、

宇
多

野
病
院

、
菊
池

病
院

及
び
舞

鶴
医
療

セ
ン

タ
ー
の

７
病
院

に
お

い
て
引

き
続

き
実
施

し
た

。
ま

た
、
平
成

２
０

年
度
新

た
に

佐
賀

病
院
で

導
入

し
た
。

（
４

）
職

員
の

業
績

評
価

等
の

適
切

な
実

施
（

４
）

職
員

の
業

績
評

価
等

の
適

切
（
４

）
職
員
の
業
績
評
価
等
の

適
切
な
実
施

組
織

目
標

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

な
実

施
達

成
す

る
た

め
、

職
員

の
業

績
を

適
切

平
成

１
７

年
度

か
ら

実
施

し
１

．
年

俸
制

職
員

及
び

役
職

職
員

の
業

績
評

価
の

適
切

な
実

施
に

評
価

す
る

人
事

評
価

制
度

を
導

入
す

て
い

る
副

院
長

等
の

年
俸

制
並

平
成

１
７

年
度

か
ら

年
俸

制
を

適
用

し
て

い
る

院
長

及
び

副
院

長
等
（
医
長

以
上

の
医
師

約
２
，

４
０
０

名
）

に
つ
い

て
、
前

年
度

（
平
成

る
。

び
に

役
職

職
員

の
業

績
評

価
を

１
９

年
度

）
の

各
個

人
の

業
績

及
び

各
病

院
の

医
療

面
・

経
営

面
の

評
価
を
実

施
し

、
平
成

２
０

年
度

の
年
俸

に
反

映
さ
せ

た
。

継
続
す

る
。

ま
た
、

平
成

１
７
年

度
か
ら

全
て

の
管
理

職
（

年
俸
制

以
外

約
４
，
０
０

０
名

）
に
実

施
し

て
い

る
業
績

評
価

に
つ
い

て
、
平

成
２

０
年
度

ま
た

、
平

成
１

９
年

度
に

実
も

継
続
し

、
賞

与
及
び

年
度
末

賞
与

に
反
映

さ
せ

た
。

施
し

た
業

績
評

価
の

試
行

も
踏

ま
え

て
、

役
職

職
員

以
外

の
職

２
．

全
職

員
へ

の
業

績
評

価
の

実
施

員
に

対
し

て
も

昇
給

等
に

反
映

一
般

職
員

（
約

４
３

，
０

０
０

名
）

の
業

績
評

価
制

度
に

関
し

平
成
１
９
年

度
に

実
施
し

た
試

行
結

果
を
受

け
、

平
成
２

０
年
度

か
ら

本
格
導

す
る

業
績

評
価

制
度

を
平

成
２

入
し

、
平

成
２

０
年

度
後

期
の

評
価

結
果

を
平

成
２

１
年

６
月

支
給

の
賞
与
に

反
映

し
た
。

０
年
度

か
ら
導

入
す

る
。

ま
た
、

評
価

結
果
の

異
議
に

つ
い

て
、
業

績
評

価
の
プ

ロ
セ

ス
及

び
評
価
結

果
に

関
す
る

公
平

性
を

確
保
す

る
と

と
も
に

業
績
評

価
制

度
に
対

す
る
信
頼

を
高

め
る
た

め
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
よ

る
解

決
が

図
れ
な
い

場
合

に
、
院

内
に

お
か

れ
た
合

議
体

に
よ
る

解
決
を

図
る

制
度
を

導
入
し
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
よ
る

解
決

６
件

（
平
成

２
０

年
４
月

～
平
成

２
１

年
３
月

の
実

績
）

合
議

体
（

委
員

会
）
に

よ
る
解

決
１

件
（
平
成

２
０

年
４
月

～
平
成

２
１

年
３
月

の
実

績
）

（
５

）
外

部
評

価
の

活
用

等
（
５

）
外

部
評
価

の
活
用

等
（
５

）
外
部
評
価
の
活
用
等

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

評
価

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
結

果
を

業
務

改
善

に
積

極
的

に
反

映
さ

の
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

実
績

１
．

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

の
周

知
徹

底
せ

る
と

と
も

に
、

会
計

監
査

人
に

よ
る

に
対

す
る

評
価

結
果

を
、

平
成

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

平
成

１
９

年
度

実
績

に
対

す
る

評
価
結
果
及

び
中

期
目
標

期
間

の
業

務
実
績

の
暫

定
評
価

結
果
に

つ
い

て
は
、

会
計

監
査

を
有

効
に

活
用

す
る

。
２

０
年

度
以

降
の

病
院

運
営

に
国

立
病

院
機

構
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

各
病

院
へ

の
周

知
を

行
う

こ
と
に
よ
り

病
院

運
営
に

反
映

さ
せ

る
た
め

の
意

識
付
け

を
行
っ

た
。

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

全
病

院
に

お
い

て
監

査
法

２
．

会
計

監
査

人
に

よ
る

病
院

監
査

の
実

施
人

に
よ

る
監
査

を
実

施
す
る

。
(
1
)
現
地

監
査

本
部
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
事
務
所

並
び

に
全

病
院
を

対
象

に
、
１

病
院

あ
た
り
１

回
の

会
計

監
査
を

受
け

、
会
計

処
理
等

の
指

摘
事
項

を
踏

ま
え

て
業
務
改

善
を

図
っ

た
。

(
2
)
重
点

施
設

監
査

５
０
箇

所
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
会

計
制

度
に

関
す

る
説

明
会

の
開

催

(
1
)
一
般

簿
記

研
修

全
病
院

の
会

計
業

務
に
携
わ

る
管

理
者

及
び
人

事
異

動
に
よ

り
初

め
て
会
計

業
務

に
携

わ
る
職

員
を

対
象
に

、
簿
記

の
基

本
的
な

仕
組

み
等

に
つ
い
て

理
解

を
深

め
、
会
計

処
理

業
務
に

お
け

る
管

理
者
の

内
部

統
制
の
質

的
向

上
を

目
的
に

、
全

国
８
箇

所
で
研

修
を

行
っ
た

（
受

講
者

数
２
５

８
名

）
。

(
2
)
財
務

会
計

習
熟
研

修
会

各
病
院

の
日

常
的

な
会
計
処

理
の

中
か

ら
特
に

重
要

で
あ
り

、
注

意
を
要
す

る
医

事
業

務
、
固

定
資

産
管
理

に
関
す

る
会

計
処
理

に
つ

い
て

理
解
を
深

め
、

さ
ら

な
る
会
計

処
理

の
習
熟

を
図

る
こ

と
を
目

的
に

全
病
院
の

会
計

業
務

に
携
わ

る
職

員
を
対

象
に
、

全
国

８
箇
所

で
研

修
を

行
っ
た
（

受
講

者
数

２
７
３

名
）
。

４
．

会
計

監
査

人
か

ら
の

助
言

会
計
監

査
人

の
実
地

監
査
に

お
い

て
発
見

さ
れ

た
業
務

上
の

改
善

事
項
や
今

後
の

課
題
が

適
時

に
本

部
に
報

告
さ

れ
る
こ

と
に
よ

り
、

今
後
の

法
人
全
体

の
業

務
の
改

善
及
び

効
率

化
の
材

料
と

し
て
経

営
に

役
立

て
て
い
る

。

（
助

言
事

例
）

・
『
伝

票
の

保
存
方
法

に
つ

い
て
ル

ー
ル

化
さ

れ
て
お

ら
ず

、
各
病
院

の
運

用
に

任
さ
れ

て
い

る
が
統

一
の
ル

ー
ル

を
定
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

仕
訳

表
を

利
用

し
て

伝
票

種
別

毎
に

網
羅

的
に

保
存

さ
れ

、
か

つ
、

必
要

な
時

に
随

時
参

照
で

き
る

よ
う

統
一

の
ル
ー
ル

を
定

め
た

。
・

『
棚

卸
時

に
お
け
る

実
査

に
お
い

て
、

使
用

期
限
が

過
ぎ

て
い
る
物

品
を

実
査

数
量
に

カ
ウ

ン
ト
し

な
い
よ

う
、

使
用
期

限
の

あ
る

物
品

に
つ

い
て

は
、

数
量

だ
け

で
な

く
使

用
期

限
等

も
併

せ
て

確
認

す
る

こ
と

。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

数
量

だ
け

で
な

く
使

用
期

限
も

併
せ

て
確

認
す
る
こ

と
と

し
た

。
・

『
固

定
資

産
の
管
理

に
つ

い
て
、

複
数

の
機

器
を
組

み
合

わ
せ
て
使

用
し

一
式

の
機
器

と
し

て
管
理

す
る
場

合
、

除
却
時

等
に

そ
の

範
囲

を
容

易
に

把
握

で
き

る
よ

う
一

式
の

内
訳

を
記

録
し

て
お

く
こ

と
。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

複
数

の
機

器
の

内
訳

を
台

帳
等

に
記

載
す
る

こ
と

と
し
た
。

５
．

会
計

監
査

人
と

連
携

し
た

内
部

監
査

の
実

施
（

第
２

の
１

の
②

の
２

参
照

）
平
成
１

９
年

度
に
引

続
き
、

業
務

の
適
正

か
つ

能
率
的

な
執

行
を

図
る
と
と

も
に

会
計
処

理
の

適
正

を
目
的

に
、

会
計
監

査
人
に

お
い

て
実
施

す
る
会
計

監
査

の
実
施

状
況
等

を
踏

ま
え
つ

つ
、

諸
規
程

に
対

す
る

合
規
性
、

業
務

運
営
の

適
正

及
び

効
率
性

を
監

査
し
、

問
題
点

の
把

握
、
検

討
及
び
改

善
を

図
る
た

め
、
書

面
及

び
実
地

に
よ

る
内
部

監
査

を
実

施
し
た
。

（
６

）
看

護
師

等
養

成
所

の
再

編
成

（
６

）
看

護
師
等

養
成
所

の
再

編
成

（
６

）
看
護
師
等
養
成
所
の
再

編
成

看
護

師
等

養
成

所
に

つ
い

て
は

、
専

平
成

２
０
年

度
に

お
い
て

は
、

任
教

官
の

充
実

な
ど

に
よ

り
質

の
高

い
看

護
師

等
養

成
所

を
２

１
施

設
１

．
看

護
師

等
養

成
所

再
編

成
計

画
の

推
進

養
成

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

効
率

的
廃

止
し

、
こ

れ
に

伴
い

専
任

教
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
、

再
編

成
計

画
に

基
づ

く
養

成
所

の
再

編
成
を
終

了
し

た
。
こ

れ
に

伴
い

、
教
員

の
再

配
置
を

行
い
、

教
育

体
制
の

な
運

営
の

観
点

か
ら

再
編

成
を

行
い

、
員

の
再

配
置

を
行

う
こ

と
に

よ
充

実
を

図
っ

た
。

今
後

は
、

魅
力

あ
る

看
護

教
育

の
充

実
を

図
り

、
教
員
の
質

の
さ

ら
な
る

向
上

に
努

め
て
い

く
こ

と
と
す

る
。

平
成

１
５

年
度

の
８

０
ケ

所
か

ら
中

期
り

教
育

体
制
の

充
実

を
図
る

。
目

標
の
期

間
中

に
４

９
ケ

所
と

す
る

。

区
分

平
成
１

５
年

平
成

１
６

平
成

１
７

平
成

１
９

平
成
２

０
年

再
編

成
後

度
当

初
年
３

月
年
３

月
年
３

月
３
月

看
護

師
養

成
所

６
８

△
５

△
２

△
２

△
１
７

４
２

助
産

師
養

成
所

５
５

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
学

院
６

△
５

１
視

能
訓

練
学

院
１

１

計
８

０
△

５
△
２

△
２

△
２
２

４
９

２
．

学
校

法
人

立
等

の
看

護
学

校
・

看
護

大
学

の
誘

致
閉
校
予

定
と

な
っ
て

い
る
看

護
学

校
の
体

育
館

等
の
建

物
や

跡
地

を
有
効
に

活
用

す
る
観

点
か

ら
、

引
き
続

き
学

校
法
人

に
よ
る

看
護

系
大
学

等
の
誘
致

を
推

進
す
る

取
組
を

行
っ

た
。

○
千

葉
東

病
院
：

学
校
法

人
が

大
学
看

護
系

学
部
を

設
置

（
平
成

１
９

年
４
月

）

○
福

岡
東

医
療
セ

ン
タ
ー

：
学

校
法
人

が
看

護
大
学

を
設

置
（
平
成

２
０

年
４
月

）

○
埼

玉
病

院
：
学

校
法
人

が
看

護
系
大

学
院

を
設
置

（
平
成

２
１

年
４
月

）

○
刀

根
山

病
院
：

学
校
法

人
が

看
護
系

専
門

学
校
を

設
置

予
定

（
平
成

２
２

年
４
月

）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

再
編
成

業
務
の

実
施

３
再

編
成
業

務
の

実
施

３
再
編
成
業
務
の
実
施

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

法
（

平
旧

国
立

病
院

・
療

養
所

の
再

編
成

業
務

成
１

４
年

法
律

第
１

９
１

号
）

附
則

第
７

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
統

１
．

再
編

成
条

に
基

づ
く

業
務

と
し

て
、
「

国
立

病
院

・
廃

合
が

予
定

さ
れ

て
い

る
８

件
を

、
そ

の

療
養
所
の
再

編
成

・
合

理
化

の
基

本
方

針
」

経
営

に
留
意

し
つ

つ
着

実
に

実
施

す
る

。
(
1
)
西
札

幌
・

札
幌
南

（
平
成

２
２

年
３
月

）
（

昭
和

６
０

年
３

月
２

９
日

閣
議

報
告

）
北
海
道

医
療

セ
ン

タ
ー
の
開

院
時

に
新
た

な
診

療
機

能
が
発

揮
で

き
る
よ
う

西
札

幌
病

院
の
診

療
機

能
の
充

実
強
化

等
を

図
る
た

め
の

４
者

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

て
い

る
「

国
立

病
院

会
議
（
国

立
病

院
機

構
本
部
、

西
札

幌
病
院

、
札

幌
南

病
院
、

北
海

道
が
ん
セ

ン
タ

ー
）

を
鋭
意

開
催

し
、
医

師
等
職

員
の

配
置
計

画
や

医
師

・
療

養
所

の
再

編
成

計
画

」
（

平
成

１
１

年
確

保
の
状

況
、

病
棟

工
事
進
捗

の
中

で
発
生

す
る

問
題

の
解
決

や
報

告
な
ど
の

情
報

共
有

や
、
年

度
途

中
に
病

棟
閉
鎖

を
行

い
余
剰

と
な

っ
た

３
月
の
計

画
見
直

し
後

の
も

の
を

い
う
。
）

札
幌
南
病

院
の

看
護

師
職
員
を

西
札

幌
病
院

や
他

病
院

に
お
い

て
実

地
研
修
を

行
う

な
ど

、
平
成

２
２

年
３
月

統
合
を

円
滑

に
実
施

す
る

た
め

に
定

め
ら

れ
て

い
た

再
編

成
対

象
病

院
の

の
取
組
を

行
っ

た
。

う
ち

、
平

成
１

５
年

度
末

に
お

い
て

未

実
施

と
な

っ
て

い
る

１
０

病
院

に
つ

い
て

(
2
)
善
通

寺
・

香
川
小

児
（
平

成
２

６
年
度

予
定

）
的
確
に
実

施
す
る

こ
と

。
国
立
病

院
機

構
、

香
川
県
、

善
通

寺
市
等

の
関

係
機

関
と
の

、
障

害
者
自
立

支
援

法
を

踏
ま
え

た
障

害
者
医

療
の
あ

り
方

や
精
神

科
医

療
に

つ
い
て
の

県
内

提
供

体
制
並
び

に
救

命
救
急

セ
ン

タ
ー

の
設
置

に
向

け
た
調
整

な
ど

の
協

議
を
重

ね
て

き
た
こ

と
に
よ

り
、

統
合
新

病
院

の
設

計
等
に
着

手
で

き
ず

、
平
成
１

３
年

３
月
に

策
定

さ
れ

た
平
成

２
３

年
度
目
途

に
統

合
を

予
定
し

て
い

た
当
初

の
基
本

構
想

を
見
直

し
、

平
成

２
１
年
３

月
に

統
合

新
病
院
の

平
成

２
６
年

度
開

院
を

目
途
と

し
た

基
本
構
想

を
公

表
し

た
。

今
後
、
平
成

２
１

年
７
月
を

目
途

に
基
本

設
計

・
実

施
設
計

に
着

手
の
上

、
平

成
２
２

年
度

中
に

工
事
を

行
え

る
よ
う
進

め
る

予
定

で
あ
る

。

２
．

組
織

一
元

化
極

め
て
近

接
（

約
３

ｋ
ｍ
）
す

る
松

本
病
院

と
中

信
松

本
病
院

に
つ

い
て
、
医

師
確

保
の

困
難
及

び
近

年
の
経

営
悪
化

等
の

状
況
を

踏
ま

え
、

地
域
の
医

療
ニ

ー
ズ
に

適
切
に

対
応

し
両
病

院
の

機
能
分

担
・

連
携

を
推
進
す

る
た

め
、
平

成
２

０
年

４
月
１

日
に

組
織
一

元
化
を

行
い

１
組
織

２
病
院
に

よ
る

「
ま
つ

も
と
医

療
セ

ン
タ
ー

」
と

し
て
運

営
を

開
始

し
た
。
こ

の
こ

と
に
よ

り
平

成
２

０
年
度

の
決

算
は
赤

字
で
は

あ
る

も
の
の

経
常
収
支

で
前

年
度
と

比
較
し

て
約

２
億
円

程
度

改
善
さ

れ
て

い
る

。

３
．

南
横

浜
病

院
の

廃
止

（
平

成
２

０
年

１
２

月
１

日
）

南
横
浜

病
院

に
つ
い

て
は
、

近
年

、
結
核

患
者

数
が
減

少
す

る
と

と
も
に
平

均
在

院
日
数

の
縮

小
に

よ
り
入

院
患

者
が
大

幅
に
減

少
し

、
一
般

医
療
に
つ

い
て

も
近
隣

に
大
規

模
な

病
院
も

あ
る

こ
と
な

ど
か

ら
患

者
は
減
少

し
て

い
た
。

併
せ
て

、
収

支
状
況

が
極
め

て
悪

化
し
、

今
後

相
当
の

経
営

改
善

を
行
う
と

し
て

も
収
支

改
善

の
見

通
し
が

立
た

な
い
状

況
と
な

っ
て

い
た
。

こ
れ

ま
で

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

は
、
「

都
道

府
県

単
位

で
の

結
核

病
院

（
病

棟
）

の
運

営
」

を
基

本
と

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

以
上

か
ら
、

国
立

病
院
機

構
が
行

う
神

奈
川
県

内
の

結
核
医

療
に

つ
い

て
は
、
県

単
位

で
神
奈

川
病

院
に

効
率
的

に
集

約
す
る

こ
と
と

し
、

南
横
浜

病
院
に
つ

い
て

は
平
成

２
０
年

１
２

月
１
日

を
も

っ
て
廃

止
し

た
。

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
２

業
務
運
営
の
見
直
し
や
効

率
化
に
よ
る
収
支
改

善
収
支
改
善

収
支

改
善

に
よ
る

収
支
改

善
各

病
院

の
特

性
を

活
か

し
た

良
質

な
医

個
々

の
病

院
の

特
色

・
機

能
を

十
分

に
個

々
の

病
院

の
特

色
・

機
能

を
１

．
収

支
相

償
を

目
指

し
た

収
支

改
善

の
推

進
療

の
提

供
を

図
る

と
と

も
に

、
組

織
編

成
発

揮
さ

せ
る

と
と

も
に

、
院

内
の

効
率

的
十

分
に

発
揮

さ
せ

る
と

と
も

に
、

各
病
院

に
係

る
地
域

事
情
や

特
性

を
考
慮

し
た

、
よ
り

効
率

的
・

効
果
的
な

体
制

と
す
る

た
め

、
各

病
院
の

機
能

・
規
模

に
よ
る

病
院

の
運
営

や
職

員
の

適
正

配
置

な
ど

の
業

務
運

営
の

・
効

果
的

な
組

織
の

構
築

や
職

員
の

適
正

院
内

の
効

率
的

・
効

果
的

な
組

織
方

針
に
応

じ
、

職
員
の

適
正
配

置
を

行
う
こ

と
等

に
よ
り

診
療

報
酬

上
の
上
位

基
準

の
取
得

等
を

図
る

と
と
も

に
、

材
料
費

、
人
件

費
及

び
委
託

見
直

し
を

通
じ

て
、

診
療

収
入

等
の

増
収

な
配

置
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

診
療

報
酬

の
構

築
や

職
員

の
適

正
な

配
置

を
費

等
に
係

る
コ

ス
ト
削

減
に
努

め
、

個
々
の

病
院

に
お
い

て
も

収
支

相
償
を
目

指
し

収
支
改

善
を

推
進

し
た
。

及
び

経
費

節
減

を
図

り
、

各
病

院
の

収
支

上
の

新
た

な
基

準
等

の
取

得
や

効
率

的
・

行
う

。
医

業
収

益
は

前
年

度
よ

り
約

９
７

億
円

増
加

し
た

。
さ

ら
に

費
用

の
縮

減
等

に
努

め
た

結
果

、
経

常
収

支
率

が
１

０
５

.１
%
と

な
り

、
機

構
改
善
を
促
進

す
る

こ
と

。
効

果
的

な
医

療
の

提
供

を
通

じ
て

増
収

を
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

改
定

の
全

体
と

し
て

収
支

相
償

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
総

収
支

率
に

お
い

て
も

１
０

３
.９

％
と

な
る

と
と

も
に

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
図

る
と

と
も

に
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個
影

響
を

早
急

に
把

握
し

、
診

療
報

の
通
期
で

み
て

も
総
収

支
で
黒

字
と

な
っ
て

い
る

。
々

の
病

院
に

お
い

て
も

収
支

相
償

な
い

し
酬

上
の

新
た

な
基

準
等

の
取

得
や

そ
れ

以
上

を
目

指
す

。
な

お
、

収
支

相
償

効
率

的
・

効
果

的
な

医
療

の
提

供
２

．
年

度
末

賞
与

の
実

施
を

超
え

る
病

院
に

つ
い

て
は

、
実

績
が

評
を

通
じ

て
増

収
を

図
る

と
と

も
に

平
成
２

０
年

度
の
年

度
末
賞

与
に

つ
い
て

は
、

経
常
収

支
に

お
い

て
前
年
度

実
績

よ
り
成

績
が

良
く

な
っ
た

病
院

で
あ
っ

て
収
支

相
償

を
超
え

価
さ

れ
る

仕
組

み
を

つ
く

る
。

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
個

々
の

病
た

５
６
病

院
に

対
し
て

支
給
を

行
っ

た
。

院
に

お
い

て
も

可
能

な
限

り
収

支
相

償
を

目
指

す
。

こ
の

た
め

、
事

３
．

契
約

事
務

の
透

明
化

の
推

進
等

業
規

模
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

・
体

制
将

来
の

施
設

整
備

投
資

等
に

必
要

(
1
)
随
意

契
約

の
見
直

し
計
画

の
フ

ォ
ー
ロ

ー
ア

ッ
プ

な
資

金
の

確
保

等
に

関
す

る
方

策
「

独
立

行
政

法
人

整
理

合
理

化
計

画
の

策
定

に
係

る
基

本
方

針
」
（

平
成

１
９

年
８

月
１

０
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

平
成

１
９

年
１

２
に

つ
い

て
、

現
在

の
患

者
数

等
を

月
に
随
意

契
約

の
見

直
し
計
画

を
策

定
し
て

お
り

、
平

成
１
９

年
度

実
績
に
つ

い
て

、
平

成
２
０

年
７

月
に
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

に
公
表

し
た

。
前

提
に

「
人

、
物

、
資

金
」

の
最

当
該
見

直
し

計
画

に
お
い
て

は
、

随
意
契

約
金

額
割

合
を
平

成
１

８
年
度
実

績
の

約
４

割
ま
で

下
げ

る
こ
と

と
し
て

お
り

、
原
則

一
般

競
争

適
化

を
図

る
「

再
生

プ
ラ

ン
」

の
と

い
う
会

計
規

程
の

趣
旨
を
徹

底
す

る
こ
と

と
し

て
い

る
。

実
施
に

着
手
す

る
。

な
お

、
収

支
相

償
を

超
え

る
病

(
2
)
契
約

情
報

の
公
表

院
に

つ
い

て
は

、
実

績
が

評
価

さ
平
成
１

８
年

１
０

月
以
降
、

随
意

契
約
の

契
約

情
報

の
公
表

を
開

始
し
、
平

成
２

０
年

１
月
以

降
は

、
一
般

競
争
等

に
よ

っ
た
も

の
に

つ
い

れ
る

よ
う

引
き

続
き

年
度

末
賞

与
て

も
次
の

基
準

に
よ

り
公
表
し

て
お

り
、
平

成
２

０
年

度
に
お

い
て

も
引
き
続

き
公

表
を

行
っ
た

。
を

支
給

す
る
。

公
表

基
準

：
予

定
価
格
が

１
０

０
（

賃
貸
借

契
約

は
８
０

）
万

円
以
上
の

契
約
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
3
)
契
約

事
務

の
徹
底

の
た
め

の
取

り
組
み

平
成
２

０
年

６
月

に
契
約
事

務
の

競
争

性
、
公

正
性

、
透
明

性
の

確
保
、
不

正
防

止
の

観
点
か

ら
、

①
原
則

、
一
般

競
争

入
札
で

あ
る

こ
と

の
徹
底
、

②
競

争
を

行
う
旨
を

広
く

お
知
ら

せ
す

る
た

め
の
入

札
公

告
の
詳
細

な
方

法
、

③
予
定

価
格

の
積
算

方
法
、

④
事

業
者
と

の
折

衝
方

法
等
に
つ

い
て

各
病

院
へ
周
知

し
、

以
降
内

部
監

査
等

に
よ
り

、
各

病
院
で
の

実
施

を
徹

底
し
て

い
る

。
ま
た
、

契
約

事
務

に
関
し
て

一
層

の
適

正
性
を

担
保

す
る
た

め
、

監
事
と
連

携
し

た
い

わ
ゆ
る

抜
打

監
査
（

平
成
２

０
年

１
１
月

以
降

７
病

院
）
を
実

施
し

、
国

民
か
ら
疑

念
を

持
た
れ

る
こ

と
が

な
い
よ

う
な

契
約
事
務

の
遂

行
に

努
め
た

。
さ
ら
に

、
契

約
事

務
に
関
す

る
基

準
に

つ
い
て

、
会

計
検
査

院
の

指
摘
も
踏

ま
え

、
随

意
契
約

に
お

け
る
予

定
価
格

調
書

の
作
成

基
準

の
制

定
、
公
告

期
間

短
縮

の
制
限
及

び
公

募
型
競

争
見

積
の

廃
止
な

ど
、

国
の
基
準

に
準

拠
し

た
見
直

し
を

行
な
い

、
平
成

２
１

年
度
か

ら
適

用
す

る
こ
と
と

し
た

。

(
4
)
会
計

事
務

に
係
る

標
準
的

業
務

フ
ロ
ー

の
作

成
適
正
な

会
計

事
務

の
業
務
遂

行
を

確
保

す
る
観

点
か

ら
、
契

約
事

務
を
は
じ

め
、

現
金

・
出
納

の
業

務
フ
ロ

ー
を
平

成
２

１
年
３

月
に

作
成

・
周
知
し

、
各

病
院

に
お
け
る

業
務

の
標
準

化
を

図
っ

た
。

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の
経

営
改

善
計

画
：
５

８
病

院
（
再

生
プ
ラ

ン
）

に
つ
い

て
、

毎
月

の
月
次
決

算
に

お
い
て

、
各
病

院
の

経
常
収

支
、

一
日
平

均
入

院
患

者
数
、
患

者
一

人
当
た

り
入

院
診

療
額
に

つ
い

て
、
平

成
１
９

年
度

実
績
及

び
平
成
２

０
年

度
計
画

と
の
比

較
を

行
う
な

ど
、

そ
の
進

捗
状

況
の

確
認
を
行

っ
た

と
こ
ろ

で
あ

り
、

計
画
２

カ
年

目
と
な

る
平
成

２
１

年
度
に

お
い
て
も

、
引

き
続
き

、
個
別

病
院

に
お
け

る
収

支
改
善

に
努

め
て

い
る
。

ま
た
、
経

営
手

腕
を

発
揮
し
て

い
る

院
長
及

び
副

院
長

等
に
再

生
プ

ラ
ン
特
別

顧
問

を
委

嘱
す
る

と
と

も
に
、

本
部
及

び
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
に

専
属
チ
ー

ム
を

設
け
、

年
度
計

画
に

対
し
て

経
常

収
支
が

著
し

く
下

回
っ
て
い

る
病

院
へ
の

個
別

訪
問

（
延
べ

２
５

病
院
）

を
行
う

な
ど

、
収
支

改
善
に
努

め
た

。
※

経
常

収
支

が
平

成
２
０
年

度
計

画
を

達
成
し

た
病

院
３

１
病

院
経
常

収
支

が
平

成
２
０
年

度
計

画
を

下
回
っ

た
病

院
２

７
病

院
（
う
ち

、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病
院

１
３
病
院

）

【
再
生
プ

ラ
ン

の
具
体

的
な
取

組
み

】
※

本
部
・

ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
の

体
制

本
部

及
び

ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
に

専
属

チ
ー
ム

を
設

置
し
、

さ
ら

に
病
院
長

、
副

院
長

等
を
本

部
特

別
顧
問

と
し
て

委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９

名
・
本

部
再

生
プ

ラ
ン

専
属

チ
ー

ム
２
３
名

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
再
生

プ
ラ

ン
専

属
チ
ー

ム
７
３
名

※
中

期
的

な
（

平
成
２
０

年
度

～
平

成
２
２

年
度

３
年
間

）
経

営
改
善
計

画
を

策
定

・
事

業
規

模
関

係
・

・
・

病
院

規
模

等
・
サ

ー
ビ

ス
内

容
関
係
・

・
・

実
施

診
療
科

等
・
サ

ー
ビ

ス
体

制
関
係
・

・
・

病
棟

編
成
、

人
員

配
置
等

・
設

備
投

資
関

係
・

・
・

医
療

機
器

更
新

計
画

、
建

物
保

守
等
計
画

・
資

金
関

係
・

・
・

中
期

の
資
金

計
画

※
現

在
の

患
者

数
、
診
療

収
益

な
ど

を
前
提

に
「

人
、
物

、
資

金
」
の
最

適
化

・
部

門
別

（
診

療
科
・
病

棟
等

）
の

収
益
・

生
産

性
に
よ

る
分

析
→
課

題
の
所

在
を
ピ

ン
ポ

イ
ン
ト

で
明

確
化

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
に
よ
る

分
析

→
原

因
の
把

握
、
具

体
的

な
目
標

値
の

設
定

・
機

能
強

化
・

生
産
性
の

向
上

→
外

部
環
境

分
析
な

ど
に

よ
る
実

現
可

能
性
の

検
証

・
診

療
機

能
、

規
模
、
人

員
体

制
の

見
直
し

→
ダ

ウ
ン
サ

イ
ジ
ン

グ
（

人
事
異

動
も

考
慮
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
５

．
職

員
の

給
与

水
準

医
師
を

は
じ

め
と
す

る
医
療

職
種

の
確
保

は
、

医
療
を

提
供

し
、

医
業
収
益

を
得

る
当
法

人
の

運
営

に
お
い

て
、

基
本
的

か
つ
重

要
な

事
項
で

あ
る
が
、

そ
の

確
保
は

民
間
医

療
機

関
を
含

め
て

全
国
的

に
厳

し
い

情
勢
に
あ

る
。

こ
れ
を

踏
ま

え
て
、

医
師
の

給
与

に
つ
い

て
は

、
平
成

１
７

年
度

に
年
俸
制

を
導

入
し
て

勤
務

成
績

を
反
映

さ
せ

、
平
成

１
８
年

度
に

国
の
給

与
構
造
改

革
に

伴
う
基

本
給
等

の
引

き
下
げ

を
見

送
る
な

ど
、

民
間

医
療
機
関

な
ど

の
状
況

を
踏

ま
え

な
が
ら

、
改

善
を
進

め
て
い

る
も

の
で
あ

る
が
、
民

間
医

療
機
関

の
給
与

と
は

、
ま
だ

相
当

な
開
き

が
あ

る
と

考
え
て
い

る
。

看
護
師

に
つ

い
て
は

、
民
間

医
療

機
関
に

お
け

る
給
与

の
水

準
を

考
慮
し
て

、
独

法
移
行

時
に

中
高

年
齢
層

の
一

般
看
護

師
の
給

与
カ

ー
ブ
を

フ
ラ
ッ
ト

化
し

、
ま
た

、
平
成

１
７

年
４
月

に
基

本
給
の

調
整

額
を

特
殊
業
務

手
当

に
切
り

替
え

る
と

と
も
に

そ
の

水
準
を

引
き
下

げ
る

な
ど
の

適
正
化
を

講
じ

た
と
こ

ろ
で
あ

り
、
適
切

な
対

応
を
行
っ

て
い

る
。
た
だ

し
、
看
護
師

確
保

に
つ
い

て
も

、
医
師

と
同

様
に

厳
し
い

情
勢

に
あ
る

。
事
務
・

技
術

職
員
に

つ
い
て

は
、

国
の
一

般
職

給
与
法

に
準

じ
て

い
る
と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
独

法
移

行
時
に

中
高

年
齢
層

の
一
般

職
員

の
給
与

カ
ー
ブ
を

フ
ラ

ッ
ト
化

す
る
な

ど
の

措
置
を

講
じ

た
と
こ

ろ
で

あ
り

、
適
切
な

対
応

を
行
っ

て
い

る
。

研
究
職

員
に

つ
い
て

は
、
国

の
一

般
職
給

与
法

に
準
じ

て
い

る
と

こ
ろ
で
あ

り
、

適
切
な

対
応

を
行

っ
て
い

る
。

【
国
と
異

な
る

諸
手
当

に
つ
い

て
】

(
1
)
特
殊

業
務

手
当

国
時

代
か

ら
、

職
務

の
複

雑
・

困
難

性
に

基
づ

き
他

の
官

職
に

比
し

て
著

し
く

特
殊

な
勤

務
に

支
給

し
て

い
た

俸
給

の
調

整
額

を
、

平
成

１
７
年
度

に
民

間
医

療
機
関
の

状
況

等
の
調

査
に

基
づ

き
減
額

す
る

と
と
も
に

、
賞

与
・

退
職
手

当
の

基
礎
と

し
な
い

特
殊

業
務
手

当
と

し
て

見
直
し
た

。
(
2
)
医
師

派
遣

手
当

深
刻

な
医

師
不
足

に
あ
る

一
部

地
域
の

旧
療

養
所
型

病
院

等
に

対
し
機
構

傘
下

の
病
院

が
医

師
を

派
遣
で

き
る

よ
う
、

平
成
１

８
年

４
月
よ

り
医
師

派
遣

手
当
を

創
設
し

、
平

成
２
０

年
４

月
よ
り

拡
充

を
図

っ
た
。

(
3
)
ド
ク

タ
ー

ヘ
リ
搭

乗
手
当

及
び

救
急
呼

出
待

機
手
当

等
国
の
航

空
手

当
、

民
間
医
療

機
関

の
同

様
の
手

当
を

踏
ま
え

て
、

救
急
医
療

に
従

事
す

る
医
師

・
看

護
師
等

の
医
療

従
事

者
の
勤

務
の

実
態

・
特
殊
性

を
勘

案
し

、
医
師
等

の
確

保
対
策

の
観

点
か

ら
平
成

１
９

年
１
２
月

よ
り

ド
ク

タ
ー
ヘ

リ
搭

乗
手
当

、
平
成

２
０

年
４
月

よ
り

救
急

呼
出
待
機

手
当

を
創

設
し
た
。

ま
た

、
平
成

２
１

年
４

月
よ
り

、
国

に
お
い
て

救
急

医
療

及
び
産

科
医

療
を
担

う
勤
務

医
の

処
遇
改

善
を

支
援

す
る
補
助

制
度

を
創

設
し
た
こ

と
に

対
応
し

て
救

急
医

療
体
制

等
確

保
手
当
を

創
設

し
た

。
(
4
)
年
度

末
賞

与
各
病
院

毎
に

業
績

評
価
が
で

き
る

よ
う

区
分
経

理
す

る
単
一

の
独

立
行
政
法

人
に

移
行

し
た
経

緯
、

実
際
に

国
立
病

院
機

構
法
に

お
い

て
施

設
毎
に
財

務
書

類
を

作
成
す
る

こ
と

と
さ
れ

て
い

る
こ

と
を
踏

ま
え

、
病
院
毎

の
経

営
努

力
の
イ

ン
セ

ン
テ
ィ

ブ
と
し

て
医

業
収
支

が
特

に
良

好
な
病
院

の
職

員
に

対
し
、
個

々
の

病
院
の

業
績

に
応

じ
て
年

度
末

賞
与
を
支

給
す

る
制

度
を
独

立
行

政
法
人

へ
移
行

す
る

際
に
設

け
た

も
の

で
あ
る
。

こ
れ

は
、

中
央
省
庁

等
改

革
基
本

法
（

独
立

行
政
法

人
の

職
員
の
給

与
に

当
該

独
立
行

政
法

人
の
業

務
の
実

績
が

反
映
さ

れ
る

も
の

で
あ
る
こ

と
）
、
独
立

行
政
法

人
通

則
法
（
法

人
の
職
員

の
給

与
は

職
員
が

発
揮

し
た
能

率
が

考
慮
さ

れ
る
も

の
で

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
こ
と

）
、

独
立
行
政

法
人

整
理

合
理
化
計

画
（

各
独
立

行
政

法
人

は
能
力

・
実

績
主
義
の

活
用

に
よ

り
役
職

員
の

給
与
等

に
そ
の

業
績

及
び
勤

務
成

績
等

を
一
層
反

映
さ

せ
る

こ
と
）
の

趣
旨

に
則
っ

た
も

の
と

位
置
づ

け
て

い
る
。

（
１
）
業
務

運
営
コ

ス
ト

の
節

減
等

（
１

）
業

務
運

営
コ

ス
ト

の
節

減
等

（
１

）
業

務
運
営

コ
ス
ト

の
節

減
等

（
１

）
業
務
運
営
コ
ス
ト
の
節

減
等

医
薬

品
等

の
購

入
方

法
の

見
直

し
や

医
薬

品
等

の
購

入
方

法
や

業
務

委
託

業
務

委
託

の
活
用

等
を

行
う

こ
と

に
よ

の
推

進
・

点
検

等
様

々
な

取
組
を

行
う

こ

り
、

材
料

費
等
の

経
費

の
節

減
に

努
め

る
と

に
よ

り
、
中

期
目

標
の

期
間
の

５
年

間

こ
と
。

を
累

計
し

た
損

益
計

算
に

お
い
て

、
経

常

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

収
支

率
が

１
０

０
％

以
上

と
な
る

よ
う

費

期
目

標
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い
て

、
用

の
節

減
等
を

図
る

。

一
般

管
理

費
（
退

職
給

付
費

用
等

を
除

く
。
）
を
１

５
％

程
度

節
減
す

る
こ

と
。

①
材

料
費

①
材

料
費

①
材
料
費

包
括

評
価

等
の

今
後

の
診

療
報

酬
改

材
料

費
率

の
抑

制
を

図
る

た
定

を
考

慮
し

つ
つ

、
後

発
医

薬
品

の
採

め
、

引
き

続
き

医
薬

品
の

共
同

１
．

共
同

入
札

の
実

施
用

促
進

、
同

種
同

効
医

薬
品

の
整

理
、

購
入

を
行

う
と

と
も

に
、

国
立

(
1
)
医
薬

品
の

共
同
入

札
共

同
購

入
等

の
調

達
方

法
及

び
対

象
品

病
院

機
構

に
お

い
て

使
用

す
る

平
成
２

０
年

７
月

か
ら
平
成

２
２

年
３
月

ま
で

を
調

達
期
間

と
す

る
医
薬
品

の
共

同
入

札
に
つ

い
て

は
、
更

に
ス
ケ

ー
ル

メ
リ
ッ

ト
を

活
か

目
等

の
見

直
し

を
行

い
、

薬
品

費
と

消
医

薬
品

の
集

約
に

取
り

組
む

と
す

た
め
、

入
札

単
位

の
拡
大
（

全
国

４
エ
リ

ア
→

３
エ

リ
ア
）

を
図

る
と
と
も

に
、

購
入

医
薬
品

リ
ス

ト
の
見

直
し
（

入
札

規
模
７

，
５

６
２

耗
品

費
等

の
材

料
費

率
の

増
の

抑
制

を
と

も
に

、
在

庫
管

理
の

効
率

化
品

目
→
５

，
９

７
８

品
目
）
を

行
い

、
更
な

る
医

薬
品

費
の
抑

制
と

契
約
事
務

の
効

率
化

を
図
っ

た
。

図
る

。
等

を
推

進
し

費
用

の
節

減
を

図
ま

た
、

企
業

会
計

原
則

に
基

づ
い

て
る
。

(
2
)
医
療

用
消

耗
品
等

の
共
同

入
札

適
正

に
棚

卸
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
ま

た
、

医
療

用
消

耗
品

等
に

医
療
用

消
耗

品
・

消
耗
機
材

（
延

べ
１

，
２
４

０
品

目
）
の

共
同

入
札
に
つ

い
て

は
、

九
州
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
に
加

え
、

新
た
に

北
海

道
東

過
剰

な
在

庫
を

削
減

す
る

。
つ

い
て

は
、

多
様

化
し

て
い

る
北

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お
い
て

も
実

施
し
、

材
料

費
の

抑
制
を

図
っ

た
。

昨
今

の
供

給
体

制
等

の
動

向
に

留
意

し
つ

つ
、

病
院

間
の

価
格

(
3
)
検
査

試
薬

の
共
同

入
札

情
報

を
共

有
す

る
な

ど
効

率
的

検
査
試

薬
（

７
，

４
０
７
品

目
）

の
共
同

入
札

に
つ

い
て
は

、
東

海
北
陸
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
及

び
九

州
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
加
え

、
新

た
に

な
購

入
を

目
指

し
引

き
続

き
検

残
る
４
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
に
お

い
て

実
施
し

、
医

薬
品

費
の
抑

制
を

図
っ
た
。

討
を

行
う
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
適

正
な

在
庫

管
理

(
1
)
月
次

決
算

に
よ
る

保
有
在

庫
日

数
の
把

握
と

縮
減

各
病

院
毎

に
最
低

限
必
要

な
在

庫
日
数

を
定

め
、
毎

月
末

の
保

有
在
庫
日

数
と

の
比
較

を
行

う
こ

と
に
よ

り
、

在
庫
の

縮
減
に

努
め

た
。

平
成
１

９
年
度

平
成
２

０
年
度

医
薬

品
棚

卸
資

産
３
，

１
３

１
百
万

円
→

３
，

２
１

５
百
万

円
保

有
在
庫

日
数

１
１
．
８

日
→

１
１
．
９

日
診

療
材

料
棚

卸
資

産
２
，

０
３

８
百
万

円
→

１
，

９
１

７
百
万

円
保

有
在
庫

日
数

１
１
．
９

日
→

１
１
．
２

日

(
2
)
Ｓ
Ｐ

Ｄ
（

S
u
p
p
l
y

P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
a
n
d

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
:
物

品
管

理
の
外

注
化

）
の
導

入
Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
導

入
に

つ
い
て
は

、
適

正
な

在
庫
管

理
を

図
る
こ

と
か

ら
、
職
員

の
業

務
省

力
化
、

診
療

材
料
の

消
費
量

管
理

の
徹
底

に
よ

る
診

療
報
酬
の

請
求

漏
れ

防
止
、
使

用
品

目
の
統

一
化

に
よ

る
費
用

削
減

、
無
在
庫

方
式

に
よ

る
在
庫

の
縮

減
な
ど

を
検
討

の
う

え
導
入

す
る

こ
と

と
し
て
い

る
。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
末
現

在
で

、
Ｓ

Ｐ
Ｄ
を

導
入

し
て
い

る
病

院
は
、
７

４
病

院
で

あ
り
、

平
成

２
０
年

度
中
に

新
た

に
導
入

し
た

病
院

は
、
３
病

院
で

あ
る

。

３
．

材
料

費
率

の
抑

制
材
料
費

に
つ

い
て
は

、
上
記

の
材

料
費
抑

制
策

等
を
実

施
す

る
こ

と
に
よ
り

材
料

費
率
を

抑
え

る
こ

と
が
で

き
た

。

平
成

１
９
年

度
平
成

２
０
年

度
材
料

費
率

２
３
．
６

％
→

２
３
．
５

％
（

△
０
．

１
％
）

②
人

件
費

率
等

②
人

件
費
率

等
②

人
件
費
率
等

人
事

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
適

適
正

な
人

員
の

配
置

に
努

め
正

な
人

員
の

配
置

に
努

め
る

と
と

も
に

、
る

と
と

も
に

、
業

務
委

託
に

お
１

．
業

務
委

託
契

約
の

検
証

業
務

委
託

に
つ

い
て

も
コ

ス
ト

低
減

に
け

る
病

院
間

の
契

約
価

格
や

契
各
病
院

に
お

け
る
委

託
費
の

削
減

や
効
率

的
な

業
務
委

託
契

約
を

支
援
す
る

こ
と

を
目
的

と
し

て
、

全
病
院

に
お

け
る
業

務
委
託

契
約

の
契
約

十
分

配
慮

し
た

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
約

内
容

の
比

較
を

行
う

な
ど

、
額

等
に
つ

い
て

調
査
を

実
施
し

、
同

規
模
の

病
院

と
自
院

の
契

約
額

等
に
つ
い

て
比

較
検
討

が
行

え
る

よ
う
、

平
成

２
１
年

１
月
に

そ
の

結
果
の

等
に

よ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

中
、

人
委

託
業

務
に

つ
い

て
の

検
証

を
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
を
行

っ
た
。

件
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
率

に
行

い
、

引
き

続
き

コ
ス

ト
低

減
つ

い
て

、
業

務
の

量
と

質
に

応
じ

た
病

に
十

分
配

慮
し

た
有

効
活

用
を

２
．

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
の

抑
制

院
運

営
に

適
正

な
率

を
目

指
し

て
抑

制
図
っ

て
い
く

。
こ
れ

ら
に

よ
り
、

技
能
職

の
退

職
後
不

補
充
や

非
効

率
病
棟

の
整

理
・
集

約
等

を
図

る
一
方
で

、
医

療
法
及

び
診

療
報

酬
上
の

人
員

基
準
に

沿
っ
た

体
制

と
し
、

を
図

る
。

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

心
神
喪
失

者
等

医
療
観

察
法
、

障
害

者
自
立

支
援

法
等
国

の
制

度
の

創
設
や
改

正
に

伴
う
人

材
確

保
、

地
域
医

療
計

画
を
踏

ま
え
た

政
策

医
療
の

し
た

率
に

つ
い

て
、

業
務

の
量

推
進
の
た

め
の

対
応
と

と
も
に

、
医

療
サ
ー

ビ
ス

の
質
の

向
上

、
医

療
安
全
の

確
保

及
び
患

者
の

処
遇

の
改
善

等
に

も
留
意

し
つ
つ

、
必

要
な
人

と
質

に
応

じ
た

病
院

運
営

に
適

材
確
保
を

行
っ

た
結
果

、
人
件

費
率

と
委
託

費
率

を
合
計

し
た

率
に

つ
い
て
は

、
抑

え
る
こ

と
が

で
き

た
。

正
な

率
を

目
指

し
て

抑
制

を
図

平
成
１

９
年

度
実
績

５
７

．
４

％
→

平
成
２
０

年
度

実
績

５
７
．
０

％
（

平
成
２

０
年

度
計

画
５

８
．

３
％
）

る
。

３
．

検
査

部
門

に
お

け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ

の
導

入
（

再
掲

）
平
成
１

９
年

度
ま
で

に
導
入

し
た

埼
玉
病

院
、

宇
多
野

病
院

、
長

崎
川
棚
医

療
セ

ン
タ
ー

、
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー

、
舞
鶴

医
療
セ

ン
タ

ー
、
大

阪
南
医
療

セ
ン

タ
ー
、

四
国
が

ん
セ

ン
タ
ー

及
び

高
松
医

療
セ

ン
タ

ー
病
院
の

８
病

院
に
お

い
て

引
き

続
き
実

施
し

た
。

４
．

給
食

業
務

の
全

面
委

託
の

実
施

（
再

掲
）

平
成
１

９
年

度
ま
で

に
導
入

し
た

札
幌
南

病
院

、
花
巻

病
院

、
東

京
医
療
セ

ン
タ

ー
、
小

諸
高

原
病

院
、
宇

多
野

病
院
、

菊
池
病

院
及

び
舞
鶴

医
療
セ
ン

タ
ー

の
７
病

院
に
お

い
て

引
き
続

き
実

施
し
た

。
ま

た
、

平
成
２
０

年
度

新
た
に

佐
賀

病
院

で
導
入

し
た

。

③
建

築
コ

ス
ト

③
建

築
コ
ス

ト
③

建
築
コ
ス
ト

建
築

単
価

の
見

直
し

等
を

進
め

る
と

平
成
１
６

年
度
に

定
め

た
「
国

と
も

に
、

コ
ス

ト
削

減
に

直
接

結
び

つ
立

病
院

機
構

に
お

け
る

建
物

整
１

．
全

面
建

替
整

備
、

病
棟

建
替

整
備

く
一

括
契

約
の

導
入

等
を

図
り

、
投

資
備

の
指

針
」

に
基

づ
き

、
引

き
平

成
２

０
年

度
は

、
全

面
建

替
整

備
の

２
病

院
１

，
２

０
０

床
［

＊
１

］
、

病
棟

建
替

整
備

の
５

病
院

１
，

１
８

６
床

に
［

＊
２

］
つ

い
て

建
の

効
率

化
を

図
る

。
続

き
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

価
替

整
備
を

決
定

し
た
。

格
の

標
準
化

を
図
る

。
＊
１

岩
国
医
療

セ
ン
タ

ー
、

統
合
新

病
院

（
善
通

寺
・

香
川

小
児
病
院

）
＊
２

長
良
医
療

セ
ン
タ

ー
、

刀
根
山

病
院

、
福
山

医
療

セ
ン

タ
ー
、
東

徳
島

病
院
、

大
牟

田
病

院

平
成

２
０

年
度

に
着

工
し

た
９

病
院

(
準

備
工

事
含

む
｡
本

体
工

事
着

工
は

７
件

)
［

＊
３

］
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

一
括
発
注

に
よ

る
工
事

期
間
の

短
縮

や
設
計

仕
様

の
標
準

化
の

取
組

み
を
引
き

続
き

実
施
し

た
結

果
、

鋼
材
等

の
主

要
建
築

資
材
価

格
が

平
均
約

７
％
値
上

が
り

す
る
な

か
、
契

約
価

格
は
平

成
１

９
年
度

と
同

水
準

(
国
時
代

の
建

築
コ
ス

ト
の
約

５
割

減
)
に

抑
制

す
る
こ

と
が
で

き
た

。
＊
３

道
北
病
院

、
花
巻

病
院

、
西
埼

玉
中

央
病
院

、
横

浜
医

療
セ
ン
タ

ー
、

七
尾
病

院
、

鈴
鹿

病
院
、

松
江

医
療
セ

ン
タ
ー

、
佐

賀
病
院

、
長
崎

川
棚

医
療
セ

ン
タ

ー
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
建

築
コ

ス
ト

削
減

平
成
１

７
年

度
以
降

の
契
約

実
績

に
基
づ

い
て

作
成
し

て
い

る
工

事
費
標
準

単
価

の
品
目

数
及

び
価

格
の
見

直
し

を
図
り

、
当
初

の
整

備
計
画

、
基

本
・
実

施
設

計
の
積

算
に
活

用
し

、
価
格

の
適

正
化
に

努
め

た
。

・
工

事
費

標
準
単

価
の

品
目

数
の
拡

大
平

成
１

９
年
度

９
５

３
品

目
→
平

成
２
０

年
度

９
７
３

品
目

(
自
動
水

栓
類

を
追
加

)

(
1
)
当
初

整
備

計
画
の

充
実

平
成
１

９
年

度
ま

で
に
実
施

し
た

契
約

状
況
を

分
析

し
、
審

査
基

準
、
工

事
費

標
準
単

価
及

び
標

準
工
事

価
格

の
見
直
し

を
図

る
と

と
も
に

、
そ

れ
ら
を

病
院

や
ブ

ロ
ッ
ク
事

務
所

に
情
報

提
供

す
る

こ
と
に

よ
り

、
内
容
面

、
価

格
面

に
お
い

て
精

度
の
高

い
当
初

整
備

計
画
を

行
っ

た
。

(
2
)
基
本

設
計

、
実
施

設
計
の

審
査

平
成

１
９

年
度

に
引

き
続

き
工

事
費

標
準

単
価

等
の

活
用

や
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
取

組
み

と
と

と
も

に
、

審
査

の
業

務
手

順
及

び
チ

ェ
ッ
ク

手
法

の
見

直
し
を
行

い
、

契
約
済

み
類

似
案

件
と
の

価
格

比
較
を
行

う
こ

と
に

よ
り
、

過
剰

な
仕
様

を
抑
制

す
る

仕
組
み

を
構

築
し

建
築
コ
ス

ト
の

削
減

に
努
め
た

。

(
3
)
入
札

情
報

の
情
報

提
供
の

拡
大

入
札
参

加
者

を
増

や
す
こ
と

を
目

的
と

し
て
、

業
界

紙
へ
の

情
報

提
供
に
つ

い
て

、
従

来
は
１

億
円

以
上
の

工
事
を

対
象

と
し
て

き
た

と
こ

ろ
、
平
成

２
０

年
度

よ
り
２
５

０
万

円
以
上

の
す

べ
て

の
工
事

に
拡

大
し
、
競

争
性

を
高

め
、
建

築
コ

ス
ト
削

減
に
努

め
た

。

④
医

療
機
器

購
入
費

④
医
療
機
器
購
入
費

大
型

医
療

機
器

の
導

入
費

用
の

削
減

を
図

る
た

め
、

共
同

購
１

．
大

型
医

療
機

器
の

共
同

入
札

実
施

入
に

よ
る

調
達

を
行

う
と

と
も

平
成
１

７
年

度
か
ら

実
施
し

て
い

る
共
同

入
札

に
つ
い

て
、
平
成

２
０
年
度

入
札

分
に
お

い
て

は
、
平
成
１

９
年

度
中
か

ら
手
続

き
に

着
手
し

、
に

、
医

療
機

器
購

入
価

格
の

標
よ

り
早
期

導
入

を
図
っ

た
。
併

せ
て

、
平
成

１
９

年
度
の

対
象

品
目

で
あ
る
大

型
医

療
機
器

（
Ｃ

Ｔ
・

Ｍ
Ｒ
Ｉ

・
血

管
連
続

撮
影
装

置
・

ガ
ン
マ

準
化

を
図
る

。
カ

メ
ラ
）

に
、

リ
ニ
ア

ッ
ク
・

Ｘ
線

透
視
撮

影
装

置
を
加

え
た

６
品

目
を
対
象

機
器

と
し
、

ス
ケ

ー
ル

メ
リ
ッ

ト
を

活
か
し

、
保
守

費
用

を
含
め

た
総
コ
ス

ト
で

市
場
価

格
を
大

幅
に

下
回
る

価
格

で
の
購

入
と

な
る

な
ど
、
効

率
的

な
設
備

整
備

を
行

っ
た
。

（
参
考

：
共

同
入
札

対
象
品

目
）

平
成

１
７
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
８
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
９
年

度
４

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

）
平
成

２
０
年

度
６

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

）

２
．

医
療

機
器

の
価

格
情

報
等

の
共

有
各
病
院

に
お

い
て
、

医
療
機

器
を

よ
り
有

利
な

価
格
（

平
準

化
・

低
廉
化
）

で
購

入
す
る

た
め

の
比

較
軸
と

す
る

た
め
、

平
成
１

８
年

度
か
ら

各
病
院
で

購
入

し
た
特

に
購
入

件
数

の
多
い

医
療

機
器
（

４
０

種
類

）
の
本
体

価
格

の
情
報

を
本

部
で

集
計
・

分
類

し
、
毎

月
各
病

院
に

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク

し
て

お
り
、

平
成
２

０
年

度
も
引

き
続

き
、
対

象
機

器
を

６
５
種
類

に
拡

大
し
て

、
毎

月
各

病
院
に

価
格

情
報
の

提
供
を

行
っ

た
。

ま
た
、

ラ
ン

ニ
ン
グ

コ
ス
ト

に
つ

い
て
も

、
平

成
１
９

年
度

か
ら

Ｃ
Ｔ
及
び

血
管

連
続
撮

影
装

置
の

保
守
費

用
（

管
球
情

報
）
を

情
報

提
供
し

て
い
る
と

こ
ろ

で
あ
る

が
、
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
は

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

・
血
管
連

続
撮

影
装
置

及
び

リ
ニ

ア
ッ
ク

の
高

額
部
品

の
価
格

を
各

病
院
へ

情
報
提
供

を
行

っ
た
。

さ
ら
に

、
平

成
１
９

年
度

か
ら
本

部
に

お
い

て
複
数
メ

ー
カ

ー
の
放

射
線

機
器

の
基
本

的
な

仕
様
（

性
能
）

を
取

り
ま
と

め
、
各
病

院
へ

情
報
提

供
し

、
病

院
に
お

け
る

仕
様
書
作

成
事

務
の

軽
減
を

図
っ

た
。（

平
成
１

９
年

度
４
機

器
、
平
成
２

０
年

度
１
機

器
追

加
）

④
院

内
売

店
、

食
堂

、
喫

茶
、

駐
車

場
⑤

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
⑤

院
内
売
店
、
食
堂
、
喫
茶
、
駐
車

場
等
の
運
営
、
委
託
形
態

等
の

運
営

、
委

託
形

態
駐
車

場
等
の

運
営
、

委
託

形
態

院
内

売
店

、
食
堂

、
喫

茶
、
駐
車

場
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

院
内
売

店
・

食
堂

等
の
建
物

等
貸

付
契

約
及
び

駐
車

場
管
理

業
務

委
託
に
つ

い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
も

引
き

続
き
競

争
に

よ
る

等
に

つ
い

て
、

契
約

方
法

及
び

契
約

額
公

募
な

ど
契

約
プ

ロ
セ

ス
の

透
契

約
手
続

き
の

徹
底

を
図
っ
た

。
等

を
見

直
す

こ
と

に
よ

り
、

費
用

の
節

明
性

の
徹
底

を
図
る

と
と

も
に

、
本
部
か

ら
各

病
院

に
対
し
て

他
病

院
の
契

約
実

績
及

び
取
組

状
況

を
情
報
提

供
し

、
各

病
院
に

お
い

て
は
そ

の
情
報

を
参

考
に
し

て
、

利
用

減
を

図
る

。
一

般
競

争
や

公
募

型
企

画
競

争
者

等
の
状

況
と

質
の

高
い
サ
ー

ビ
ス

の
徹
底

を
踏

ま
え

た
貸
付

料
収

入
の
分
析

な
ど

を
行

っ
た
結

果
、

売
上
手

数
料
の

徴
収

を
開
始

す
る

な
ど

な
ど

引
き

続
き

競
争

に
よ

る
契

貸
付
料
に

改
善

が
み

ら
れ
、
建

物
等

貸
付
契

約
は

貸
付

料
総
額

が
平

成
１
９
年

度
に

比
べ

て
約
３

．
６

％
の
増

と
な
っ

た
。

約
手

続
き
の

徹
底
を

行
う

。
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

費
用

分
析

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

透
明

性
、

競
争

性
に

併
せ

費
用

と
収

益
の

面
に

お
い

て
も

適
切

な
契

約
に

努
め

る
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
⑤

一
般
管

理
費

の
節

減
⑥

一
般
管
理

費
の
節

減
⑥

一
般
管
理
費
の
節
減

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
、

一
般

引
き

続
き

、
一

般
管

理
費

（
退

一
般

管
理

費
（

退
職

給
付

費
用

等
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
６

年
度

に
お

い
て

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

１
，

７
９

２
百

万
円

管
理

費
（

退
職

給
付

費
用

等
を

除
く

。
）

職
給

付
費
用

等
を
除

く
。
）
の
経

（
▲
３
２

．
８

％
）

減
少
し
、

中
期

計
画
を

達
成

し
た

と
こ
ろ

で
あ

る
。
平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
独
立

行
政
法

人
国

立
病
院

機
構

総
合

に
つ

い
て
、
１

５
％

以
上
節

減
を

図
る
。

費
節

減
に

努
め

る
こ

と
と

し
、

情
報
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス
テ
ム

（
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
）

の
更
改

に
伴

う
経
費
が

発
生

し
た

こ
と
な

ど
に

よ
り
、

平
成
１

９
年

度
支
出

を
上

回
る

平
成

１
５

年
度

と
比

し
て

、
こ

と
と

な
っ

た
が

、
平
成
１
５

年
度

に
比
し

、
２

，
０

６
０
百

万
円

（
▲
３
７

．
７

％
）

減
少
さ

せ
、

中
期
計

画
に
掲

げ
る

目
標
値

を
大

幅
に

１
５

％
以

上
節

減
で

き
る

体
制

上
回
っ
た

。
を
維

持
す
る

。
（

単
位

：
百
万

円
）

平
成

１
５

年
度

平
成

１
６
年

度
平
成
１

７
年

度
平

成
１

８
年
度

平
成

１
９

年
度

平
成

２
０
年

度
一
般
管

理
費

５
，

４
７
０

３
，
６
７

８
３
，

６
２
２

３
，

３
４

０
３

，
３

７
２

３
，
４
１

０
対
１
５

年
度

－
▲
１

，
７
９

２
▲
１
，

８
４

８
▲

２
，

１
３
０

▲
２

，
０

９
８

▲
２

，
０
６

０
節
減

率
－

▲
３

２
．
８

％
▲
３
３

．
８

％
▲

３
８

．
９
％

▲
３

８
．

３
％

▲
３

７
．
７

％
対
前
年

度
－

▲
１

，
７
９

２
▲
５

６
▲

２
８
２

＋
３
３

＋
３

８
節
減

率
－

▲
３

２
．
８

％
▲
１

．
５

％
▲
７

．
８
％

＋
１
．

０
％

＋
１
．
１

％

⑦
広
告
事
業
へ
の
取
組

平
成
１

８
年

度
か

ら
国
立
病

院
機

構
内
の

資
産

等
を

広
告
媒

体
と

し
て
有
効

活
用

す
る

こ
と
に

よ
る

費
用
の

節
減
や

新
た

な
収
益

を
創

出
す

る
こ
と
を

目
的

と
し

、
本
部
に

お
い

て
は
、

全
職

員
の

給
与
支

給
明

細
書
に
企

業
等

の
広

告
を
掲

載
す

る
こ
と

に
よ
り

、
給

与
袋
の

購
入

費
の

削
減
及
び

収
入

の
増

加
を
図
る

と
と

も
に
、

各
病

院
に

お
い
て

も
、

薬
袋
、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
内
掲

示
板

等
を
広

告
媒
体

と
す

る
こ
と

に
よ

り
、

費
用
の
削

減
及

び
収

入
の
増
加

を
図

っ
た
。

さ
ら

に
、

平
成

２
０

年
度

は
２

病
院

に
お

い
て

、
機

関
誌

発
行

費
用

を
企

業
等

の
広

告
を

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

り
、

発
行

費
用

の
削

減
を

図
っ
た
。

○
削

減
し

た
費
用

給
与
支

給
明
細

書
等
の

購
入

費
用
等

の
削

減
金
額
合

計
▲
１
，

１
１

０
万
円

（
う
ち

給
与

支
給
明
細

書
▲
１
，

０
０

０
万

円
所

要
枚

数
８

７
万
枚

）
○

増
加
し

た
収
入

給
与
支

給
明
細

書
等
の

広
告

掲
載
料

収
入

金
額
合
計

１
２
４
万

円

⑧
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
取
組

平
成
１

９
年

度
か

ら
各
病
院

の
エ

ネ
ル
ギ

ー
使

用
量

を
削
減

す
る

こ
と
を
目

的
と

し
て

外
部
委

託
に

よ
り
３

５
病
院

（
平

成
１
９

年
度

１
０

病
院
、
平

成
２

０
年

度
２
５
病

院
）

に
対
し

エ
ネ

ル
ギ

ー
診
断

を
実

施
し
た
。

さ
ら

に
、

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
に
係

る
整
備

を
対

象
と
し

た
助

成
金

制
度
（
平
成

１
９
年

度
創

設
）
を
活

用
し

、
平
成
２
０

年
度

に
お

い
て
は

、
１

１
病

院
が

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
目

的
と

し
た
整

備
を
し

た
。
結
果
、

所
要
整
備

費
３

．
７

億
円
に
対

し
、

年
間
１

．
４

億
円

の
コ
ス

ト
削

減
を
見
込

ん
で

い
る

。
（
投
資

回
収

２
．
７

年
）

（
２
）
業
務

運
営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（

２
）

業
務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（

２
）

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
（
２

）
業
務
運
営
の
効
率
化
に

関
す
る
事
項

「
行

政
改

革
の

重
要

方
針

」
（

平
成

1
7

「
行

政
改

革
の

重
要

方
針

」
（

平
成

1
7

る
事

項
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

年
1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

「
行

政
改
革

の
重

要
方

針
」（
平

１
．

人
件

費
削

減
の

取
組

み
平

成
1
8
年

度
以

降
の

5
年

間
に

お
い

て
国

今
後

５
年

間
で

５
％

以
上

の
人

件
費

削
成

1
7
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
技

能
職

の
退

職
後

不
補
充
並
び

に
非

常
勤
職

員
へ

の
切

替
及
び

ア
ウ

ト
ソ
ー
シ

ン
グ

化
、

非
効
率

と
な

っ
て
い

る
病
棟

の
整

理
・
集

約
に

よ
り

家
公

務
員

に
準

じ
た

人
件

費
削

減
に

向
減

の
取

組
を

行
う

が
、

医
療

法
及

び
診

を
踏

ま
え

、
人

件
費

削
減

の
取

収
益
に
見

合
っ

た
職
員

配
置
と

し
た

。
（
人

件
費
の

削
減

額
約
▲

７
,５

８
２
百

万
円

）
け

た
取

組
を

行
う

こ
と

と
す

る
が

、
医

療
報

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
対

応
組

を
行

う
が

、
医

療
法

及
び

診
一

方
で
、

心
神

喪
失

者
等
医
療

観
察

法
に
基

づ
く

専
門

病
棟
の

運
営

及
び
障
害

者
自

立
支

援
法
に

基
づ

く
筋
ジ

ス
病
棟

等
に

お
け
る

療
養

介
護

療
法

及
び

診
療

報
酬

上
の

人
員

基
準

に
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
神

喪
失

療
報

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

事
業
等
国

の
制

度
の
創

設
や
改

正
に

伴
う
必

要
な

職
員
配

置
を

引
き

続
き
行
っ

た
。

沿
っ
た
対

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

者
等

医
療

観
察

法
、

障
害

者
自

立
支

援
た

対
応

を
行

う
こ

と
は

も
と

よ
ま

た
、
医

療
機

関
で

あ
る
こ
と

か
ら

医
療
サ

ー
ビ

ス
の

低
下
を

招
か

な
い
よ
う

に
休

職
者

等
（
看

護
師

）
の
代

替
要
員

の
確

保
及
び

地
域

医
療

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
法

等
国

の
制

度
の

創
設

や
改

正
に

伴
う

り
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

計
画

を
踏

ま
え

た
診

療
報

酬
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配

置
を

行
っ

た
。
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

確
保

も
含

め
政

策
医

療
の

推
進

の
た

め
人

材
確

保
も

含
め

政
策

医
療

の
推

進
の

法
、

障
害

者
自

立
支

援
法

等
国

約
８

,８
１

８
百

万
円
）

の
対

応
と

と
も

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
の

対
応

と
と

も
に

、
医

療
サ

ー
ビ

の
制

度
の

創
設

や
改

正
に

伴
う

そ
の
結
果

、
常

勤
職

員
の
人
件

費
は

前
年
度

と
比

較
し

て
約
１

２
億

の
増
と
な

っ
て

い
る

。
質

の
向

上
、

医
療

安
全

の
確

保
及

び
患

ス
の

質
の

向
上

、
医

療
安

全
の

確
保

及
人

材
確

保
も

含
め

政
策

医
療

の
平

成
１

９
年

度
平

成
２

０
年

度
者
の
処
遇

の
改

善
等

に
も

留
意

し
つ

つ
、

び
患

者
の

処
遇

の
改

善
等

に
も

留
意

し
推
進

の
た
め

の
対
応

と
と

も
に

、
人
件

費
３
１
２

，
９
６

８
百

万
円

→
３

１
４

,２
０

４
百
万

円
（

１
,２

３
６
百
万

円
）

適
切

な
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

な
お

、
つ

つ
、

適
切

な
取

組
を

行
う

。
な

お
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

な
お
、

人
件

費
率
と

委
託
費

率
を

合
計
し

た
率

に
つ
い

て
は

、
抑

え
る
こ
と

が
で

き
た
。

現
中

期
目

標
期

間
の

最
終

年
度

ま
で

の
中

期
目

標
の

最
終

年
度

ま
で

に
お

い
て

医
療

安
全

の
確

保
及

び
患

者
の

平
成

１
９

年
度
実

績
５

７
．

４
％

→
平
成
２

０
年

度
決

算
５
７

．
０

％
（
平

成
２

０
年

度
計
画

５
８
．
３

％
）

間
に

お
い

て
も

必
要

な
取

組
を

行
う

こ
も
必
要
な

取
組

を
行

う
。

処
遇

の
改

善
等

に
も

留
意

し
つ

と
。

併
せ

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

構
造

つ
、

適
切
な

取
組
を

行
う

。
併

せ
て

、
給

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
改

革
を

踏
ま

え
て

、
役

職
員

の
給

与
に

併
せ

て
、

国
家

公
務

員
の

給
た
給
与
体

系
の

見
直

し
を

進
め

る
こ

と
。

つ
い

て
必

要
な

見
直

し
を

進
め

る
。

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
て

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
に

改
正

し
た

役
職

員
の

給
与

制
度

の
適

切
な

施
行

を
行
っ

て
い
く

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

．
Ｑ

Ｃ
活

動
に

対
す

る
取

組
「
で
き

る
こ

と
か
ら

始
め
よ

う
！

」
を
ス

ロ
ー

ガ
ン
に

職
員

の
自

発
的
な
取

組
を

奨
励
、

評
価

し
、

表
彰
す

る
と

い
う
Ｑ

Ｃ
活
動

奨
励

表
彰
制

度
も
平
成

２
０

年
度
ま

で
に
第

２
期

が
終
了

、
提

出
さ
れ

た
取

組
の

件
数
は
総

数
２

０
４
件

に
の

ぼ
る

。
毎
年

行
わ

れ
る
国

立
病
院

総
合

医
学
会

で
年
間
最

優
秀

賞
を
決

め
る
イ

ベ
ン

ト
も
着

実
に

実
施
し

、
年

間
を

通
し
て
活

動
を

奨
励
し

て
い

く
仕

組
み
が

定
着

し
た
。

機
構
全

体
だ

け
で
な

く
、
各

個
別

病
院
を

み
て

も
院
内

サ
ー

ク
ル

活
動
発
表

会
が

さ
か
ん

に
行

わ
れ

る
よ
う

に
な

り
、
職

員
一
人

一
人

が
業
務

改
善
に
積

極
的

に
貢
献

す
る
と

い
う

意
識
付

け
を

広
げ
る

こ
と

が
で

き
た
。

ま
た
、

平
成

２
１
年

３
月
に

第
２

期
ま
で

の
活

動
を
集

約
し

た
Ｑ

Ｃ
活
動
事

例
集

を
発
刊

、
各

病
院

に
配
付

し
後

年
に
残

す
事
で

、
各

取
組
を

一
時
的
な

も
の

と
せ
ず

、
継
続

し
、

さ
ら
な

る
活

動
意
欲

を
促

す
よ

う
取
り
組

ん
だ

。

※
Ｑ

Ｃ
活

動
：
病

院
職
員

が
自

院
内
の

課
題

に
応
じ

て
小

グ
ル

ー
プ
を
構

成
し

、
業
務

の
質

の
向

上
を
目

指
し

て
取
り

組
む
自

主
的

活
動
。

※
第

１
期

（
平

成
１

８
年

９
月

～
平

成
１

９
年

８
月

）
及

び
第

２
期

（
平

成
１

９
年

１
２

月
～

平
成

２
０

年
８

月
）

ま
で

の
提

案
件

数
（
２

０
４

件
）
内

訳
：
医

療
サ

ー
ビ
ス

：
（
８

２
件

）
、
経

営
改

善
（
６
１

件
）
、
医
療

安
全
（

６
１

件
）

３
．

法
人

業
務

に
対

す
る

国
民

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
、

業
務

改
善

を
図

る
取

組
を

促
す

ア
プ

ロ
ー

チ
独
法
移

行
後

、
患
者

の
目
線

に
立

ち
、
国

立
病

院
機
構

全
体

の
サ

ー
ビ
ス
向

上
を

図
る
こ

と
を

目
的

に
毎
年

実
施

し
て
い

る
患
者

満
足

度
調
査

に
お
い
て

、
個

々
の
病

院
に
対

す
る

評
価
、

ニ
ー

ズ
を
把

握
し

て
お

り
、
そ
こ

か
ら

発
見
で

き
た

課
題

に
つ
い

て
は

、
個
々

の
病
院

に
お

い
て
病

院
全
体
又

は
各

職
場
単

位
で
改

善
活

動
を
行

い
業

務
改
善

を
図

っ
て

い
る
。
さ

ら
に

そ
れ
ら

の
活

動
の

一
部
は

平
成

１
８
年

度
に
創

設
し

た
国
立

病
院
機
構

Ｑ
Ｃ

活
動
奨

励
表
彰

等
に

よ
り
、

全
病

院
に
広

く
紹

介
す

る
な
ど
、

水
平

展
開
を

図
る

べ
く

取
り
組

ん
で

い
る
。

ま
た
、

各
病

院
で
は

、
地
域

住
民

の
た
め

の
講

演
会
や

健
康

祭
り

等
の
イ
ベ

ン
ト

を
実
施

し
、

地
域

住
民
の

医
療

ニ
ー
ズ

の
把
握

に
努

め
て
い

る
。

４
．

国
民

に
よ

る
意

見
の

活
用

全
国
一

斉
に

患
者
満

足
度
調

査
を

実
施
し

、
定

形
的
な

ア
ン

ケ
ー

ト
項
目
の

評
価

や
自
由

記
載

に
よ

り
、
利

用
者

か
ら
の

指
摘
、

意
見

を
い
た

だ
く
と
と

も
に

、
そ
の

結
果
を

各
病

院
に
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を

す
る

こ
と
で
、

Ｑ
Ｃ

活
動
な

ど
業

務
改

善
活
動

の
き

っ
か
け

と
し
、

患
者

満
足
度

を
向

上
さ

せ
る

べ
く

努
力

し
て

い
る

。
ま

た
、

全
て

の
病

院
で

患
者

・
家

族
か

ら
の

意
見

箱
を

設
置

し
て

お
り

、
常

時
、

意
見

募
集

し
タ

イ
ム

リ
ー
な
改

善
活

動
に
つ

な
げ
て

い
る

。
機
構
全

体
と

し
て
は

、
事
業

計
画

、
事
業

報
告

書
、
財

務
諸

表
等

を
公
表
す

る
と

と
も
に

、
国

立
病

院
機
構

の
業

務
・
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

に
関
し

国
民
の
意

見
募

集
を
行

い
、
業

務
運

営
に
適

切
に

反
映
さ

せ
る

た
め

、
本
部
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
に

意
見

募
集
の

窓
口

を
平
成

２
０
年

１
０

月
か
ら

常
時
開
設

し
、

寄
せ
ら

れ
た
意

見
を

毎
日
閲

覧
・

対
応
し

て
い

る
。

※
平
成

２
０

年
１
０

月
～
平

成
２

１
年
３

月
ま

で
に
寄

せ
ら

れ
た

件
数
：
４

３
件

（
た
だ

し
、

い
ず

れ
も
個

別
病

院
、
職

員
に
対

す
る

問
い
合

わ
せ
や

苦
情

で
あ

る
）

ま
た
、
診

療
内
容

の
わ

か
る
明

細
書

の
発
行

に
つ

い
て

、
２
か
所

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
施

設
に

お
い
て

、
そ
の

実
施

に
か
か

る
問

題
点
を
探

る
た

め
、

職
員
へ
の

ア
ン

ケ
ー
ト

だ
け
で

な
く

、
患
者

へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト

も
実

施
し
、
全

病
院

実
施
に

向
け

た
検

討
に
反

映
さ

せ
て
い

る
。

５
．

福
利

厚
生

費
の

見
直

し
関

係
国
立
病

院
機

構
は
国

費
以
外

の
財

源
（
診
療

収
入

等
の

自
己
財
源

）
に

よ
り

、
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

経
費

を
支

出
し
て

い
た

と
こ
ろ
で

あ
る

が
、

独
立
行
政

法
人

の
事
務

・
事
業

の
公

共
性
、

業
務

運
営
の

効
率

性
及

び
国
民
の

信
頼

確
保
の

観
点

か
ら

、
国
に

お
け

る
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
経
費

の
取
扱
い

を
踏

ま
え
、

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

経
費

に
つ
い

て
は

、
病

院
か
ら
の

支
出

を
行
わ

な
い

よ
う

平
成
２

０
年

８
月
に

文
書
に

よ
り

周
知
徹

底
を
図
っ

た
。

な
お
、

平
成

２
０
年

度
の
支

出
に

つ
い
て

は
、

既
に
実

施
済

み
で

未
払
い
の

も
の

以
外
の

経
費

に
つ

い
て
は

支
出

し
な
い

も
の
と

し
、

既
に
契

約
し
た
も

の
で

も
、
病

院
経
費

に
よ

る
支
出

で
は

な
く
、

全
額

自
己

負
担
と
し

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
（
３
）
医
療

資
源
の

有
効

活
用

（
３

）
医

療
資

源
の

有
効

活
用

（
３

）
医

療
資
源

の
有
効

活
用

（
３

）
医
療
資
源
の
有
効
活
用

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

様
々

な
人

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

・
物

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

・
物

的
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
た

的
資

源
及

び
そ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

有
的

・
物

的
資

源
及

び
そ

の
ネ

ッ
め

、
医

療
機

器
や

病
床

の
稼

働
率

の
向

効
に

活
用

し
て

、
経

営
改

善
を

図
る

た
ト

ワ
ー

ク
を
有

効
に

活
用
し

て
、

上
を
図

り
、

経
営

改
善

を
行
う

こ
と
。

め
、

以
下

の
取

組
を
実

施
す

る
。

経
営

改
善

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取
組

を
実
施

す
る

。

①
医

療
機

器
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
①

医
療

機
器

の
効

率
的

な
利

用
①

医
療
機
器
の
効
率
的
な
利
用
の
推

進
既

に
整

備
済

の
医

療
機

器
等

に
つ

い
の
推

進
て

は
、

そ
の

効
率

的
な

使
用

に
努

め
、

稼
働

率
の

低
い

医
療

機
器

等
１

．
稼

働
数

の
向

上
稼

働
率

の
向

上
を

図
る

。
な

お
、

稼
働

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

地
域

平
成

１
９

年
度

に
引

き
続

き
、

各
病

院
に

お
い

て
、

Ｃ
Ｔ

，
Ｍ

Ｒ
Ｉ
及
び
ガ

ン
マ

カ
メ
ラ

の
稼

働
数

目
標
の

設
定

や
稼
働

数
向
上

に
向

け
た
要

率
の

向
上

が
見

込
ま

れ
な

い
医

療
機

器
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
因

分
析

、
人

材
を

有
効

に
活

用
し

た
勤

務
体

制
の

見
直

し
を

図
っ

た
こ
と
、
ま

た
、

平
成
１

８
年

度
よ

り
各
病

院
の

Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ

、
リ

ニ
ア
ッ

に
つ

い
て

は
、

他
の

医
療

機
関

と
の

共
し

、
そ

の
効

率
的

な
使

用
に

努
ク

及
び

血
管

連
続

撮
影

装
置

の
稼

働
実

績
に

つ
い

て
本

部
で

集
計

・
分
析
し
、

当
該

機
器
に

携
わ

る
医

師
、
技

師
等

の
配
置

状
況
や

、
稼

働
件
数

同
利

用
を

推
進

す
る
。

め
て

稼
働

率
の

向
上

を
図

る
。

の
高

い
病

院
の

稼
働

件
数

向
上

の
た

め
の

取
組

等
の

情
報

を
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
２

６
６
，

６
６

７
件
（

２
３
．

４
％

）
稼
働

総
数

が
増
加

し
た

。

２
．

他
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

の
推

進
各
病
院

の
み

の
利
用

で
は
十

分
な

稼
働
が

見
込

め
な
い

医
療

機
器

に
つ
い
て

は
、

地
域
の

医
療

機
関

や
医
師

会
等

へ
の
医

療
機
器

の
整

備
状
況

の
説
明
、

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
、
病

院
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

及
び
病

院
主

催
の

研
修
会
な

ど
の

場
を
活

用
し

た
広

報
活
動

を
積

極
的
に

実
施
し

、
他

の
医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

を
促

進
し

た
。

新
入

院
患

者
の

増
加

、
医

療
機

器
の

更
新

に
よ

る
機

能
向

上
等

に
よ

り
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
３

０
，
７

２
２

件
（
１

０
８
．

６
％

）
と
利

用
数

が
増
加

し
、

地
域

に
お
け
る

有
効

利
用
が

大
幅

に
進

ん
だ
。

稼
働
総
数

共
同

利
用

数
医
療
機

器
名

平
成

1
5
年

度
平
成

2
0
年

度
対

1
5
年
度

差
増
減
(
%
)

平
成
1
5
年
度

平
成

2
0
年
度

対
1
5
年
度

差
増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

7
5
9
,
1
4
1

9
4
4
,
9
0
4

1
8
5
,
7
6
3

2
4
.
5
%

1
3
,
5
0
1

2
8
,
5
0
6

1
5
,
0
0
5

1
1
1
.
1
%

Ｍ
Ｒ
Ｉ

2
8
0
,
5
8
1

3
8
1
,
5
7
2

1
0
0
,
9
9
1

3
6
.
0
%

1
1
,
4
2
4

2
7
,
5
9
2

1
6
,
1
6
8

1
4
1
.
5
%

ガ
ン
マ
カ

メ
ラ

（
S
P
E
C
T
、
ｼ
ﾝ
ﾁ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ
）

1
0
2
,
4
7
5

8
2
,
3
8
8

△
2
0
,
0
8
7

△
1
9
.
6
%

3
,
3
5
7

2
,
9
0
6

△
4
5
1

△
1
3
.
4
%

計
1
,
1
4
2
,
1
9
7

1
,
4
0
8
,
8
6
4

2
6
6
,
6
6
7

2
3
.
4
%

2
8
,
2
8
2

5
9
,
0
0
4

3
0
,
7
2
2

1
0
8
.
6
%

※
平

成
２
０

年
度

の
時
間

外
の
稼

働
数

（
）

は
稼

働
総
数

に
占

め
る

割
合

Ｃ
Ｔ
：
1
0
0
,
7
0
1
（
1
0
.
7
％
）
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
：
1
7
,
2
7
1
（

4
.
5
％

）
、
ガ

ン
マ

カ
メ
ラ

（
S
P
E
C
T
、
ｼ
ﾝ
ﾁ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ
）
：
5
8
3
（

0
.
7
％
）

※
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

の
稼
働

件
数
は

、
院

内
で
は

高
機

能
Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

へ
の

移
行
、
地

域
で

は
院
外

の
Ｐ

Ｅ
Ｔ

へ
の
紹

介
等

を
進
め

て
い
る

た
め

減
少
。

1
台
あ
た

り
稼

働
数

1
台

あ
た
り

共
同

利
用
数

医
療
機

器
名

平
成

1
5
年

度
平
成

2
0
年

度
対

1
5
年
度

差
増
減
(
％
)

平
成
1
5
年
度

平
成

2
0
年
度

対
1
5
年
度

差
増

減
(
％
)

Ｃ
Ｔ

4
,
0
5
4

5
,
3
0
8

1
,
2
5
4

3
0
.
9
%

7
1

1
6
0

8
9

1
2
5
.
6
%

Ｍ
Ｒ
Ｉ

2
,
1
8
9

2
,
7
8
5

5
9
6

2
7
.
2
%

9
0

2
0
1

1
1
1

1
2
3
.
8
%

ガ
ン
マ
カ

メ
ラ

（
S
P
E
C
T
、
ｼ
ﾝ
ﾁ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ
）

9
7
6

8
0
8

△
1
6
8

△
1
7
.
2
%

3
2

2
8

△
3

△
1
0
.
9
%

計
7
,
2
1
9

8
,
9
0
1

1
,
6
8
2

2
3
.
3
%

1
9
3

3
9
0

1
9
7

1
0
2
.
1
%

②
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
②

病
床

の
効

率
的

な
利

用
の

推
②

病
床
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

病
診

連
携

・
病

病
連

携
の

推
進

等
に

進
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
を

図
る

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
１

．
病

棟
の

稼
働

状
況

に
応

じ
た

整
理

・
集

約
と

と
も

に
新

規
患

者
数

を
増

加
さ

せ
る

引
き

続
き

、
病

診
連

携
・

病
病

病
診
・

病
病

連
携
に

よ
る
紹

介
率

・
逆
紹

介
率

の
向
上

等
に

よ
り

地
域
に
お

け
る

連
携
体

制
を

強
化

す
る
一

方
で

、
平
均

在
院
日

数
の

短
縮
化

等
に

よ
り

、
収

支
の
改

善
に

努
め

る
。

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
平

均
在

等
に
よ
り

病
床

稼
働
が

非
効
率

と
な

っ
て
い

る
病

棟
や
、

稼
働

率
は

悪
く
は
な

い
が

医
療
内

容
の

高
度

化
等
に

よ
り

退
院
を

促
進
す

る
こ

と
で
不

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
と

と
も

要
と
な
る

病
床

等
を
整

理
・
集

約
し

病
床
稼

働
の

効
率
化

を
図

っ
た

。
こ
れ
に

よ
り

、
患
者

数
を

上
回

る
過
大

な
提

供
体
制

に
起
因

す
る

大
幅
な

に
、

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

赤
字
拡
大

を
防

止
す
る

と
と
も

に
、

医
療
内

容
の

充
実
と

医
療

人
材

の
効
率
的

な
配

置
を
図

っ
た

。
る

等
に

よ
り

、
収

支
の

改
善

に
努
め

る
。

（
平

成
２
０

年
度

）
（
平
成

１
９

年
度
）

ま
た

、
効

率
的

な
配

置
を

行
（
内
訳

）
集
約
数

（
内
訳

）
集
約

数
う

た
め

に
病

棟
の

稼
働

状
況

に
一
般

病
床

１
４
病
院

７
１

５
床

一
般

病
床

１
３
病

院
６

７
３
床

応
じ

た
病

棟
構

成
の

見
直

し
を

結
核

病
床

７
病
院

２
４

６
床

結
核

病
床

５
病

院
２

２
２
床

検
討

し
、

整
理

・
集

約
の

実
施

精
神

病
床

３
病
院

１
３

１
床

精
神

病
床

３
病

院
１

８
９
床

に
努

め
る
。

合
計

２
４
病
院

１
，
０
９

２
床

（
２
７

個
病

棟
）

合
計

２
１
病

院
１

，
０

８
４
床

（
２
３

個
病

棟
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
1
)
一
般

病
床

一
般
病

床
に

つ
い

て
は
、
医

療
密

度
の

向
上
に

よ
り

生
ず
る

平
均

在
院
日
数

の
減

と
い

う
積
極

的
な

理
由
や

、
大
学

か
ら

の
医
師

の
引

き
揚

げ
と
い
う

消
極

的
な

理
由
に
よ

り
、

在
院
患

者
が

減
少

し
病
床

稼
働

率
が
著
し

く
低

下
す

る
状
況

が
長

期
化
す

る
病
院

に
お

い
て
、

病
棟

の
整

理
・
集
約

を
図

っ
た

。
当
該
人

員
に

つ
い
て

は
、

病
院

内
の
他

病
棟

で
の
活
用

に
よ

る
上

位
基
準

取
得

や
、
他

病
院
へ

の
異

動
、
新

規
採

用
の

抑
制
等
に

よ
り

、
在

院
患
者
数

に
見

合
っ
た

適
正

な
提

供
体
制

の
確

立
を
進
め

て
い

る
。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て
は

、
１

７
個

病
棟
（

７
１

５
床
）

を
休

棟
な
ど
に

よ
り

集
約

し
た
ほ

か
、

結
核
病

床
と
の

ユ
ニ

ッ
ト
化

も
実

施
し

た
。

(
2
)
結
核

病
床

（
再
掲

）
結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、
結

核
の

入
院

患
者
数

及
び

病
床
利

用
率

は
低
下
傾

向
に

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病
棟

運
営

の
た
め

、
複

数
の

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る
病

院
に

お
い
て

は
、
病
棟

の
休
棟
ま

た
は

廃
止

、
ま
た

、
単
一

の
結
核

病
棟

を
保

有
し
て

い
る

病
院
に
お

い
て

は
、

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上
、

一
般

病
床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化
を

行
う

な
ど
の
取

組
を

進
め

て
い
る

。
平
成
２

０
年

度
に

お
い
て
は

、
７

個
病

棟
（
２

４
６

床
）
を

休
棟

な
ど
に
よ

り
集

約
し

た
ほ
か

、
一

般
病
床

と
の
ユ

ニ
ッ

ト
化
も

５
例

実
施

し
た
。

平
成

１
９

年
度

平
成
２
０

年
度

延
入

院
患
者

数
（
結

核
）

６
２

７
，

９
９
４

名
→

５
６
４
，

６
６

７
名

病
床

利
用
率

（
結
核

）
６

０
．
２

％
→

５
８
．

７
％

(
3
)
精
神

病
床

（
急
性

期
型
へ

の
移

行
と
医

療
観

察
法
病

棟
の

実
施

）
精
神
病

床
に

つ
い

て
は
、
国

の
精

神
病

床
に
係

る
方

針
（
１

０
年

間
で
約
７

万
床

（
全

精
神
病

床
の

約
２
５

％
）
削

減
）

を
踏
ま

え
、

既
存

の
精
神
病

棟
に

長
期

入
院
す
る

患
者

を
中
心

に
地

域
移

行
等
を

進
め

病
院
全
体

と
し

て
の

機
能
を

急
性

期
型
に

移
行
を

図
る

一
方
で

、
当

該
集

約
に
伴
い

生
じ

る
看

護
職
員
の

再
教

育
等
を

行
い

、
高

い
密
度

の
精

神
医
療
を

行
う

医
療

観
察
法

病
棟

の
ス
タ

ッ
フ
と

し
て

再
配
置

を
進

め
て

い
る
。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て
は

、
３

個
病

棟
（
１

３
１

床
）
を

休
棟

す
る
こ
と

な
ど

に
よ

り
集
約

し
た

ほ
か
、

医
療
観

察
法

病
棟
へ

の
再

配
置

も
１
例
実

施
し

た
。

２
．

医
療

の
質

の
向

上
を

伴
っ

た
収

支
の

改
善

○
各
病

院
に

お
い
て

、
地
域
医

療
連

携
の
活

動
強

化
、
救

急
患
者

等
の

積
極

的
受
入

れ
、
病

床
管
理

委
員

会
の

運
営
な

ど
の

取
組
み
に

よ
っ

て
、

病
床
の
効

率
的

な
利

用
及
び
新

規
患

者
数
の

増
加

等
を

図
っ
て

い
る

。
ま
た

、
紹

介
率
・

逆
紹
介

率
の

向
上
、

ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ

ス
の

推
進
等
に

よ
っ

て
平
均

在
院

日
数

の
短
縮

等
を

図
り
、

診
療
報

酬
上

の
上
位

基
準
を
積

極
的

に
取

得
す
る
と

と
も

に
、
地

域
医

療
支

援
病
院

及
び

地
域
が
ん

診
療

連
携

拠
点
病

院
の

新
規
指

定
を
受

け
る

な
ど
、

医
療

の
質

の
向
上
を

伴
っ

た
収

支
の
改
善

に
努

め
た
。

平
成

１
９

年
度

平
成
２
０

年
度

・
地

域
医

療
連
携

室
の
専

任
化

１
１
６

病
院

→
１
１
７

病
院

（
＋
１
病

院
）

・
紹

介
率

５
１
．

１
％

→
５
３

．
９

％
（
＋

２
．
８

％
）

・
逆

紹
介

率
３

６
．

９
％

→
４
２

．
７

％
（
＋

５
．
８

％
）

・
救

急
搬

送
件
数

１
３

４
千

件
／

年
→

１
３
４

千
件

／
年

（
＋
０
千

件
）

・
新

入
院

患
者
数

５
６

５
千

人
／

年
→

５
６
１

千
人

／
年

（
△
４
千

人
）

・
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
実

施
件

数
２
２
６

，
８

４
５

件
→

２
４

３
，
７

２
９

件
（
＋
１

６
，

８
８
４

件
）

・
地

域
医

療
支
援

病
院

２
３
病

院
→

３
３

病
院

（
＋

１
０
病

院
）

・
地

域
が

ん
診
療

連
携
拠

点
病

院
３

１
病

院
→

３
１

病
院

（
＋

０
病

院
）

・
都

道
府

県
が
ん

診
療
連

携
拠

点
病
院

２
病

院
→

２
病
院

（
＋

０
病

院
）

○
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病
院

へ
の
移

行
に

よ
る
医

療
の

標
準
化

へ
の

取
組

み
や
医
療

安
全

管
理
体

制
の

充
実

を
図
り

、
安

心
・
安

全
な
医

療
の

提
供
及

び
医
療
の

質
の

向
上

に
努
め
た

。

・
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病
院

平
成

１
９

年
度

２
２

病
院

→
平
成

２
０
年
度

３
０
病
院

（
＋

８
病

院
）

※
平

成
２

１
年
度

：
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
＝
４

１
病

院
（
＋

１
１

病
院

）
、
準
備

病
院

＝
５
病

院

・
医
療

安
全

管
理
室

の
専
任

化
平
成

１
９

年
度

１
４

２
病

院
→

平
成

２
０
年

度
１
４

１
病
院

（
△

１
病
院

）
（

南
横
浜

病
院

廃
止
に

よ
る
△

１
）

（
主

な
施

設
基
準

の
取
得

状
況

）
・

一
般

病
棟
入

院
基
本

料
（

７
：
１

）
→

８
病

院
が

新
た
に
取

得
・

一
般

病
棟
入

院
基
本

料
（

１
０
：

１
）

→
５
病

院
が

新
た
に
取

得
・

地
域

連
携
診

療
計
画

管
理

料
→

１
５

病
院

が
新
た
に

取
得

・
栄
養

管
理
実

施
加
算

→
全
病

院
が

実
施
済

・
外
来

化
学
療

法
加
算

→
８
病

院
が

取
得
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
２

医
療
機

器
・
施

設
設

備
に

関
す

る
事

項
２

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

関
す

る
計

画
２

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

関
す

２
医
療
機
器
・
施
設
設
備
に

関
す
る
計
画

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

整
備

す
る

医
療

る
計
画

費
用

対
効

果
や

法
人

全
体

の
財

務
を

総
合

機
器

・
施

設
設

備
に

つ
い

て
は

、
別

紙
４

長
期

借
入

等
及

び
自

己
資

金
を

１
．

医
療

機
器

整
備

の
考

え
方

的
に
勘
案

し
て
着

実
に

実
施

す
る

こ
と

。
の

と
お

り
と

す
る

。
活

用
し

て
、

長
期

債
務

の
縮

減
を

図
り

つ
つ

、
必

要
な

整
備

量
を

確
（
全
体
的

な
枠

組
み
）

保
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
経

営
状

況
を

勘
案

し
た

医
療

機
器

・
施

○
医
療

機
器

整
備

に
つ
い
て

は
、

各
病
院

の
医

療
機

器
等
に

か
か

る
減
価
償

却
費

と
前

年
度
の

経
常

収
支
を

基
本
に

、
各

病
院
毎

に
当

該
年

設
設
備

の
整
備

を
行
う

。
度
の
投

資
枠

の
設

定
を
行
い

、
当

該
投

資
枠
の

範
囲

内
で
、

各
病

院
の
裁
量

で
整

備
を

行
っ
て

い
る

。
平
成

２
０

年
度

に
お
い
て

は
機

構
全

体
で
総

額
約

２
７
７

億
円

の
投
資
枠

を
計

上
し

各
病
院

の
医

療
機
器

の
計
画

的
更

新
と
医

療
内

容
の

充
実
、

投
資

回
収

の
早
期
化

を
図

っ
た

。
ま
た

、
通

常
の

投
資
枠
の

他
に

、
地

域
医
療

体
制

の
変
動

等
に

よ
り
新
た

な
診

療
科

を
設
け

る
必

要
が
あ

る
場
合

な
ど

に
、
収

支
が

確
保

さ
れ
る

範
囲

内
で

、
追
加
的

に
投

資
枠

を
用
意

す
る

仕
組
み

を
整

備
し
、
各

病
院

の
機

動
的
な

体
質

変
換
を

支
援
し

て
い

る
。
平

成
２

０
年

度
に
お

い
て

、
２

病
院
を
対

象
に

計
４

．
９
億

円
の

追
加
枠

を
設

定
し
、
対

象
病

院
の

活
性
化

、
地

域
医
療

の
向
上

に
つ

な
げ
て

い
る

。

（
本
部
の

関
与

・
支

援
）

○
定
め

ら
れ

た
投

資
枠
の
中

で
各

病
院

が
ど
の

よ
う

な
機
器

を
購

入
す
る
か

は
、

収
支

計
算
に

基
づ

き
病
院

自
ら
判

断
す

る
こ
と

が
原

則
で

あ
る
が

、
５

千
万

以
上
の
大

型
医

療
機
器

に
つ

い
て

は
、
病
院

が
行
う
収

支
計

算
が
適

正
か

ど
う

か
を
本

部
で

検
証
す
る

も
の

と
し

て
い
る

。
検
証
の

際
に

は
、
稼

働
件
数

見
込

み
、
費

用
の
見

込
み

等
を
確

認
し

、
必
要

に
応
じ

稼
働

状
況
改

善
の

た
め

の
情
報

提
供

等
を
行
っ

て
い

る
。

○
平
成

１
８

年
度

か
ら
は
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ
ー

が
赤

字
の
病

院
等

に
つ
い
て

は
、

当
該

病
院
の

医
療

機
器
の

購
入
に

つ
い

て
、
借

入
利

子
の

一
定
割

合
を

本
部

と
し
て
補

助
す

る
な

ど
、
経

営
が

苦
し
い

病
院

の
再
投
資

を
支

援
す

る
枠
組

み
を

新
た
に

設
け
、

平
成

２
０
年

度
は

３
病

院
が
対

象
と

な
っ

て
い
る
。

○
さ
ら

に
、
平
成

２
０
年
度

に
お

い
て

は
次
の

と
お

り
投
資

枠
を

拡
大
す
る

た
め

の
措

置
を
講

じ
る

こ
と
に

よ
り

、
整
備

の
促

進
を

図
っ
た

。
①
治
験

を
推

進
す

る
た
め
に

治
験

収
支

の
投
資

枠
へ

の
反
映

を
拡

大
②
老
朽

化
し

た
機

器
を
多
く

保
有

し
て

お
り
減

価
償

却
費
が

少
な

く
必
要
な

機
器

整
備

が
困
難

な
病

院
に
対

し
て
の

追
加

枠
の
設

定
③
病
院

に
直

接
交

付
さ
れ
る

国
や

地
方

公
共
団

体
か

ら
の
補

助
金

等
に
よ
る

投
資

に
つ

い
て
、

投
資

枠
の
枠

外
と
す

る
措

置

○
中
期
目

標
（

中
期

計
画
期
間

中
の

医
療
機

器
整

備
投

資
額
５

０
０

億
円
）
に

対
す

る
進

捗

平
成

１
６
年

度
平

成
１

７
年

度
平

成
１

８
年
度

平
成
１

９
年
度

平
成
２
０

年
度

中
期

計
画

期
間

中
の

投
資

額
１

０
０
億

円
１

５
４

億
円

１
３
３
億

円
１

３
５
億

円
１
７

９
億

円
（

内
部

資
累
計
額

１
０
０
億

円
２

５
４

億
円

３
８
７
億

円
５

２
２
億

円
７
０

１
億

円
金
含

む
）

投
資
額

に
対
す

る
割

合
（
累

計
額

／
５
０

０
億

円
）

２
０
．
０

％
５

０
．

８
％

７
７
．
４

％
１
０

４
．
４

％
１
４
０

．
２

％
※
各
年

度
に

投
資

決
定
し
た

医
療

機
器
整

備
に

か
か

る
投
資

額
を

計
上
。
(
支
払

サ
イ

ト
を
２
ヶ

月
と

し
て
い

る
た

め
、

平
成
２

１
年

５
月

ま
で

の
支

払
額
を
計

上
し

て
い
る

。
)

２
．

施
設

整
備

の
考

え
方

（
全
体
的

な
枠

組
み
）

○
施
設

整
備

に
つ

い
て
は
、

医
療

機
器

と
は
異

な
り

事
前
に

算
定

式
に
基
づ

く
投

資
枠

を
示
す

こ
と

が
困
難

で
あ
る

こ
と

か
ら
、

個
別

に
整

備
の
必

要
性

が
あ

る
事
案
ご

と
に

本
部

で
審
査

す
る

仕
組
み

と
し

て
お
り
審

査
の

着
眼

点
の
標

準
化

や
、
審

査
結
果

の
全

病
院
へ

の
提

供
等

に
よ
り

業
務

の
標

準
化
を
図

る
と

と
も

に
、
整

備
計

画
の
承

認
か

ら
供
用
開

始
ま

で
の

標
準
期

間
を

定
め
進

行
管
理

を
行

い
、
整

備
の

迅
速

化
を
図

っ
た

。
平
成

１
９

年
度

に
お
い
て

は
、

整
備

計
画
作

成
時

に
意
見

聴
取

等
を
行
う

と
と

も
に

、
業
務

手
順

（
フ
ロ

ー
チ
ャ

ー
ト

）
を
標

準
化

し
、

整
備
計

画
の

質
の

向
上
を
図

る
枠

組
み

を
設
け

た
。

平
成

２
０

年
度

に
お
い
て

は
、

病
院

が
償
還

計
画

を
作
成

す
る

た
め
の
要

領
を

本
部

が
作
成

し
た

。
こ
れ

に
よ
り

病
院

で
の
償

還
計

画
の

作
成
及

び
各

ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
に

お
け

る
病
院

へ
の

支
援
の

迅
速

化
を
図
っ

た
。

○
資
金

的
に

自
立

し
て
い
る

病
院

の
投

資
の
自

由
度

・
機
動

性
を

拡
大
す
る

観
点

か
ら

、
自
己

資
金

に
よ
り

整
備
す

る
案

件
に
つ

い
て

は
、

平
成
２

１
年

度
か

ら
５
年
間

の
投

資
枠

(
上
限
２

．
５

億
円
)
を
設

定
し
、
投

資
枠

内
で

あ
れ
ば

病
院

の
判
断

で
整
備

可
能

と
す
る

枠
組

み
を

新
た
に

設
け

た
。

（
参
考
）

対
象

病
院

：
平
成
２

０
年

度
決
算

時
点

に
お

け
る
再

生
プ

ラ
ン
の
最

終
目

標
達

成
病
院

対
象

整
備

：
１
件
当

た
り

１
億

円
未
満

の
規

模
の
工

事
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績

（
本
部
の

支
援

）

○
平

成
１

８
年
度

か
ら
医

療
機

器
と
同

様
に

、
キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
が
赤

字
の

病
院
等

に
対

し
、

当
該
病

院
の

借
入
利

子
の
一

定
割

合
を
本

部
と

し
て

補
助
す

る
な
ど

、
経

営
が
苦

し
い

病
院
の

再
投

資
を

支
援
す
る

枠
組

み
を
設

け
、

平
成

２
０
年

度
は

３
病
院

が
対
象

と
な

っ
て
い

る
。

（
特
別
の

事
情

に
応
じ

た
投

資
）

○
病

棟
病

院
建

替
等

を
行

う
場

合
に

は
、

病
院

が
自

己
資

金
１

/３
を

用
意

す
る

こ
と

を
原

則
と

し
て

い
る

が
、

整
備

に
伴

う
収

益
増

加
や

費
用
削

減
に

よ
り

将
来
の
収

益
が

確
保
さ

れ
る

と
き

は
、
自

己
資

金
１

/３
が

な
く
て

も
投
資

を
進

め
る
枠

組
み

を
明
確

化
し

、
黒

字
病

院
、

赤
字
病

院
に

関
わ

ら
ず
、
病

院
機

能
を

向
上
さ

せ
る

部
門
を

中
心

に
投
資
す

る
こ

と
に

よ
り
、

患
者

の
療
養

環
境
の

改
善

と
、
病

院
の

経
営

体
力
の

向
上

及
び

自
立
性
を

高
め

る
整

備
を
進

め
て

い
る
。

○
平
成

２
０

年
度

に
お
い
て

は
自

立
経

営
が
困

難
な

病
院
の

病
棟

建
替
等
整

備
の

た
め

、
平
成

１
９

年
度
に

引
き
続

き
病

院
の
資

金
繰

り
の

健
全
化

を
図

る
観

点
か
ら
国

時
代

の
長

期
債
務

に
係

る
元
金

の
う

ち
１
割
以

内
の

免
除

や
、
国

時
代

の
長
期

債
務
の

１
０

年
の
平

準
化

に
よ

る
支
援

措
置

を
講

じ
た
。

○
平

成
２

０
年

度
は

、
自

己
資

金
１

/
３

の
確

保
を

求
め

な
い

病
棟

建
替

整
備

と
し

て
、

刀
根

山
病

院
、

福
山

医
療

セ
ン

タ
ー

及
び

東
徳

島
病
院
の

３
病

院
（

旧
病
院
１

カ
所

、
旧

療
養
所

２
カ

所
）
を

決
定

し
た
。

（
参
考

）
・

平
成

２
０

年
度

病
棟

建
替

に
際

し
自

己
資

金
１

/
３

を
確

保
し

て
い

る
病

院
は

長
良

医
療

セ
ン

タ
ー

、
岩

国
医

療
セ

ン
タ

ー
(
全

面
建

替
)

及
び
大

牟
田
病

院
・
再

編
統

合
に
係

る
建
替

整
備

と
し
て

、
善

通
寺
病

院
と

香
川

小
児
病
院

と
の

統
合
病

院
の

建
替

整
備
を

平
成

２
１
年

３
月
に

決
定

し
た
。

○
特

別
事

情
に
よ

る
病
棟

建
替

整
備

赤
字
病

院
黒

字
病

院
合

計
平
成
１
７

年
度

－
－

５
ヶ

所
１
，
２
１

９
床

５
ヶ
所

１
，

２
１

９
床

平
成
１
８

年
度

２
ヶ

所
５
２
０

床
１

０
ヶ

所
２
，
９
１

２
床

１
２

ヶ
所

３
，

４
３

２
床

平
成
１
９

年
度

１
ヶ

所
６
０

床
９
ヶ

所
１
，
８
３

８
床

１
０

ヶ
所

１
，

８
９

８
床

平
成
２
０

年
度

－
－

３
ヶ

所
９
４

６
床

３
ヶ
所

９
４

６
床

（
平

成
２
０

年
度

に
病
棟

建
替
等

整
備

の
投
資

決
定

を
し
た

病
院

）
○

福
山

医
療

セ
ン

タ
ー
（
建

替
病

床
数

３
７
０

床
）
、

東
徳
島

病
院

(
同
２
７

６
床

)
、

刀
根
山
病

院
（

同
３
０

０
床

）
、
長

良
医
療

セ
ン

タ
ー

（
同
１

８
０
床

）
、
大
牟

田
病
院

（
同
６

０
床
）

、
岩
国

医
療
セ

ン
タ
ー
（

同
５
３

０
床
：

全
面
建

替
）
、

香
川
小

児
・
善
通

寺
病
院

（
同

６
７
０

床
：

統
合

病
院
）

○
中

期
目

標
（
中

期
計
画

期
間

中
の
施

設
設

備
整
備

投
資

額
１

，
４
８
４

億
円

）
に
対

す
る

進
捗

平
成
１

６
年

度
平

成
１

７
年
度

平
成
１

８
年
度

平
成
１

９
年
度

平
成
２
０

年
度

中
期

計
画

期
間

中
の

投
資

額
５
６

１
億

円
３
２

３
億

円
１
８

９
億
円

１
０

２
億
円

１
２

４
億
円

（
内

部
資

累
計
額

５
６

１
億

円
８
８

４
億

円
１
，

０
７

３
億
円

１
，

１
７

５
億
円

１
，
２
９

９
億
円

金
含
む

）
投

資
額

に
対
す

る
割
合

（
累
計

額
／

１
，
４
８

４
億
円

）
３
７

．
８

％
５
９

．
６

％
７
２

．
３
％

７
９

．
２
％

８
７

．
５
％

※
国
時

代
の

建
築
コ

ス
ト
の

約
５

０
％
減

（
業

務
実
績

８
９

頁
参

照
）

※
投
資

額
は

、
各
年

度
に
投

資
決

定
し
た

施
設

設
備
整

備
に

か
か

る
金
額
の

う
ち

、
第
１

期
中

期
計

画
期
間

中
に

支
払
い

が
発
生

す
る

金
額

を
計

上
。
（

支
払
サ

イ
ト

を
２

ヶ
月
と

し
て
い

る
た

め
、
平

成
２

１
年
５

月
ま

で
の
支

払
額
を

計
上

し
て
い

る
。
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
３

．
病

棟
建

替
等

（
大

型
案

件
）

整
備

決
定

後
の

償
還

性
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

○
建
替

整
備

が
決
定

し
た
病

院
は

、
当
該

整
備

に
係
る

債
務

を
返

済
し
て
い

く
こ

と
に
な

る
こ

と
か

ら
、
平

成
１

９
年
度

以
降
毎

年
健

全
な
病

院
経
営

を
促

す
た
め

、
決
定

さ
れ

た
整
備

の
償

還
計
画

に
つ

い
て

継
続
的
な

検
証

を
行
い

、
償

還
困

難
と
認

め
ら

れ
る
経

営
状
況

と
な

っ
た
場

合
は
、

償
還

性
が
確

保
さ
れ

る
ま

で
の
間

整
備

の
凍
結

又
は

、
費

用
削
減
等

に
よ

る
経
営

改
善

を
実

施
し
て

い
る

。
（
検
証

項
目

）
①
前

年
度

実
績
と

決
定
時

の
収

支
差

※
前
年

度
実
績

が
決
定

時
よ

り
悪
化

し
た

場
合
は

、
当

該
年

度
実
績
に

お
け

る
１
０

年
以

内
の

キ
ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ
ー

累
積
状

況
②
前

年
度

実
績
と

決
定
時

の
患

者
数
・

診
療

点
数
の

比
較

○
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
償

還
計

画
の

検
証

の
結

果
、

高
崎

病
院

、
愛

媛
病

院
、

福
岡

東
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
都

城
病

院
に

対
し

て
本

部
の
指

導
に

よ
る

経
営
改
善

を
実

施
し
た

。
ま
た

、
平

成
１
８

年
度
に

建
替

整
備
を

決
定

し
た
も

の
の

、
そ

の
後
の
経

営
状

況
の
悪

化
に

よ
り

建
替
整

備
を

凍
結
し

て
い
た

大
分

医
療
セ

ン
タ
ー
に

つ
い

て
は

、
経
営
改

善
及

び
建
替

計
画

の
見

直
し
を

行
い

、
債
務
の

償
還

可
能

性
を
検

証
し

た
上
で

改
め
て

建
替

整
備
の

実
施

を
決

定
し
た
。

４
．

自
己

資
金

を
積

極
的

に
活

用
し

た
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
医

療
機
器

整
備

・
施
設

整
備

に
つ

い
て
、
自

己
資

金
や
契

約
価

格
の

合
理
化

に
よ

り
、
外

部
か
ら

の
新

た
な
借

り
入
れ
を

せ
ず

、
必
要

な
整
備

量
を

確
保
し

た
。

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

総
支

払
額

１
５

３
億

円
（

内
訳

：
病

院
の

自
己

資
金

４
５

億
円

、
預

託
金

等
１

０
８

億
円

）
で

あ
り

、
平

成
１

９
年
度

と
比

較
し
て

９
．
２

％
増

と
な
っ

た
。

施
設
整

備
に

つ
い
て

は
、
総

支
払

額
４
１

７
億

円
（
内

訳
：

病
院

の
自
己
資

金
５

１
億
円

、
預

託
金

等
３
６

６
億

円
）
で

あ
り
、

平
成

１
９
年

度
比
較
し

て
９

７
．
６

％
増
(
病
院

の
自
己

資
金
は

５
０

％
増
)
と
な

っ
た
。

※
医
療
機

器
整

備
及
び

施
設
整

備
の

総
支
払

額
は

平
成
２

０
年

４
月

～
平
成
２

１
年

３
月
の

期
間

中
の

支
払
分

で
あ

り
、
平

成
１
９

年
度

以
前
の

投
資
決

定
整

備
に
係

る
支
払

額
が

含
ま
れ

て
い

る
。

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
（

４
）

診
療

事
業

以
外

の
事

業
に

係
る

費
用

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

（
４

）
診
療
事
業
以
外
の
事
業

に
係
る
費
用
の
節
減

等
の
節
減

の
節

減
等

る
費

用
の
節

減
等

臨
床

研
究

事
業

や
教

育
研

修
事

業
に

診
療

事
業

以
外

の
事

業
、

特
に

運
営

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
つ

い
て

は
、

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
や

費
交

付
金

対
象

事
業

に
つ

い
て

は
、

自
引

き
続

き
、

診
療

事
業

以
外

の
授

業
料

等
の

自
己

収
入

の
確

保
に

努
め

己
収

入
の

確
保

や
費

用
節

減
に

努
め

る
事

業
、

特
に

運
営

費
交

付
金

対
る

と
と

も
に

、
費

用
の

節
減

に
努

め
、

こ
と

に
よ

り
、

新
規

拡
充

業
務

を
除

い
象

事
業

に
つ

い
て

は
、

自
己

収
臨

床
研

究
や

教
育

研
修

の
効

率
化

を
図

て
、

そ
の

費
用

の
う

ち
運

営
費

交
付

金
入

の
確

保
や

費
用

節
減

に
努

め
る

こ
と

。
等

の
割

合
を

低
下

さ
せ

る
。

ま
た

、
運

る
。

営
費

交
付

金
対

象
事
業

以
外

の
事

業
に

つ
い
て

も
効

率
化

を
図

る
。

①
臨

床
研

究
事

業
①

臨
床
研
究

事
業

①
臨
床
研
究
事
業

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
外

部
の

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
に

努
め
、

引
き

続
き

、
本

部
研

究
課

が
窓

１
．

競
争

的
研

究
費

獲
得

の
た

め
の

推
進

及
び

助
言

中
期

目
標

の
期

間
中

に
お

い
て

、
更

な
口

と
な

り
、

競
争

的
資

金
の

獲
平

成
１

９
年

度
に

引
き

続
き

、
競

争
的
資

金
の

獲
得
の

た
め

、
事

業
を
実
施

す
る

省
庁
な

ど
か

ら
研

究
内
容

や
応

募
に
か

か
る
情

報
を

入
手
し

、
る

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

適
正

得
の

た
め

の
情

報
収

集
、

情
報

各
病

院
に

対
し

、
情

報
提

供
や

手
続

き
に

か
か

る
助

言
を

行
う

と
と

も
に
、
臨

床
研

究
部
の

活
動

実
績

の
評
価

及
び

臨
床
研

究
セ
ン

タ
ー

に
お
け

な
評

価
を

行
っ

て
研

究
の

効
率

化
に

努
提

供
、

他
省

庁
等

と
の

連
絡

調
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

評
価

の
評

価
項

目
に

、
競

争
的

研
究

費
獲

得
額
を
設
け

る
こ

と
に
よ

っ
て

、
競

争
的
研

究
費

獲
得
の

イ
ン
セ

ン
テ

ィ
ブ
が

め
る

。
整

、
申

請
書

の
作

成
等

に
関

す
働

き
、

獲
得

金
額

が
１

９
年

度
に

比
べ

て
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
る
研

究
者
の

支
援

を
行
う

。
ま

た
、

国
立

病
院

機
構

す
べ

（
平
成

１
９

年
度
）

（
平
成

２
０

年
度
）

て
の

病
院

を
結

ぶ
治

験
ネ

ッ
ト

・
厚
生

労
働

科
学
研

究
費

１
５
億
４

，
９

３
１
万

円
→

１
６
億
７

，
７

６
１
万

円
(
１
９

年
度
対

１
０
８
．

３
％

)
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
受

託
研

究
・
文
部

科
学

研
究
費

２
億
５

，
０

７
５
万

円
→

１
億
９

，
１

２
６
万

円
(
１
９

年
度
対

７
６
．

３
％

)
費

額
の

増
を

図
る

と
と

も
に

、
・
そ
の

他
の

競
争
的

資
金

５
億
４

，
７

４
５
万

円
→

８
億
２

，
３

１
５
万

円
(
１
９

年
度
対

１
５
０
．

４
％

)
実

施
率

の
改

善
等

質
の

向
上

を
（

合
計
）

２
３
億
４

，
７

５
２
万

円
→

２
６
億
９

，
２

０
３
万

円
(
１
９

年
度
対

１
１
４
．

７
％

)
目
指

す
。

（
平
成
１

５
年

度
１

７
億

９
，

０
７
５

万
円

）

２
．

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
（

第
１

の
２

の
（

２
）

参
照

）
１
４
６

病
院

に
わ
た

る
治
験

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

活
用
し

、
受

託
研

究
件
数
を

増
加

さ
せ
る

こ
と

で
受

託
研
究

費
の

獲
得
を

増
や
す

と
と

も
に
、

実
施
症
例

数
の

増
加
に

努
め
、

治
験

の
質
の

向
上

を
図
っ

た
。

な
お
、

前
年

度
に
比

べ
て
治

験
実

施
症
例

数
が

減
少
し

て
い

る
が

、
比
較
的

単
純

な
治
験

に
つ

い
て

は
、
民

間
医

療
機
関

で
行
わ

れ
る

こ
と
が

多
く
、
国

立
病

院
機
構

は
入
院

治
験

を
は
じ

め
と

す
る
難

易
度

の
高

い
治
験
を

扱
う

こ
と
が

多
く

な
っ

て
き
て

い
る

。

○
受
託

研
究

実
績

約
５
６

億
３

，
５
０

０
万

円
→

約
４
８

億
３
，
３

０
０

万
円
（

対
平

成
１

９
年
度

△
１

４
．
２

％
）

（
平

成
１

５
年
度

約
２

９
億
２

，
３

０
０

万
円
）

○
治
験

実
施

症
例
数

４
，
８
０

３
件

→
４
，
２

５
０

件
（
対

平
成

１
９

年
度
△

１
１

．
５
％

）
（
平

成
１

５
年
度
約

２
，

７
８
９

件
）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
②

教
育
研

修
事

業
②

教
育
研
修

事
業

②
教
育
研
修
事
業

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

平
成

２
０

年
度

か
ら

は
、

看
業

料
、

受
託

研
修

料
等

に
つ

い
て

、
民

護
師

等
養

成
所

に
係

る
入

学
金

１
．

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

業
料

の
改

定
間

の
水

準
を

考
慮

の
上

、
そ

の
適

正
化

及
び

授
業

料
を

各
養

成
所

に
お

平
成
２

０
年

度
に
お

け
る
看

護
師

等
養
成

所
の

入
学
金

及
び

授
業

料
に
つ
い

て
は

、
以
下

の
金

額
を

下
限
と

す
る

改
定
を

行
っ
た

。
に

努
め

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

い
て

以
下

を
下

限
と

し
て

改
定

期
目

標
の

期
間

中
に

、
授

業
料

等
の

改
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

教
(
1
)
看
護

師
、

助
産
師

、
視
能

訓
練

士
定

及
び

費
用

の
縮

減
を

図
り

、
教

育
研

育
研

修
事

業
の

収
支

率
の

改
善

検
定
料

２
０
，
０

０
０

円
（

２
０
，
０

０
０

円
）

修
事

業
に

お
け

る
収

支
率

を
２

０
％

以
を
図

っ
て
い

く
。

入
学
金

１
８

０
，
０

０
０

円
（

１
８

０
，
０

０
０

円
）

上
改
善

す
る

。
○
看
護
師
、
助
産
師
、
視
能
訓
練
士

授
業
料

４
０

０
，
０

０
０

円
（

３
６

０
，
０

０
０

円
）

検
定
料

20
,0
0
0円

（
2
0,
0
00
円
）

入
学
金

18
0
,0
0
0円

（
18

0,
0
00
円
）

(
2
)
理
学

療
法

士
・
作

業
療
法

士
授
業
料

40
0
,0
0
0円

（
36

0,
0
00
円
）

検
定
料

２
６
，
０

０
０

円
（

２
６
，
０

０
０

円
）

○
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

入
学
金

４
５

０
，
０

０
０

円
（

３
８

１
，
０

０
０

円
）

検
定
料

26
,0
0
0円

（
2
6,
0
00
円
）

授
業
料

８
３

０
，
０

０
０

円
（

６
９

３
，
０

０
０

円
）

入
学
金

45
0
,0
0
0円

（
38

1,
0
00
円
）

授
業
料

83
0
,0
0
0円

（
69

3,
0
00
円
）

※
カ

ッ
コ
内

は
平
成

１
９

年
度
単

価
（

※
カ
ッ
コ
内
は
平
成
１
９
年
度
単
価
）

２
．

教
育

研
修

事
業

の
収

支
率

の
改

善
教
育
研

修
事

業
に
つ

い
て
、

授
業

料
等
の

改
定

、
効
率

的
な

運
営

を
行
う
こ

と
に

よ
り
収

支
率

が
平

成
１
５

年
度

比
で
３

７
．
０

ポ
イ

ン
ト
増

の
改
善
と

な
り

、
中
期

計
画
を

達
成

し
た
。

平
成

１
５

年
度

収
支
率

２
７

．
４
％

→
平
成

２
０

年
度

収
支
率

６
４
．
４

％
（
対

平
成

１
５

年
度
比

３
７

．
０
ポ

イ
ン

ト
増

）

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
（

５
）

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
導

入
等

Ｉ
Ｔ

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

（
５

）
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
Ｉ
Ｔ
化
の
推

進
化
の
推
進

化
の

推
進

等
Ｉ

Ｔ
化
の

推
進

企
業

会
計

原
則

へ
の

移
行

に
伴

う
新

会
計

処
理

に
必

要
な

す
べ

て
の

病
院

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
確

実
１

．
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
た

な
会

計
処

理
へ

適
切

に
対

応
す

る
た

共
通

の
財

務
会

計
シ
ス

テ
ム

を
導

入
し
、

な
稼

働
を

引
き

続
き

図
る

こ
と

財
務
会

計
シ

ス
テ
ム

は
、
企

業
会

計
原
則

に
基

づ
く
事

務
処

理
と

月
次
・
年

次
の

決
算
処

理
、

そ
れ

に
伴
う

財
務

諸
表
の

作
成
を

行
う

シ
ス
テ

め
、

Ｉ
Ｔ

化
の

推
進

を
図

り
、

各
病

院
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

行
う

と
と

に
よ

り
、

各
病

院
の

経
営

状
況

ム
で
あ
り

、
本

シ
ス
テ

ム
に
よ

っ
て

作
成
さ

れ
た

財
務
諸

表
を

分
析

す
る
こ
と

に
よ

り
、
早

期
に

経
営

状
況
の

把
握

が
行
え

る
。

の
財

務
分

析
を

行
う

な
ど

、
業

務
の

効
も

に
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
等

の
比

較
等

病
院

の
財

務
状

況
の

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
事

務
担
当

者
の

負
担
を

増
す

こ
と

な
く
精
度

管
理

を
向
上

さ
せ

る
た

め
、
入

力
内

容
の
正

否
に
つ

い
て

簡
便
に

率
的
な

運
営

に
努

め
る

こ
と
。

病
院

の
財

務
状

況
が

分
析

可
能

な
も

の
分
析

を
行
う

。
行

え
る
仕

訳
や

伝
票
入

力
項
目

の
誤

り
を
チ

ェ
ッ

ク
す
る

禁
則

仕
訳

機
能
を
導

入
す

る
こ
と

に
よ

り
、

起
票
誤

り
に

よ
る
手

戻
り
を

大
幅

に
削
減

と
す

る
こ

と
に

よ
り

経
営

改
善

を
進

め
ま

た
、

各
病

院
は

、
月

次
で

し
、
ま
た

、
資

産
別
固

定
資
産

明
細

表
、
期

間
指

定
可
能

な
仕

訳
表

、
複
数
月

連
結

で
出
力

可
能

な
未

収
金
・

未
払

金
・
買

掛
金
整

理
簿

と
い
っ

る
。

部
門

別
の

決
算

を
行

い
、

毎
月

た
新
規
帳

票
出

力
を
可

能
と
し

、
決

算
業
務

の
省

力
化
を

図
っ

た
。

の
財

務
状

況
を

把
握

す
る

と
と

加
え
て

、
独

立
行
政

法
人
会

計
基

準
改
訂

に
伴

う
対
応

や
ま

つ
も

と
医
療
セ

ン
タ

ー
経
営

統
合

及
び

南
横
浜

病
院

廃
止
の

組
織
変

更
に

伴
う
対

も
に

、
毎

翌
月

２
５

日
頃

に
財

応
等
、
随

時
シ

ス
テ
ム

の
対
応

を
行

っ
た
。

務
状

況
に

係
る

評
価

会
を

開
催

な
お
、

平
成

２
１
年

４
月
か

ら
稼

動
す
る

新
財

務
会
計

シ
ス

テ
ム

へ
の
デ
ー

タ
移

行
が
必

要
と

な
る

未
払
金

・
買

掛
金
情

報
等
の

デ
ー

タ
抽
出

し
、

そ
の

経
営

状
況

の
分

析
を

作
業
を
行

っ
た

。
行

い
、

問
題

点
等

に
対

す
る

改
善
を

行
う
。

２
．

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

（
部

門
別

決
算

等
）

情
報

化
統

括
責

任
者

（
Ｃ

Ｉ
経
営
分

析
シ

ス
テ
ム

は
、
財

務
会

計
シ
ス

テ
ム

等
の
デ

ー
タ

を
利

用
し
て

、
部
門

別
・
診

療
科

別
損

益
計
算

書
や

各
種
経

営
管
理

指
標

の
算
出

、
Ｏ

）
を

中
心

と
す

る
Ｉ

Ｔ
化

推
他

施
設
と

の
各

種
経
営

管
理
指

標
の

比
較
が

可
能

な
シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、
こ
れ

に
よ

り
部
門

毎
の

経
営

状
況
の

把
握

や
他
病

院
と
の

比
較

に
よ
る

進
体

制
を

強
化

し
、

レ
セ

プ
ト

問
題
点
の

把
握

を
行
い

、
経
営

改
善

の
た
め

の
参

考
資
料

と
し

て
活

用
し
て
い

る
。

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
へ

の
積

極
的

な
お
、

独
立

行
政
法

人
化
以

降
、

部
門
別

決
算

に
お
い

て
は

、
費

用
の
各
部

門
へ

の
配
分

方
法

等
の

精
度
向

上
に

努
め
た

と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

な
対

応
を

図
る

と
と

も
に

、
医

今
後
も
更

な
る

精
度
向

上
に
努

め
る

。
事

会
計

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

及
び

そ
の

普
及

を
通

じ
病

院
情

報
３

．
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
シ
ス

テ
ム
の

拡
充
を

図
る

。
(
1
)
標
準

仕
様

書
導
入

の
目
的

・
効

果
①
標
準

化
さ

れ
た
仕

様
書
に

よ
り

機
構
の

共
通

の
情
報

イ
ン

フ
ラ

と
し
て
各

病
院

の
医
事

会
計

シ
ス

テ
ム
を

整
備

す
る
。

こ
れ

に
よ

り
、
診

療
情
報

の
共

有
化
を

早
急

に
進
め

、
国

立
病

院
機
構
の

一
体

的
事
業

運
営

基
盤

を
一
層

強
固

な
も
の

と
す
る

。
②
各
病

院
の

契
約
事

務
の
負

担
軽

減
、
合

理
化

及
び
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト
を

活
か

し
た
Ｉ

Ｔ
投

資
費

の
低
減

を
図

る
。

(
2
)
医
事

会
計

シ
ス
テ

ム
標
準

仕
様

書
の
周

知
①

具
体
的

な
周
知

方
法

国
立

病
院

機
構

総
合
情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
シ

ス
テ

ム
の
掲

示
板

に
標
準
仕

様
書

を
公

開
。
（
平

成
２

０
年
９

月
掲

載
。
）

②
標

準
仕

様
の
特

徴
ア
）

レ
セ

プ
ト

オ
ン
ラ
イ

ン
請

求
対

応
を
は

じ
め

、
全
国

の
機

構
病
院
に

お
い

て
ベ

ン
ダ
ー

や
病

院
の
属

性
、
規

模
に

か
か
わ

ら
ず

標
準

的
に

使
用

で
き
る
仕

様
。

イ
）
通
常

、
医

事
会

計
シ
ス

テ
ム
と

は
別

個
販
売

さ
れ

て
い

る
「
入

力
チ

ェ
ッ
ク

・
自

動
算
定

機
能

」
、「

Ｄ
Ｐ

Ｃ
調
査

デ
ー

タ
作

成
機
能

」
を
標

準
搭

載
。

ウ
）
病

床
管
理

業
務
、

地
域

連
携
室

業
務

、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
コ

ー
デ

ィ
ン
グ
の

各
機

能
に
つ

い
て

は
オ

プ
シ
ョ

ン
と

し
て
各

病
院
の

要
望

に
よ
り

選
択
可
能

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
3
)
医
事

会
計

シ
ス
テ

ム
共
同

入
札

の
実
施

①
第

１
回

共
同
入

札
（
九

州
エ

リ
ア
７

病
院

対
象
。

平
成

２
０

年
１
０
月

２
０

日
開
札

。
）

現
導
入

費
用
と

比
較
約

１
．

４
億
円

の
削

減
効
果

（
削

減
率

約
５
０
％

）
。

②
第

２
回

共
同
入

札
（
北

海
道

～
関
東

エ
リ

ア
１
５

病
院

対
象

。
平
成
２

１
年

３
月
１

９
日

開
札

。
）

現
導
入

費
用
と

比
較
し

８
．

１
億
円

の
削

減
効
果

（
削

減
率

約
６
０
％

）
。

③
第

３
回

共
同
入

札
（
関

西
、

中
四
国

エ
リ

ア
１
２

病
院

対
象

。
平
成
２

１
年

４
月
１

７
日

開
札

。
）

現
導
入

費
用
と

比
較
し

２
．

６
億
円

の
削

減
効
果

（
削

減
率

約
４
０
％

）
。

４
．

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

同
分

析
シ

ス
テ

ム
国
立
病

院
機

構
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活
用

し
各

病
院
の

医
事

会
計

シ
ス
テ
ム

に
蓄

積
さ
れ

た
診

療
情

報
（
Ｄ

Ｐ
Ｃ

デ
ー
タ

）
を
収

集
・

分
析
す

る
こ
と
で

、
患

者
別
の

診
療
行

為
の

比
較
や

医
療

の
質
に

係
る

統
計

の
作
成
、

疾
患

別
・
患

者
毎

の
コ

ス
ト
把

握
や

そ
れ
を

用
い
た

ベ
ン

チ
マ
ー

ク
分
析
な

ど
を

行
う
と

と
も
に

、
そ

れ
を
情

報
発

信
し
て

い
く

こ
と

に
よ
り
、

国
立

病
院
機

構
が

担
う

医
療
の

質
の

向
上
及

び
我
が

国
の

医
療
の

均
て
ん
化

に
資

す
る
こ

と
を
目

的
と

し
た
「

診
療

情
報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
及
び
同

分
析

シ
ス
テ

ム
」

の
構

築
に
取

り
組

み
、
平

成
２
１

年
４

月
か
ら

運
用
を
開

始
し

た
。

５
．

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

政
策
医

療
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を

活
か

し
た
調

査
研

究
・
情

報
発

信
機

能
の
強
化

を
目

指
し
、

標
準

化
し

た
医
事

会
計

シ
ス
テ

ム
や
診

療
情

報
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
を

活
用

す
る

形
で

、
平

成
２

１
年

度
か

ら
の

第
２

期
中

期
計

画
に

盛
り

込
ん

だ
「

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
」

の
設

立
に

向
け

た
検
討
・

準
備

に
着
手

し
た
。

６
．

評
価

会

(
1
)
評
価

会
の

概
要

す
べ
て

の
病

院
に

お
い
て
毎

月
の

２
５
日

を
目

途
と

し
て
、

前
月

の
月
次
決

算
状

況
に

お
け
る

経
営

状
況
の

分
析
を

行
う

た
め
「

評
価

会
」

を
開
催
し

て
い

る
。
月
次
決

算
に

よ
り
当

該
月

の
患
者

数
や

収
支
状

況
等
を

基
に
「
平

均
在

院
日
数

」
、「

患
者

１
人

１
日
当

収
支

」
、「

新
患
率
」
、

「
人
件
費

率
」
、
「
材

料
費
率

」
、
「
患

者
紹
介

率
」

等
の

分
析
を

行
い

「
平
均
在

院
日

数
短

縮
の
た

め
の

院
内
ヒ

ア
リ
ン

グ
の

実
施

」
、
「
患

者
確

保
の
た
め

の
具

体
策

の
検
討

」
、
「
費

用
抑
制

方
策

」
等

、
早
い

段
階

で
問
題
点

に
対

す
る

対
応
策

の
検

討
及
び

実
施
を

行
う

こ
と
に

よ
り

、
す

べ
て
の
職

員
の

経
営

に
対
す
る

参
加

意
識
の

向
上

を
図

る
こ
と

が
で

き
、
病
院

全
体

が
一

丸
と
な

っ
て

経
営
改

善
を
進

め
る

こ
と
が

で
き

た
。

ま
た
、

病
棟

単
位

で
の
患
者

数
の

動
向

や
在
院

日
数

の
状
況

な
ど

を
分
析
し

、
病

棟
毎

の
問
題

点
や

対
応
策

を
検
討

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

(
2
)
各
病

院
で

実
施
さ

れ
た
経

営
改

善
の
具

体
策

と
効
果

等

○
平

均
在

院
日
数

の
縮
減

等
に

よ
る
上

位
基

準
の
取

得
→
上

位
基

準
取
得

病
院
数

：
入

院
基
本

料
６

０
病

院
増
加
（

対
平

成
１
９

年
度

）
入

院
基
本

料
等

加
算

４
３

６
病

院
で
新
規

取
得

（
累
積

１
５

７
９

病
院
）

特
定
入
院

料
３

９
病

院
で
新
規

取
得

（
累
積

３
３

９
病

院
）

特
掲
診
療

料
７
０

６
病

院
で
新
規

取
得

（
累
積

３
１

０
４

病
院
）

（
※
病
院

数
は

、
加
算

等
の

種
類

ご
と
に
カ

ウ
ン

ト
し
て

い
る

た
め

重
複
す

る
）

○
督

促
の

強
化
や

退
院
時

精
算

の
徹
底

等
に

よ
る
医

業
未

収
金

（
患
者
自

己
負

担
分
）

の
改

善
→
前

年
度

債
権
：

平
成
１

６
年

度
回
収

率
７

９
.３

％
→
平

成
１

７
年
度

回
収

率
８
２

．
６
％

→
平

成
１

８
年
度

回
収
率

８
３

.０
％
→

平
成

１
９
年

度
回

収
率

８
４

.２
％
→

平
成
２

０
年
度

回
収

率
８
３

．
３

％

○
適

正
な

在
庫
管

理

○
病

診
連

携
の
強

化
や
地

域
の

老
健
施

設
と

の
連
携

に
よ

り
地

域
医
療
の

充
実

を
図
っ

た
。

○
病

診
連

携
に
よ

る
後
方

支
援

病
院
と

し
て

の
紹
介

率
の

向
上

と
逆
紹
介

率
の

安
定

→
患

者
紹

介
率
（

年
間
平

均
）
：
平
成

１
６
年

度
４

０
.５

％
→
平

成
１
７

年
度

４
２

.７
％

→
平

成
１

８
年
度

４
７
．

４
％

→
平
成

１
９

年
度
５

１
．

１
％

→
平
成
２

０
年

度
５
３

．
９

％
→
逆

紹
介

率
（
年

間
平
均

）
：

平
成
１

６
年
度

２
８

.７
％
→

平
成

１
７
年

度
３

３
.２

％
→
平

成
１

８
年
度

３
２
．

２
％

→
平
成

１
９

年
度
３

６
．

９
％

→
平
成
２

０
年

度
４
２

．
７

％

○
地

域
住

民
を
交

え
た
講

演
会

や
各
種

研
修

会
（
生

活
習

慣
病

・
成
人
病

・
認

知
症
な

ど
の

予
防

教
室
や

市
民

公
開
講

座
等
）

の
開

催
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
７

．
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

実
施

状
況

改
正
省

令
施

行
日
が

、
平
成

２
１

年
４
月

１
日

で
あ
る

病
院

６
４

か
所
の
う

ち
、

平
成
２

０
年

度
ま

で
に
前

倒
し

し
て
、

オ
ン
ラ

イ
ン

請
求
を

導
入
し
た

病
院

は
４
６

か
所
で

あ
っ

た
。
残

り
１

３
病
院

に
つ

い
て

も
平
成
２

１
年

４
月
診

療
分

の
請

求
よ
り

導
入

対
応
済

で
あ
る

。
ま

た
、
５

病
院
に
つ

い
て

は
、
医

事
会
計

シ
ス

テ
ム
更

新
時

に
合
わ

せ
て

対
応

す
る
な
ど

と
し

て
社
会

保
険

診
療

報
酬
支

払
基

金
に
対

し
所
要

の
手

続
き
を

取
っ
て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
り
、

平
成

２
１
年

度
中

に
対
応

予
定

で
あ

る
。

さ
ら
に

施
行

日
が
平

成
２
２

年
４

月
１
日

で
あ

る
病
院

９
か

所
の

う
ち
、
４

病
院

に
お
い

て
、

平
成

２
０
年

度
ま

で
に
オ

ン
ラ
イ

ン
請

求
を
開

始
し
た
。

残
り

５
病
院

に
つ
い

て
も

改
正
省

令
に

定
め
る

期
限

ま
で

に
導
入
予

定
で

あ
る
。

８
．

電
子

政
府

へ
の

協
力

(
1
)
ペ
イ

ジ
ー

（
Ｐ
ａ

ｙ
－
ｅ

ａ
ｓ

ｙ
）
の

利
用

財
政
融

資
資

金
の

償
還
や
社

会
保

険
料

等
の
国

庫
金

の
納
付

に
つ

い
て
は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

バ
ン

キ
ン
グ

で
支
払

が
可

能
な
「

ペ
イ

ジ
ー

（
Ｐ

ａ
ｙ

－
ｅ

ａ
ｓ

ｙ
）
」

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

１
９

年
９

月
か

ら
本

部
に

お
い

て
利

用
し

て
い

る
銀

行
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

を
電
話

回
線

型
か

ら
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
型

に
変

更
し

、
ペ
イ

ジ
ー

の
利
用
を

開
始

し
た

。
平
成

２
０

年
度
に

お
い
て

も
引

き
続
き

利
用

し
、

支
払
業
務

の
効

率
化

及
び
事
故

防
止

を
図
る

こ
と

が
で

き
た
。

平
成
１

９
年
度

延
べ

３
１

回
平

成
２

０
年
度

延
べ

６
０

回

(
2
)
国
税

電
子

申
告
・

納
税
シ

ス
テ

ム
（
ｅ

－
Ｔ

ａ
ｘ
）

の
利

用
政
府
の

Ｉ
Ｔ

新
改

革
戦
略
（

平
成

１
８

年
１
月

１
９

日
Ｉ
Ｔ

戦
略

本
部
決

定
）

に
定

め
ら
れ
た

国
に

対
す
る

申
請

･
届
出

等
の
手

続
の

オ
ン

ラ
イ
ン
利

用
率

の
向

上
及
び
支

払
業

務
の
効

率
化

並
び

に
事
故

防
止

の
観
点
か

ら
、

平
成

２
０
年

１
月

よ
り
本

部
か
ら

納
税

す
る
消

費
税

及
び

源
泉
所
得

税
に

つ
い

て
、
国
税

電
子

申
告
・

納
税

シ
ス

テ
ム
（

ｅ
－

Ｔ
ａ
ｘ
）

の
利

用
を

開
始
し

た
。

平
成
２

０
年
度

に
お

い
て
も

引
き

続
き

利
用
し
、

業
務

の
効

率
化
に
努

め
た

。

平
成
１

９
年
度

延
べ

６
回

平
成
２

０
年
度

延
べ

２
４

回

（
６
）
業
務

・
シ
ス

テ
ム

最
適

化
（

６
）

業
務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
（
６

）
業

務
・
シ

ス
テ
ム

最
適

化
（
６

）
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適

化
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
平

成
１

９
年

度
に

策
定

し
た

ー
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

ム
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
、

シ
ス

テ
ム

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

１
．

最
適

化
の

実
施

構
成

及
び

調
達

方
式

の
見

直
し

を
行

う
構

成
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
う

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

最
適

化
計

独
立
行

政
法

人
国
立

病
院
機

構
総

合
情
報

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

）
の

更
改

に
あ
た

っ
て

は
、
平

成
１
９

年
１

０
月
に

こ
と
に

よ
り
、
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

削
減
、

こ
と

に
よ

り
、
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

削
減
、

画
を

実
施
し

て
い
く

。
策

定
し

た
『

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

）
に

お
け

る
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
シ

ス
テ

ム
調

達
に

お
け

る
透

明
性

の
確

シ
ス

テ
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
の

確
計

画
』
に

基
づ

き
、
最

適
化
を

実
施

し
た
。

保
及

び
業

務
運

営
の

合
理

化
を

図
る

こ
保

及
び

業
務

運
営

の
合

理
化

を
図

る
た

平
成
２

１
年

４
月
か

ら
新
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ
ｅ

ｔ
シ

ス
テ
ム

の
稼

働
を

開
始
し
、

一
部

シ
ス
テ

ム
に

つ
い

て
は
、

６
月

ま
で
の

間
、
並

行
稼

働
を
行

と
。

め
、

体
制

整
備

を
行

い
、

上
記

シ
ス

テ
い

、
７
月

に
新

シ
ス
テ

ム
へ
の

全
面

切
替
を

実
施

し
、
本

格
稼

働
を

開
始
す
る

予
定

で
あ
る

。
こ

の
た

め
、

上
記

シ
ス

テ
ム

に
係

る
ム

に
係

る
シ

ス
テ

ム
監

査
及

び
刷

新
可

刷
新

可
能

性
調

査
等

を
平

成
１

８
年

度
能

性
調

査
を

平
成

１
８

年
度

中
に

実
施

【
具
体

的
内

容
】

中
に

実
施

し
、

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
平

成
し

、
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

平
成

１
９

年
度

◎
業
務

の
効

率
化
・

合
理

化
１

９
年

度
末

ま
で

に
業

務
・

シ
ス

テ
ム

中
に

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
計

画
○
サ

ー
バ

の
集
中

化
に

よ
る

デ
ー
タ

の
一
元

化
の

最
適

化
計

画
を

策
定

し
、

公
表

す
る

を
策

定
し

、
公

表
す

る
。

さ
ら

に
、

平
こ

れ
ま

で
、

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

、
病

院
の

拠
点

毎
に

設
置

さ
れ

た
サ

ー
バ

に
保

持
さ

れ
て

い
た

人
事

給
与

デ
ー

タ
や

財
務

デ
ー

こ
と
。

成
２

０
年

度
よ

り
最
適

化
に

着
手

す
る
。

タ
を

中
央

の
保

守
セ

ン
タ

ー
に

設
置

さ
れ

た
サ

ー
バ

で
一

元
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
デ

ー
タ

の
整

合
性

を
確

保
し

、
業

務
の

効
率

化
を

図
っ

た
。

ま
た
、

サ
ー
バ

の
二

重
化

が
低
コ

ス
ト
で

可
能

と
な
り

、
安

全
性
・

信
頼

性
の
向

上
を
図

っ
た

。

○
シ

ス
テ

ム
の
統

廃
合

シ
ス
テ

ム
の
利

用
状

況
を

勘
案
し

た
上
で

、
利

用
頻
度

の
少

な
い
シ

ス
テ

ム
を
廃

止
す
る

と
と

も
に
、

我
が

国
の
医

療
の

均
て

ん
化
に

資
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
た

「
診
療

情
報
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

及
び

同
分
析

シ
ス

テ
ム
」

な
ど
新

規
シ

ス
テ
ム

を
導

入
し
た

。
《
新

規
導
入

シ
ス
テ

ム
》

①
診
療
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

及
び
同

分
析

シ
ス
テ

ム
・
診

療
情
報

を
収

集
し
、

疾
病

別
の
稼

働
額

実
績

や
科
別
の

収
益

比
較
等

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析
を

行
う

た
め
の

シ
ス
テ

ム
②

医
療
安

全
情

報
シ

ス
テ
ム

・
病

院
で
医

療
事

故
等
情

報
に

係
る
デ

ー
タ

を
作

成
し
、
本

部
・

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

へ
報
告

す
る

た
め
の

シ
ス
テ

ム
・
本

部
は
集

計
し

た
デ
ー

タ
を

基
に
分

析
を

行
う

③
治
験
管

理
シ

ス
テ

ム
・
本

部
、
病

院
で

契
約
を

行
う

治
験
等

受
託

研
究

の
情
報
を

管
理

す
る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

・
受

託
し
た

契
約

の
進
捗

管
理

及
び
収

支
管

理
を

行
う

◎
利
便

性
の

維
持
・

向
上

○
デ

ー
タ

連
携
の

見
直

し
人

事
異

動
に
伴

う
異

動
者

情
報
に

つ
い
て

、
シ

ス
テ
ム

側
の

一
括
取

り
込

み
を
可

能
と
し

、
手

入
力
部

分
を

省
略
す

る
な

ど
、

作
業
時

間
の

削
減

を
図
る

た
め

の
シ

ス
テ
ム

設
計
・

開
発

を
行
っ

た
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
○
要

件
定

義
の
明

確
化

利
用

者
の

業
務

ニ
ー

ズ
（

性
能

目
標

値
、

必
要

な
検

索
項

目
、

画
面

・
帳

票
レ

イ
ア

ウ
ト

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

端
末

等
の

台
数

）
を

明
確

に
し

た
要

件
定

義
書

を
作

成
し

た
。

性
能

要
件

、
検

索
項

目
、

画
面

・
帳

票
レ

イ
ア

ウ
ト

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

レ
ス

ポ
ン

ス
速

度
を
改

善
し

、
ユ
ー

ザ
の

利
便

性
、
操

作
性
の

向
上

を
図
っ

た
。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

回
線

帯
域

の
増
強

【
平
成

１
９

年
度
に

実
施

済
み
】

各
病

院
に

お
け

る
回

線
帯

域
を

１
２

８
Ｋ

ｂ
ｐ

ｓ
か

ら
１

０
Ｍ

ｂ
ｐ

ｓ
へ

変
更

す
る

こ
と

で
、

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

レ
ス

ポ
ン

ス
（

応
答

時
間

）
を

改
善

し
、

ユ
ー

ザ
の

利
便

性
、

操
作

性
の

向
上

を
図

る
一

方
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

り
、

回
線

使
用

料
（

年
間

△
７

，
３

１
５

万
円

）
の

削
減

を
図

っ
た

。
ま

た
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

回
線

及
び

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

を
二

重
化

し
、

シ
ス

テ
ム

の
稼

働
停

止
時

間
を

最
小
限

に
抑

え
、

信
頼
性

の
向
上

を
図

っ
た
。

◎
安
全

性
・

信
頼
性

の
確

保
○
冗

長
化

に
よ
る

信
頼

性
の

向
上

サ
ー

バ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

回
線

及
び

機
器

を
冗

長
化

（
二

重
化

）
構

成
に

し
、

シ
ス

テ
ム

の
稼

働
停

止
時

間
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
で
、

信
頼

性
の
向

上
を

図
っ

た
。

○
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ

構
成

の
見

直
し

各
種

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

サ
イ

ク
ル

に
つ

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
内

容
に

よ
り

、
適

切
と

判
断

さ
れ

る
サ

イ
ク

ル
に

短
縮
し

、
安

全
性
・

信
頼

性
の

確
保
を

図
っ
た

。

◎
経
費

削
減

最
適

化
前

約
１

０
４

億
円

で
あ

っ
た

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
経

費
に

つ
い

て
は

、
最

適
化

後
約

８
０

億
円

と
な

り
、

約
２

４
億

円
の

経
費

削
減
が

見
込

ま
れ
る

。

※
「

最
適

化
前

約
１
０

４
億

円
」
に

つ
い

て
は
、

人
事

給
与

シ
ス
テ
ム

及
び

財
務
会

計
シ

ス
テ

ム
開
発

経
費

（
約
１

３
億
円

）
及

び
平
成

１
４
年

度
か
ら

平
成
１

８
年

度
ま
で

の
５

年
間
の

運
用

経
費

（
約
９
１

億
円

）
を
基

に
算

出
※
「

最
適

化
後

約
８
０

億
円

」
に
つ

い
て

は
、
新

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ
シ

ス
テ

ム
へ
の

切
替

に
必

要
な
初

度
経

費
（
シ

ス
テ
ム

設
計

・
開
発

費
、
ハ

ー
ド
ウ

ェ
ア
購

入
費

等
）
及

び
平

成
２
１

年
度

か
ら

平
成
２
５

年
度

ま
で
の

５
年

間
の

運
用
経

費
の

総
額
（

平
成
２

１
年

４
月
１

日
現
在

）

［
経

費
削

減
の
主

な
要
因

］
○
ハ

ー
ド

ウ
ェ
ア

、
市

販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
費

用
の

削
減

保
守

セ
ン

タ
ー

へ
の

サ
ー

バ
集

中
化

に
よ

り
、

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

、
病

院
の

各
拠

点
に

設
置

す
る

サ
ー

バ
に

は
各

種
シ

ス
テ

ム
を

稼
働

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
市

販
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

及
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
機

能
が

不
要

と
な

っ
た

。
こ

の
た

め
、

現
行

よ
り

ス
ペ

ッ
ク

の
低

い
サ

ー
バ

で
の

運
用

が
可

能
と

な
り

、
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
、

市
販

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

導
入

費
用

及
び

保
守

費
用
の

経
費

削
減
を

図
る

こ
と

が
で
き

た
。

○
市

販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

を
活
用

し
た

開
発
費

用
の

削
減

シ
ス

テ
ム

設
計

・
開

発
に

あ
た

っ
て

は
、

市
販

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

機
構

独
自

の
開

発
部

分
を

減
ら
し

、
開

発
費
用

の
抑

制
や

開
発
期

間
の
短

縮
を

図
っ
た

。

○
運

用
監

視
時
間

帯
の

見
直

し
【
平

成
１
９

年
度

に
実
施

済
み

】
休

日
・

夜
間
の

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

利
用
状

況
や

障
害
発

生
状

況
及
び

費
用

対
効
果

等
を
踏

ま
え

た
上
で

、
「

２
４
時

間
３
６

５
日

」
か
ら

「
平

日
（

業
務
繁

忙
期

の
土

日
を
含

む
）
９

時
～

２
１
時

」
に

見
直
す

こ
と

等
に
よ

り
経
費

削
減

を
図
っ

た
。

○
競

争
入

札
及
び

分
離

調
達

方
式
の

導
入

競
争

入
札

（
総

合
評

価
落

札
方

式
）

と
す

る
と

と
も

に
、

①
シ

ス
テ

ム
設

計
・

開
発

、
②

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
③

運
用

、
④

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
回

線
な

ど
毎
に

、
分

離
調

達
を
行

い
、
専

門
分

野
に
強

い
業

者
と
契

約
す

る
こ
と

で
シ
ス

テ
ム

の
品
質

向
上

と
経
費

削
減

を
図

っ
た
。

ま
た

、
調

達
（

総
合

評
価

落
札

方
式

等
）

に
よ

る
事

業
者

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
業

務
・

シ
ス

テ
ム

に
対

す
る

理
解

度
、

仕
様

書
の

理
解
度

及
び

設
計
・

開
発

能
力

な
ど
を

中
心
に

選
定

基
準
を

作
成

・
公
表

し
、

調
達
の

透
明
性

を
確

保
し
た

。

○
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

調
達

に
つ

い
て

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
社

製
な

ど
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

使
用

権
（

ラ
イ

セ
ン

ス
）

の
購

入
に

あ
た

っ
て

は
、

政
府

機
関

向
け

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

ラ
イ
セ

ン
ス

制
度
（

購
入

台
数

に
応
じ

た
ラ
イ

セ
ン

ス
料
金

の
割

引
優
遇

制
度

）
を
利

用
し
て

経
費

削
減
を

図
っ

た
。

２
．

最
適

化
の

評
価

・
検

証
最
適
化

の
実

施
内
容

状
況
に

つ
い

て
、
予

め
、

策
定
し

た
最

適
化

効
果
指
標

の
目

標
値
等

に
基

づ
き

、
平
成

２
１

年
度
に

評
価
を

行
う

予
定
で

あ
る
。

３
．

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

標
準

化
（

再
掲

）
全
国
の

機
構

病
院
に

お
い
て

ベ
ン

ダ
ー
や

病
院

の
属
性

、
規

模
に

か
か
わ
ら

ず
標

準
的
に

使
用

で
き

る
仕
様

を
国

立
病
院

機
構
総

合
情

報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

シ
ス

テ
ム
の

掲
示
板

に
公

開
し
、

３
４

病
院
を

対
象

に
、

３
回
に
分

け
共

同
入
札

を
実

施
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
第
４

財
務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

第
３

予
算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

第
３

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
第
３

予
算
、
収
支
計
画
及
び

資
金
計
画

「
第

３
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

「
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
計
画

る
事

項
」

で
定

め
た

事
項

に
配

慮
し

た
中

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ

期
計

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

き
措

置
」

で
定

め
た

計
画

を
確

実
に

実

よ
る

運
営

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
中

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
国

立
病

院
機

構

期
目

標
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

全
体
の

財
務

内
容

の
改

善
を

図
る

た
め
、

期
末
の
財
務

内
容

の
改

善
を
図

る
こ

と
。

以
下
の

目
標

を
達

成
す

る
。

１
経
営
の
改

善
１

経
営

の
改

善
１

経
営

の
改
善

１
経
営
の
改
善

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

間
を

累
計

し
中

期
目

標
の

期
間

の
５

年
間

を
累

計
し

平
成

２
０

年
度

の
予

定
損

益
計

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

１
１

．
５

期
連

続
の

経
常

収
支

黒
字

１
０
０
％

程
度
と

す
る

こ
と

。
１

０
０

％
以

上
と

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
０

２
．

５
％
と

す
る
。

平
均
在

院
日

数
の
短

縮
や
地

域
連

携
に
よ

る
診

療
報
酬

に
か

か
る

上
位
基
準

の
取

得
、
新

規
患

者
の

増
加
等

の
経

営
改
善

に
向
け

た
努

力
を
行

う
と
と
も

に
赤

字
病
院

の
赤
字

を
圧

縮
す
る

た
め

経
営
指

導
を

積
極

的
に
実
施

し
た

。
結
果
と

し
て

、
経
常

費
用
が

対
前

年
度
１

４
億

円
の
減

に
な

る
一

方
で
、
医

業
収

益
は
前

年
度

と
比

べ
９
７

億
の

増
と
な

っ
た
こ

と
に

よ
り
経

常
収
支
３

９
，

２
３
８

百
万
円

、
経

常
収
支

率
１

０
５
．

１
％

の
黒

字
と
な
り

、
平

成
１
６

年
度

の
経

常
収
支

１
９

６
百
万

円
、
平

成
１

７
年
度

の
経
常
収

支
３

，
５
６

４
百
万

円
、

平
成
１

８
年

度
の
経

常
収

支
１

２
，
４
０

７
百

万
円
、

平
成

１
９

年
度
の

経
常

収
支
２

８
，
９

２
３

百
万
円

の
黒
字
に

対
し

、
５
期

連
続
で

黒
字

と
な
り

、
大

幅
に
経

営
改

善
さ

れ
た
。

ま
た
、
平

成
１
６

年
度

決
算
に

お
い

て
７

６
病
院
あ

っ
た

赤
字
病

院
（
再
編

施
設

を
除
く

）
に
つ
い

て
は

、
４

１
病

院
（

△
３
５

）
に
減

少
し
、

赤
字
額
に

つ
い

て
も
２

５
８
億

円
か

ら
１
１

２
億

円
（
△

１
４

６
億

円
）
と
な

り
大

幅
に
改

善
さ

れ
た

。

２
．

総
収

支
の

黒
字

化
平

成
２
０

年
度

に
お

い
て
も
、

純
利

益
２
９

，
９

９
６

百
万
円

の
黒

字
と
な
り

、
総

収
支

の
黒
字

が
維

持
さ
れ

て
い
る

。
総

収
支
額

平
成

１
６

年
度

△
１

，
５

６
１
百

万
円

平
成

１
７

年
度

＋
３

２
７
百

万
円

平
成

１
８

年
度

＋
８

，
９

７
５
百

万
円

平
成

１
９

年
度

＋
２
３

，
８

９
２
百

万
円

平
成

２
０

年
度

＋
２
９

，
９

９
６
百

万
円

３
．

医
業

未
収

金
の

解
消

平
成

１
７

年
度

に
作

成
し

た
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

債
権

回
収

事
務

の
手

引
」
（

１
８

年
度

一
部

改
訂

）
に

つ
い

て
、

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て
も

、
基

本
的
な

回
収
フ

ロ
ー

の
追
加

等
の

改
訂
を

行
い

、
自

院
に
適
し

た
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

作
成

す
る
よ

う
各

病
院
へ

周
知
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る
。
平

成
２

０
年
度

に
お
い

て
は

、
特
に

、
出

産
育
児

一
時

金
の

現
物
給
付

制
度

利
用
の

促
進

す
る

等
、
医

業
未

収
金
の

更
な
る

発
生

防
止
及

び
回
収
に

取
組

ん
だ
。

な
お

、
債

権
管

理
業

務
の

う
ち

、
支

払
案

内
業

務
等

に
つ

い
て

、
民

間
事

業
者

の
創

意
工

夫
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
す

る
た

め
、
「

競
争

の
導

入
に

よ
る
公

共
サ

ー
ビ
ス

の
改
革

に
関

す
る
法

律
」
に

基
づ

き
、
市
場

化
テ

ス
ト

に
よ
る

民
間

競
争
入
札

を
実

施
（

平
成
２

０
年

６
月
３
０

日
開

札
）

し
た
。

８
２
病

院
が

、
落
札

者
で
あ

る
日

立
キ
ャ

ピ
タ

ル
債
権

回
収

株
式

会
社
と
平

成
２

０
年
７

月
３

１
日

付
で
契

約
を

締
結
し

、
平
成

２
０

年
１
０

月
か
ら
平

成
２

３
年
１

０
月
ま

で
（

３
年
間

）
の

業
務
委

託
を

開
始

し
た
。
平

成
２

１
年
３

月
末

時
点

で
委
託

額
７

４
６
百

万
円
に

対
し

て
、
入

金
額
１
８

百
万

円
（
入

金
率
２

．
４

％
）
と

な
っ

て
い
る

。

※
医

業
未

収
金
残

高
（
不

良
債

権
相
当

分
）

平
成

１
９
年

度
（

平
成
２

０
年

１
月

末
現
在
）

→
平
成

２
０

年
度

（
平
成

２
１

年
１
月

末
現
在

）
未
収

金
債
権

４
，

１
６
０

百
万

円
→

４
，

１
５

５
百

万
円
（

△
５
百

万
円
）

破
産
更
生

債
権

２
，

５
２
１

百
万

円
→

２
，

６
７

７
百

万
円
（

１
５
６
百

万
円
）

医
業
未
収

金
１
，

６
３
９

百
万

円
→

１
，

４
７

８
百

万
円
（

△
１

６
１
百

万
円
）

※
医

業
収

益
に
対

す
る
医

業
未

収
金
の

割
合

医
業
収
益

医
業
未
収

金
割
合

平
成

１
９
年

度
（
平

成
２

０
年
１

月
末

現
在
）

1
,
3
0
8
,
1
8
4
百
万
円

（
1
8
.
4
～
2
0
.
1
）

1
,
6
3
9
百
万

円
0
.
1
2
5
％

平
成

２
０
年

度
（
平

成
２

１
年
１

月
末

現
在
）

1
,
3
4
8
,
4
9
5
百
万
円

（
1
9
.
4
～
2
1
.
1
）

1
,
4
7
8
百
万

円
0
.
1
1
0
％

※
法

的
措

置
実
施

件
数

平
成

１
９
年

度
（

平
成
２

０
年

１
月

末
現
在
）

→
平

成
２

０
年
度

（
平

成
２
１

年
１
月

末
現

在
）

支
払

督
促
制

度
８

４
件

→
１
５

５
件

少
額

訴
訟

９
件

→
１

０
件

訴
訟

３
５
件

→
３

６
件

計
１
２

８
件

→
２
０

１
件
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
個

別
病

院
毎

の
経

営
改

善
計

画
（

再
生

プ
ラ

ン
）

の
実

施
及

び
支

援
（

再
掲

）
平

成
２
０

年
３

月
末

に
本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の
経

営
改

善
計

画
（
再

生
プ

ラ
ン
）

を
平
成

２
０

年
４
月

よ
り

実
施

し
て
い
る

。
業

務
の
見

直
し
に

よ
る

効
率
化

や
各

種
指
導

件
数

の
増

加
に
よ
る

増
収

、
廉
価

代
替

品
へ

の
切
り

替
え

に
よ
る

費
用
削

減
な

ど
の
改

善
計
画
を

遂
行

し
て
お

り
、
月

次
決

算
で
進

捗
状

況
を
確

認
し

、
ま

た
、
年
度

計
画

に
対
し

て
経

常
収

支
が
著

し
く

下
回
っ

て
い
る

病
院

に
対
し

て
、
再
生

プ
ラ

ン
特
別

顧
問
、

本
部

及
び
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
に

よ
る

個
別
訪
問

を
行

う
な
ど

、
収

支
改

善
に
努

め
た

。

※
経
常

収
支

が
平

成
２
０
年

度
計

画
を

達
成
し

た
病

院
３

１
病

院
経
常

収
支

が
平

成
２
０
年

度
計

画
を

下
回
っ

た
病

院
２

７
病

院
（
う
ち

、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病
院

１
３
病
院

）

２
固
定
負
債

割
合

の
改

善
２

固
定

負
債

割
合

の
改

善
２

固
定

負
債
割

合
の
改

善
２

固
定
負
債
割
合
の

改
善

各
病

院
の

機
能

の
維

持
を

図
り

つ
つ

、
各

病
院

の
機

能
の

維
持

を
図

り
つ

つ
、

平
成

２
０

年
度

の
長

期
借

入
等

投
資

の
効

率
化

を
進

め
、

国
立

病
院

機
構

投
資

を
抑

制
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
機

の
予

定
枠

を
５

９
５

億
円

（
平

成
１

．
病

院
の

機
能

維
持

に
必

要
な

整
備

を
行

い
つ

つ
負

債
の

減
少

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

構
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）

１
９

年
度

か
ら

繰
り

越
さ

れ
る

も
減

ら
す

こ
と

に
よ

り
財

務
内

容
の

改
善

を
を

減
少

さ
せ

る
。

の
を

含
む

）
と

す
る

と
と

も
に

、
(
1
)
建
築

単
価

の
見
直

し
図
る
こ
と

。
そ

の
た

め
、

個
々

の
病

院
に

お
け

る
建

内
部

資
金

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
引
き

続
き

、
建
物

整
備
に

お
け

る
建
築

コ
ス

ト
を
引

き
下

げ
る

こ
と
に
よ

り
、

必
要
な

整
備

内
容

を
確
保

し
つ

つ
整
備

総
額
の

縮
減

を
図
っ

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

機
構

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
た
。

は
、

長
期

借
入

金
等

の
償

還
確

実
性

等
を

等
の
残

高
）
を

減
少
さ

せ
る

。
確

保
す

る
と

と
も

に
、

一
定

の
自

己
資

金
(
2
)
医
療

機
器

整
備
の

投
資
枠

を
用

意
す
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

。
１

予
算

別
紙

１
病
院
の

機
能

維
持

に
必
要
な

医
療

機
器

へ
の
投

資
を

適
切
に

行
う

た
め
、
各

病
院

の
平

成
１
９

年
度

の
決
算

状
況
を

踏
ま

え
た
投

資
枠

を
設

２
収

支
計
画

別
紙

２
定

し
た
。

１
予

算
別

紙
１

３
資

金
計
画

別
紙

３
ま
た
、

平
成

２
０

年
度
か
ら

、
治

験
収

支
を
反

映
さ

せ
る
な

ど
投

資
枠
の
拡

大
を

図
る

と
と
も

に
、

投
資
の

回
収
や

効
果

に
つ
い

て
も

十
分

２
収

支
計

画
別

紙
２

検
証
を
行

い
、

必
要

か
つ
無
駄

の
な

い
投
資

を
行

っ
た

。
３

資
金

計
画

別
紙
３

(
3
)
内
部

資
金

の
活
用

内
部
資

金
を

活
用

す
る
こ
と

に
よ

り
、

病
院
に

対
し

償
還
期

間
の

短
い
貸
付

設
定

や
償

還
方
法

の
多

様
化
を

行
い
、

病
院

が
投
資

内
容

に
見

合
っ
た
償

還
期

間
等

を
選
択
し

や
す

い
も
の

と
し

た
。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
に
お

い
て

は
、

自
己
資

金
や

預
託
金

等
内

部
資
金
を

活
用

す
る

こ
と
に

よ
り

、
財
政

融
資
資

金
等

外
部
か

ら
新

た
な

借
入
を
行

わ
ず

、
必

要
な
投
資

を
行

っ
た
。

○
中
期
目

標
（

中
期
計

画
期
間

中
総

投
資
額

１
，

９
８
４

億
円

）
に

対
す
る
進

捗

平
成
１

６
年

度
平
成

１
７
年

度
平
成

１
８
年

度
平

成
１
９

年
度

平
成

２
０

年
度

中
期
計
画

期
間

中
の
総

投
資

額
６

６
１
億

円
４

７
７
億

円
３

２
２

億
円

２
３

７
億
円

３
０

３
億

円
（

内
部

資
金

含
む
）
累

計
額

６
６
１
億

円
１
，
１

３
８

億
円

１
，

４
６
０

億
円

１
，

６
９
７

億
円

２
，

０
０

０
億

円
総
投

資
額
に

対
す
る

割
合

（
累
計
額

／
１

，
９
８

４
億

円
)

３
３
．
３

％
５

７
．
４

％
７

３
．

６
％

８
５

．
５
％

１
０
０

．
８
％

※
総

投
資

額
は

、
各

年
度

に
投

資
決

定
し

た
医

療
機

器
・

施
設

設
備

整
備

に
か

か
る

金
額

の
う

ち
、

第
１

期
中

期
計

画
期

間
中

に
支

払
い

が
発

生
す
る

金
額

を
計
上

。
（
支

払
サ

イ
ト
を

２
ヶ

月
と
し

て
い

る
た

め
、
平
成

２
１

年
５
月

ま
で

の
支

払
額
を

計
上

し
て
い

る
。
）

○
平
成
２

０
年

度
長
期

借
入
金

等
借

入
実
績

区
分

計
画

実
績

差
額

財
政
融

資
資
金

５
３
５

億
円

０
億
円

▲
５

３
５

億
円

財
投
機

関
債

５
０

億
円

０
億
円

▲
５
０

億
円

民
間
借

入
１
０

億
円

０
億
円

▲
１
０

億
円

合
計

５
９
５

億
円

０
億
円

▲
５

９
５

億
円

※
財
政
融

資
資

金
２
５

５
億

円
は

、
平
成

２
１
年

度
へ

繰
越

○
固
定
負

債
残

高
の
推

移
（

）
内

は
１
６

年
度

期
首
か

ら
の

減
少

率
平
成
１
６

年
度

期
首

平
成

１
７

年
度
期
末

平
成
１
８

年
度

期
末

平
成

１
９

年
度
期
末

平
成
２

０
年
度

期
末

７
，

４
７

１
億

円
７

，
２

２
３

億
円

６
，

９
２

５
億

円
６

，
５

０
１

億
円

５
，

９
７

１
億

円
（
※

）
（
▲

３
．

３
％

）
（

▲
７

．
３

％
）

（
▲

１
３

．
０

％
）

（
▲

２
０

．
１

％
）
(
※

)
※
改
革
推

進
公

共
投
資

国
立

病
院

及
療
養

所
施
設

費
（

１
３
３

億
円

）
を
含

め
た

承
継
時

の
長
期

借
入

金
は
、

７
，

６
０
４

億
円

で
あ

り
、

▲
２
１

．
５

％
の
減

と
な

る
。

２
．

資
金

の
運

用
時
価
又

は
為

替
相
場

の
変
動

等
の

影
響
を

受
け

る
資
金

及
び

運
用

は
な
い
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

機
構
が

承
継
す

る
債

務
の

償
還

４
機

構
が
承

継
す

る
債

務
の

償
還

３
機
構

が
承
継

す
る
債

務
の

償
還

３
機
構
が
承
継
す
る
債
務
の

償
還

承
継

し
た

債
務

の
処

理
を

確
実

に
行

う
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
、

会
計

処
理

平
成

２
０

年
度

の
償

還
を

約
定

こ
と
。

へ
と

変
わ

る
こ

と
か

ら
、

国
立

病
院

機
構

ど
お
り

行
う
。

１
．

財
政

融
資

資
金

の
繰

上
げ

償
還

全
体

と
し

て
、

収
支

相
償

を
目

指
す

と
と

機
構

が
承

継
し

た
過

去
債

務
に

つ
い

て
、

財
政

融
資

資
金

借
入

金
の

繰
上

償
還

（
１

７
．

2
億

円
）

を
行

っ
た

。
ま

た
、

繰
上

償
還

に
よ

っ
て

も
に

、
借

入
金

の
元

利
償

還
を

確
実

に
行

支
払
っ
た

補
償

額
（
４

３
百
万

円
）

と
当
初

支
払

予
定
利

息
（

４
６

百
万
円
）

と
の

差
額
は

、
３

百
万

円
と
な

っ
て

い
る
。

う
。

２
．

約
定

ど
お

り
の

確
実

な
償

還
当
初
、

予
定

し
て
い

た
平
成

２
０

年
度
分

に
つ

い
て
も

、
約

定
ど

お
り
償
還

を
確

実
に
行

っ
た

。

平
成
２

０
年

度
償
還

額
元
金

４
９

，
９
６

６
，

８
８

２
千
円

利
息

１
５

，
３
２

５
，

５
７

８
千
円

合
計

６
５

，
２
９

２
，

４
６

０
千
円

（
う
ち

繰
上

償
還
額

）
元

金
１
，
６

７
３

，
９

２
６
千

円
補
償

額
４
２

，
８

３
７
千

円
合

計
１
，
７

１
６

，
７

６
３
千

円

第
４

短
期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

短
期
借
入

金
の
限

度
額

第
４

短
期
借
入
金
の
限
度
額

１
限

度
額

１
１

０
，

０
０

０
百

万
円

１
限

度
額

２
想

定
さ

れ
る

理
由

１
１
０
，

０
０
０

百
万

円
平
成

２
０

年
度
に

お
け
る

短
期

借
入
金

は
な

い
。

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

２
想

定
さ
れ

る
理
由

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
②

業
績

手
当

（
ボ

ー
ナ

ス
）

の
支

給
延

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

等
、

資
金

繰
り
資

金
の

出
費
へ
の

対
対

応
応

②
業

績
手

当
（

ボ
ー

ナ
ス

）
③

予
定

外
の

退
職

者
の

発
生

に
伴

う
の

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

退
職

手
当

の
支
給

等
、

偶
発
的
な

出
の

出
費
へ

の
対
応

費
増

へ
の

対
応

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う
退

職
手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的
な

出
費
増

へ
の

対
応

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
第
５

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し

、
又
は
担
保
に
供
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の

計
画

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
そ

の
計

画
は

担
保

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
き
は

そ
の
計

画
平
成

２
０

年
度
に

お
け
る

重
要

な
財
産

の
譲

渡
、
又

は
担

保
に

供
す
る
計

画
は

な
い
。

第
６

剰
余
金

の
使

途
第
６

剰
余
金
の

使
途

第
６

剰
余
金
の
使
途

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
は

、
将

来
の

投
資

（
病

院
建

物
の

整
備

た
場

合
は

、
将

来
の

投
資

（
病

平
成

２
０

年
度
決

算
に
お

け
る

利
益
剰

余
金

は
、
積

立
金

２
３

９
億
を
加

え
、

５
３
９

億
円

を
計

上
し
た

。
こ

れ
ら
の

利
益
剰

余
金

に
つ
い

・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）

に
院

建
物

の
整

備
・

修
繕

、
医

療
て

は
、

第
一

期
中

期
目

標
の

最
終

年
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

積
立

金
と

し
て

整
理

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
（

会
計

基
準

第
８

０
条

第
３

項
に

よ
充

て
る
。

機
器

等
の
購

入
等

）
に
充

て
る
。

る
運
営

費
交

付
金
の

振
替
額

（
執

行
残
額

）
３

２
億
円

に
つ

い
て

は
、
国
庫

返
納

予
定
）

ま
た

、
平

成
１
８

年
度
決

算
に

お
け
る

利
益

剰
余
金

７
７

億
円

に
つ
い
て

は
、

平
成
２

０
年

３
月

に
厚
生

労
働

大
臣
か

ら
目
的

積
立

金
の
承

認
を
受

け
て

お
り
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

、
医
療

機
器

整
備

等
１
４
７

億
円

（
補
助

金
除

く
）

の
一
部

に
充

て
た
。

な
お

、
国

立
病
院

機
構
は

、
医

療
観
察

法
、

障
害
者

自
立

支
援

法
に
基
づ

く
政

策
医
療

を
含

め
、

各
地
域

の
ニ

ー
ズ
に

も
対
応

し
て

質
の
高

い
医
療

の
提

供
を
行

っ
て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
り

、
こ
れ

ら
の

医
療

を
安
定
的

、
確

実
に
提

供
す

る
た

め
に
は

、
築

４
０
年

を
経
過

し
老

朽
化
し

て
い
る

建
物

の
更
新

築
に
加

え
、

耐
用
年

数
を

経
過
し

た
医

療
機

器
の
更
新

が
必

要
で
あ

る
。

さ
ら

に
、

独
法
移

行
時
に

承
継

し
た
約

７
，

４
７
１

億
円

の
債

務
に
つ
い

て
、

第
二
期

中
期

目
標

期
間
中

に
お

い
て
も

２
，
０

３
２

億
円
を

償
還
し

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

こ
と

か
ら

、
そ
れ

ら
の
支

払
に

充
て

る
資
金
も

必
要

で
あ
り

、
経

営
基

盤
の
安

定
化

が
不
可

欠
で
あ

る
こ

と
か
ら

、
利
益
剰

余
金

に
つ
い

て
は
、

適
切

な
医
療

の
提

供
に
欠

く
こ

と
の

で
き
な
い

新
規

投
資
及

び
過

去
債

務
の
償

還
に

充
当
す

る
資
金

と
し

て
必
要

な
額
の

範
囲

内
で
あ

り
、
安

定
的

な
業
務

遂
行

の
た
め

に
過

大
な

利
益
と
は

な
っ

て
い
な

い
。

利
益
剰

余
金

平
成

１
６
年

度
―

平
成

１
７
年

度
―

平
成

１
８
年

度
７
７

億
円

平
成

１
９
年

度
３

１
６

億
円
（

う
ち

施
設
設

備
整

備
積

立
金
７
７

億
円

）
平
成

２
０
年

度
５

３
９

億
円
（

う
ち

積
立
金

２
３

９
億

円
※
会

計
基

準
第
８

０
条

第
３

項
に
よ

る
運

営
費
交

付
金
の

振
替

額
（
執

行
残

額
）
３

２
億

円
に

つ
い
て
は

、
国

庫
返
納

）
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
第

５
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
第

７
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
第

７
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

第
７

そ
の
他
主
務
省
令
で
定

め
る
業
務
運
営
に
関

す
る
事
項

項
営
に

関
す

る
事

項
業
務

運
営
に

関
す
る

事
項

１
人
事

に
関
す

る
計

画
１

人
事
に

関
す

る
計

画
１

人
事
に
関

す
る
計

画
１

人
事
に
関
す
る
計
画

国
民

の
医

療
需

要
や

医
療

環
境

の
変

化
に

応
え

、
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
①

方
針

①
方
針

①
方
針

提
供

し
て

い
く

た
め

に
、

医
師

等
の

医
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

療
従

事
者

を
適

切
に

配
置

す
る

一
方

、
て

い
く

た
め

、
医

師
、

看
護

師
等

の
提

供
し
て

い
く
た

め
、
医
師
、

１
．

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
及

び
療

養
介

護
事

業
へ

の
対

応
（

再
掲

）
技

能
職

に
つ

い
て

は
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

医
療

従
事

者
数

に
つ

い
て

は
、

医
療

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

数
患
者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向

上
の
た

め
、

看
護
師

の
指

示
の
下

、
入

浴
、

食
事
、
排

泄
等

の
ボ
デ

ィ
ー

タ
ッ

チ
を
主

と
し

て
行
う

と
と
も

に
夜

勤
に
も

グ
等

に
努

め
、

一
層

の
効

率
化

を
図

る
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
に

つ
い

て
は

、
医

療
を

取
り

対
応

で
き

る
新

た
な

職
種

と
し

て
、
「

療
養

介
助

職
」

を
平

成
１

７
年

度
に

創
設

し
た

。
ま

た
、

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

筋
ジ

ス
病

棟
等

こ
と
。

柔
軟

に
対

応
す

る
。

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
に

お
け
る

療
養

介
護
事

業
の
実

施
に

必
要
な

人
員

も
含
め

、
平

成
１

９
年
度
ま

で
に

４
３
病

院
で

療
養

介
助
員

を
４

０
９
名

を
配
置

し
た

。
ま

た
、

必
要

な
人

材
の

育
成

や
能

力
技

能
職

等
の

職
種

に
つ

い
て

は
、

柔
軟
に
対

応
す
る

。
さ
ら
に

、
平

成
２
０

年
度
に

お
い

て
は
新

た
に

６
病
院

で
療

養
介

助
員
を
６

４
名

配
置
（

全
体

で
１

５
４
名

配
置

）
し
、

そ
の
結

果
国

立
病
院

開
発

、
人

事
評

価
や

異
動

を
適

切
に

行
業

務
の

簡
素

化
・

迅
速

化
、

ア
ウ

ト
技

能
職

等
の

職
種

に
つ

い
機

構
全
体

で
は

４
９
病

院
で
５

６
３

名
配
置

し
た

。
（
１

９
年
度

４
０

９
名
→

２
０

年
度
５

６
３
名

＋
１
５
４

名
）

う
こ
と

の
で

き
る

シ
ス

テ
ム
の

確
立
を

ソ
ー

シ
ン

グ
化

等
に

よ
る

効
率

化
を

て
は

、
業

務
の

簡
素

化
・

迅
今
後
も

療
養

介
護
事

業
に
お

け
る

患
者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上

の
た

め
、

引
き
続
き

介
護

必
要
度

に
応

じ
た

療
養
介

助
員

の
充
実

強
化
を

図
る

こ
と
と

図
る
こ

と
。

図
る

。
速

化
、

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

し
て
い
る

。
ま

た
、

良
質

な
人

材
の

確
保

及
び

化
等
に
よ

る
効
率

化
を

図
る

。
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
ブ

ロ
ッ

ク
ま

た
、

良
質

な
人

材
の

確
２

．
技

能
職

の
離

職
後

の
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

化
及

び
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
化

の
継

続
（

再
掲

）
内

で
の

職
員

一
括

採
用

を
行

う
と

と
保

及
び

有
効

活
用

を
図

る
た

技
能
職

に
つ

い
て
は

、
業
務

の
簡

素
化
・

迅
速

化
を
図

り
、

常
勤

職
員
の
離

職
後

の
後
補

充
は

行
わ

ず
、
短

時
間

の
非
常

勤
職
員

で
の

後
補
充

も
に

ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人

事
交

流
を

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
の

職
又

は
、
ア

ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ
化

を
図

っ
た
。

促
進

す
る

た
め

の
人

事
調

整
会

議
の

員
一

括
採

用
を

行
う

と
と

も
な
お
、

業
務

委
託
に

つ
い
て

も
、

検
査
部

門
に

お
け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ
は
、

平
成

１
９
年

度
ま

で
に

導
入
し

た
８

病
院
、

給
食
業

務
の

全
面
委

設
置

を
行

う
ほ

か
、

有
為

な
人

材
の

に
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人

事
託

は
、
平

成
１

９
年
度

ま
で
に

７
病

院
、
平

成
２

０
年
度

新
た

に
佐

賀
病
院
で

導
入

し
、
引

き
続

き
効

果
的
な

運
営

を
行
っ

た
。

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
の

交
流

を
促

進
す

る
よ

う
人

事
研
修

を
実

施
す

る
。

調
整

会
議

の
運

営
を

行
う

ほ
３

．
良

質
な

人
材

の
確

保
及

び
有

効
活

用
か

、
有

為
な

人
材

の
育

成
や

良
質
な

人
材

の
確
保

及
び
有

効
活

用
を
図

る
た

め
、
平

成
２

０
年

度
に
お
い

て
も

引
き
続

き
、

院
長

の
選
任

に
あ

た
っ
て

は
、
適

材
適

所
を
徹

能
力

の
開

発
を

行
う

た
め

の
底

し
、
ま

た
、

職
員
の

採
用
に

あ
た

っ
て
は

、
ブ

ロ
ッ
ク

単
位

で
実

施
す
る
と

と
も

に
ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人
事

交
流

を
促
進

す
る
た

め
、

ブ
ロ
ッ

研
修
を
実

施
す
る

。
ク

担
当
理

事
が

任
命
権

を
有
す

る
職

員
の
人

事
異

動
の
調

整
を

行
う

人
事
調
整

会
議

を
開
催

し
、

平
成

２
１
年

４
月

１
日
付

け
人
事

異
動

等
に
つ

き
、
適
正

に
調

整
を
行

っ
た
。

４
．

研
修

の
実

施
有
為
な

人
材

育
成
や

能
力
の

開
発

を
行
う

た
め

、
国
立

病
院

機
構

本
部
研
修

委
員

会
に
よ

り
研

修
計

画
（
平

成
２

０
年
３

月
）
を

策
定

し
、
実

施
し
た
。

平
成
２

０
年

度
の
計

画
に
お

い
て

も
平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き

、
院
長
・

副
院

長
等
の

管
理

・
監

督
者
に

必
要

な
病
院

の
管
理

運
営

に
関
す

る
知
識
の

習
得

及
び
管

理
運
営

能
力

の
向
上

を
図

る
た
め

、
院

長
研

修
、
副
院

長
研

修
、
統

括
診

療
部

長
研
修

並
び

に
事
務

（
部
）

長
研

修
等
を

実
施
し
、

ま
た

、
業
績

評
価
制

度
の

導
入
に

伴
う

評
価
者

の
客

観
的

で
公
平
な

立
場

で
評
価

を
行

う
た

め
の
研

修
等

を
実
施

し
た
。

な
お
、

平
成

２
０
年

度
に
実

施
し

た
研
修

は
、

以
下
の

と
お

り
で

あ
る
。

(
1
)
国
立

病
院

機
構
本

部
に
お

け
る

院
長
研

修
・

業
績
評

価
に

係
る

研
修
等
の

実
施

院
長
研

修
２

０
名

副
院
長

研
修

２
４
名

統
括
診

療
部
長

研
修

２
２

名
事

務
部

長
研
修

２
６

名
評

価
者

研
修

４
０
６

名
な
ど
、

３
１

コ
ー
ス

実
施

２
，
６
６

９
名

が
受
講

(
2
)
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

に
お
け

る
医

療
安
全

対
策

研
修
等

の
実

施
１
５

７
コ
ー

ス
実
施

５
，
６

２
１

名
が
受

講

(
3
)
病
院

に
お

け
る
感

染
管
理

研
修

等
の
実

施
３
，

１
４
２

コ
ー
ス

実
施

１
２
２

，
２
２

５
名

が
受

講

５
．

医
師

確
保

対
策

の
推

進

(
1
)
女
性

医
師

支
援
モ

デ
ル
事

業
の

実
施

女
性
医

師
が

子
育

て
を
し
な

が
ら

働
き

や
す
い

職
場

環
境
を

整
備

す
る
こ
と

及
び

子
育

て
等
で

臨
床

現
場
か

ら
離
れ

て
い

る
女
性

医
師

に
対

し
て
復
職

支
援

を
行

う
こ
と
に

よ
り

、
女
性

医
師

を
確

保
す
る

こ
と

を
目
的
と

し
て

「
女

性
医
師

支
援

モ
デ
ル

事
業
」

を
平

成
１
９

年
度

か
ら

平
成
２
０

年
度

ま
で

の
２
か
年

計
画

で
１
５

病
院

に
お

い
て
実

施
し

た
。

な
お
、

平
成

２
１

年
度
に
お

い
て

、
モ

デ
ル
事

業
を

実
施
し

た
１

５
病
院
に

対
し

ア
ン

ケ
ー
ト

を
行

い
、
事

業
の
成

果
を

検
証
し

、
今

後
の

対
応
策
を

検
討

す
る

こ
と
と
し

て
い

る
。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
(
2
)
Ｉ
Ｔ

を
活

用
し
た

精
神
科

領
域

に
お
け

る
多

施
設
共

同
研

修
の

実
施
（
再

掲
）

精
神
科

医
療

施
設

の
教
育
の

中
で

は
、

細
か
い

手
技

の
指
導

を
要

す
る
こ
と

は
あ

ま
り

な
く
、

映
像

や
画
像

と
音
声

が
あ

れ
ば
、

ほ
と

ん
ど

の
診
療
情

報
を

指
導

医
と
教
育

を
受

け
る
研

修
医

の
間

で
共
有

す
る

こ
と
が
可

能
で

あ
る

。
精
神

科
医

療
に
お

け
る
こ

の
よ

う
な
教

育
指

導
の

特
色
を
踏

ま
え

、
平

成
２
１
年

２
月

か
ら
、

肥
前

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
を
中
心

と
し

た
、

花
巻
病

院
、

久
里
浜

ア
ル
コ

ー
ル

症
セ
ン

タ
ー

、
東

尾
張
病
院

及
び

琉
球

病
院
の
５

病
院

を
テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ
ム

で
つ

な
ぎ
、
自

院
の

精
神

科
領
域

の
特

徴
を
踏

ま
え
た

テ
ー

マ
を
各

病
院

が
出

し
合
う
こ

と
な

ど
を

通
じ
、
共

通
の

講
義
、

講
演

、
症

例
検
討

会
、

及
び
個
別

の
教

育
指

導
等
を

行
う

こ
と
で

、
症
例

は
豊

富
に
あ

る
も

の
の

医
師
確
保

が
困

難
で

指
導
医
の

体
制

が
必
ず

し
も

十
分

と
は
言

え
な

い
病
院
に

お
い

て
も

、
効
果
的

な
教

育
研

修
を
行

う
こ

と
が
で

き
る

よ
う
、

多
施
設
共

同
研

修
シ

ス
テ
ム
の

運
用

を
開
始

し
た

。
な
お
、

平
成

２
１

年
度
以
降

も
、

当
該

シ
ス
テ

ム
の

よ
り
効

果
的

・
効
率
的

な
運

用
を

図
っ
て

い
く

こ
と
と

し
て
い

る
。

(
3
)
医
師

の
処

遇
改
善

（
諸
手

当
の

改
善
）

○
平

成
１

８
年
に

創
設
し

た
医

師
数
が

医
療

法
標
準

の
７

０
％

以
下
等
の

病
院

へ
緊
急

医
師

派
遣

制
度
に

よ
り

派
遣
さ

れ
た
医

師
に

対
す
る

医
師
派

遣
手

当
を

平
成
２
０

年
４

月
に

引
き
上

げ
。

ま
た

、
同

時
に

、
緊
急
医

師
派

遣
制

度
以
外

で
実

施
さ
れ

て
い

る
医
師
確

保
又

は
病

院
の
機

能
の

補
完
・

向
上
を

目
的

と
す
る

機
構

病
院

間
の
医

師
派

遣
の

活
用
を
図

る
た

め
、

医
師
派

遣
手

当
の
支

給
対

象
に
追
加

。
○

夜
間

の
手

術
・

分
娩

等
の

業
務

に
備

え
て

待
機

を
行

う
医

師
等

の
処

遇
の

改
善

を
図

る
た

め
、

救
急

呼
出

待
機

手
当

を
創

設
し

、
平

成
２
０
年

４
月

に
施

行
。

○
国

に
お

い
て
救

急
医
療

及
び

産
科
医

療
を

担
う
勤

務
医

の
処

遇
改
善
を

支
援

す
る
補

助
制

度
を

創
設
し

た
こ

と
に
対

応
し
て

救
急

医
療
体

制
等
確

保
手

当
を

創
設
し
、

平
成

２
１

年
４
月

に
施

行
。

○
国

が
、
医
師

の
給

与
に
つ

い
て

、
初

任
給
調
整

手
当

を
引
き

上
げ

し
た

こ
と
に

伴
い

、
地
方
の

病
院

に
勤

務
す
る

医
師

が
多
い
こ

と
か

ら
、

国
と
の

均
衡

を
図

る
た
め
医

師
手

当
の

引
き
上

げ
を

実
施
、

平
成

２
１
年
４

月
に

施
行

。

(
4
)
そ
の

他
○

医
師

の
給

与
そ

の
他
に
つ

い
て

記
載

し
た
パ

ン
フ

レ
ッ
ト
『

け
っ

こ
う
い

い
ぞ

!
!

Ｎ
Ｈ
Ｏ
』
を

、
大
学
等

関
係

機
関

へ
配
布

し
て

い
る
。

○
平
成

１
８

年
度

に
医
師
確

保
が

困
難

な
国
立

病
院

機
構
病

院
で

の
診
療
に

あ
た

る
こ

と
を
希

望
し

た
定
年

予
定
医

師
が

引
き
続

き
勤

務
で

き
る
シ

ニ
ア

フ
ロ

ン
テ
ィ
ア

制
度

を
創

設
し
た

と
こ

ろ
で
あ

る
。

平
成
１
９

年
度

に
お

い
て
１

人
実

績
が
あ

る
が
、

該
当

医
師
に

つ
い

て
さ

ら
に
平

成
２

２
年

３
月
に
勤

務
延

長
を

実
施
す

る
と

と
も
に

、
平

成
２
０
年

度
に

お
い

て
は
、

退
職

予
定
医

師
（
１

名
）

に
対
し

平
成

２
２

年
３
月

末
ま

で
勤

務
延
長
を

実
施

し
た

。
○

特
に

医
師

確
保

に
問
題
の

あ
る

病
院

に
つ
い

て
は

、
大
学

等
関

係
機
関
へ

の
医

師
派

遣
の
働

き
か

け
に
お

い
て
、

本
部

が
主
導

的
役

割
を

果
た
し

て
い

る
。

６
．

看
護

師
確

保
対

策
の

推
進

（
再

掲
）

医
療
内

容
の

高
度
化

・
複
雑

化
や

多
職
種

か
ら

な
る
チ

ー
ム

に
よ

る
医
療
に

主
体

的
に
対

応
し

て
い

く
こ
と

の
で

き
る
看

護
師
の

養
成

及
び
今

後
の

附
属

養
成

所
の

方
向

性
等

の
検

討
を

目
的

に
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

（
報

告
：

平
成

２
１

年
２

月
）
」

を
設

置
し

、
国

立
病

院
機

構
の

看
護

の
質

の
更

な
る

向
上

の
た

め
の

一
方

策
と

し
て

平
成

２
１

年
度

以
降

下
記

に
つ

い
て

取
り

組
む
こ
と

と
し

て
い
る

。

【
報
告

書
（

抜
粋
）
】

(
1
)
看

護
基

礎
教
育

の
充
実

看
護
基

礎
教
育

に
お
け

る
技

術
項
目

と
卒

業
時
の

到
達

度
を

設
定
し
、

看
護

実
践
能

力
の

到
達

度
を
測

定
し

て
検
証

し
て
い

く
こ

と
に
着

手
す

る
。

(
2
)
教

員
の

質
の
向

上
教

員
に

必
要
な

教
育
実

践
能

力
、
看

護
実

践
能
力

、
研

究
能

力
及
び
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

能
力

を
向

上
さ
せ

る
た

め
の
取

組
を
実

施
す

る
。

(
3
)
看

護
師

長
（
教

育
担
当

）
の

配
置
増

新
採
用

者
の
卒

後
の
教

育
に

携
わ
る

こ
と

の
で
き

る
看

護
師

長
（
教
育

担
当

）
を
必

要
に

応
じ

て
配
置

を
行

う
。

(
4
)
早

期
施

設
間
異

動
の
実

施
採

用
後

、
自
分

の
適
性

と
合

っ
て
い

な
い

な
ど
、

就
職

し
た

病
院
で
の

勤
務

が
困
難

に
な

っ
た

場
合
に

国
立

病
院
機

構
内
病

院
へ

異
動
を

行
い

、
継

続
し
て

勤
務
で

き
る

よ
う
配

慮
す

る
。

(
5
)
ス

キ
ル

ア
ッ
プ

ラ
ボ
施

設
の

充
実

２
４
時

間
い
つ

で
も
看

護
技

術
が
学

習
で

き
る
よ

う
シ

ミ
ュ

レ
ー
タ
ー

な
ど

を
整
備

し
、

技
術

教
育
の

充
実

を
図
る

。
(
6
)
卒

後
研

修
制
度

の
モ
デ

ル
的

導
入

急
性
期

医
療
か

ら
慢
性

期
医

療
ま
で

看
護

を
幅
広

く
学

ぶ
こ

と
と
、
卒

後
の

リ
ア
リ

テ
ィ

シ
ョ

ッ
ク
を

最
小

限
に
し

新
採
用

者
の

離
職
防

止
及

び
職

場
定
着

を
目
的

に
院

内
・
院

外
ロ

ー
テ
ー

シ
ョ

ン
の

で
き
る
研

修
制

度
を
モ

デ
ル

的
に

実
施
す

る
。

(
7
)
授

業
料

等
の
見

直
し

地
域

性
を

考
慮

し
、
各
学

校
の

実
情

に
応
じ

て
学

校
長
が

授
業

料
等
を
決

定
し

て
い

く
。

(
8
)
奨
学

金
制

度
の

見
直
し

国
立

病
院

機
構

全
病
院
に

お
い

て
、

各
病
院

で
奨

学
金
額

を
決

定
し
、
看

護
学

生
等

に
対
し

貸
与

す
る
。

ま
た
、

看
護

大
学
生

に
も

貸
与

可
能
と

す
る

よ
う

貸
与
期
間

を
３

年
か

ら
４
年

に
改

正
す
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
【
奨
学

金
の

貸
与
状

況
】

国
立
病

院
機

構
で

看
護
に
従

事
す

る
意

思
を
も

っ
た

看
護
学

生
に

対
し
、
奨

学
金

を
貸

与
す
る

制
度

を
平
成

１
８
年

度
よ

り
創
設

し
、

平
成

１
９
年
４

月
よ

り
延

べ
７
７
名

が
卒

業
し
機

構
病

院
で

勤
務
し

て
お

り
、
看
護

師
確

保
対

策
一
方

策
と

し
て
制

度
の
活

用
を

図
っ
て

い
る

。
平

成
１

８
年
度

２
０

名
（
平

成
１
９

年
３

月
卒
業

者
１

４
名
が

、
機

構
病
院

に
勤
務

）
平

成
１

９
年
度

３
８

名
（
平

成
２
０

年
３

月
卒
業

者
１

０
名
が

、
機

構
病
院

に
勤
務

）
平

成
２

０
年
度

１
３
１

名
（
平

成
２
１

年
３

月
卒
業

者
５

３
名
が

、
機

構
病
院

に
就
職

）

そ
の
他

に
、

(
1
)
急
性

期
医

療
を
提

供
し
て

い
る

病
院
と

慢
性

期
医
療

を
提

供
し

て
い
る
病

院
に

勤
務
し

て
い

る
看

護
師
と

が
病

院
間
交

流
研
修

を
行

い
、
実

際
の
現

場
で

体
験
し

学
ぶ
こ

と
に

よ
り
、

看
護

師
確
保

困
難

病
院

が
担
っ
て

い
る

政
策
医

療
分

野
の

看
護
等

に
つ

い
て
も

興
味
を

持
た

せ
、
病

院
間
異

動
を

推
進
し

職
員
の

キ
ャ

リ
ア
形

成
及

び
組
織

活
性

化
の

た
め
の
素

地
を

創
る
た

め
の

取
組

を
行
っ

た
。

(
2
)
潜
在

看
護

師
に
対

す
る
離

職
後

の
ギ
ャ

ッ
プ

を
解
消

す
る

こ
と

を
目
的
に

、
最

近
の
看

護
の

動
向

な
ど
を

テ
ー

マ
と
し

た
公
開

講
座

や
講
習

会
を
積

極
的

に
実
施

し
、
平

成
２

１
年
４

月
に

は
、
当

該
参

加
者

か
ら
２
５

名
を

採
用
し

て
い

る
。

○
潜
在

看
護

師
を
対

象
と
し

た
研

修
会
・

講
習

会
実
施

回
数

・
・

・
・
・
・

４
７

病
院

７
３

回
２
７
９

名
参

加

(
3
)
夜
間

看
護

等
手
当

の
単
価

改
定

を
実
施

し
、

平
成
２

１
年

４
月

に
施
行
。

(
4
)
指
定

研
究

「
離
職

し
た
看

護
師

の
職
場

復
帰

を
可
能

に
す

る
要

因
分
析
」

採
用

し
た

看
護

師
の

定
着

を
推

進
す

る
こ

と
は

病
院

運
営

に
と

っ
て

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

日
本

に
お

け
る

潜
在

看
護

職
員

数
は

５
５
万
人

と
も

推
計

さ
れ
、
そ

の
潜

在
看
護

師
確

保
に

あ
た
り

、
看

護
師
が
専

門
職

と
し

て
継
続

し
て

仕
事
が

で
き
る

環
境

整
備
等

を
推

進
し

て
い
く
う

え
で

、
離

職
し
た
看

護
師

の
職
場

復
帰

を
可

能
に
す

る
要

因
を
明
ら

か
に

す
る

こ
と
は

重
要

で
あ
る

と
考
え

、
平

成
２
０

年
度

に
お

い
て
、
「

離
職
し

た
看

護
師
の

職
場

復
帰
を

可
能
に

す
る

要
因
分

析
」

と
し
て

指
定

研
究

を
行
っ
た

。
今
後
は

、
当

該
指

定
研
究
に

お
い

て
抽

出
さ
れ

た
課

題
を
基

に
看

護
師
の
職

場
定

着
に

向
け
た

環
境

整
備
及

び
人
材

育
成

に
努
め

て
い

く
こ

と
と
し
て

い
る

。

○
指

定
研

究
（
概

要
）

潜
在

看
護

師
や

離
職
し
て

職
場

復
帰

し
た
看

護
師

が
、
職

場
復

帰
す
る
に

あ
た

り
必

要
と
さ

れ
る

支
援
や

条
件
に

つ
い

て
明
ら

か
に

し
看

護
師
確

保
対

策
に

活
用
す
る

こ
と

を
目

的
に
、

全
国

国
立
病

院
機

構
の
看
護

師
を

対
象

に
調
査

を
行

っ
た
。

調
査
内

容
は

１
）
職

場
復

帰
す

る
に
至

っ
た

理
由

や
条
件
、

２
）

職
場

復
帰
前

の
不

安
項
目

と
復

帰
後
の
不

安
項

目
、

３
）
職

場
復

帰
前
に

必
要
な

支
援

に
つ
い

て
、

４
）

職
業
を

継
続

し
て

い
く
上
で

期
待

す
る

支
援
や

体
制

の
整
備

に
つ

い
て
、
５

）
看

護
職

を
継
続

し
て

い
く
上

で
の
支

え
や

や
り
が

い
感

に
つ

い
て
、

以
上

の
５

点
に
集
約

し
て

調
査

を
行
っ

た
。

今
後
の

課
題

と
し

て
次
の
４

点
に

つ
い

て
示
唆

さ
れ

た
。

(
1
)

潜
在

看
護

師
の
再
就

業
支

援
の

た
め
の

研
修

シ
ス
テ

ム
の

構
築
が
必

要
(
2
)

復
職

し
た

看
護
師
に

対
す

る
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
整

備
や

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

ラ
ボ

な
ど
の

設
備

と
、
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ

プ
支
援

が
で

き
る

教
育

専
任
の

看
護
師

長
あ

る
い
は

副
看

護
師
長

レ
ベ

ル
の

人
材
の
配

置
が

必
要

(
3
)

働
き

続
け

ら
れ
る
職

場
環

境
の

整
備
と

し
て

、
個
人

の
多

様
な
価
値

観
を

お
互

い
に
認

め
合

う
人
間

関
係
が

築
け

る
職
場

づ
く

り
が

看
護

管
理
者

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

に
求

め
ら
れ

る
(
4
)

保
育

所
の

整
備
や
勤

務
体

制
に

対
し
て

柔
軟

な
勤
務

線
表

の
工
夫
な

ど
も

再
検

討
が
必

要
特

に
、
延

長
保
育

や
夜

間
保
育

、
病

児
保
育

の
体

制
の

整
備
と
共

に
、

保
育
可

能
な

園
児

数
の
枠

を
拡

げ
る
こ

と
も
子

育
て

支
援
と

し
て

組
織
が

取
り
組

む
急

務
の
課

題
と

し
て
示

唆
さ

れ
た

。

７
．

障
害

者
雇

用
に

対
す

る
取

組
障
害
者

の
雇

用
の
促

進
等
に

関
す

る
法
律
（

昭
和
３

５
年

法
律
第

１
２

３
号

）
に

基
づ
く

、
法
定
雇

用
率
（

常
用

労
働
者

に
対
し

て
２

．
１
％
）

の
達

成
を

維
持

す
べ

く
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

り
障

害
者

の
雇

用
に

努
め

た
結

果
、

平
成

２
１

年
４

月
１

日
現

在
で

２
．
４
２

％
と

維
持
し

て
い
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
②

人
員

に
係

る
指

標
②

人
員

に
係
る

指
標

②
人
員
に
係
る
指
標

国
立

病
院

機
構

の
平

成
１

６
年

度
期

首
技

能
職

に
つ

い
て

、
平

成
２

０
に

お
け

る
常

勤
職

員
数

を
４

６
，

６
０

７
年

度
に

お
い

て
、

１
４

３
人

の
純

１
．

技
能

職
の

削
減

（
再

掲
）

人
と

す
る

も
の

の
、

医
師

、
看

護
師

等
の

減
を
図

る
。
（
※

中
期
計
画

△
７

技
能
職

に
つ

い
て
は

、
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
１
４

３
名

の
削

減
を
計
画

の
と

こ
ろ
、

こ
れ

を
上

回
る
２

３
９

名
の
純

減
を
図

っ
た

。
医

療
従

事
者

は
、

医
療

ニ
ー

ズ
に

適
切

に
１

４
人

÷
５
＝

１
４
２

．
８

人
）

対
応

す
る

た
め

に
、

変
動

が
見

込
ま

れ
る

こ
れ
ま

で
の

削
減
状

況
も

の
で

あ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

お
平

成
１

６
年
度

純
減
数

２
５
８

名
純

減
率

７
．
２

％
い

て
は

、
適

正
な

人
員

配
置

等
に

よ
り

人
平

成
１

７
年
度

純
減
数

２
１
１

名
純

減
率

５
．
９

％
件

費
率

等
の

抑
制

に
努

め
る

。
平

成
１

８
年
度

純
減
数

２
３
６

名
純

減
率

６
．
６

％
特

に
、

技
能

職
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

平
成
１

９
年
度

純
減
数

２
６
３

名
純

減
率

７
．
３

％
標

の
期

間
中

７
１

４
人

（
※

）
の

純
減

を
平

成
２

０
年
度

純
減
数

２
３
９

名
純

減
率

６
．
７

％
図

る
。

計
純

減
数

１
，
２

０
７

名
純

減
率

３
３
．
６

％
（

純
減
数

１
，

２
０

７
名
／

Ｈ
１

６
’
期

首
３
，

５
８

７
名
）

（
※

平
成

１
５

年
度

の
技

能
職

員
定

員
数

の
２

割
相

当
）

（
参

考
）

中
期

目
標

の
期
間

中
の

人
件

費
総
額

見
込

み

１
，
６

０
９

，
５

９
４

百
万

円

た
だ

し
、

上
記

の
額

は
、

役
員

報
酬

並

び
に

職
員

基
本

給
、

職
員

諸
手

当
、

超
過

勤
務

手
当

、
休

職
者

給
与

及
び

国
際

機
関

等
派

遣
職

員
給

与
に

相
当

す
る

範
囲

の
費

用
で

あ
る

。

第
８

整
理

合
理

化
計

画
等

に
基

づ
第
８

整
理
合
理
化
計
画
等
に

基
づ
く
取
組

く
取

組
独

立
行

政
法

人
整

理
合

理
化

１
．

随
意

契
約

の
見

直
し

に
つ

い
て

（
再

掲
）

計
画

（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
4
日

閣
平

成
１

８
年

８
月

に
会

計
規

程
の

改
正

を
行

い
、

同
年

１
０

月
か

ら
原
則
一

般
競

争
入
札

に
よ

る
こ

と
と
し

、
随

意
契
約

に
よ
る

こ
と

が
で
き

議
決

定
）

及
び

「
独

立
行

政
法

る
基
準
を

国
の

会
計
法

令
に
準

じ
た

も
の
と

し
た

。
人

国
立

病
院

機
構

の
主

要
な

事
平
成
１

９
年

１
２
月

に
「
随
意

契
約

の
見
直

し
計

画
」
を

策
定
し

、
平

成
２

０
年
７
月

に
平

成
１
９

年
度

実
績

を
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
公

表
し

た
。

務
及

び
事

業
の

改
廃

に
関

す
る

ま
た
、

平
成

２
０
年

１
月
以

降
は

、
予
定

価
格

が
１
０

０
万

円
（

賃
貸
借
契

約
は

８
０
万

円
）

以
上

の
契
約

に
つ

い
て
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

に
公
表

勧
告

の
方

向
性

」
に

お
け

る
指

し
て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

り
、
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
も

、
内

部
監

査
等
を
通

じ
て

適
正
な

契
約

の
実

施
に
つ

い
て

徹
底
を

行
っ
た

。
摘

事
項

を
踏

ま
え

た
見

直
し

案
さ
ら
に

、
平

成
２
０

年
６
月

に
契

約
事
務

の
競

争
性
、

公
正

性
、

透
明
性
の

確
保

、
不
正

防
止

の
観

点
か
ら

、
①

原
則
、

一
般
競

争
入

札
で
あ

（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
1
日

厚
生

労
る

こ
と

の
徹

底
、

②
競

争
を

行
う

旨
を

広
く

お
知

ら
せ

す
る

た
め

の
入
札
公
告

の
詳

細
な
方

法
、

③
予

定
価
格

の
積

算
方
法

、
④
事

業
者

と
の
折

働
省

策
定

）
を

踏
ま

え
①

平
成

衝
方
法
等

に
つ

い
て
各

病
院
へ

周
知

す
る
と

と
も

に
、
契

約
事

務
に

関
し
て
一

層
の

適
正
性

を
担

保
す

る
た
め

、
監

事
と
連

携
し
た

い
わ

ゆ
る
抜

２
０

年
度

か
ら

講
ず

べ
き

措
置

打
監
査
を

実
施

し
、
国

民
か
ら

疑
念

を
持
た

れ
る

こ
と
が

な
い

よ
う

な
契
約
事

務
の

遂
行
に

努
め

た
。

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

②
非

公
務

員
化

に
つ

い
て

平
成

２
０

２
．

人
件

費
削

減
の

取
組

（
再

掲
）

年
度

中
に

結
論

が
得

ら
れ

る
よ

技
能
職

の
退

職
後
不

補
充
並

び
に

非
常
勤

職
員

へ
の
切

替
及

び
ア

ウ
ト
ソ
ー

シ
ン

グ
化
、

非
効

率
と

な
っ
て

い
る

病
棟
の

整
理
・

集
約

に
よ
り

う
所

要
の

検
証

等
を

行
う

な
ど

収
益
に
見

合
っ

た
職
員

配
置
と

し
た

。
（
人

件
費
の

削
減

額
約
▲

７
,
５
８
２
百

万
円

）
次

期
中

期
計

画
策

定
に

向
け

た
一
方
で

、
心

神
喪
失

者
等
医

療
観

察
法
に

基
づ

く
専
門

病
棟

の
運

営
及
び
障

害
者

自
立
支

援
法

に
基

づ
く
筋

ジ
ス

病
棟
等

に
お
け

る
療

養
介
護

所
要

の
準
備

を
行
う

。
事

業
等
国

の
制

度
の
創

設
や
改

正
に

伴
う
必

要
な

職
員
配

置
を

引
き

続
き
行
っ

た
。

ま
た
、

医
療

機
関
で

あ
る
こ

と
か

ら
医
療

サ
ー

ビ
ス
の

低
下

を
招

か
な
い
よ

う
に

休
職
者

等
（

看
護

師
）
の

代
替

要
員
の

確
保
及

び
地

域
医
療

計
画

を
踏

ま
え

た
診

療
報

酬
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配

置
を

行
っ

た
。
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

約
８
,
８
１

８
百

万
円
）

そ
の
結

果
、

常
勤
職

員
の
人

件
費

は
前
年

度
と

比
較
し

て
約

１
２

億
の
増
と

な
っ

て
い
る

。
平
成
１

９
年
度

平
成

２
０

年
度

人
件
費

３
１
２
，

９
６
８

百
万

円
→

３
１

４
,２

０
４

百
万
円

（
１

,２
３
６

百
万
円

）
な
お
、

人
件

費
率
と

委
託
費

率
を

合
計
し

た
率

に
つ
い

て
は

、
抑

え
る
こ
と

が
で

き
た
。

平
成

１
９

年
度
実

績
５

７
．

４
％

→
平
成
２

０
年

度
決

算
５
７

．
０

％
（
平

成
２

０
年

度
計
画

５
８
．
３

％
）

３
．

民
間

競
争

入
札

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
支

払
案

内
等

業
務

委
託

に
つ

い
て

（
再

掲
）

医
業

未
収

金
の

支
払

案
内

業
務

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

た
め

、
「

競
争

の
導

入
に

よ
る

公
共

サ
ー

ビ
ス
の
改

革
に

関
す
る

法
律
」

に
基

づ
き
、

市
場

化
テ
ス

ト
に

よ
る

民
間
競
争

入
札

を
実
施

（
平

成
２

０
年
６

月
３

０
日
開

札
）
し

た
。

８
２
病

院
が

、
落
札

者
で
あ

る
日

立
キ
ャ

ピ
タ

ル
債
権

回
収

株
式

会
社
と
平

成
２

０
年
７

月
３

１
日

付
で
契

約
を

締
結
し

、
平
成

２
０

年
１
０

月
か
ら
平

成
２

３
年
１

０
月
ま

で
（

３
年
間

）
の

業
務
委

託
を

開
始

し
た
。
平

成
２

１
年
３

月
末

時
点

で
委
託

額
７

４
６
百

万
円
に

対
し

て
、
入

金
額
１
８

百
万

円
（
入

金
率
２

．
４

％
）
と

な
っ

て
い
る

。
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国
立

病
院

機
構

事
業

報
告

書
中

期
目

標
中

期
計

画
平

成
２

０
年

度
計

画
平

成
２

０
年

度
の

業
務

の
実

績
４

．
内

部
統

制
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
強

化
に

向
け

た
体

制
整

備
に

つ
い

て
国
立
病

院
機

構
に
お

い
て
は

、
業

務
の
適

正
な

執
行
を

図
る

こ
と

な
ど
を
目

的
と

し
た
内

部
監

査
の

実
施
な

ど
に

よ
り
内

部
統
制

を
図

っ
て
き

た
と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

更
な
る

内
部

統
制
機

能
の

強
化
を

図
る

た
め

、
平
成
２

０
年

３
月
に

、
国

立
病

院
機
構

の
役

職
員
の

一
人
ひ

と
り

に
法
令

遵
守
の
周

知
徹

底
を
図

る
と
と

も
に

、
法
令

等
を

遵
守
す

る
こ

と
に

よ
り
社
会

規
範

を
尊
重

し
、

高
い

倫
理
観

を
持

っ
て
業

務
活
動

を
行

っ
て
い

く
こ
と
を

目
的

と
し
た

「
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る

コ
ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
推

進
規

程
」

を
制
定

し
た

。
平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は

、
当

該
規
程

を
国

立
病
院

機
構

本
部

の
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に
掲

載
し

公
表

す
る
こ

と
に

よ
り
そ

の
推
進

に
努

め
る
と

と
も
に
、

全
病

院
で
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
担

当
者

を
設
置

し
、

管
理

診
療
会
議

等
に

お
い
て

当
該

規
程

の
趣
旨

等
に

つ
い
て

周
知
を

図
り

、
平
成

２
０
年
度

内
部

監
査
の

重
点
項

目
と

し
て
当

該
規

程
や
そ

の
趣

旨
等

の
定
着
を

図
っ

た
。

ま
た
、

平
成

２
０
年

度
か
ら

は
、

監
事
１

名
を

常
勤
化

し
、

内
部

統
制
・
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

強
化

に
努

め
た
と

こ
ろ

で
あ
り

、
平
成

２
１

年
度
に

お
い
て
も

、
本

部
組
織

内
を
見

直
し

、
内
部

監
査

を
実
施

す
る

組
織

の
明
確
化

と
専

任
職
員

の
配

置
（

本
部
業

務
監

査
室
の

新
設
）

を
行

う
こ
と

と
し
た
。

５
．

保
有

資
産

の
主

な
有

効
活

用
に

つ
い

て
保
有
資

産
に

つ
い
て

は
、
学

校
法

人
や
自

治
体

な
ど
と

調
整

し
、

病
院
機
能

と
の

相
乗
効

果
が

図
ら

れ
る
貸

付
を

行
う
こ

と
と
し

て
い

る
。
平

成
２
０
年

度
に

は
、
刀

根
山
病

院
の

宿
舎
跡

地
を

保
育
所

を
運

営
す

る
社
会
福

祉
法

人
に
、

ま
た

長
崎

医
療
セ

ン
タ

ー
の
敷

地
及
び

学
生

宿
舎
を

看
護
大
学

を
運

営
す
る

学
校
法

人
に

貸
し
付

け
る

契
約
を

締
結

し
た

。
（
参
考

）
年
間

貸
付
料

刀
根
山
病

院
３
，

３
９

９
，
６
６

９
円

長
崎
医
療

セ
ン

タ
ー

６
，

１
５

２
，
０
０

０
円

６
．

総
人

件
費

削
減

に
つ

い
て

(
1
)
国
立

病
院

機
構
の

平
成
２

０
年

度
に
お

け
る

総
人
件

費
改

革
の

対
象
と
な

る
人

件
費
は

、
３

，
１

２
１
億

円
（

注
）
で

あ
り
、

総
人

件
費
改

革
の
基

準
値

で
あ
る

平
成
１

７
年

度
の
人

件
費

３
，
０

４
５

億
円

と
比
較
す

る
と

７
６
億

円
の

増
と

な
っ
て

い
る

。
（
注

）
総

人
件
費

改
革
の

対
象

人
件
費

か
ら

除
か
れ

る
給

与
改

定
分
（
平

成
１

９
年
度

給
与

改
定

に
伴
う

２
１

億
円
の

増
）
を

除
い

た
も
の

(
2
)
総
人

件
費

削
減
に

向
け
た

取
組

と
し
て

①
技
能

職
の

退
職

不
補
充

②
非
効

率
病

棟
の

整
理
・
集

約
、

事
務

職
の
削

減
等

③
独
法

移
行

時
の

給
与
カ
ー

ブ
の

変
更

・
調
整

額
の

廃
止

な
ど
を
行

っ
た

結
果

、
削
減
額

は
平

成
１
８

年
度

か
ら

平
成
２

０
年

度
ま
で
の

３
年

間
で

１
６
４

億
円

と
な
り

、
総
人

件
費

改
革
の

基
準

値
で

あ
る
平
成

１
７

年
度

の
人
件
費

３
，

０
４
５

億
円

の
５

．
４
１

％
の

削
減
を
行

っ
た

。

(
3
)
一
方

、
国

立
病
院

機
構
と

し
て

の
役
割

を
果

た
す
た

め
の

人
件

費
増
と
し

て
、

①
他
の

設
置

主
体

で
は
代
替

困
難

な
医

療
の
体

制
整

備
（
心

神
喪

失
者
等
医

療
観

察
法

や
障
害

者
自

立
支
援

法
等
）

②
地
域

医
療

計
画

を
踏
ま
え

た
救

命
救

急
、
周

産
期

等
の
救

急
医

療
を
は
じ

め
と

し
た

政
策
医

療
の

推
進
の

た
め
の

対
応

、
医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質
の

向
上

、
医

療
安
全
の

確
保

及
び

患
者
の

処
遇

改
善
等

の
た

め
の
体
制

整
備

③
医
師

不
足

解
消

に
向
け
た

取
組

、
医

師
等
の

処
遇

改
善
及

び
地

域
医
療
と

の
連

携
強

化
の
た

め
の

体
制
整

備
な

ど
を
行

っ
た

結
果

、
平
成
１

８
年

度
か
ら

平
成

２
０

年
度
ま

で
の

３
年
間
で

２
４

０
億

円
の
増

と
な

っ
て
い

る
。

（
総

人
件
費

改
革

の
対
象

人
件
費

総
額

の
推
移

）
平

成
１
７

年
度

平
成

１
８

年
度

平
成

１
９
年

度
平
成
２

０
年

度
（

基
準
年

度
）

総
人

件
費

改
革
の

対
象

人
件

費
総

額
（
百

万
円
）

３
０
４

，
５
２

５
３
０
５
，

９
５

７
３
１

０
，

８
２
７

３
１

２
，

０
６

３

対
平
成

１
７

年
度
比

率
（

％
）

１
０

０
．

０
１
０

０
．

５
１
０

２
．
１

１
０

２
．

５

（
参
考

人
件
費

削
減
額

の
推

移
）

平
成

１
８

年
度

平
成

１
９

年
度

平
成

２
０
年

度

人
件

費
削

減
額
（

百
万
円

）
▲
３

，
２

２
４

▲
５
，

６
７

７
▲

７
，
５

８
２

平
成

１
７

年
度
基

準
額
に

対
す

る
累

計
削
減

率
（
％

）
▲

１
．
０

６
▲
２

．
９

２
▲

５
．

４
１
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